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図298　弥生時代中期の主要遺構位置図（数字は遺構番号）

第６節　東部

１　弥生時代中期の遺構・遺物

（１）墓

　Ｂ地区東部の発掘調査では、方形周溝墓30基、土坑墓１基を確認した。周溝墓は、周溝底面付近か

ら出土した供献土器の時期や、群集した方形周溝墓の位置関係から、Ⅳ期、弥生時代中期中葉から後

葉の方形周溝墓と考えられる。また、埋葬主体部については、SZ073で長楕円形状の土坑を検出した。

この他の周溝墓の埋葬主体部については、後世の土地利用によって削平を受けており、確認できてい

ない。土坑墓とした遺構は、供献土器と思われる土器からⅣ期と考えられる。

SZ055（遺構：図299）

検出状況　Ｂ地区東部北端で検出した方形周溝墓でＡ地区SZ0048と列状に並ぶ南に位置する。Ⅴ層上

面において検出した。周溝の南溝の外縁の一部がSZ056に接するが、調査区の境界にあたるため、切

り合い関係を確認することができなかった。このため、SZ056との新旧関係は不明である。

方台部　方台部は北溝と東溝・西溝の北側半分が調査区外となるため形状は不明であるが、確認した

各辺は直線的で隅部は丸くなる。方台部の規模は、南北方向は不明であるが、東西方向で7.0ｍをは

かる。墳丘及び主体部は残存していなかった。

周溝　周溝は西溝で幅約1.6ｍ、深さ約0.4ｍ、東溝では幅1.0ｍ深さ0.2ｍ弱と東溝が浅い。断面形状
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は逆台形状で、壁面の傾斜は緩やかである。埋没状況は水平に堆積することから自然堆積と考えられ、

墳丘からの流出土も確認できなかった。東溝・西溝では下層にⅤ層ブロックを含むことから、埋没過

程で地山からの流入、もしくは壁面の崩落した土が堆積したと考えられる。

遺物出土状況　遺物の出土は埋土上層から土器片がわずかに出土したのみであり、時期決定資料は認

められなかった。

時期　供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することができないが、Ａ地区SZ0048と同様、

列状に並ぶ方形周溝墓群の一つとして、Ⅲ期と考えられる。

SZ056（遺構：図299）

検出状況　Ｂ地区東部北側に位置する。Ⅴ層上面において検出した。南東隅がSD0381と接する。北側

の溝の一部はSZ055に接するが、調査区の境界にあたるため、切り合い関係を確認することができな

かった。このため、SZ055との新旧関係は不明である。四方に溝がめぐるが、溝の平面形及び断面形

が周囲の周溝墓と異なるので、溝として判断した。

方台部　方台部の各辺は直線的で、隅部は丸くなる。方台部の規模は南北3.95ｍ×東西2.74ｍで、や

や南北に長い長方形を呈する。墳丘や主体部は残存していなかった。溝の幅は2.3ｍ、深さは0.08ｍ

と検出面からかなり浅い。断面形状は皿状となり、壁面は緩やかに傾斜する。溝の上端は直線的であ

るが、内縁と外縁の上端の軸線は一致しない。

埋土　単層の黒褐色土である。埋没状況は自然堆積と考えられ、周溝墓のような墳丘からの流出土も

確認できなかった。

遺物出土状況　遺物の出土は10数点のⅥ期前後の土器片がわずかに出土したのみで、時期決定資料は

認められなかった。

時期　溝底部付近でまとまった土器の出土はないため、土器から時期を決定することはできない。

SZ056はSD0381の他にSD0578・SD0579に切られており、これらの遺構に先行するが、SD0578・SD0579

はいずれも土器片の出土がほとんどなく時期決定ができない。SD0381はⅥ期～Ⅶ期に埋没した可能性

が高く、SD0578・SD0579もSD0381に関わる溝とすれば同様の時期と考えることが可能であり、これに

先行するSZ056はⅦ期以前の遺構と考えられる。　

SZ057（遺構：図300・301、遺物：図302・303）

検出状況　Ｂ地区東部北端よりのやや微高地となる場所で、Ａ地区SZ0040と列状に並ぶ南に位置する。

Ⅴ層上面において検出した。SZ058が南側に位置し、南溝がSZ058の北溝を切る。周溝の大半が現存し、

残存状況もよい。南東隅の溝が途切れる部分では小さな土坑を確認した。周溝墓に関連する遺構の可

能性もあるが、南溝を検出する前段階で確認した土坑である。

方台部　方台部の各辺は直線的で、隅部は丸くなる。方台部の規模は南北9.17ｍ×東西8.47ｍで、や

や南北に長い長方形を呈す。墳丘や主体部は残存していなかった。

周溝　周溝は全周せず、南東隅が途切れる。周溝の外縁は緩やかな弧状を呈する。東溝、西溝の残り

が良く、断面形状は逆台形を呈する。壁面角度も急傾斜である。北溝にテラス状の浅い段を検出して

いる。周溝の深さは、最大で約0.70ｍと深い。埋土の埋没過程は自然堆積によるものだが、いずれの
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図299　SZ055・SZ056遺構図
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溝においても下層でⅤ層ブロックを多く含む層が堆積する。中央が窪む堆積を示すことから、墳丘・

地山からの流入もしくは溝壁面が崩落して堆積したと考えられる。

遺物出土状況　地山ブロックを含む層の直上から細頸壺２点（1520・1521）が西溝中央付近、壺１点

（1510）が南溝中央付近から出土した（図301）。1520は出土状況も転落した状態を示していることから、

本遺構の方台部に供献された土器と考えられ、本遺構の時期を示すと判断できる。他の２点は出土状

況から1520との同時性が認められるが、供献土器とするには破損部位が大きく、断定できない。とく

に1520に隣接して出土した1521は大型の細頸壺であるが、1520と同様に方台部より転落した状況を示

すと思われるが、胴部の1/3程度しか出土していない。意図的な破損もしくは転落する以前から破損

していたのか判断が困難である。供献土器であれば、もう少し残存状況が良いと考えられる。その他

の土器片は500点あまりで、Ⅴ～Ⅵ期の土器片が大半を占める。これらは、埋土の中層より上位で出

土する。東溝での出土が多く、周囲に展開する竪穴住居跡の多くがⅤ～Ⅵ期に属することから、Ⅵ期

では周溝は完全には埋没せずに窪地に廃棄された可能性がある。

出土遺物　供献土器はいずれもⅢ期に属するものであり、本遺構もこの時期に構築されたと考えられ

る。1520はほぼ完形品で焼成後の穿孔が加えられる。1511・1521・1520はⅢ期の壺Ａ類。1511は破片

資料だが、櫛描の直線文が３～５帯認められる。1511・1520には直線文中に弧線文が加えられ、口縁

部がやや受口状を呈する。1520はさらに胴部に縦位の棒状浮文、口縁部に波状文がみられる。1520は

口縁部を一部欠損するものの、器壁も薄く黒色で堅緻に焼成された良好な資料である。Ⅲ－１期と考

えられる。1521は胴部中央を欠損する。器形は1520に類似すると考えられ、胴部の文様は付加沈線間

の直線文帯を磨消している。文様帯以外には粗いハケ調整が特徴的である。頸部には刺突文がみられ

る。1510はハケ調整のみで文様のない細頸壺。本遺跡出土例には類似例が少ない。1515は台形土器。

本遺跡では唯一の出土例である。Ⅴ期の資料には高坏Ｉ類（1525）、甕A2類（1528）がある。1528に

は直線文のほかに波状文が施文される。その他の資料はⅤ期末～Ⅵ期と考えられる。1517・1519・

1523・1524は壺Ａ類。1517は内面に羽状文、1519の口縁端部には３個１組の円形浮文が加えられる。

1517は口縁部の外反が強く、Ⅴ期の可能性もある。

時期　Ⅲ－１期の供献土器を思われる壺（1520）が出土したことから、Ⅲ－１期と考えられる。

SZ058（遺構：図304、遺物：図305）

検出状況　Ｂ地区東部北西側に位置する小型の方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。

SZ057が北に位置し、北溝を切られている。また、SZ061が南に位置し、南溝を共有もしくは切られて

いる。全形を確認したわけではないが、東溝の南北端と西溝の南端が途切れていることから四隅切れ

の周溝墓になる可能性が高い。

方台部　方台部の各辺は直線的で、隅部は周溝が途切れる。方台部の規模は残存部位で、南北5.8ｍ

×東西4.3ｍで、南北方向に長い長方形を呈すと考えられる。墳丘や主体部は残存していなかった。

周溝　周溝のうち東溝と西溝は確認できたが、北溝はSZ057に切られて形状は不明である。南溝は最

初から存在していなかったか、SZ061の北溝と共有としていた可能性がある。陸橋部が北東隅と南東

隅で認められたことから、周溝の各溝が残存していたと仮定しても、各々の周溝が独立した四隅が途

切れる形状を呈すると推測できる。周溝は、内縁・外縁ともに直線的である。断面形状はSZ057と同様、
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図300　SZ057遺構図（１）
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逆台形を呈し、壁面角度も急傾斜である。溝の深さは東溝0.31ｍ、西溝0.25ｍと東溝が深く、残存状

況もよい。埋土の状況は自然堆積で、最下層にⅤ層ブロックを含むことから構築当初から地山からの

流入、もしくは壁面からの崩落があったと考えられる。また、わずかな堆積であるが、西溝の内側に

方台部の墳丘流失土に起因する土層と考えられる灰色土層（３層）が堆積することから、遺構構築直

後から墳丘崩壊が始まった可能性がある。

遺物出土状況　周溝埋土上層から少量の土器片が出土した。西溝からの出土が目立った。Ⅴ～Ⅵ期の

土器が多い。図示した資料はⅡ期とⅣ期の壺の破片資料である。

出土遺物　1530は堅緻な焼成の甕胴部片で在地のものと胎土が異なる。内外面ともにハケ調整がみら

れ、外面には円形刺突文がある。1529はⅡ期の壺頸部である。

時期　出土土器はⅡ・Ⅳ～Ⅵ期だが、出土状況からみて混入資料である。後出するSZ057がⅢ－１期

であることから、本遺構の構築時期はⅡ～Ⅲ－１期と考えられる。

SZ059（遺構：図306、遺物：図307）

検出状況　Ｂ地区東部北側に位置する方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。SD0381の西側

に隣接し、南溝はSZ060の北溝に切られる。方台部・周溝とも直線的に伸びる。陸橋部が北西隅にあり、

他の方形周溝墓と異なる。

方台部　方台部の規模は、南北6.35ｍ×東西6.35ｍで、正方形に近い。墳丘及び主体部は残存してい

図301　SZ057遺構図（２）
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図302　SZ057遺物実測図（１）
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なかった。

周溝　周溝を含めた平面形は南北に長い長方形を呈する。その要因は、南溝を除く周溝が幅0.90～1.30

ｍであるのに対して、南溝は残存部で2.05ｍと幅が広いことによる。なお、南溝はその南縁を南側に

隣接するSZ060に切られる。周溝の深さは西溝において最大で0.5ｍ程度である。検出面が東へ向かっ

て緩やかに下がるため、東溝の深さは浅い。断面形状は北溝・西溝がＵ字状、東溝・南溝が逆台形を

呈する。壁面角度は急傾斜である。埋没状況は溝内縁底面付近には灰色土が堆積していることから、

構築直後から墳丘もしくは周囲から土の供給があったと考えられるが、水平堆積であることから、徐々

に埋没していったと考えられる。

遺物出土状況　埋土から出土した土器は700点弱で、大半が上層から出土した。その多くが西溝から

のものである。土器はⅤ期後半～Ⅵ期に相当するもので、本遺構の構築時期を示す資料はない。

出土土器　1531は高坏B3類口縁部片。1533は高坏B3、B4類の脚部であろう。1534は壺Ａ類。内面に

赤彩がみられる。1535はⅩ期の宇田型甕の頸部で、この時期まで周溝が窪地状に残っていた可能性

がある。

時期　明確な供献土器がないため、遺物から構築時期を判断できないが、周囲に展開するⅢ期の周溝

墓との連続性からⅢ期と考えられる。

図303　SZ057遺物実測図（２）
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図304　SZ058遺構図

図305　SZ058遺物実測図
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SZ060（遺構：図308・309、遺物：図310）

検出状況　Ｂ地区東部中央北寄りで位置する方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。北溝は

SZ059の南溝を切る。規模は東部の中で最大の規模を誇る。陸橋部が南西隅にあり、西側に隣接する

SZ062とは反転した位置にある

方台部　方台部の各辺は直線的である。方台部の規模は南北11.28ｍ×東西9.02ｍで、南北に長い長

方形を呈する。墳丘及び主体部は残存していなかった。

周溝　周溝は直線的で、外縁・内縁とも平行するが、北溝外縁は北東隅外縁から東溝中央の外縁の歪

図306　SZ059遺構図
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みが顕著で長軸と揃わない。SZ0381による削平の結果、外縁が不整形となった可能性がある。周溝の

幅は1.4ｍ～1.6ｍ程度とほぼ一定だが、北溝のみ外縁の不整合により、東に向かうに従い幅が拡大す

る。深さは0.5m弱で、断面形状は逆台形となる。壁面角度は急傾斜である。西溝の残存状態が良く、

本来の形状をよく示すと思われる。堆積状況はいずれも水平の堆積をであることから、徐々に埋没し

ていったと考えられる。上層からはⅤ～Ⅵ期の土器片が出土している。このことから、他の周溝墓と

同様、周溝はⅥ期まで完全埋没していなかったとみられる。周溝内の底面付近からは外縁・内縁の壁

面から崩落したとみられるⅤ層ブロックを含む土層が堆積することから、構築当初から壁面の崩落が

始まっていたと思われる。北溝の中央付近から周溝を一段深く掘削したSK02159を検出した（図20）。

SK02159は長軸1.89ｍ・短軸0.81ｍ・深さ0.38ｍをはかり、平面形は東西方向に長い楕円形を呈す。

周溝内埋葬の可能性を考え、埋土を採取し篩いにかけたが、玉類などの遺物は確認できなかった。埋

土からは一部が炭化した樹皮や加工痕のある棒状木製品が出土し、底部付近ではブロック状の土層が

わずかに認められるなど人為的な堆積をうかがわせる状況も認められた。北溝Ｄ断面からは周溝外縁

壁面の崩落土がSK02159にまで及んでいることから、周溝とSK02159の掘削はほぼ同時期に行われ、掘

削直後から壁面崩落が始まっていたのであろう。なお、SK02159は供献に伴う遺物は確認できなかった。

遺物出土状況　周溝内からⅤ期後半～Ⅵ期の土器片が400点弱出土したが、上層出土の周囲からの混

入から出土した。出土状況から、この遺構に伴うものではなく、後世に土地を掘り込んだ際に何らか

の理由で放置されたものではないかと思われる。

出土遺物　1537・1539は高坏B3・4類の口縁部と脚部。1541は底部に穿孔のある鉢Ｂ類。1542は須恵

器の甕底部片で断面が赤褐色を呈する。６世紀代のものであろう。8-17は鉄製のＵ字形鋤先で先端の

一部と装着部を欠損する。

時期　供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することはできないが、南溝西端をⅥ期前半の

SK02158によって削平されていることから、Ⅵ期前半をさかのぼると考えられる。また、周囲に存在

するⅢ期の方形周溝墓と連続して形成されたと考えることも可能である。SZ059は仮に周溝内埋葬を

避けて、陸橋部を南西隅から北西隅へ変更したと仮定すれば、SZ059もSZ060とそれほど時間差なく構

築されたのかもしれない。

図307　SZ059遺物実測図
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図308　SZ060遺構図（１）
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SZ061（遺構：図311・312、遺物：図313）

検出状況　Ｂ地区東部北西側に位置する南東隅に陸橋部をもつ方形周溝墓である。Ⅴ層上面において

検出した。北側ではSZ058、南側ではSZ062と重複する。SZ058の南溝を共有もしくは切り、SZ062の北

溝を切る。さらに、区画溝SD0383・SD0558とも新旧関係があり、区画溝SD0383に西溝の一部とSD0558

に東溝の東縁を切られる。

方台部　方台部の各辺は直線的で、隅部はやや丸い。方台部の規模は南北8.04ｍ×東西7.90ｍで、平

面形はほぼ正方形となる。墳丘や主体部は残存していなかった。

周溝　周溝断面の形状は、皿状ないしは緩やかな壁面をもつＵ字状となる。周溝はいずれも直線的で

あるが、北東隅の外縁は緩やかに弧を描く。深さは約0.4ｍとやや浅めである。北溝・東溝では、下

層にⅤ層ブロックを含むことから、埋没過程で地山からの流入、もしくは壁面が崩落した土が堆積し

たと考えられる。

遺物出土状況　埋土中から600点を超える土器片が出土した。東溝・西溝からの出土が多く、なかで

も西溝中央付近に偏在する。遺物は中～上層出土のものが多く、Ⅴ～Ⅵ期のものが大半を占める。	

図309　SZ060遺構図（２）
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図示したのは９点で、Ⅴ期～Ⅵ期前半に相当する。周囲に展開するⅢ期の周溝墓にみられるⅢ期相当

の供献土器は出土しなかった。

出土遺物　1544・1546はⅤ期の資料。1544は口縁部が強く屈曲する鉢Ａ類。端部にも強い平坦面がみ

られる。胴部には波状文がみられる。1546は波状文のある高坏B2類。1545は口縁端部が内傾する高坏

C2b類。Ⅵ期前半に相当する。1549はⅥ期前半の器台B1類。

時期　供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することができないが、周囲に展開するⅢ期の

周溝墓SZ058の切り合い関係からⅢ期と考えられる。

図310　SZ060遺物実測図
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図311　SZ061遺構図（１）



16　　第３章　調査の成果

SZ062（遺構：図314・315、遺物：図316）

検出状況　Ｂ地区東部西側で検出した方形周溝墓で、ほぼ全形を確認した。Ⅴ層上面において検出し

た。周溝南東隅で途切れ、陸橋部を形成する。周辺は遺構の密度が高く、複雑な重複関係を有す。北

溝はSZ061の南溝に切られ、南溝はSZ063の北溝に切られる。調査区北端から南北に縦走するSD0383も

北溝と重複する。重複する部分の最上層の埋土がどちらの遺構も黒色土が堆積するため、平面で確認

することが困難ではあるが、Ｂ断面からは明瞭に確認できる。また、SD0586は西溝と重複する溝で、

SD0383と周溝北西隅部で分離したものである。

方台部　方台部の各辺は直線的である。方台部の規模は南北8.60ｍ×東西8.04ｍで、平面形はやや南

北に長い長方形を呈する。墳丘はなく主体部も確認できなかった。

周溝　周溝の深さは約0.5ｍと深く、残存状況がよい。溝の外縁はわずかに弧状となり、隅部は丸み

をもつ。周溝の断面形状は西溝以外、逆台形を呈し、壁面角度も急傾斜である。西溝のみが皿状とな

り、壁面角度も緩やかになる。埋土は緩やかに自然堆積したと判断できるが、東溝の最下層において

図312　SZ061遺構図（２）
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方台部の墳丘流失土に起因すると考えられる灰色土がわずかに認められることから、構築直後から墳

丘の崩壊が始まっていたと考えられる。

遺物出土状況　400点を超える土器片が出土し、西溝からの出土が多い。出土土器の大半は埋土中層

より上位から出土し、周溝底面付近において供献土器と判断できるものは認めらない。一部にⅣ期の

資料を含むものの、多くの土器片がⅤ期～Ⅵ期に相当する。

出土遺物　1553はⅣ期の高坏Ａ類脚部。端部の強いヨコナデが顕著である。1558は摩耗の著しいⅣ期

の壺Ａ類。口頸部に数条の凹線文、羽状の刺突文、廉状文、胴部には数帯の直線文がみられる。1559

はⅣ期の甕Ｂ類の口縁部。1557は口頸部を欠損するが、Ⅳ期～Ⅴ期の壺B1類と考えられる。胴部があ

まり膨らまず、外面には籠目痕が観察できる。

時期　供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することができない。周囲に展開するⅢ期の周

溝墓SZ061及びSZ063との切り合い関係からⅢ期と考えられる。Ⅳ期の出土資料（1553・1558・1559）も

あるが、1553・1558・1559は出土状況や遺存状況から混入品と考えられるため、Ⅲ期の遺構と判断した。

SZ063（遺構：図317、遺物：図318）

検出状況　Ｂ地区東部西側に位置する小形の方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。各周溝

の四隅が途切れる。北溝の一部がSZ062と重複し、SZ062の埋土を切る。

方台部　方台部の各辺はおよそ直線的であるが、西縁・南縁がやや弧状となる。方台部の規模は南北

図313　SZ061遺物実測図
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図314　SZ062遺構図（１）
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7.25ｍ×東西5.25ｍで、やや南北方向に長い長方形を呈する。墳丘及び主体部は残存していなかった。

周溝　大型の周溝墓と比べて、周溝の幅が確認面で１ｍ前後と狭く、深さも0.25ｍ前後と浅いが、後

世の削平によるものか、周溝墓の規模の差異によるものかは不明である。断面形状は東溝・西溝が逆

台形を呈し、それ以外の溝は皿状となる。壁面角度は緩やかである。埋土の堆積状況は北溝を除いて、

下層において方台部からの流失土ないしは内縁壁面の崩落による堆積がみられることから、構築直後

から墳丘の崩壊が始まっていたと考えられる。各周溝配置をみると、南溝が他の溝と長軸線がそろわ

ないことから、南溝は遺構の重複及び、周溝とは別の遺構の可能性もある。墳丘や主体部は残存して

いなかった。

遺物出土状況　周溝からの出土土器もわずかであるが、唯一個体資料となるⅢ期の細頸壺（1561）が

西溝の底面付近からが出土した。

出土遺物　1561は小形品であるが、忠実に細頸壺を模倣した優品で、Ⅲ期に属す。直線文の外に沈線

図315　SZ062遺構図（２）
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を付加し、円形浮文がみられる。

時期　西溝の底面付近からの出土した1561の細頸壺から時期はⅢ期前半の可能性が高い。

図316　SZ062遺物実測図
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図317　SZ063遺構図
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SZ064（遺構：図319、遺物：図320）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381西側に位置する四隅切れの方

形周溝墓を確認した。検出面がⅥ層の砂礫層であったことか

ら、削平を受けた可能性があり、四隅の浅い部分が削平によ

り消失し、途切れているように見えるかもしれないが、周溝

断面が比較的よく残っているので、その可能性は低いと考え

られる。

方台部　各辺は直線的である。方台部の規模は南北5.3ｍ×

東西3.75ｍで、平面形は長方形に近い。墳丘及び主体部は確

認できなかった。

周溝　周溝の四隅は全て切れている。周溝全体の平面形も直線的だが、北溝・東溝はやや外へふくら

む。周溝各辺の幅を中央付近で測ると、北溝0.4ｍ、西溝0.5ｍ、南溝0.35ｍ、東溝0.5ｍである。周

溝の壁面は、西溝・北溝で急傾斜となる。両方とも逆台形の断面形である。南溝・東溝は緩やかな傾

斜である。周溝各辺の中央付近の深さは北溝0.2ｍ、西溝0.35ｍ、南溝0.1ｍ、東溝0.15ｍである。南

溝と東溝が浅い。中央が凹むレンズ状の堆積であり、自然堆積である。西溝は、砂の混じる層があり、

最下層は、灰色土ブロックが混じる粘質土が厚く堆積する。類似する土層は、北溝最下層にもみられ、

構築直後に周囲から流入した土層であろう。また、西溝中層にも灰色土ブロックが混じる土層が堆積

する。これらは、墳丘よりの流入土の可能性が高い。

遺物出土状況　西溝・南溝・東溝からⅣ～Ⅵ期の土器片が出土した。供献土器は認められなかった。

出土遺物　1562は南溝から出土した、Ⅴ期の高坏B2類で、波状文がみられる。1563は東溝から出土し

た。Ｖ～Ⅶ期と思われる壺である。底部は完存する。内外面に煤が付着していた。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、周囲の周溝墓との関係から、Ⅱ～Ⅲ期の可

能性が高い。

SZ065（遺構：図321）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。北溝はSZ064南溝に切

られる。東溝が検出できなかったが、周溝墓であると考える。東溝がないのは、SD0381再掘削時に削

平されたかもしれない。その場合、三隅が切れていた可能性がある。北溝がSZ064の南溝に切られて

いる。

方台部　各辺は直線的であはあるが、平面形は南北に長い長方形である。方台部の規模は南北7.2ｍ

である。墳丘は削平を受け、認められなかった。主体部も確認できなかった。

周溝　類似するSZ064の溝の深さに比べると浅く、壁面の立ちあがりもゆるやかである。北溝はすぐ

北にあるSZ064の南溝と切り合っており、両端が切れる。西溝と南溝はＬ字につながっているが、他

は切れているので三隅切れの方形周溝墓と考えられる。周溝各辺の幅を中央付近で測ると北溝0.7ｍ、

西溝0.65ｍ、南溝1.15ｍである。周溝の壁面は、外周側・内周側ともに緩やかな傾斜を呈する。周溝

各辺の深さは、北溝0.2m、西溝は0.2m、南溝は0.2mである。北溝、西溝、南溝の堆積状況が類似して

いる。水平に堆積、中央が若干凹みレンズ状に堆積する。底面及び壁面には灰色土ブロックを含む土

図318　SZ063遺物実測図
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層が堆積する。墳丘や地山からの流入した土層の自然堆積と考えられる。黒褐色の埋土の下は砂とな

り、すぐに礫となる。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が上層で出土するがわずかな小片のみであった。

出土遺物　供献土器と考えられるものは出土していなかった。

時期　Ⅱ～Ⅲ期とした周囲の周溝墓と方向がそろい、群集することからⅡ～Ⅲ期と思われる。

図320　SZ064遺物実測図

図319　SZ064遺構図
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SZ066（遺構：図322・323、遺物：図324）

検出状況　Ｂ地区東部中央のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。北溝西端、南溝東

端の一部が調査区域外にあるが、四隅切れ周溝墓のほぼ全形を検出した。北溝の埋土は明瞭であった

がSD0521との切り合い関係は不明瞭であった。

方台部　一部調査区外となるために正確な形状は不明であるが、相対する溝は平行で、その形状は南

北に長い長方形である。方台部の各辺は直線的である。方台部の規模は南北9.4ｍ×東西7.0ｍである。

北東と南東隅はSD0521によって切られている。北西の隅については、西溝の北端の深さが急激に浅く

なることからおそらく途切れているのではないかと思われる。墳丘や主体部は確認できなかった。

周溝　各周溝の幅を中央付近で測ると、西溝1.6ｍ、東溝1.0ｍ、北溝1.0ｍ、南溝1.25ｍで西溝が幅

広である。深さは、西溝0.4ｍ、東溝0.4ｍ、北溝0.4、南溝0.4ｍである。周溝はいずれも断面が逆

台形で、その壁面は、外周側・内周側ともに急傾斜になる。東溝は、中央付近が少しだけ高くなって

いる。西溝Ａ断面では、基本的に水平堆積で、残りのよい自然堆積である。底面及び壁面には灰色土

ブロックを含む土層が堆積する。底面付近の灰色土ブロックの土層が構築直後に周囲から流入した土

層と考えられ、その後、壁面付近の灰色土ブロックを含む土層が堆積する。壁面付近は、内周側に顕

図321　SZ065遺構図
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図322　SZ066遺構図（１）



26　　第３章　調査の成果

著である点、周溝壁面の傾斜が急であることから墳丘より供給されたものであろう。

遺物出土状況　西溝では上層からⅣ期の土器片が出土する。東溝では、上層からⅤ～Ⅵ期の土器片、

下層から細い板棒状の木製品が出土している。供献土器は認められなかった。

出土遺物　1564は、Ⅳ期の壺の胴部の一部。表面には、刺突文が施されている。	1565は、Ⅴ～Ⅵ期

の壺で、内面・外面ともに摩耗が著しい。

時期　1564・1565ともに混入資料で遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。SZ072など周囲

の四隅切れ周溝墓と類似し、方向もそろうことからⅡ～Ⅲ期と考えられる。

SZ067（遺構：図325、遺物：図326）

検出状況　Ｂ地区北部で確認した土坑墓。Ⅴ層上面において検出した。西半分は調査区外となる。北

側はSD0467に切られる。

主体部　底面はほぼ平坦。壁は南側でやや直立気味で、北側は段差をもちながら、緩やかになる。規

模は、南北３ｍ程度である。西壁面において14層に分けたが、この場所だけ細かな分層ができる堆積

状況であった。９層は黒色土で粘性が非常に強い土であった。また、炭化物を多く含み部分的に帯状

になる所もあった。この９層が北側で立ち上がる。木質が土壌化したものではないかと考えられる。

その上の６層も炭化物が散在していた。

図323　SZ066遺構図（２）

図324　SZ066遺物実測図
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遺物出土状況　上層南側で甕1570が縦方向に大きく２つに分かれた状態で出土した。供献土器と思わ

れる。底面付近からは木片が土の中に混入していた。

出土遺物　1566はⅣ期の鉢。口縁端部に強い凹面を形成する。1567はⅣ期の高坏Ａ類の脚部。1568は

Ⅳ期の壺で胴部に竹管文が施文する。1569はⅣ期の壺で外面に煤が付着する。内外面にハケ目が残る。

1570はⅣ期の甕A4類の供献土器と思われる。外面に炭化物が付着する。内外面にハケ目を残す。口縁

部は屈折するもののやや内湾気味である。

時期　供献土器と思われる土器からⅣ期と考えられる。

図325　SZ067遺構図
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SZ068（遺構：図327～331、遺物：図332・333）

検出状況　Ｂ地区東部北東側、SD0381西側、SZ069、SZ070の北側に位置する。Ｖ層上面において検出

した。調査区外によって北・南溝の一部が確認できなかった。08年度に確認できた着弾痕の影響がみ

られ、Ｖ層灰色土が吹き飛ばされ、周溝が一部消壊を受けている。

方台部　方台部の各辺はおよそ直線的だが、東溝がやや弧状を呈し、外へ広がる。方台部の規模は南

北12.5ｍ×東西12ｍ、平面形は正方形に近い。墳丘や主体部は残存していなかった。

周溝　東溝では、主に下層に灰色土の堆積がみられ、構築直後の墳丘からの流入土もしくは地山から

の流入土と考えられる。北溝中央付近で周溝が途切れる以外は全てつながっている。どの周溝も断面

は逆台形で、その深さは最大で0.55ｍと残存状況がよい。Ｖ層もしくは墳丘よりの流入土とみられる。

灰色ブロックが下層から中層に堆積する。中層から上層にかけては炭化物を含んだ土層がみられ、Ⅴ

～Ⅵ期の土器が出土する。下層から中層は周溝墓が構築直後から埋没が進行したことを示す。中層か

ら上層はⅤ～Ⅵ期の土器の資料により、その時期に埋没したことを示している。

遺物出土状況　西溝では、上層から土器小片が出土した。上層から中層において、炭化物や土器片が

ややまとまって出土した場所がある。北溝では、検出面から0.15～0.2mまでの埋土中に土器片が多く

出土する。これより下層にはほとんど遺物の出土がみられない。底面から５cmほど上から完形の供献

土器と思われる1572が横位の状態で出土した。人為的に据えられた可能性も考えられる。1577が出土

したⅤ～Ⅵ期の壺Ａ類。1572・1577はともにⅣ期の資料だが、1577は上層出土である。1580はかたまっ

た状態で破片が出土したⅥ期の壺Ａ類。上層出土で、周溝の埋没時の資料である（図１）。1571は南

東隅から出土したⅣ期の壺。横位で出土したが転落した可能性がある（図２）。1572とともに供献土

器であろう。

出土遺物　周溝内からは完形の土器を含む多くの土器が出土した。1571は、Ⅳ期の壺Ａ類である。口

縁部の凹線の他に頸部に沈線、胴部に波状文がみられる。北溝から出土の1572は、Ⅳ期の供献土器と

図326　SZ067遺物実測図
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図327　SZ068遺構図（１）
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図328　SZ068遺構図（２）



第６節　東部　　31

思われる壺A1類である。凹線文が２条、胴部には横長の×のヘラ描きがある。底部には穿孔がある。

胴部にはハケ調整のほかにミガキがある。1573は、胴部に打ち欠きがあるⅣ期の甕であろう。内面、

外面ともにハケ調整が施されている。1574は、口縁端部が強く屈曲し、胴部に刺突文、直線文、刺突

文、波状文を施文するⅤ期の甕A2類。西溝出土の1575は、Ⅴ期のA1類壺で口縁の一部が残存。内外面

に赤彩、赤彩円形浮文を２つ施文する。1576はⅤ～Ⅵ期の壺Ａ類の胴部片。1577はⅣ期の甕。ハケ調

整である。1578は、Ⅴ期の甕A1類で口縁端部の屈曲が強く、平坦面も顕著である。1579は、Ⅴ期の甕

A2類で、外面に煤が付着している。胴部外面には、直線文のほか、波状文がみられる。1580は、Ⅵ期

の壺Ａ類で、口縁部と胴部に円形浮文が施されている。1581は、Ⅴ～Ⅵ期の高坏Ｉ類で口縁部が直立し、

坏底部が強く屈曲する。口縁部外面に漆が付着している。1582はⅤ期の器台A1類。1583は、口縁の一

図329　SZ068遺構図（３）
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図330　SZ068遺構図（４）
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部が残存するⅤ期～Ⅵ期の壺。1584は、Ⅴ期の甕A2類で、口縁端部は強く屈曲している。胴部には刺

突文・直線文を２帯施文する。東溝から出土の1585は、Ⅴ～Ⅵ期の甕A2類で、外面に煤が付着してい

る。1586は、Ⅴ～Ⅵ期の鉢Ｂ類で、他の類似品と比べると小型品である。1587はⅤ～Ⅵ期の壺。1588

は、Ⅴ～Ⅶ期の手捏ね土器。1589は砂岩製の砥石。1590は泥岩製の有孔磨製石鏃。凹基無茎石鏃で側

面は緩やかに弧状となる。1591は下呂石製の有茎石鏃。

時期　供献土器と思われる壺から、Ⅳ期後半と考えられる。なお、周溝埋土上層から出土したⅤ期以

降の遺物は、溝が埋没する過程で流入したものと思われる。

SZ069（遺構：図334・335、遺物：図336）

検出状況　Ｂ地区東部北東側の西壁沿い中央で確認した。Ｖ層上面において検出した。東西方向に延

びる溝２条を検出した。東溝・西溝は調査区外にあるが、北溝・南溝の方向が一致し、その並び方が

東に隣接するSZ070と類似することから周溝墓と判断した。なお、SZ070とは軸線や溝断面形などに一

致しない点が多いことから別の周溝墓と考えられる。

方台部　一部調査区外のため平面形のうち東端と西端を確認できなかった。方台部の規模は南北5.25

ｍ程度である。墳丘や主体部は、確認できなかった。

周溝　周溝は調査区外を含むため北溝と南溝の一部を確認できるのみである。周溝の各辺の幅は北溝

図331　SZ068遺構図（５）
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図332　SZ068遺物実測図（１）
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図333　SZ068遺物実測図（２）
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で0.75ｍ、南溝で1.05ｍである。周溝の壁面は外周側・内周側ともに緩やかな傾斜を呈する。北溝断

面の深さ0.22ｍ程度、南溝断面の深さ0.22ｍ程度である。南溝は水平の堆積で、北溝は北方向からの

堆積があるようにみえる。北溝・南溝ともに埋土上層で炭化物をわずかに含む。底面付近には墳丘か

らの流入土、もしくは地山からの流入土と考えられる灰色土が堆積する。

遺物出土状況　北溝・南溝ともに埋土上層からⅤ～Ⅵ期の土器片が出土した。いずれも、供献土器と

考えられるようなものは確認できなかった。上層における土器片の出土は、周溝の完全埋没がⅥ期で

あることを示している。

出土遺物　南溝で出土した1592は、線刻のみられるⅤ～Ⅶ期の甕の胴部の一部である。

時期　出土土器から時期決定は困難で、周囲の周溝墓がⅢ～Ⅳ期であるので、Ⅲ～Ⅳ期の可能性が考

えられる。

SZ070（遺構：334・335、遺物：図336）

検出状況　東部北東部のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。検出時から溝上面に土

器が多く出土しており、プランも明瞭であった。北溝はSD0471を切っている。東溝は、SZ071の西溝

に切られている。平面形状や溝の断面形から方形周溝墓であると考えられる。

方台部　一部調査区域外のため平面形のうち西半分を確認できなかった。方台部の規模は南北８ｍ程

度で、長軸長は7.15ｍで、辺は整っている。東西の壁面においても墳丘や主体部は確認できず、削平

を受けているものと考えられる。

周溝　北溝は３層、東溝は５層、南溝は３層に分層した。各層が水平に堆積しており、自然堆積では

ないかと考えられる。主に下層に灰色土の堆積がみられ、構築直後の墳丘からの流入土もしくは地山

からの流入土と考えられる。北溝・東溝では、検出面から0.1ｍ前後の辺りには炭化物が混じっている。

溝の底はＶ層シルト層から砂層に変わるところまで掘り込まれている。

遺物出土状況　東溝では遺物は上層から比較的に多くのⅤ～Ⅵ期の土器小片が出土した。北溝も上層

を中心にⅤ～Ⅵ期の土器小片が出土した。いずれも、供献土器と考えられるようなものは確認できな

かった。上層における土器片の出土は、周溝の完全埋没がⅥ期であることを示している。

出土遺物　1593は、Ⅴ期の器台Ａ類。基部が太く、直線文を３帯施文する。1594は、Ⅵ～Ⅶ期の壺Ｈ

類で、丁寧なミガキのある資料。1595は、Ⅴ～Ⅵ期の高坏Ｉ類。1596は、Ⅴ～Ⅶ期の甕Ｂ類。口縁部

が緩やかに外反して、頸部に直線文と波状文をもつ。

時期　SZ068は供献土器からⅣ期と思われる。SD0471は切り合いからSZ068より新しい。北溝はSD0471

を切っている。また、SD0471からは上層からⅣ期の土器が出土している。これは、埋没過程において

混入したものと思われる。SZ071に先行することからⅣ期後半と考えられる。

SZ071（遺構：図337・338、遺物：図339・340）

検出状況　Ｂ地区東部北東側のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SZ072とは北溝

で重複する。北溝はSZ072を切っているので、SZ072よりも後出する。また、西溝はSZ070と重複する。

西溝はSZ070を切っているので、SZ070よりも後出する。北東隅部が調査区外にある。

方台部　方台部の各辺は直線的である。方台部の規模は南北5.7ｍ×東西7.3ｍで、平面形は長方形で
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図334　SZ069・SZ070遺構図（１）
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図335　SZ069・SZ070遺構図（２）

図336　SZ069・SZ070遺物実測図
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ある。平面形は北東隅部が調査区域外であるが正方形に近い。東側の方形周溝墓群の並びと軸の方向

は一致している。隅部は丸くなる。墳丘や主体部は残存しない。

周溝　平面形は周溝が全周するようにもみえるが北東隅が調査区域外にあるので判断できない。むし

ろ北西部の隅部がやや浅いので、北西隅部に陸橋があったかもしれない。北溝のＡ断面は８層に、Ｃ

断面は12層が認められる。深さはそれぞれ、0.35ｍ、0.42ｍである。西溝のＢ断面は11層、深さ0.4ｍ、

南溝のＤ断面は８層、深さ0.32ｍ、東溝のＥ断面は５層に分層し、深さは0.45ｍである。いずれも遺

存状況がよい。断面はＶ字形でＣ断面の残りがよい。北溝・南溝の底面はゆるいＵ字形である。いず

れの周溝も下層に灰色土ブロックを多く含む土層が堆積する。埋没過程で両側から墳丘もしくは壁面

の崩壊によって灰色土の混じり込みのある埋土が流入したと考えられる。どの溝にも上層付近に炭化

物の混入がみられた。

		SK02309は、東溝まで掘削した段階でに黒く方形の埋土が確認できたので、別遺構として判断した。

東側は調査区外のため正確な形状は不明である。周溝内埋葬の可能性を考えたが、木棺と思われる痕

跡は確認できなかった。また、埋土からの遺物の出土も認められなかった。

遺物出土状況　周溝埋土上層において、Ⅴ～Ⅵ期の土器片がややまとまりをもって出土した。東溝で

は、埋土上層で土器片がかたまって出土している。供献土器と思われるⅣ期の土器が出土した(1597)。

上層における土器片の出土は、周溝の完全埋没がⅥ期であることを示している。

出土遺物　1597は、Ⅳ期の壺A2類。口縁部が袋状で、５本の凹線を施文する。口縁部の一部が外側に

引き出されている箇所があり、片口状を呈する。頸部に刺突文、胴部に直線文と波状文があるが、摩

耗が進み、遺存状況は悪い。底部外面にもハケ目がみられる。供献土器ではないかと考えられたが下

層ではなく、中層から出土しているので断定できない。1598は、Ⅴ期の壺Ａ類で、口縁部内面に扇形

文がある。1599は、Ⅴ期の甕A2類で、口縁端部の屈曲が顕著で、胴部には直線文・刺突文の他に最下

段に波状文を加える。1600は、Ⅴ～Ⅵ期の鉢A3a類で、外面に炭化物や煤が付着している。1601は、

Ⅴ～Ⅵ期の壺。1602は、Ⅴ期後半～Ⅵ期の壺Ｂ類で、内外面に煤が付着している。底部は1/4が欠け

ている。ほぼ完形に近い資料である。ハケ調整の後に、ミガキを加えるが、やや粗雑のため、ハケ目

が残る。1603は、Ⅴ～Ⅵ期の甕B4類。口縁部がゆるやかに外反し、胴部下半が直線的である。1604は

砂岩製の叩石。

時期　1597が供献土器の可能性が高いので、Ⅳ期後半の可能性が高い。

SZ072（遺構：図337・338、遺物：図340）

検出状況　Ｂ地区東部北東部のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。D0048西側に並

ぶ方形周溝墓群との並びと軸の方向は一致している。SZ071と重複し、SZ071による削平を受けたため、

西溝と南溝の一部が確認できたのみであった。本来の形状の2/3近くを欠くため、確認範囲は一部だが、

同溝の断面形状、さらに、方向がSZ071とも類似することから周溝墓と判断した。その全体規模は不

明である。南西隅部が陸橋と想定されるが、南溝の西端が調査区外にあり、不明瞭である。

方台部　確認した方台部の各辺は直線的で隅部は丸くなる。2/3近くが調査区外のため方台部の規模

は不明である。墳丘は残存しておらず、主体部は確認できなかった。

周溝　西溝と南溝は途切れているので四隅切れの周溝墓、もしくは一ヵ所切れの周溝墓と考えられる。
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図337　SZ071・SZ072遺構図（１）
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図338　SZ071・SZ072遺構図（２）
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図339　SZ071遺物実測図
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西溝のＦ断面は逆台形の形を呈し、周溝の壁面は、急な傾斜である。底面は、外周側が少し深くなっ

ている。西溝・南溝は埋土が水平に堆積する。西溝の５層は東側に墳丘からの流入土とみられるＶ

層ブロックが堆積する。

遺物出土状況　西溝・南溝の上層からⅤ～Ⅵ期の土器片が出土した。周溝の埋没段階での資料で時

期決定資料とは考えられない。

出土遺物　1605は、Ⅴ～Ⅵ期の壺Ａ類もしくは、Ｂ類の底部。

時期　Ⅳ期後半のSZ071に切られていることから、Ⅳ期以前の周溝墓である。周辺に分布するⅡ期の

周溝墓と類似する。同溝の形状が四隅切れの可能性が高いのでⅡ期と考えられる。

SZ073（遺構：図341～343、遺物：図344・345）

検出状況　Ｂ地区東部中央のSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。

方台部　方台部の各辺は直線的だが、隅部は丸みをおびる。方台部の規模は南北8.5ｍ×東西8.5ｍで、

平面形はほぼ正方形に近い。墳丘らしき盛土の検出はできなかった。方台部の中央やや北側において、

東西方向を主軸とする長楕円形状の土坑を検出した。Ｖ層に近いオリーブ色土に、暗黄色土のブロッ

クが混じる土層を確認した。人為的な土層の可能性がある。単層で深さは0.04ｍと非常に浅いもの

図340　SZ071・SZ072遺物実測図
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図341　SZ073遺構図（１）
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図342　SZ073遺構図（２）
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の南北1.1ｍ、東西3.7ｍで、木棺の痕跡は認められないが、位置・規模・埋土の状況から主体部の可

能性が高いと考えられる。

周溝　西溝Ｅ断面では、基本的に水平堆積で、残りのよい自然堆積である。底面及び壁面には灰色土

ブロックを含む土層が堆積する。底面付近の灰色土ブロックの土層が構築直後に周囲から流入した土

層と考えられ、その後、壁面付近の灰色土ブロックを含む土層が堆積する。壁面付近は、内周側に顕

著である点、同溝壁面の傾斜が急であることから墳丘より供給されたものであろう。中層には炭化物

が混じる。周溝各辺の幅を中央付近で測ると北溝1.6ｍ、西溝1.7ｍ、南溝1.2ｍ、東溝1.2ｍである。

北溝・南溝がやや広い。両溝とも外周がやや外へふくらむ。周溝の壁面は、急傾斜で、北溝・南溝・

東溝は断面が逆台形である。周溝各辺の深さは、Ａ断面から、北溝0.35ｍ、南溝は0.4ｍ、Ｃ断面か

ら西溝はおよそ0.35ｍ、Ｄ断面から東溝は0.3ｍである。東溝の中間層はオリーブ黒色土の堆積部分

が他の土より粘性が高かった。

遺物出土状況　北溝より残存状態の悪いⅣ期の壺（1609）の破片が出土した（出土状況図１）。中央

部分から離れた場所からⅢ期後半の壺（1607）が出土した（出土状況図１）。東溝中央から、底部・

胴部の一部が破損したⅢ期後半の壺(1606）が横位で上からの圧迫により潰されたような出土状況で

あった（出土状況図２）。西溝の南側から周溝底面から15㎝ほどの高さから南北に広がり割れて、完

形に近いⅣ期前半の土器(1608)が出土した（出土状況図３）。底部はないが、横位の状態で1608とは

少し離れた場所で出土した。1609を除いて、いずれも供献土器であろう。

出土遺物　1606は、Ⅲ期壺Ａ類。胴部下半～底部を欠損する。口縁端部が内傾しながら立ち上がり、

端部は平坦で波状文を施文する。頸部は細くしまり、胴部は大きく広がる。頸部から胴部にかけて、

複合櫛（２×３帯）による直線文を８帯施文する。文様帯以下はミガキである。1607は、Ⅲ期の壺A

類。残念ながら口縁部を欠損する。外面は、複合櫛（２×３）による縦位、横位の直線文が施され、

図343　SZ073遺構図（３）
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図344　SZ073遺物実測図（１）
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1606と類似する。胴部下半に打ち欠きがある。1612は、Ⅳ期の鉢。口縁部が短く屈折し、鋭いハケ目

を残す。1610は、Ⅳ期の壺Ａ類の底部。底部に籾殻の痕跡が見られる。1611は、Ⅳ期の壺Ｄ類の口縁

部の一部。1609は、Ⅳ期の壺A1類。胴部を欠損する。口縁端部が、強く屈曲して直立し、凹線が２本

みられる。1608は、Ⅳ期の壺Ａ類のほぼ完形資料。口縁部が直立し、凹線が１本みられる。やや頸部

が長く、胴部はハケ調整のみで加飾は認められない。1614は、Ⅴ期の高坏Ｂ類である。1613は、Ⅵ期

前半の鉢Ａ類。底部が欠損する。端部と胴部に刺突文がある。1608に比べて頸部が短く、沈線がある。

1615は、Ⅵ～Ⅶ期の甕Ｂ類であろう。1616は安山岩製の叩石類。原礫面を大きく残し、両側面に剥離

痕を残す。形状から打製石斧の可能性もあるが下部に刃部を作り出さないことや使用痕が観察できな

かったこと、側面に敲打痕を残すことから叩石類とした。

時期　上層よりⅤ～Ⅵ期の土器が出土したが、底面近くで、1606・1607・1608の供献土器を検出した。

1606・1607は文様の簡素化からみてⅢ―３期の典型例である。1608は、口縁部の形状、凹線文が１本

であることからみて、Ⅳ―１期の好例である。同一の周溝墓から、時期の異なる供献土器が出土した

ことになる。Ⅲ期終末段階、Ⅳ期初段階の土器資料は共存することが確認されている。この場合Ⅳ期

初段階に入っていると判断して、Ⅳ―１期とする。他にⅣ期の資料は、1609・1610・1611・1612があ

る。いずれも、遺存状態からみて、供献土器ではない。詳細な時期決定は難しいが、1609は口縁頸部

の形状、凹線文から1608より明らかに後出する資料でⅣ－２期にあたる。このため、1609のみならず

1610・1611・1612を含めて、Ⅳ―２期の混入資料と考えられる。以上のようなことからⅣ期前半と考

えられる。

図345　SZ073遺物実測図（２）
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SZ074（遺構：図346）

検出状況　Ｂ地区東部の方形周溝墓の密集域でSZ075の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。

西溝の一部が調査区外にあるが、四隅切れ方形周溝墓のほぼ全形を検出した。東溝の南部はSD0522に

切られている。西溝はSD0505、SD0503と攪乱によって切られている。

方台部　方台部の各辺は直線的である。方台部の規模は南北4.35ｍ×東西3.4ｍで、平面形は方形で

ある。墳丘及び主体部は確認できなかった。

周溝　各周溝の幅を中央付近で測ると西溝それぞれの深さは西溝0.34ｍ、南溝0.25ｍ、東溝0.32ｍ、

北溝0.17ｍで、北溝が比較的浅い。東溝の底面は、ほぼ平坦で壁は緩やかに外傾する。北溝の底面は、

Ｕ字状で壁は外傾する。南溝の底面は、ほぼ平坦で壁は緩やかに外傾する。Ｃ断面・Ｇ断面より西溝

の底面は、ほぼＵ字形で壁面は急傾斜する。構築直後から墳丘や地山からの流入土があったようで底

面付近に灰色土が堆積する。

図346　SZ074遺構図
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図347　SZ075遺構図
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遺物出土状況　どの周溝からも埋土上層から少量の土器片が出土した。供献土器と考えられるものは

出土していなかった。

出土遺物　図示に至る遺物はなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、四隅切れであることからⅡ期の可能性が

ある。

SZ075（遺構：図347、遺物：図348）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381の西側に位置する。北西・南西隅が陸橋部であることから、四隅切れ

の可能性がある。Ｖ層上面において検出するが、北・南・東溝の一部が調査区域外となる。

方台部　一部調査区域外になるために正確な形状は不明であるが、相対する溝は平行であるため、そ

の形状は長方形である。方台部の各辺は比較的直線的である。規模は南北7.3ｍ×東西6.6ｍである。

墳丘や主体部は確認できなかった。

図348　SZ075遺物実測図
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周溝　それぞれの深さは北溝Ｄ断面0.2ｍ程度、西溝Ｇ断面0.3ｍ程度、南溝Ｆ断面0.25ｍ程度、東溝

Ｅ断面0.4ｍ程度であった。北溝は、他の溝と比較して深さが浅い。壁面は、急傾斜を呈すが、Ｃ断

面とＦ断面とＤ断面の墳丘側が緩やかである。主に下層に灰色土の堆積がみられ、構築直後の墳丘か

らの流入土もしくは、地山からの流入土と考えられる。東溝では墳丘からの流入土と思われる堆積が

多い（５層）。

遺物出土状況　埋土上層からⅣ～Ⅵ期の土器が出土した。供献土器は認められなかった。

出土遺物　1617は、Ⅳ期の甕A2類で、胴部にはタタキの後のハケ調整がみられる。外面には煤が付着

し、底部に穿孔がある。1618は柱根。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが四隅切れであり、SZ074と並ぶのでⅡ期と考

えられる。

SZ076（遺構：図349）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381の西側、SZ075の南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。

方台部　確認できた方台部の各辺は直線的であるが隅部は丸くなっている。その全体規模は不明であ

る。墳丘は残存しておらず、主体部は確認できなかった。

周溝　南にあるSZ077の北溝の中央から北東隅のやや北側に広がる平坦な部分がある。これをＢ断面

のSZ077側をみると少しテラス上になっている。これが、SZ076の南溝にあたる可能性がある。北溝Ｃ

断面の深さ0.3ｍ、Ｅ断面の深さ0.3ｍ、西溝Ｄ断面の深さ0.25ｍである。北溝Ｃ断面は逆台形で、壁

面は急傾斜である。下層に灰色土が厚く堆積していることから、墳丘や地山からの多くの流入土があっ

たと考えられる。Ｅ断面はＶ字形で、壁面は急傾斜である。下層の墳丘側に灰色土が厚く堆積してい

ることから、墳丘から多くの流入土があったと考えられる。西溝Ｄ断面は逆台形で、壁面は急傾斜で

ある。灰色土ブロックを含む土層が底面と中層の２回にわたって堆積しているが墳丘・地山からの流

入土が断続的であったことを示している。

　SZ076は、断面から下層に灰色土がみられ、また、北溝の東端が南に曲がっていることなどから、

周溝墓周溝の残欠ではないかと考えることができる。

遺物出土状況　埋土上層からⅥ期前後の土器片が出土したが、供献土器と考えられるものは出土して

いなかった。

出土遺物　図示に至る遺物はなかった。

時期　南溝がSZ077の北溝と同一溝であれば、時期はSZ077がⅣ期だと考えられるので、Ⅳ期かそれ以

前のものだと考えられる。

SZ077（遺構：図350・351、遺物：図352）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381の西側、SZ076の南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。北西

部隅がSK02331に切られている。

方台部　方台部の各辺は直線的で南北方向が長い。規模は南北9.3ｍ×東西6.04ｍで、平面形は長方

形である。隅部は丸くなる。墳丘や主体部は残存しない。

周溝　方台部をめぐり、南東部隅で、溝が途切れる。西溝の外縁がやや外にふくらむ。北溝は12層に
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図349　SZ076遺構図
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図350　SZ077遺構図（１）
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分層した。深さ0.58ｍである。西溝は17層に分層した。深さ0.70ｍである。南溝は13層分層した。深

さ0.62ｍである。東溝は10層分層した。深さ0.52ｍである。断面形はほぼＶ字形で、壁は急傾斜であ

る。４箇所の土層確認において、中間層の土は粘性が強く、土器片や炭化物を含んでいた。また、内

側においては方台部の流れ込みによる、灰色土のブロックを含む土の堆積が見られた。１層において

は、一定の期間をおいて堆積していった状況がうかがえた。いずれの周溝も下層から中間層にかけて

灰色土ブロックを含む土層が堆積する。埋没過程で墳丘・地山からの流入もしくは、壁面が崩落した

と考えられる。どの溝にも上層付近に炭化物がわずかに含まれていた。

図351　SZ077遺構図（２）
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遺物出土状況　西溝中央よりⅣ期の鉢(1619）が底部を欠損して、口縁部を真下にして出土した（図１）。

それより、少し南で潰れた状態のⅢ～Ⅳ期の甕(1622）が出土した（図２）。

出土遺物　1619は、Ⅳ期の鉢Ｄ類。底部は欠損し、人為的に打ち欠いた可能性がある。欠損部の土器

は出土していない。口縁部はやや内傾しながら立ち上がり、端部に強い平坦面を残す。単位の違う簾

状文が２帯施文される。1620は、Ⅳ期の壺Ｄ類。口縁端部に強い平坦面があり、外面には凹線状のく

ぼみがある。1621は、Ⅳ期の甕A4類で口縁端部に刺突文が施されている。1622は、Ⅲ～Ⅳ期の甕類。

Ⅲ期の甕に類似し口縁部が短く外反する。条痕状のハケが外面にある。

時期　Ⅳ期の鉢A4類が底面から出土したことからⅣ期だと考えられる。

SZ078（遺構：図353、遺物：図355）

検出状況　Ｂ地区東部のSD0381西側、SZ081の北側、SZ077の東側に位置する。Ｖ層上面において検出

した。北東端が調査区外になるが、平面形状から方形周溝墓であると考えられる。

方台部　確認できた方台部の各辺は直線的であるが南東隅部は丸くなっている。方台部の規模は東西

7.6ｍである。墳丘や主体部は残存しておらず確認ができなかった。

周溝　底面はほぼ平坦で、壁は外傾する。断面の形態は逆台形となる。北溝・西溝・東溝は基本的に

水平堆積で、残りのよい自然堆積である。壁面際には灰色土ブロックを含む土層が堆積する。最下層

が底面を埋めてから壁面付近の灰色土ブロックを含む土層が堆積する。壁面付近は、同溝壁面の傾斜

図352　SZ077遺物実測図
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図353　SZ078遺構図
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が急であることから墳丘や地山より供給されたものであろう。北溝では上層には炭化物が混じる。周

溝各辺の幅を測ると北溝1.15ｍ、西溝0.85ｍ、南溝0.85ｍ、東溝1.1ｍである。北溝・東溝がやや広い。

断面はどの溝も逆台形である。周溝各辺の深さは、Ａ断面の北溝1.75ｍ程度、Ｇ断面の南溝0.3ｍ程度、

Ｅ断面の西溝0.3ｍ程度、Ｇ断面の東溝0.25ｍ程度である。

遺物出土状況　埋土上層から土器片が出土した。砥石1623が南溝の東、上層から出土した。方台部の

南溝側が攪乱されているため流れ込んだものと考えられる。

出土遺物　1623は、砂岩製の砥石。供献土器と考えられるものは出土していなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は認められなかったが、周囲の方形周溝墓の配列からⅣ期と考え

られる。

SZ079（遺構：図354）

検出状況　Ｂ地区東部の方形周溝墓の密集域でSZ077とSZ080の間に位置する。Ｖ層上面において検出

した。西溝は北部でSD493、南部でSK02324に切られている。平面形から方形周溝墓と考えられる。

周溝　西溝Ｅ断面は底面が墳丘側に寄ったＵ字形で、深さは0.22ｍとなっている。地山側の壁面が緩

傾斜で、地山からの流入土によって下層が埋められたと考えられる。東溝Ｆ断面は逆台形で、深さは0.5

ｍで残存状況がよい。Ｆ断面から壁面は急傾斜で、墳丘や地山からの流入土によって下層が埋められ

たと考えられる。南溝は、東西両溝と直交ではなく、むしろ、SZ080の東西両溝と直交方向にある。

遺物出土状況　埋土上層からⅤ～Ⅶ期の土器片が出土した。東溝・西溝よりも南溝のほうが多く出土

している。

出土遺物　供献土器と考えられるものは出土していなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、SK02324よりⅦ期のＳ字甕Ｂ類、Ⅵ～Ⅶ期

の土製品が出土している関係からⅦ期以前であることは明らかである。SZ080より先行し、四隅切れ

となる可能性があるので、Ⅱ～Ⅲ期の可能性が高い。また、Ⅱ期としたSZ064、SZ065と方向がそろう。

SZ080（遺構：図354、遺物：図355）

検出状況　Ｂ地区東部南側の方形周溝墓の密集域でSZ079の南側に位置する。Ｖ層上面において検出

した。西溝は南部でSZ082の東溝に切られている。東溝は北部でSZ079南溝の東部を切っている。南部

でSD0545に切られている。南溝はSZ082東溝に、SK02386に切られている。平面形から方形周溝墓と考

えられる。

方台部　方台部の各辺は直線的である。南西隅部は丸い。平面形は長方形である。南北6.35ｍ、東西

5.4ｍである。墳丘や主体部は残存しない。

周溝　北西隅、南東部隅の周溝は途切れている。北溝と東溝は重複関係が生じているので判断が難し

い。北溝のＤ断面はＵ字形で、深さは0.3ｍである。	南溝断面は逆台形で深さ0.43ｍ、東溝断面はＵ

字形で深さ0.38ｍ、西溝断面は逆台形で深さ0.32ｍである。周溝の壁面は急傾斜である。方形周溝墓

が構築された頃から墳丘や地山から流入土が底面付近に堆積する。南溝では土層全体に炭が混入して

いる。

遺物出土状況　南溝の上層から縄文時代の土器片（1624）が出土した。北溝、西溝、東溝の上層から
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図354　SZ079・SZ080遺構図
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下層にかけて土器片が出土した。

出土遺物　1624は、縄文時代晩期後半の深鉢。表面に貝による条痕がある。1625は、Ⅲ期の甕の口縁

部片で、内外面に刺突がみられる。供献土器と考えられるものは出土していなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。後出するSZ082がⅣ期のため、Ⅳ期以前さらに、

先行SZ079がⅡ期であるので、Ⅱ～Ⅲ期と考えられる。SZ079との連続性からするとⅡ期の可能性が

高い。

SZ081（遺構：図356・357）

検出状況　Ｂ地区東部南側の方形周溝墓の密集域でSD0381西側に位置する。Ｖ層上面において検出し

た。平面形状から方形周溝墓と考えられる。北溝はSD0493によって削平されたと考えられるが、想定

される部分がやや幅広くなる状況がみられ、その痕跡の可能性がある。

方台部　方台部の各辺はおよそ直線的だが、西溝がやや弧状を呈し、外に広がる。方台部の規模は東

西6.85ｍ程度である。墳丘や主体部は残存していなかった。

周溝　西溝の南北両端が途切れているので２箇所切れの方形周溝墓と考えられる。西溝の断面形はＵ

字形で壁面は急傾斜で、深さは0.4ｍである。東溝の断面形は逆台形で壁面は急傾斜で、深さは0.4ｍ

である。南溝の断面形は逆台形で壁面は急傾斜で、深さは0.25ｍである。西溝・東溝ともに方形周溝

墓が構築された頃から墳丘や地山から流入土が底面に堆積する。西溝では中間層に炭化物がごくわず

かに混入している。

出土遺物　残存状態はあまりよくなかったが、その多くは割材の一部を加工したものと板材であるが、

桟材も含む。溝全体に散在しているため、建築部材関連の木を廃棄した可能性がある。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。SD0493がⅤ～Ⅵ期と考えられる。北溝と

SD0493が同一溝と考えるならば、Ⅴ期以前と考えられる。

図355　SZ078・SZ080遺物実測図
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図356　SZ081遺構図（１）
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SZ082（遺構：図358・359、遺物：図360）

検出状況　Ｂ地区東部南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。全体の2/3近くが調査区外である。

溝の断面から方形周溝墓と考えられる。北東・東溝は、SD0495に切られている。

方台部　確認できた各辺は直線的である。全体の2/3近くが調査区域外のため平面形は確認できなかっ

た。墳丘及び主体部は確認範囲内では確認できなかった。

周溝　周溝の北東隅部が途切れている。北溝Ｃ断面は逆台形で、底面はほぼ平坦で壁面は急傾斜であ

る。東溝Ｅ断面は逆台形で、底面はほぼ平坦で壁面は急傾斜である。深さは、東溝0.78ｍ程度、北溝0.64

ｍ程度である。北溝Ｃ断面では全体的に炭が混入し、Ｄ断面では中層に炭化物が混入していた。東溝

Ｅ断面では中層に炭化物がわずかに混入していた。底面付近には、墳丘及び地山からの流入土が堆積

していた。

遺物出土状況　北溝上層よりⅣ期・Ⅵ期・Ⅶ期の土器片、東溝上層よりⅥ～Ⅶ期の土器片が出土した。

供献土器は認められなかった。東溝では、上部において種子、炭化物がわずかに出土した。

出土遺物　1626はⅣ期の壺である。1627はⅥ～Ⅶ期の壺A3類である。外面に煤が付着する。1628は

Ⅵ～Ⅶ期の甕の脚部である。強く内湾する。1629はⅥ～Ⅶ期の甕B4類である。外面に煤が付着する。

1630はⅥ期の甕B2類である。1631はⅤ～Ⅵ期の鉢Ｂ類である。底部に穿孔がある。1632はⅥ～Ⅶ期の

壺B3b類である。頸部に穿孔がある。口縁部が屈折する。内外面に煤が付着する。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。なお、周溝埋土上層から出土したⅤ期以降の

遺物は、溝が埋没する過程で流入したものと思われる。重複関係からSZ080より後出することからⅣ

期と考えられる。

SZ083（遺構：図361）

検出状況　Ｂ地区南部の方形周溝墓の密集域でSZ081の南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。

1/2以上が調査区外となるが、東西方向の溝の両端が南へ屈曲することから方形周溝墓と考えられる。

方台部　墳丘や主体部は確認範囲では確認できなかった。

周溝　北溝Ａ断面から幅1ｍ程度、深さ0.37ｍ程度である。断面形は逆台形で壁面は急傾斜する。構

図357　SZ081遺構図（２）
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図358　SZ082遺構図（１）
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図359　SZ082遺構図（２）

図360　SZ082遺物実測図

図361　SZ083遺構図



第６節　東部　　65

築直後から墳丘や地山からの流入土があったようで底面付近に灰色土が堆積する。

遺物出土状況　埋土中から土器片が出土した。供献土器と考えられるものは出土していなかった。

出土遺物　図示に至る遺物はなかった。

時期　遺物から時期決定できないが、SZ078・SZ081の配置からSZ078・SZ081に近い時期が考える。

SZ084（遺構：図362、遺物：図363）

検出状況　Ｂ地区東部南西側に位置する方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。南東隅が調

査区域外にあるが、ほぼ全域を確認した。東溝はSZ085に切られる。

方台部　方台部の各辺は直線的で隅部は丸くなる。方台部の規模は南北7.48m×東西6.48mで、南北に

長い長方形を呈する。方台部に墳丘及び主体部は残存しなかった。

周溝　溝の深さは約0.2ｍと浅く、断面形からみて墳丘だけではなく溝そのものも削平を受けている

と思われる。断面形状はほぼ逆台形状であるが、傾斜は緩やかである。堆積状況は自然堆積を示し、

２層が墳丘流失土に起因すると考えられる灰色ブロック土を含む層であることから、周溝掘削後、短

時間のうちに墳丘の崩落があったと思われる。

遺物出土状況　出土土器は北東部の上層から細片として出土した。土器はⅤ～Ⅵ期の資料が大半を占

めるが、SZ084の帰属時期を決定する資料ではない。出土した細片109点のうち３点に図示した。いず

れもⅤ期後半～Ⅵ期の資料である。

出土遺物　1633の高坏坏部はB3b類にあたり、口縁部が強く外反する。他の３点は甕。1634は甕B2類

の口縁部。

時期　供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することはできないが、SZ085との切り合い関

係からSZ085より先行する。SZ085はⅣ期を推定しているので、Ⅳ期以前と考えられる。

SZ085（遺構：図364、遺物：図365）

検出状況　Ｂ地区東部南端に位置する方形周溝墓である。Ⅴ層上面において検出した。北辺と東辺の

一部を確認したのみである。残る部位は調査区区域外のため未確認のため、陸橋部についても判断で

きない。

方台部　方台部の検出は一部にとどまり、北東隅を確認したのみである。このため、方台部の形状・

規模は不明である。墳丘及び主体部は確認できなかった。

周溝　北溝の幅2.3ｍ程度で、深さは0.2ｍ程度と浅い。SZ084と同様、溝の深さからみて上部の大半

は削平を受けていると思われる。断面形状は逆台形状であるが、傾斜は緩やかである。堆積状況は水

平堆積で自然堆積を示す。２層が墳丘流失土に起因すると考えられる灰色ブロック土を含む層である

ことから、周溝掘削後、短時間のうちに墳丘の崩落があったと思われる。

遺物出土状況　出土土器はほとんどがⅤ～Ⅵ期の土器であるがわずか15片で摩耗が著しいため、遺構

の帰属時期を特定する土器とはいえない。図示した1637はⅣ期高坏Ａ類で、接合はしないがSZ084の

周溝埋土からも同一個体が出土している。上層出土のため、混入資料と考えるが、同一個体がSZ084

にあることから、Ⅴ～Ⅵ期に二次的に移動した供献土器の可能性がある。

出土遺物　1637は口縁部に凹線が５条めぐり、２個１対の穿孔が認められる。
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図362　SZ084遺構図
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時期　明確な供献土器がないため、遺物から構築時期を決定することはできないが、1637からⅣ期と

考えられる。

図365　SZ085遺物実測図

図364　SZ085遺構図

図363　SZ084遺物実測図
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表25　方形周溝墓一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

主軸
方位

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿図 図版

SZ055
09_C0382
09_C0385

FR14～R16 Ⅴ上 5層	C D3 N2°W	 10.70	 (5.00) 9.80	 (4.20) 0.57	 SD0556，SD0559，SD0560> Ⅲ期 H，S 299 36

SZ056 07_C0017 FS15～S16 Ⅴ上 2層	B D3 N12°E (6.40) 5.89	 3.95	 2.76	 0.08	 Ⅲ期 H，T 299 36

SZ057
07_C0023
09_C0363

F～JR12～A14 Ⅴ上 10層	C C2 N20°E 14.00	 11.50	 11.90	 10.60	 0.71	 SK01994>>SD0554，SD0561 Ⅲ-1期 H，W
300・
301	

36・
37

SZ058 07_C0088 JA12～B14 Ⅴ上 5層	B B3 N12°E 6.20	 (6.20) 4.30	 (5.90) 0.31	 Ⅱ～Ⅲ-1期 H 304 37

SZ059 07_C0006 JB14～C16 Ⅴ上 6層	B C2 N5°E 8.18	 8.04	 6.47	 5.92	 0.45	 Ⅲ期 H，T，S 306 37

SZ060 07_C0103 JC13～F15 Ⅴ上 8層	B C2 N20°E 15.09	 11.70	 11.28	 9.02	 0.45	 Ⅲ期
H，P，T，
S，I

-
38・
39

SZ061 07_C0107 JB11～B13 Ⅴ上 7層	C C2 N15°E 11.14	 10.71	 8.18	 8.04	 0.42	 Ⅲ期 H，S - 39

SZ062 07_C0189 JD10～F13 Ⅴ上 8層	C C2 N9°E 10.50	 10.30	 8.40	 8.10	 0.50	 Ⅲ期 H，W
314・
315

39

SZ063 07_C0184 JF11～F12 Ⅴ上 7層	C B2 N3°E 8.70	 6.80	 7.20	 5.75	 0.25	 Ⅲ期前半 H，W 317
39・
40

SZ064

08_D1033		
08_D1034		
08_D1035		
08_D1036					

JI13～I14 Ⅴ上 6層	C B2 N5°E 6.26	 4.86	 5.56	 4.04	 0.32	 >SK02191，SZ065 Ⅱ～Ⅲ期 H 319
39・
40

SZ065
08_D1044		
08_O1045

JJ13 Ⅴ上 6層	C D2 N14°E 7.34	 (4.08) 5.98	 (3.66) 0.22	 SZ064> Ⅱ～Ⅲ期 H 321 41

SZ066

08_D0156		
08_D0180		
08_D1037		
08_D1038		
09_D0109	

JJ10～I12 Ⅴ上 9層	C B2 N12°E 10.54	 8.50	 8.72	 6.52	 0.42	 SD0475，SD0521> Ⅱ～Ⅲ期 H，T，W -
41・
42

SZ067 08_E0665 FT6 Ⅴ上 14層	B N5°W (3.25) (0.82) (0.85) (0.12) 0.37	 SD0467> Ⅳ期 H 325
42・
43

SZ068

08_E0617		
08_E0678		
08_D0001		
08_D0102		
08_D0146		
09_D0121

JB6～F9 Ⅴ上 14層	C C2 N13°E 14.10	 13.35	 (8.20) 10.00	 0.50	
SD0471，SA005>>SD0470，S
D519，

Ⅳ期
H，T，S，
W

-
43～
45

SZ069
08_E0618		
08_E0619

JG6～F7 D3 3層	B D3 N0°E 7.20	 F 5.90	 F 0.28	 >SD0472 Ⅲ～Ⅳ期 H
334・
335

46

SZ070
08_D0148
08_D0150		
09_D0119

JG8～F8 Ⅴ上 5層	B D3 N9°E 8.54	 (4.60) 7.15	 (3.60) 0.29	 SK02291，SZ071>>SD0471 Ⅳ期後半 H，S
334・
335

46・
47

SZ071
08_D0131
08_D0161		
09_D0117

JF9～G10 Ⅴ上 12層	E D1 N22°E (8.15) (7.08) (6.70) (5.12) 0.42	 SK02275>>SK02274，SZ072 Ⅳ期後半
H，P，S，
W

337・
338

47・
48

SZ072
08_D0134		
08_D0153		
09_D0118

JG10～F10 Ⅴ上 5層	C D3 E19°E (5.90) (4.48) (5.22) (3.25) 0.33	 SZ071> Ⅱ期 H
337・
338

49

SZ073
08_D0155		
08_D0164		
08_D0106

JH8～J10 Ⅴ上 10層	C A1 N12°E (10.68) (9.88) (8.76) (6.68) 0.48	
SD0475，SD0476，SD0499，S
K02286，SK02290>>SD521

Ⅳ期前半 H，S
341
～
343

49・
50

SZ074

08_D0298		
09_D0081		
09_D0082		
09_D0085		
09_D0089

JK8～L9 Ⅴ上 5層	C B2 N16°E 6.20	 5.70	 4.80	 4.10	 0.34	
SD0505，SD0522，SK02338，
SB119-P2>

Ⅱ期
H，P，T，
S

346
50・
51

SZ075

08_D0181		
08_D0185		
09_D0078		
09_D0084		
09_D0095

JK10～M11 Ⅴ上 7層	C B2 N12°E (9.60) (8.90) (7.40) (6.60) 0.38	 Ⅱ期 H，W 347
51・
52

SZ076
08_D0206		
08_D0209		
09_D0064		

JM10～N11 Ⅴ上 5層	D D2 N8°E (6.90) (6.10) (6.20) (5.20) 0.28	
Ⅳ期かⅣ期

以前
H 349 52

SZ077 09_D0017 JQ10 Ⅴ上 12層	C C2 N6°E 11.90	 8.90	 10.20	 6.40	 0.68	 Ⅳ期 H，T，W
350・
351

52・
53

SZ078
08_D0219		
08_D0284		
09_D0065

JO12～P13 Ⅴ上 7層	C D2 N8°E (9.60) 8.30	 (7.90) 7.00	 0.28	 Ⅳ期 H，T，S 353 54

SZ079
09_D0018		
09_D0025

JQ10～Q11 Ⅴ上 7層	C D2 N4°E 5.70	 5.60	 4.70	 4.70	 0.35	 SK02324>>SZ080 Ⅱ～Ⅲ期 S 354 54

SZ080

06_D0796		
09_D0023		
09_D0027		
09_D0034

JR9～T11 Ⅴ上 7層	H D2 N5°W 8.20	 6.70	 6.80	 5.40	 0.43	 SK02386，SZ082，SZ079>> Ⅱ～Ⅲ期 T，S 354
54・
55

SZ081
06_D0868		
09_D0032		
09_D0033

JR12～S13 Ⅴ上 10層	C D2 N3°W 8.40	 (8.00) 6.90	 (7.20) 0.40	 SD0493，SK02401，SP0198> Ⅳ期
J，H，P，
W

356・
357

55

SZ082

06_D0797		
06_D0858		
09_D0014		
09_D0029

JS8～T10 Ⅴ上 16層	C D3 N28°W (8.60) (6.10) (7.90) (4.80) 0.58	
SD0495>>SD0514，SK02380
，SZ080

Ⅳ期 H，P，S
358・
359

55

SZ083 06_D0869 JS12～T13 Ⅴ上 4層	H D3 N3°W (7.30) (1.70) (6.34) (1.14) 0.37	 SK02400>>SK02404 Ⅳ～Ⅴ期 H 361
55・
56

SZ084 06_D1208 J～OS20～A1 Ⅴ上 3層	C A2 N24°E 9.88	 8.76	 7.48	 6.84	 0.23	
SK02563，SK02573，SB121，
SZ085>>SK02612

Ⅳ期かⅣ期
以前

H 362 56

SZ085 06_D1225 OA1 Ⅴ上 3層	C D3 N22°W (7.24) (4.20) (5.34) (2.10) 0.21	 >SZ084 Ⅳ期 H，T 364 -
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（２）掘立柱建物跡

　Ｂ地区東部では、弥生時代中期の掘立柱建物跡を４棟確認した。柱穴から出土した土器は、いずれ

の遺構も細片で時期を認定できないが、このうちSH008・SH010の柱穴内に残存した柱根をAMS法によ

る年代測定した結果、弥生時代中期末～後期初頭であることが判明したため、弥生時代中期の遺構と

して、ここで扱う。

SH008（遺構：図366・367、遺物：図368）

検出状況　Ｂ地区東部南東側で大溝の東側に位置する。Ｖ層上面でP1～P11計11個の小穴が等間隔に

並ぶので掘立柱建物跡と判断した。P6・P7は柱痕跡がみられない。P1からは木片が出土した。P04では、

柱の一部と思われる木が穴からやや離れた位置から出土した。

柱穴　平面形はP1・P4が楕円形で、他の小穴が円形である。

埋土　P1は３層に分層した。壁面は急傾斜する。P2・P3・P8は単層だが、穴を掘って柱を埋めたとい

うよりは、柱を打ち込み、上部において穴が広がった所に周りの土が流れこんだような状況である。

残存する柱根と壁面との間にあまり空間がない。底面はほぼ平坦で、壁面は直立し、上部にて段をも

つ。P13は３層に分層した。壁面は急傾斜する。P5・P6は単層である。底面はほぼ平坦である。P7は

２層に分層した。断面形はＵ字形で、壁面は急傾斜する。P9・P10は２層に分層した。底面はほぼ平

坦である。断面形は逆台形で、壁面は直立する。P11は３層に分層した。断面形は逆台形で、壁面は

直立する。　

遺物出土状況　P1～P5、P8～P11から木片が出土した。

出土遺物　P2出土の1638は柱根である。P3出土の1639は柱根である。P5出土の1642は柱材で、底部

は平坦で刃こぼれ痕が確認できる。P8出土の1640は柱根である。P9出土の1641は底部を両方向から

の削りやや尖る。削り面に刃こぼれが確認できる。P10出土の1643は柱材で、柱底部を両方から削

りやや尖る。P11出土の1644は柱材で、上部は欠損し、底部は三方向から削り、刃こぼれが確認で

きる。

時期　出土した柱根のAMS法による年代測定の結果（第５章第２節参照）、弥生時代中期末～後期初頭

である。

SH010（遺構：図369、遺物：図370）

検出状況　Ｂ地区東部中央の西壁面から南に向かって緩やかに下がる平坦地に位置する。ST112-113

底面を掘削後、10基の柱穴を検出した。そのうち８基は軸線が揃うことから掘立柱建物跡に関連する

と思われる。２基（SP0099・SP0200）については、柱間が揃わないことから建物の柱穴に含めなかっ

たが、いずれも柱痕跡を残すため、掘立柱建物に関連する柱穴の可能性もある。

桁行３間（3.7ｍ、柱間1.23ｍ）、梁行１間（3.1ｍ）の掘立柱建物である。

柱穴　８基の柱穴のうち６基で柱根を確認し、他の２基も柱痕跡を確認した。埋土は黒色土に黒褐色

土が混じる。柱穴の規模は、直径0.28～0.37ｍの楕円形で、深さ0.26～0.47㎝である。柱根の直径は

0.12～0.16ｍを測る。

遺物出土状況　埋土からは少量の土器片が出土した。小片のため時期を決定する資料にならないが、
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図366　SH008遺構図（１）
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P5の上層からⅤ期の甕胴部片が出土した。この他にP1～P4、P6・P7に柱根が遺存していた。

出土遺物　1645はⅣ～Ⅴ期の甕胴部片。1646はP1出土の柱根で表面を面取りする。下端は不整方向か

ら削り、中心より偏った位置を尖らせる。1647はP3出土の柱根で表面を面取り加工する。下端は不整

方向から削り、中心をやや尖らせる。1648はP4出土の柱根で胴部を面取りしている。底部はほぼ同一

の鈍い角度により中心をやや尖らせる。

図367　SH008遺構図（２）



72　　第３章　調査の成果

時期　出土した柱根のAMS法による年代測定の結果（第５章第２節参照）、P2・P7出土の柱根は１世紀

中頃から３世紀前半、P6の柱根は上記２点に比べ古く、紀元前１世紀中頃から１世紀末の範囲を示す

ことから、構築年代は弥生時代中期から後期頃と考えられる。また、検出状況から水田の時期（Ⅴ～

Ⅵ期）よりも古い時期（Ⅳ期）であると考えられる。

図368　SH008遺物実測図
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図369　SH010遺構図
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図370　SH010遺物実測図

表26　掘立柱建物跡一覧表

遺構
番号

調査
区画

検出
層位

柱間
（梁×桁）

長軸長(ｍ) 短軸長(ｍ)
主軸
方位

新＞●＞旧 時期 備考 挿図 図版

SH008 JR17～S18 Ⅴ上 1以上×5以上 (6.20) (3.39) N49°W 弥生時代中期末～後期初頭 366・367 63～66

SH010 JF20～G20 Ⅴ上 1×3 3.68	 3.10	 N72°E Ⅳ期 369 66・67

表27　掘立柱建物跡柱穴一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面形状
上端
長軸　

上端
短軸　

下端
長軸　

下端
短軸　

深さ 新>●>旧 出土遺物 備考

SH008-P1 09_D0042 JR17 Ⅴ上 3層	G 円形 B4a1 (0.38) 0.22	 0.10	 0.08	 0.25	 W

SH008-P2 09_D0043 JS17 Ⅴ上 2層	G 円形 C2b1 0.30	 0.27	 0.08	 0.07	 0.17	 W

SH008-P3 09_D0044 JS17 Ⅴ上 2層	G 円形 B3B1 0.32	 0.31	 0.14	 0.12	 0.27	 W

SH008-P4 09_D0045 JS17 Ⅴ上 3層	G 円形 A4a2 0.32	 0.28	 0.08	 0.07	 0.38	 W

SH008-P5 06_D1048 JS18 Ⅴ上 1層	A 円形 B5a2 0.23	 0.22	 0.18	 0.16	 0.33	 W

SH008-P6 06_D1062 JS18 Ⅴ上 1層	A 円形 B3a3 0.31	 0.30	 0.16	 0.10	 0.29	 SK02405> H

SH008-P7 09_D0040 JS16 Ⅴ上 2層	G 円形 A2a1 0.32	 0.28	 0.16	 0.13	 0.17	

SH008-P8 09_D0041 JS16 Ⅴ上 2層	G 円形 B3b2 0.40	 0.36	 0.13	 0.08	 0.27	 W

SH008-P9 06_D1047 JS17 Ⅴ上 2層	B 円形 B4a2 0.28	 0.25	 0.18	 0.15	 0.30	 H,W

SH008-P10 06_D1056 JS17 Ⅴ上 2層	C 円形 B4a2 0.22	 0.20	 0.14	 0.13	 0.27	 W

SH008-P11 06_D1060 JS17 Ⅴ上 3層	G 円形 B4a2 0.27	 0.25	 0.18	 0.16	 0.30	 W

SH010-P1 07_D0206 JF20 Ⅴ上 5層	G 楕円形 C4a2 0.37	 0.32	 0.17	 0.14	 0.47	 W

SH010-P2 07_D0205 JF20 Ⅴ上 4層	G 長楕円形 B4a2 0.30	 0.28	 0.15	 0.10	 0.31	 W

SH010-P3 07_D0204 JF20 Ⅴ上 3層	G 円形 B3b2 0.30	 0.28	 0.12	 0.11	 0.28	

SH010-P4 07_D0203 JF20 Ⅴ上 4層	G 楕円形 B4a2 0.35	 0.30	 0.17	 0.14	 0.35	

SH010-P5 07_D0209 JG20 Ⅴ上 4層	G 円形 A3a1 0.28	 0.25	 0.12	 0.12	 0.30	 H

SH010-P6 07_D0210 JF20～G20 Ⅴ上 3層	G 円形 B4a1 0.26	 0.26	 0.11	 0.10	 0.30	 W

SH010-P7 07_D0212 JF20 Ⅴ上 5層	G 円形 B3a1 0.33	 0.28	 0.16	 0.12	 0.20	 W

SH010-P8 07_D0211 KF1 Ⅴ上 3層	G 円形 B5a1 0.32	 0.27	 0.11	 0.12	 0.26	
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（３）溝跡

①周溝墓の残欠と考えられる溝跡

　周溝墓の周壁溝の残欠とも考えられるが、他の遺構との組み合わせ、主軸方向などの検討から積極

的に周溝墓に認定できなかった溝をここで取り扱う。

SD0571（遺構：図371）

検出状況　Ｂ地区東部西側に位置する東西方向の溝である。Ⅴ層上面において検出した。

形状　長さ3.17m、幅0.78mをはかり、深さは0.15mである。断面形状は皿形で、壁面の傾斜は緩やか

である。底面は緩やかに丸い形状を示す。小型の方形周溝墓の一辺を形成する可能性もあるが、組み

合う溝がないため性格不明の溝とした。

埋土　埋土は２層あり、ほぼ水平に堆積する。下層はオリーブ黒色粘質土ブロックを含む。

遺物出土状況　埋土からは少量の土器片が出土したが、時期を決定する資料は認められなかった。

時期　構築時期は検出面からⅥ期以前の可能性がある。

SD0573・SD0575（遺構：図371、遺物：図372）

検出状況　SD0573は東部西側に位置する東西方向に伸びる溝である。Ⅴ層上面において検出した。東

側の一部がSZ063と重複する。断面図がないため判断できないが、遺構写真及び調査経過からみる

と、SD0573完掘後にSZ063を完掘していることから、SD0573の方が新しい遺構である可能性が高い。

SD0575は南北方向に伸びる溝である。SD0575はSD0573と直角の位置にある。Ⅴ層上面において検出し

た。SZ063の南溝とSD0573の溝を切っており、南端が調査区外へと伸びる。

形状　SD0573は長さ3.64m、幅0.75mで、深さは0.2mをはかる。断面形状は逆台形で、壁面角度は急傾

斜である。底面はほぼ平坦である。SD0575は	確認範囲で長さ3.10m、幅0.92m、深さ0.36mと比較的大

きな溝である。SZ063の西溝、SD0573を切る。断面形状は皿状を呈する。SD0575はSD573とセットとなり、

他の周溝が欠落した周溝墓の可能性がある。SZ063の南溝とも直角に向き合う。もともとSZ063の南溝

は他の周溝墓と比べ軸線がやや西に傾き、若干不自然な状況である。SD0575はSD0573、さらにSZ063

の南溝を周溝墓の溝にすると、東溝を欠くものの方形の整った形状となる。

埋土　SD0573の埋土は５層からなり、中央がやや窪む堆積を示す。SD0575の埋土は７層からなる。下

層（5～7層）には壁面が崩落したと考えられるブロック土を含む土層が認められるので、本来は逆台

形状となる可能性が高い。平面形や断面形からみて一時的な遺構ではなく安定して一定期間存続した

遺構と考えられ、周囲に展開する方形周溝墓と類似する。

遺物出土状況　SD0573の埋土から少量の土器片が上層から出土したが、時期を決定する資料は認めら

れなかった。SD0575の埋土からは34点の土器片が上層から出土したのみで、時期を決定する資料は認

められなかった。多くはⅤ～Ⅵ期の土器である。

出土遺物　図示した２点はSD0575出土のものでいずれもⅣ期の資料である。1649は甕Ａ類の口縁部片。

1650は壺Ａ類の頸部片である。

時期　時期を決定する資料は認められなかったが、Ⅲ期の遺構であるSZ063が先行することからⅢ期

以降の遺構と考えられる。
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図371　SD0571・SD0573・SD0575遺構図

図372　SD0575遺物実測図
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SD0580（遺構：図373）

検出状況　Ｂ地区東部北側に位置するＬ字形を呈する溝である。Ⅴ層上面において検出した。SD0580

は現代暗渠排水溝SD0684に切られ、東西方向に伸びるSD0578・SD0579にも切られる。両溝とも遺物の

出土が少ないが、Ⅴ～Ⅶ期と考えられる。SZ056に対しては、SZ056の埋土を掘削しているので新しい

遺構である。周辺遺構の重複関係が複雑だが新しい遺構から順にSD0684＞SD0578・SD0579＞SD0580＞

SZ056となる。Ｌ字形の溝は北溝・東溝が滅失した周溝墓の一部の可能性もあり、周辺の方形周溝墓

の列状配置の延長上にある。仮に周溝墓であれば、周辺の周溝墓と同様にⅢ期となる可能性が高く、

周辺遺構との重複関係において、最も古い段階となることが多い。SD0580は後述するSZ056よりも後

出する遺構であること、さらには供献土器ならび周辺の周溝墓と同時期となるⅢ期土器片が出土しな

かったことから、溝として報告する。

形状　確認範囲で南北方向の長さ4.5ｍ、幅0.8ｍ、東西方向の長さ3.3ｍ、幅0.65ｍをはかる。断面

形は皿状で深さ0.15ｍである。

埋土　埋土は黒褐色土単層である。

遺物出土状況　遺物の出土は認められなかった。直上の包含層からはⅤ期末の資料が安定的に認めら

れた。

時期　時期を決定する資料は認められなかったが、SZ056との先後関係からⅦ期以前であろう。

SD0672・SD0673・SD0675（遺構：図374、遺物：図375）

検出状況　Ｂ地区東部南端に位置する。Ⅴ層上面において検出した。いずれの溝も非常に浅く、上部

は削平されていると考えられる。

形状　SD0672は長さ5.64ｍ、幅1.18ｍ、深さ0.12ｍの東西方向の溝状遺構で、東端が少し北へ屈曲す

る。断面形状は逆台形状で壁面は緩やかに傾斜する。底面は平坦である。SD0673は長さ3.98ｍ、幅0.92

図373　SD0580遺構図
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図374　SD0672・SD0673・SD0675遺構図
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ｍ、深さ0.06ｍの非常に浅い溝状遺構である。断面形状は逆台形状で壁面は緩やかに傾斜する。底面

は平坦である。SD0673とSD0672は直角に向き合うことから、他の周溝が欠落した周溝墓の可能性があ

る。SD0675は	SD0653に削平され、調査区外へも広がるため形状は不明である。深さは0.08ｍと非常

に浅い。SD0672・SD00673と同じく、周溝墓の残欠とみられるが大半が調査区外のため、断定できない。

主軸方向や位置からみてSD0672・SD0673と組み合う可能性は低いと思われる。

埋土　SD0672の埋土は４層からなる。３層はⅤ層ブロックが混入する。堆積状況が周溝墓の周溝と類

似することから、周溝墓の周溝の可能性がある。SD0673・SD0675の埋土は単層でⅤ層ブロックが混入

する。堆積状況はSD0672と類似する。

遺物出土状況　SD0672は出土量が少ないが、西端部から壺が出土した。この他に高杯の脚部、砥石が

出土した。SD0673は埋土上層から土器片がわずかに出土したのみであり、時期決定資料は認められな

かった。SD0675は出土土器はなく、時期決定資料は認められなかった。

出土遺物　図示した３点はSD0672出土のものである。1651は口縁部が強く外反し、口縁端部に外傾す

る強い平坦面をもつ高坏B類。Ⅴ～Ⅵ期に相当する。1652は壺Ｈ類。Ⅵ期前半の資料。1653は砂岩製

の砥石。４面を砥面として使用する。表面中央に凹みがある。

時期　SD0672出土の1652から遺構の構築時期はいずれもⅥ期前半と考えられる。

②その他の溝跡

溝内出土の土器及び遺構の切り合い関係から弥生時代中期の遺構とした溝跡をここで取り扱う。

SD0471（遺構：図376、遺物：図380）

検出状況　Ｂ地区東部の西側のほぼ中央に位置する。Ｖ層上面において検出した。西側の溝と東側の

溝は調査区外のため途切れているが溝の幅や向きからと同一の溝と考えられる。SZ001西溝とSD0470

を切り、SZ002北溝に切られている。切り合い関係が生じるSZ002北溝より東側は溝を確認できな

かった。

図375　SD0672遺物実測図
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形状　調査区外が横切るため全体の形状は不明。幅は１ｍ程度で北西から南東にかけて伸びる。Ａ断

面付近は、深さが0.12ｍと浅く、底面が平坦で壁面は緩やかである。Ｂ断面付近は、深さは0.14ｍで、

底面は平坦で壁面は緩やかである。

埋土　中央部分が凹み、レンズ状に堆積する。

遺物出土状況　上層からⅥ～Ⅶ期の土器片が多く出土した。須恵器も混じっていた。

出土遺物　1654はⅣ期の高坏または鉢の口縁部。口縁端部に凹線１条を施文する。

時期　SZ068は供献土器からⅣ期後半と考えられる。この溝は、SZ068を切っていることやⅣ期の土器

片が埋土中から出土しているのでⅣ期後半と考えられる。

SD0481（遺構：図377、遺物：図380）　

検出状況　Ｂ地区東部の西側ほぼ中央に位置する。Ｖ層上面において検出した。SK01918に切られる。

溝と同じように東西に攪乱が通る。

形状　東西方向に伸びる溝で、西端・東端が調査区外のため全体の形状は分からない。深さは0.16ｍ

で深くはない。幅は、Ａ断面で1.17ｍ、底面は中央に攪乱が通るのではっきりしない。

埋土　２層に分層した。下層に灰色土ブロックを含む堆積が見られる。地山から流入したと思われる。

遺物出土状況　上層からⅣ期の甕(1655)、Ⅴ～Ⅵ期の高坏Ｂ類(1656)の土器片が出土した。

出土遺物　1655はⅣ期の甕Ｂ類。口縁端部からが強く屈曲し、内面に強いナデ痕跡がある。刺突文、

ハケを施文する。1656はⅤ～Ⅵ期の高坏Ｂ類。

時期　SK01918は出土土器からⅣ期と思われる。この溝とSK01918との切り合い関係や出土土器からⅣ

期以前と考えられる。

SD0519（遺構：図378、遺物：図380）　

検出状況　Ｂ地区東部の西側の土坑群の中にある。南にSD0520が直交する。Ｖ層上面において検出し

た。プラン明瞭であった。SZ068東溝とSD0520に切られている。

形状　両端をSZ068東溝とSD0520に切られているため正確な形状は不明。北西から南東にかけて幅0.45

ｍ前後で平行に溝状になっている。深さは0.11ｍで、溝の壁面から底は丸くなっている。

埋土　２層に分層した。中央部分が凹む堆積で、Ｖ層対応の埋土が下層にいく程多く混じり込む。堆

積状況は自然堆積と思われる。

遺物出土状況　上層から土器片が数点、下層から高坏20が出土した。

出土遺物　1657は、Ⅴ～Ⅵ期の高坏Ｂ類。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、SZ068東溝に切られているので、Ⅳ期後半

以前と思われる。

SD0521（遺構：図379、遺物：図380）　

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SZ073から東に伸びる。北西

部の端は、SZ073によって切られ不明。中央は排水溝が横切る。断面形、堆積状況、重複関係から周

溝墓の一部の可能性がある。他の周溝との組み合わせが認められないので溝とした。西側の溝と東側
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図377　SD0481遺構図

図376　SD0471遺構図
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図379　SD0521遺構図

図378　SD0519遺構図
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の溝は調査区外のため途切れているが溝の幅や向きからと同一の溝と考えられる。

形状　北西から南東にかけて伸び、幅１ｍ前後である。Ａ断面は、幅１ｍである。Ｂ断面は、深さ0.14

ｍ幅１ｍである。

埋土　Ａ断面は10層に分層した。再掘削が行われた後に埋没したような土層である。４層に炭化物の

一部が混じる。Ｂ断面は６層に分層した。南側に堆積が偏り、段階的に埋没したようにみえる。

遺物出土状況　中層よりⅤ期の甕(1658)が出土。土器片だけでなく、炭化材も出土する。

出土遺物　1658はⅤ期の甕A2類。口縁部、胴部に刺突文を施文する。

時期　この溝は、Ⅱ～Ⅲ期と考えられるSZ066北溝を切っている。また、Ⅲ～Ⅳ期と考えられるSZ073

に切られている。以上のことから、Ⅲ～Ⅳ期のものと考えられる。1658は再掘削によってできた溝が

埋没するときに混入したと考えられる。

SD0549（遺構：図381、遺物：図382）　

検出状況　Ｂ地区東部の南東側、SD0381の東側に位置する。Ｖ層上面において検出した。平面形・出

土遺物から周溝墓の一部の可能性があるが、他の溝との組み合わせが不明のため、溝として報告する。

形状　東西方向に伸びる。底面はほぼ平坦で、壁面は緩やかである。

埋土　２層に分層した。１層中央部において植物遺体を確認した。

遺物出土状況　西側において検出面から0.1mあたり掘り下げた位置からⅢ期の壺1659・1660が上から

の圧迫によって押しつぶされたような状態で横位で出土した。土器内部からは遺物の存在は確認でき

なかった。

出土遺物　1659・1660はⅢ期の細頸壺。1659は口縁部にキザミ、頸部に沈線３条、胴部に複合櫛（２×３）

による。直線文３帯を施文する。下半にはヨコ方向のミガキがある。底部に打ち欠きがある。1660は

口縁部に波状文とキザミ、頸部に沈線４条、胴部に直線文５帯（２×３）がある。両資料は胎土・焼

成が酷似する。

時期　出土した1659・1660の細頸壺からⅢ期後半と考えられる。

図380　SD0471・SD0481・SD0519・SD0521遺物実測図
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図382　SD0549遺物実測図

図381　SD0549遺構図
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②単独柱穴

柱穴内出土の土器から弥生時代中期の遺構とした単

独柱穴１基をここで取り扱う。

SP0135（遺構：図383、遺物：図384）　

検出状況　Ｂ地区東部北側のSH006の北で、SK02198

を完掘した底面に位置する。Ｖ層上面において検出

した。

形状　平面形は北西から南東にかけて若干長い不整

楕円形で、長軸0.41ｍ、短軸0.34ｍ、深さ0.28ｍで

ある。壁面は直立から若干開く。

埋土　３層に分層した。柱痕跡のある堆積である。

遺物出土状況　土器片が２点出土した。

出土遺物　1661はⅣ期の甕。口縁端部にキザミがあ

り、内外面にハケ目を残す。

時期　出土土器よりⅣ期以降と考えられる。

表28　溝状遺構一覧

遺構
番号

現場遺構
　番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0471
08_D0147
08_E0655

JE6～E8 Ⅴ上 4層	C
A1a1
B1a1

(10.45) 1.23	 (8.38) 0.85	 0.14	 SZ070>>SD0470,SZ068 Ⅳ期前半 H,T 376
73・
74

SD0481 08_E0629 JL6～L7 Ⅴ上 2層	B A1a1 (1.86) 1.17	 (1.86) 0.77	 0.16	 SK01918> Ⅳ期前半 H 377 75

SD0519 08_D0104 JD9 Ⅴ上 2層	C A1a1 (1.44) 0.44	 (1.43) 0.28	 0.11	 SD0520,SZ068> Ⅳ期後半以前 H 378 83

SD0521
08_D0154
08_D1040

JH10～H11 Ⅴ上 10層	C
A1a1
A2a1

(9.48) 1.01	 (8.33) 0.49	 0.31	 SZ073>>SZ066 Ⅲ～Ⅳ期 H,S,W 379 83

SD0549 09_D0047 JR17 Ⅴ上 2層	B A1a1 6.60	 1.12	 5.50	 0.44	 0.22	 Ⅲ期後半 H 381 84

SD0571 07_C0236 JF12～F13 Ⅴ上 2層	D A1a1 3.17	 0.78	 2.69	 0.45	 0.15	 Ⅵ期以前 H 371 -

SD0573 07_C0238 JF11～G13 Ⅴ上 5層	B B1b1 3.64	 0.75	 3.33	 0.17	 0.15	 Ⅲ期以降 H 371 86

SD0575 07_C0225 JF11～H12 Ⅴ上 7層	C A2a1 (3.10) 0.92	 (3.05) 0.40	 0.36	 Ⅲ期以降 H 371 -

SD0580 07_C0020 FS15～T16 Ⅴ上 1層	A A1a1 (8.38) (8.29) 0.38	 0.18	 0.15	 Ⅶ期以前 373 -

SD0672 06_D1288 KS3～T4 Ⅴ上 2層	H B1a1 5.64	 1.18	 5.56	 1.02	 0.12	 Ⅵ期前半 H 374 -

SD0673 06_D1179 KT04 Ⅴ上 1層	A B1a1 3.98	 0.92	 3.87	 0.77	 0.06	 Ⅵ期前半 H
方形周溝
墓か

374 -

SD0675 06_D1289 OA3 Ⅴ上 1層	A B1a1 (1.65) (0.70) (1.48) (0.57) 0.08	 SK02625> Ⅵ期前半 374 -

表29　単独柱穴遺構一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面形状
上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SP0135 08_D0195 FS8 Ⅴ上 3層	G 不整方形 A3a1 0.41	 0.34	 0.19	 0.17	 0.28	 SK02198＞ Ⅳ期以降 H 383 101

図383　SP0135遺構図

図384　SP0135遺物実測図
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３　弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・遺物

　Ｂ地区東部の西端を中心に竪穴住居跡を確認した。その多くはＢ地区東部西端から区画溝SD0383と

の間に分布する。SD0383はＡ地区SD0382に続く溝と考えられ、溝の西南側を弧状に囲むように巡る。

Ａ地区の調査では、この溝の内側に近接して住居跡がまとまって検出されている。Ｂ地区東部で検出

した住居跡も溝の西側でまとまって検出されており、一連の住居跡群と考えられる。従って住居跡の

分布は、調査区外の西側にも展開すると考えられる。Ｂ地区東部の調査で検出した竪穴住居跡は集落

跡の外縁部に位置する。竪穴住居跡は壁面もなく、壁溝のみで確認した場合も多い。このため、出土

遺物は概して少なく、時期決定資料となると少ない。これに対して、包含層出土遺物が多く、良好な

資料が多く含まれる。本来、竪穴住居跡に伴う遺物が後世の水田耕作によって攪乱された結果である

と考えられる。出土位置や接合状況など本来の状況を復原するよう努めたが、こうした実情から、検

出した竪穴住居跡は７軒と多いが、得られた情報は検出軒数と反して少ない。

（１）住居跡

SB111（遺構：図387）

検出状況　Ｂ地区東部北西隅の竪穴住居が密集する場所に位置する。Ⅴ層上面において検出した。ま

た、調査区北壁土層断面ではⅤ層上面から掘形が掘りこまれていたことを確認した。南東隅部分で

SB112と重複し、SB112を切る。

形状　壁面は確認できなかったため、周壁溝のみで平面形を確認した。平面形は隅部を丸くおさめた

ほぼ方形を呈する住居と思われるが、北東部は不整形となる。

埋土　埋土は壁溝を含めて４層ある。１層は灰オリーブ色土に黒色ブロック土を含む層でほぼ全面に

わたって残存する。ほぼ水平な堆積が厚さ0.03ｍ～0.06ｍ認められた。最下層は黒色ブロック土を含

む層で床面形成のために掘形を埋めたものと思われる土層である。

床面　床面は、埋土と比較して全体的に硬化していた。周壁溝は北東隅のみ確認できなかったが、幅

上端で0.15ｍ、深さは0.05ｍ程度ある。床面からは３基（P1～P3）の柱穴を検出した。柱穴は住居隅

部に位置し柱痕跡を伴うことから、柱穴と判断できる。北東隅部に位置するP4は柱配置から主柱穴の

可能性もあるが、掘形と切り合う浅い土坑であり、柱痕跡もないことから柱穴と断定できなかった。

炉跡などの付随施設は確認できず、また被熱部位も認められなかったので不明である。柱穴の埋土の

状況をみるとP2のみ状況が異なる。柱痕跡を覆う土層を確認できるが、その要因については不明であ

る。貼床を除去後の住居掘形は、住居跡床面同様に平坦であるが、南東に向かってわずかに下がる。

遺物出土状況　出土土器はⅤ～Ⅵ期の土器が２点出土したのみである。図示可能な資料は認められな

かった。

時期　住居跡の残存状況が悪いため、遺物の出土状況から構築時期を判断することは難しい。遺構の

重複関係からSB112より後出するが、直上包含層の出土土器をみても、大きな時期差はないことから、

それほどの時間差もなく順次構築されたと推測でき、また区画溝SD0383との関係からⅤ期末～Ⅵ期前

半と考えられる。
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図385　Ｂ地区東部弥生時代後期～古墳時代前期の主な遺構位置図（１）
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図386　Ｂ地区東部弥生時代後期～古墳時代前期の主な遺構位置図（２）
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図387　SB111遺構図
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SB112（遺構：図388）

検出状況　Ｂ地区東部北西隅の竪穴住居が密集する場所に位置する。Ⅴ層上面において検出した。北

壁北東隅はSB111によって切られる。

形状　平面形は現存する壁溝及び掘形の形状から、隅部を丸くおさめたほぼ方形を呈する住居跡と思

われる。

埋土　埋土は壁溝を含めて３層ある。１層は灰オリーブ色ブロック土に黒色ブロック土を含む層で全

面にわたって残存する。ほぼ水平な堆積が厚さ0.04ｍ～0.06ｍ認められた。最下層は床面形成のため

に掘形を埋めたものと思われる土層である。

床面　床面は東に向かってわずかに下がる。壁溝はSB111によって削平されている以外は掘形をほぼ

全周する。幅は上端で0.12ｍ程度、深さ0.05ｍと浅い。南溝のやや西よりで周壁溝が途切れる箇所が

みられる。この箇所が入り口など施設に関係する可能性もあるが、付随する遺構は確認できなかった。

床面では柱穴３基（P1・3・4）を確認した。P2はSB111の貼床除去後に確認した柱穴であるが、深さ・

形状・位置・柱痕跡の確認などの特徴を共有しているため、本住居に伴う柱穴と判断した。P1・P3・

P4の埋土で確認した柱痕跡の上層には、柱痕跡を覆う土層が確認できる。柱穴以外に炉跡等のSB111

に伴う住居内施設は確認できなかった。

遺物出土状況　出土土器は断片的なⅤ～Ⅵ期の土器２点が出土したのみである。柱穴からもⅤ～Ⅵ期

の土器が数点出土したが図示可能な資料は認められなかった。

時期　構築時期は出土遺物から判断できない。遺構の重複関係からSB111より先行するものの、区画

溝SD0383及び周辺の遺構の構築時期からⅤ期末～Ⅵ期前半と考えられる。

SB113（遺構：図389、遺物：図390）

検出状況　Ｂ地区東部やや北西寄りの竪穴住居が密集する場所に位置する。Ⅴ層上面において検出し

た。周辺遺構との重複関係が顕著で、SD0383・SD0564と重複し、これらの遺構に切られる。掘形及び

壁溝が方形に巡ることを確認した。

形状　平面形は周辺遺構との重複関係により正確には把握できないが、隅部を丸くおさめた方形を呈

する住居跡と思われる。周壁溝は幅約0.15ｍ・深さ0.07ｍ程度で本来は住居内を全周していたと考え

られる。

埋土　埋土は壁溝を含めて３層ある。１層は黒褐色土に灰オリーブ色ブロック土を含む層で全面にわ

たって残存する。ほぼ水平な堆積が厚さ0.04ｍ～0.08ｍ認められた。最下層はオリーブ黒色土ブロッ

ク土を含む層で床面形成のために掘形を埋めたものと思われる土層である。

床面　床面は平坦である。床面のほぼ中央でP3、北西隅でP1、南東隅でP2を検出した。P3は位置関係

から炉跡の可能性があるが、埋土中に炭化物や焼土粒は確認できず、壁面においても被熱部位は認め

られなかった。P1・P2の埋土からはいずれも柱痕跡を確認したので柱穴と判断できる。

遺物出土状況　出土土器は断片的な土器が50点程出土し、大半がⅤ～Ⅵ期である。柱穴・土坑の土器

の出土はあったがⅤ～Ⅵ期の小片であった。図示したのは３点である。

出土遺物　1662はⅤ期後半～Ⅵ期の高坏B類の坏部片であろう。1663の甕、1664の鉢も同様の時期で

ある。
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図388　SB112遺構図
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図390　SB113遺物実測図

図389　SB113遺構図
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時期　Ⅴ期末～Ⅵ期前半段階の資料と考えられ、図示できなかった資料も同様の時期に相当する。重

複関係にあるSD0383・SD0564もほぼ同様の時期であり、これらの溝から混入した資料と考えられる。

SD0383・SD0564の構築時期がⅥ－１期のため、Ⅵ－１期以前、Ⅴ期末と考えられる。

SB114（遺構：図391、遺物：図392）

検出状況　Ｂ地区東部北西側の竪穴住居が密集する場所に位置する。SB115の西側に隣接する。住居

跡の西側は調査区外に伸び、検出範囲は1/4程度である。Ⅴ層上面で検出したが、壁面土層ではⅣｂ

層から掘形が掘りこまれていたことを確認した。周囲の溝と重複関係を有し、SD0562・SD0566の埋土

を切って本住居跡が構築されていた。

形状　住居跡の大半が調査区外となるが、現存する壁溝から隅部を丸くおさめた方形を呈する住居跡

と思われる。

埋土　埋土は壁溝を含めて３層ある。１層は黒褐色土に灰オリーブ色ブロック土を含む層でほぼ全面

にわたって残存する。ほぼ水平な堆積が厚さ0.04ｍ～0.08ｍ認められた。最下層はオリーブ黒色ブロッ

ク土を含む層で床面形成のために掘形を埋めたものと思われる土層である。

床面　床面はほぼ平坦で、硬化が著しく貼床が全面に及んでいた。床面で柱穴１基（P1）を確認した。

深さは0.32ｍで柱痕跡を確認したので柱穴と判断できる。壁溝も住居跡の掘形に沿って確認できた。

上端の幅で0.13ｍ、深さは0.06ｍをはかる。遺構の大半が調査区外となるため、炉跡は確認できな

かった。

遺物出土状況　出土遺物はわずかにⅤ～Ⅵ期土器の小片が掘形・柱穴から出土したが、混入資料で時

期決定となりうる資料ではなかった。出土土器のうち、１点を図示した。

出土遺物　1665はⅤ～Ⅵ期の甕Ａ類の口縁部片である。

時期　時期決定資料が認められなかったため、遺構の重複関係が構築時期の参考となる。SD0562・

SD0566はⅥ－１期の前後と考えられる。SB114はそれ以後の構築となるが、出土土器は混入資料とは

いえ、Ⅵ期より大きく時期が下るとも考えられない。周辺の包含層出土土器をみても、それほど大

きな時期差が存在しないことから、構築時期はSD0562・SD0566と近接し、その直後のⅥ期後半と考え

たい。

　

SB115（遺構：図393～395、遺物：図396・397）

検出状況　Ｂ地区東部北側の竪穴住居が密集する場所に位置する。Ⅴ層上面において検出した。

形状　平面形は壁溝から隅部を丸くおさめたほぼ方形を呈する住居跡と思われる。

埋土　埋土は壁溝を含めて２層ある。２層は灰色ブロック土を含む層でほぼ全面にわたって残存する。

ほぼ水平な堆積が厚さ0.01ｍ～0.03ｍ認められた。

床面　床面は平坦であるが、南に向かってわずかに下がる。床面で小穴８基を検出した。そのうち、

P1～P4は住居隅部に位置し、埋土において柱根や柱痕跡を確認したので、柱穴と判断した。P6・P8は

不整な円形を呈する遺構で、いずれも埋土からは炭化物が認められ炉跡の可能性もあるが、埋土に焼

土がないことや壁面や床面に被熱部位は認められないため炉跡と判断しがたい。P6は長軸2.05ｍと住

居内の遺構としては比較的大型であるが、深さは0.08ｍと浅い。P8は長軸0.95ｍ、深さ0.23ｍをはか
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る。さらに住居跡の貼床を除去し、住居跡の掘形を精査したところ、新たにP9・P10を検出した。い

ずれも、柱根を確認したので、SB115構築以前もしくは、構築直後の柱穴と考えられる。SB115の建て

替え以前の柱穴とも考えられるが、対応する他の柱穴が貼床除去後に確認できなかったので、竪穴住

居跡の建て替えによるものとは判断できなかった。SB115は他の住居跡との重複関係がなく、住居掘

形の周囲には多くの溝が認められる。SD0562・SD0563はSB115の北側の一部を削平するSB115以後の遺

構で、SD0562は調査区西端から東方向へ伸び、弧を描きながらSB114に達する。SD0565は住居の北西

隅の掘形に沿うように走る。この溝の埋土は単層で、深さは0.1ｍ程度と浅く、幅は最大でも1.1ｍ程

度であるため、長期間継続した遺構とは考えられない。このため、短期間のうち構築された簡易的な

役割をもった遺構と考えられる。構築時期については出土遺物がⅤ～Ⅵ期の土器小片１点のみで時期

決定できないが、SB115と同様にSD0562に切られることから、SD0565とSB115が組み合わさることにつ

図392　SB114遺物実測図

図391　SB114遺構図
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図393　SB115遺構図（１）
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図394　SB115遺構図（２）
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図395　SB115遺構図（３）
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いて矛盾はなく、SB115と同時併存の可能性が高い溝と考えられる。このことから、SD0565は住居跡

に付随する外周溝のような施設の可能性が高いと考えられる。範囲が広くなるが、SD0565のさらに外

側にSD0564・SD0566があり、SB115を取り巻くように伸びる。後述するが（「第６節５①住居に附属す

る溝」）、SD0564からは大量の土器が出土し、そのなかには弧帯文土器も含まれる。SD0564・SD0566は

一連の溝で区画溝に相当し、この区画溝によって区画されたのがSB115と考えられる。

遺物出土状況　出土した土器資料はⅤ～Ⅵ期の土器小片30点あまりであった。土坑P6・P8からわずか

に図示可能な資料が出土した。

出土遺物　土器はP6から５点（1666～1670）を図示した。1667・1672は残存状況や出土状況から混入

と考えられる資料で、その他はⅥ期前半に相当する。P8から完形品とはいかないが、台付甕脚部３点

（1675・1676）、器台脚部１点（1671）のまとまった土器片が出土した。いずれも脚部だが、脚部その

ものはほぼ完存で脚部のみを人為的に廃棄した可能性がある。1671は器台B1類でⅥ期前半に相当する。

出土状況からみても、これらの土器資料をもってSB115の構築時期を示すと考えられる。

　木製品は主柱穴から出土した柱根３点を図示した。1681はP2出土の柱根で表面中央より下端にかけ

て加工痕が明瞭に残り、縦方向に削る。下部は平端に加工する。1680はP9出土の柱根で一部樹皮を残

す。底部に階段状切断痕を残す。1682はP10出土の柱根で表面はチョウナ痕で2.5～3.0cmの幅で面取

りする。底部は３方向から斜めに加工している。

図396　SB115遺物実測図（１）
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時期　P6出土土器及び区画溝SD0564・SD0566との関係からⅥ期と考えられる。

SB116（遺構：図398）

検出状況　Ｂ地区東部西側の竪穴住居が密集する場所に位置する。Ⅴ層上面で検出したが、壁面土層

ではⅣｂ層から掘形が掘りこまれていたことを確認した。確認した範囲はおよそ東半分で、西半分は

調査区外に伸びるが、隅部を丸くおさめた方形を呈する住居跡である。

形状　平面形はほぼ方形である。壁面は緩やかに立ち上がり、深さは0.06ｍと浅い。壁溝は幅0.07ｍ、

深さ0.08ｍ程度の溝で壁面をめぐる。

埋土　埋土は壁溝を含めて５層ある。下層4・5層はオリーブ黒色ブロック土を含む層でほぼ全面にわ

たって残存する。ほぼ水平な堆積が厚さ0.01ｍ～0.03ｍ認められた。

床面　床面は平坦であるが、地形に沿って南へ向かってわずかに下がる。床面精査をしたところ、北

東隅でP1、南東隅でP2の柱穴を確認した。中央付近からはP3を確認した。P3は炉跡の可能性があるが、

炉石の抜き取り痕や被熱部位などの炉跡としての痕跡を確認できなかったので断定できない。P1・P2

図397　SB115遺物実測図（２）
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の埋土中で柱痕跡を確認したが、最上層は別の土層が覆う。

遺物出土状況　埋土からは土器が100点あまり出土したが、細片であるため、図示できなかった。大

半はⅤ～Ⅵ期の資料であった。

時期　時期決定資料は認められないが、周囲の竪穴住居跡がⅥ期に限定されるためⅥ期と考えられる。

SB117（遺構：図399）

検出状況　Ｂ地区東部北東側の竪穴住居跡が密集する場所に位置する。Ｖ層上面において検出した。

平面形のうち西半分は調査区外であるが、平面形や柱穴、壁溝の存在から住居跡であると判断した。

図398　SB116遺構図
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図399　SB117遺構図
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プランはやや不明瞭であった。

形状　西半分は調査区外で、平面形は不明であるが、長方形もしくは方形になると思われる。南北は

3.35ｍである。壁面は0.15ｍ残存していた。

埋土　埋土は壁溝を含めて５層に分層した。黒褐色土が１層に堆積するが、暗灰黄色ブロックを含む。

床面を形成する土層にも同様の混入物が認められる。

床面　床面から９基の小穴を検出した。P1、P2平面的な位置関係から柱穴と考えたが、P1には柱痕跡

が認められなかったが、暗渠のため削平されたかもしれない。P3、P7～P9には柱痕跡があり、P8、P9

で柱痕跡を覆う土層がある。壁溝は、幅0.1～0.2ｍ、深さ0.1ｍで、検出した壁面を全周する。炉跡

は確認できなかった。

遺物出土状況　埋土中に少量の土器片が出土したが、出土状況に特徴的なものは認められなかった。

P9の埋土上層から種子の一部が出土した。P6の埋土上層からⅤ期末～Ⅵ期前半の土器片が多く出土

した。

出土遺物　小さい土器片のため、実測可能なものはなかった。出土した土器片はⅤ期末～Ⅵ期前半の

資料である。

時期　時期決定の資料は得られなかった。P6から出土した土器片からⅤ期末～Ⅵ期前半と考えられる。

SB118（遺構：図400・401、遺物：図402）

検出状況　Ｂ地区東部の竪穴住居跡が密集する場所にあり、西側にSB117、東側にSB119が隣接する。

Ｖ層上面において検出した。平面形や柱穴、壁溝の存在から住居跡であると判断した。

形状　平面形は隅丸長方形である。隅部は丸く、西壁・東壁はそれぞれ南端が、西側・東側へややふ

くらむ。

埋土　埋土は壁溝を含めて５層あるが、最下層は床面形成のため、掘形を埋めたものと思われる土層

である。１層は黒褐色系の土層が堆積する。灰色オリーブ系の土をブロック状に含む。灰色オリーブ

系の土層は床面を形成する土層に顕著にみられる。

床面　床面から17基の小穴を検出した。平面的な位置関係からP1～P4を柱穴と考えた。P2には柱痕跡

が認められなかった。他に柱痕跡のある小穴にP5、P6、P11～P13がある。柱穴ではないかと考える。

壁溝の深さは、0.2ｍぐらいで、壁面はほぼ垂直となっている。炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況　P6、P8、P9、P12、P15の埋土上層からⅤ～Ⅵ期の土器片が出土した。P6から高坏（1683）、

鉢（1684）が出土した。

出土遺物　1683はⅤ～Ⅵ期の高坏B3類の口縁部の一部である。1684はⅤ期後半～Ⅵ期前半の鉢A2類の

口縁部の一部である。口縁端部が屈曲し、直線文が頸部にある。

時期　出土土器からⅥ期前半と考えられる。

SB119（遺構：図403）

検出状況　Ｂ地区東部の竪穴住居跡が密集する場所にあり、SB118の東側に隣接する。Ｖ層上面にお

いて検出した。壁溝や柱穴の存在から竪穴住居跡と判断した。

形状　予想される形状の東2/3程度が未調査である。確認できた範囲からは隅丸長方形になると考え
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図400　SB118遺構図（１）
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られる。南壁は全体に丸みをおびる。

埋土　埋土は壁溝を含め４層に分層した。

床面　床面から４基の小穴を検出した。P1は平面との位置関係や柱痕跡があることから柱穴と思われ

る。壁溝の深さは、0.1m程度で、壁面はほぼ垂直となっている。炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況　P4の埋土上層より土器片が出土した。図示はできなかったが、Ⅴ～Ⅵ期の土器片で

ある。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な土器片は得られなかったが、わずかに出土したⅤ～Ⅵ期の土器片から

Ⅴ～Ⅵ期と考えられる。

SB120（遺構：図404、遺物：図405）

検出状況　Ｂ地区東部の円形にめぐるSD0490の北側に位置する。Ｖ層上面において検出した。西側が

調査区外となり、全体の形状の一部を確認したのみだが、方形の平面形・壁溝・柱穴を確認できたの

で竪穴住居跡とする。

形状　西側が調査区外となり、全体の形状は不明であるが、確認した範囲からすると隅丸長方形の平

面形の一部を確認した。東溝は、直線的だが、南溝はやや丸みをおびる。

埋土　埋土は壁溝を含めてＡ断面では４層に分層した。

床面　床面から１基の小穴を確認した。P1は柱痕跡があり、位置からも柱穴と思われる。壁溝の深さ

図402　SB118遺物実測図

図401　SB118遺構図（２）
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図404　SB120遺構図

図403　SB119遺構図
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は、0.1ｍ程度で、壁面はほぼ垂直となっている。炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況　掘形や周溝の埋土からⅤ～Ⅵ期の土器片が出土した。P1の埋土上層から甕（1685・

1686）が出土した。

出土遺物　1685と1686はⅣ期の甕の一部で同一個体と考えられる。直線文と波状文がみられる。

時期		Ⅳ期の1685・1686はP1から出土したが、その他の埋土資料はⅤ～Ⅵ期の資料で占められるため、

Ⅴ～Ⅵ期の可能性が高い。

SB121（遺構：図406～409、遺物：図410・411）　

検出状況　Ｂ地区東部南側で検出した遺構である。北側に区画溝（SD0652）が近接する。Ⅴ層上面に

おいて検出した。南側は調査区外となるが周囲には竪穴住居跡はなく、土坑が散在する。遺構の残存

状態が悪く、検出面からの掘削した掘り込みは確認できなかったが、壁溝や柱穴の存在から住居跡と

判断した。壁溝が方形に廻り、西側の壁溝が住居外側の壁溝６が住居外側の南に向かう排水用の溝に

なることから平地型の住居跡の可能性がある。

形状　壁面は検出できなったが、壁溝が方形にめぐることから隅部を丸くおさめた方形の平面形の住

居跡と思われる。

埋土　埋土は残存していなかった。　

床面　壁溝には壁溝１～６が相当する。西辺の壁溝の位置には壁溝6を検出した。幅や深さなど形状

は他の壁溝と類似するが、南端が壁溝５をこえ、さらにSZ084の中央部まで伸びるため、壁溝とは別

の性格をもつ遺構の可能性がある。同様の遺構にSD0657がある。東側の壁溝３・４の外側に位置し、幅・

深さからみて周壁溝ではなく、住居の外側をめぐる外周溝に相当する可能性が高い。柱穴は住居隅部

に位置し、柱痕跡を伴うことから、P1～P4が柱穴と判断できる。炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況　SD0657の出土土器のなかには廃棄された高坏（1698・1699）の脚部が出土した。また、

P13の埋土よりほぼ完形の甕（1690）が出土した。抜き取り時、もしくは住居の廃絶時に廃棄したと

考えられる。甕の内部には土が入り込んでいない空間が認められた。柱を抜き取った後、土を充填し、

そこに甕を横位に据えたのであろう。住居廃絶時の儀礼的行為の痕跡の可能性がある。このＰ13の南

辺と隣接するP14の埋土から高坏（1691・1692・1694）と壺（1693・1696・1697）の一括土器を確認した。

Ⅴ期末～Ⅵ期前半の高杯（1694）を伴うことから、この時期の比定の目安となる資料である。この他

にP1の埋土から高坏（1687）、P3の埋土中から高坏（1688）と甕（1689）、SK02574の埋土から高坏（1704）

が出土した。

出土遺物　1687はP1出土遺物で高坏C・D類の脚部である。1691・1692・1699・1703はⅤ期後半～Ⅵ期

の高坏B3類である。1691・1692・1699の口縁端部は丸くおさめ、口縁部の外反が弱い。1703は口縁部

図405　SB120遺物実測図
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図406　SB121遺構図（１）
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図407　SB121遺構図（２）



第６節　東部　　109

図408　SB121遺構図（３）
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の外反が強く、端部が平坦である。1700は高坏Ｂ類の脚部であろう。裾部には人為的な打ち欠きが

みられる。1693は壺D3類。口縁端部が直立するが、やや屈曲が鈍化している。文様は認められない。

1702は壺Ｈ類の底部。穿孔がある。1698はワイングラス形高坏の高坏Ｉ類の脚部である。1689は甕脚

部。Ⅴ期末～Ⅵ期前半の資料である。1687・1688はともに高坏Ｉ類の坏部である。1690は甕E4類であ

る。1694はⅤ期末～Ⅵ期前半の高杯である。

時期　高坏Ｂ類の出土が顕著で、高坏Ｃ類を含まないことから、Ⅴ－３期～Ⅵ－１期と考えられる。

図409　SB121遺構図（４）
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図410　SB121遺物実測図（１）
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図411　SB121遺物実測図（２）

表30　竪穴住居跡一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿図 図版

SB111
07_C0173
09_C0328

FR9～S10 Ⅴ上 2層	B 方形 B1a1 4.61	 4.17	 4.56	 4.07	 0.08	 ＞SB112
Ⅴ期末～Ⅵ
期前半

H 387 56

SB112 07_C0174 FS9～T10 Ⅴ上 2層	B 方形 B1a1 3.61	 3.56	 3.56	 3.48	 0.08	 SB111＞
Ⅴ期末～Ⅵ
期前半

H，S 388 56

SB113 07_C0158
JA11～
A12

Ⅴ上 2層	B 方形 B1a1 4.06	 3.69	 4.00	 3.58	 0.12	
Ⅴ期末～Ⅵ
-1期

H 389 56

SB114 07_C0141 JA9～B10 Ⅴ上 2層	B 方形 B1a1 (3.96) (1.83) (3.87) (1.76) 0.09	 Ⅵ期後半 H 391 57

SB115 07_C0272
JB10～
C11

Ⅴ上 1層	A 方形 B1a1 5.40	 4.94	 5.34	 4.88	 0.04	 Ⅵ期 H，W，P
393～
395

57

SB116 07_C0188
JE10～
F11

Ⅴ上 4層	B 方形 B1a1 4.67	 (2.91) 4.51	 (2.73) 0.17	 Ⅵ期 H 398 57

SB117 08_D0053 JA8 Ⅴ上 5層	B
不整長
楕円形

A1 3.72	 (1.72) 3.48	 (1.64) 0.14	 SK02202＞
Ⅴ期末～Ⅵ
期前半

H 399
57・
58

SB118 08_D0056 JA8 Ⅴ上 5層	B
不整円

形
A1 3.69	 3.07	 3.59	 3.00	 0.16	

SK02201，SK02202，SK0
2204，SK02208，SK0221
4，SK02223，SK02224，S
K02225＞＞SK02203

Ⅵ期前半 H，S
400・
401

57・
58

SB119 08_D0057 JA9 Ⅴ上 4層	B
不整長
楕円形

A1 (3.47) (1.57) (3.24) (1.55) 0.11	
SK02208，SK02226，SP0
165＞

Ⅴ～Ⅵ期 H 403
57・
59

SB120 08_D0224 JM8 Ⅴ上 3層	B
不整長
楕円形

B1 (2.98) (1.29) (2.82) (1.21) 0.13	 Ⅴ～Ⅵ期 H 404 59

SB121 06_D1219b KS1 Ⅴ上 8層	G 楕円形 B5a2 0.49	 0.34	 0.39	 0.17	 0.54	 ＞SB121-P14
Ⅴ-3～Ⅵ-1
期

H
406～
409

60
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表31　竪穴住居内柱穴一覧表（１）

遺構番号
現場
遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 出土遺物 備考

SB111-P1 07_C0197 FS9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B3a1 0.33	 0.32	 0.22	 0.18	 0.26	

SB111-P2 07_C0198 FS9 Ⅴ上 5層	G 円形 B4a1 0.37	 0.26	 0.23	 0.22	 0.38	

SB111-P3 07_C0172 FS10 Ⅴ上 4層	G 楕円形 B3a1 0.34	 0.32	 0.23	 0.18	 0.27	 H，S

SB111-P4 09_C0327 FR9～S9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.56	 0.44	 0.48	 0.33	 0.07	 ＞SB111

SB111-壁溝 07_C0209 FS9～S10 Ⅴ上 1層	A 不定形 A2a1 (11.65) 0.08	 (11.65) 0.03	 0.05	

SB112-P1 07_C0207 FS9 Ⅴ上 4層	G 円形 B3a2 0.29	 0.29	 0.22	 0.20	 0.27	 H

SD112-P2 07_C0230 FS9 Ⅴ上 3層	G 円形 C3a1 0.28	 0.25	 0.12	 0.11	 0.27	

SB112-P3 07_C0208 FT9 Ⅴ上 4層	G 円形 B4a2 0.27	 0.25	 0.18	 0.17	 0.31	 H

SB112-P4 07_C0206 FT10 Ⅴ上 4層	G 円形 A4a2 0.26	 0.26	 0.18	 0.17	 0.31	

SB112-壁溝 07_C0205 FS9～T10 Ⅴ上 1層	A 不定形 A2a1 (10.00) 0.08	 (0.98) 0.02	 0.05	

SB113-P1 07_C0227 JA11 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B2a2 0.32	 0.27	 0.17	 0.12	 0.16	 H

SB113-P2 07_C0286 JA12 Ⅴ上 3層	G 円形 A4a2 0.24	 0.23	 0.11	 0.11	 0.27	 H

SB113-P3 07_C0232 JA11～A12 Ⅴ上 4層	F 長楕円形 A2a1 0.77	 0.44	 0.58	 0.26	 0.18	 H

SB113-壁溝 07_C0226 JA11～A12 Ⅴ上 1層	A 不定形 A3a1 (0.73) 0.07	 (0.73) 0.03	 0.07	 H，I

SB114-P1 07_C0132 JB9 Ⅴ上 4層	G 円形 A3a1 0.40	 0.33	 0.25	 0.22	 0.32	 H

SB114-壁溝 07_C0196 JA9～B10 Ⅴ上 1層	A 不定形 A2a1 (0.54) 0.10	 (0.54) 0.04	 0.06	 H

SB115-P1 07_C0263 JB10 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.35	 0.31	 0.17	 0.15	 0.26	

SB115-P2 07_C0262 JB11 Ⅴ上 1層	G 楕円形 C5b2 0.24	 0.21	 0.12	 0.09	 0.46	 W

SB115-P3 07_C0267 JB10～C10 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.29	 0.29	 0.18	 0.17	 0.23	 SB115-P6＞

SB115-P4 07_C0274 JB11 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.30	 0.30	 0.19	 0.17	 0.28	

SB115-P5 07_C0111 JB10 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.22	 0.21	 0.11	 0.07	 0.14	 H

SB115-P6 07_C0137 JB10 Ⅴ上 2層	B 不整長方形 A1a1 2.05	 1.68	 1.88	 1.48	 0.08	
＞SB115-
P3，SB115-P7

H

SB115-P7 07_C0268 JB10 Ⅴ上 3層	D 楕円形 A2a1 0.30	 0.29	 0.14	 0.10	 0.19	 SB115-P6＞ H

SB115-P8 07_C0136 JB11 Ⅴ上 4層	C 円形 A2a3 0.95	 0.69	 0.24	 0.23	 0.23	 H

SB115-P9 07_C0264 JB10 Ⅴ上 2層	G 長楕円形 B4a2 0.23	 0.20	 0.17	 0.11	 0.27	 H，W

SB115-壁溝 07_C0273 JB1～C11		 Ⅴ上 1層	A 不定形 A1a1 (17.70) 0.08	 (17.70) 0.03	 0.03	 H

SB116-P1 07_C0234 JE11 Ⅴ上 3層	G 円形 A4a2 0.36	 0.30	 0.15	 0.14	 0.35	 H

SB116-P2 07_C0235 JE11 Ⅴ上 4層	G 楕円形 B3a1 0.35	 0.29	 0.22	 0.18	 0.27	

SB116-P3 07_C0237 JE10 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.25	 0.25	 0.16	 0.15	 0.11	

SB116-壁溝 07_C0233 JE10～F11 Ⅴ上 1層	A 不定形 A2a1 (0.83) 0.15	 (0.77) 0.03	 0.06	 H

SB117-P1 08_D0246 JA8 Ⅴ上 2層	B 不整長楕円形 B2a1 0.53	 0.25	 0.35	 0.12	 0.12	

SB117-P2 08_D0245 JA8 Ⅴ上 2層	G 円形 B3a2 0.26	 0.24	 0.13	 0.11	 0.18	 SB117＞

SB117-P3 08_D0241 JA8 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a2 0.23	 0.22	 0.14	 0.12	 0.17	 SB117＞

SB117-P4 08_D0243 JA8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.50	 0.34	 0.23	 0.16	 0.13	 SB117＞

SB117-P5 08_D0242 JA8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.32	 0.25	 0.20	 0.16	 0.14	
SK02202，SB11
7＞

SB117-P6 08_D0240 JA8 Ⅴ上 3層	C 楕円形 A3a2 0.29	 0.26	 0.18	 0.15	 0.19	 SB117＞ H

SB117-P7 08_D0248 JA8 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B2a2 (0.27) 0.25	 0.20	 0.15	 0.14	 SB117＞

SB117-P8 08_D0247 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B3a2 0.25	 0.20	 0.12	 0.10	 0.14	 SB117＞

SB117-P9 08_D0244 JA8 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B2a2 0.31	 0.27	 0.18	 0.12	 0.15	

SB117-壁溝 08_D0204 JA8 Ⅴ上 1層	A 不定形4 A2a1 (6.38) 0.21	 (6.36) 0.09	 0.10	
SK02202，SP01
55＞

H

SB118-P1 08_D0276 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B2a2 0.38	 0.34	 0.18	 0.14	 0.21	

SB118-P2 08_D0278 JA8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.45	 0.33	 0.26	 0.20	 0.13	

SB118-P3 08_D0277 JB8 Ⅴ上 2層	G 円形 B2a2 0.32	 0.29	 0.21	 0.21	 0.18	

SB118-P4 08_D0279 JB8 Ⅴ上 3層	G 円形 C3a2 0.47	 0.26	 0.14	 0.12	 0.19	 SK02204＞

SB118-P5 08_D0273 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B2a2 0.35	 0.30	 0.26	 0.21	 0.14	 SB118＞

SB118-P6 08_D0299 JA8 Ⅴ上 5層	G 不整楕円形 B3b2 0.38	 0.34	 0.24	 0.17	 0.24	 SB118-P5＞ H

SB118-P7 08_D0261 JA8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.43	 0.34	 0.27	 0.20	 0.07	 SB118＞

SB118-P8 08_D0270 JA8 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B1a1 0.59	 0.57	 0.43	 0.35	 0.11	 SB118＞

SB118-P9 08_D0262 JA8 Ⅴ上 3層	D 方形 A2a1 0.48	 0.43	 0.26	 0.23	 0.27	 SB118＞ H

SB118-P10 08_D0269 JA8 Ⅴ上 2層	F 楕円形 B2a2 0.35	 0.32	 0.27	 0.21	 0.12	 SB118＞

SB118-P11 08_D0267 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B3a2 0.34	 0.30	 0.22	 0.15	 0.26	 SB118＞ H

SB118-P12 08_D0268 JA8 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B2a1 0.46	 0.39	 0.23	 0.15	 0.25	 SB118＞

SB118-P13 08_D0263 JA8 Ⅴ上 3層	G 円形 A2a1 0.46	 0.45	 0.24	 0.21	 0.22	 SB118＞ H
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遺構番号
現場
遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 出土遺物 備考

SB118-P14 08_D0283 JB8 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 B2a1 0.73	 0.53	 0.50	 0.38	 0.17	 SB118＞

SB118-P15 08_D0264 JB8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.38	 0.31	 0.34	 0.14	 0.08	 SB118＞

SB118-P16 08_D0266 JB8 Ⅴ上 3層	D 不整長楕円形 B2a1 0.68	 0.55	 0.35	 0.22	 0.23	 SB118＞

SB118-P17 08_D0265 JB8 Ⅴ上 2層	G 不整長楕円形 B2a2 0.32	 0.28	 0.19	 0.11	 0.19	 SB118＞ H，W

SB118-壁溝 08_D0239 JA8 Ⅴ上 1層	A 不定形4 A2a1 12.38	 0.18	 11.64	 0.14	 0.12	

SK02201，SK02
202，SK02214，
SK02223，SK02
225，SP0161，S
P0162＞

H

SB119-P1 08_D0287 JB9 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B3a2 0.49	 0.27	 0.26	 0.10	 0.23	

SB119-P2 08_D0282 JB9 Ⅴ上 2層	C 不整長楕円形 B2a2 0.31	 0.26	 0.17	 0.11	 0.15	 SK02208＞

SB119-P3 08_D0286 JB9 Ⅴ上 2層	G 不明 B3a2 0.35	 (0.19) (0.14) 0.14	 0.18	 SK02208＞

SB119-P4 08_D0280 JB9 Ⅴ上 3層	E 不明 A3a1 0.40	 (0.22) 0.25	 (0.10) 0.17	 SB119＞ H

SB119-壁溝 08_D0249 JA9	 Ⅴ上 1層	A 不定形4 A2a1 (4.81) 0.17	 (4.46) 0.08	 0.11	 SK02208＞

SB120-P1 08_D0294 JJ8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C3b3 0.39	 0.38	 0.11	 0.09	 0.31	 H

SB120-壁溝 08_D0255 JM8 Ⅴ上 1層	G 不定形4 C2b3 (3.96) 0.19	 (3.60) 0.05	 0.08	 H

SB121-P1 07_D0105 KR1 Ⅴ上 5層	G 楕円形 A1a1 0.42	 0.35	 0.32	 0.23	 0.23	 H

SB121-P2 07_D0119 KR1	 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C2a1 0.37	 0.30	 0.14	 0.12	 0.31	 H，W

SB121-P3 06_D1216 KS1 Ⅴ上 6層	C 不整楕円形 A3a1 0.42	 0.30	 0.21	 0.13	 0.30	 SB121-P10＞ H

SB121-P4 06_D1229 KT2 Ⅴ上 10層	G 円形 B3a2 0.41	 0.37	 0.34	 0.19	 0.38	 H

SB121-P5 07_D0118 KR1 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.43	 0.39	 0.14	 0.13	 0.16	

SB121-P6 07_D0120 KR1 Ⅴ上 2層	G 円形 A1a1 0.22	 0.26	 0.22	 0.20	 0.09	 H，W

SB121-P7 06_D1248 KR1 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.39	 0.26	 0.30	 0.20	 0.08	

SB121-P8 06_D1249 KR1 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a2 0.42	 0.25	 0.35	 0.20	 0.10	

SB121-P9 06_D1252 KR2 Ⅴ上 3層	C 楕円形 B2a2 0.36	 0.25	 0.31	 2.00	 0.14	

SB121-P10 06_D1215 KS1 Ⅴ上 2層	B 円形 B3a2 0.24	 0.21	 0.18	 0.16	 0.20	 ＞SB121-P3

SB121-P11 06_D1217 OA1 Ⅴ上 2層	D 円形 B2a1 0.37	 0.36	 0.25	 0.21	 0.22	

SB121-P12 06_D1218 KS1 Ⅴ上 3層	C 楕円形 B3b2 0.30	 0.21	 0.24	 0.14	 0.23	

SB121-P13 06_D1219 KS1 Ⅴ上 8層	G 楕円形 B5a2 0.49	 0.34	 0.39	 0.17	 0.54	 ＞SB121-P14 H

SB121-P14 06_D1220 KS1 Ⅴ上 3層	B 不明 B1a1 (0.76) 0.75	 (0.74) 0.55	 0.15	 H

SB121-P15 06_D1234 KS2 Ⅴ上 3層	C 円形 B3a2 0.36	 0.31	 0.30	 0.25	 0.36	 H

SB121-壁溝１ 07_D0121 KR1 Ⅴ上 1層	A 不定形 A1a1 2.48	 0.26	 2.38	 0.06	 0.05	

SB121-壁溝２ 07_D0122 KR1 Ⅴ上 1層	A 不定形 B1a1 0.84	 0.18	 0.76	 0.07	 0.03	

SB121-壁溝３ 07_D0123 KR1～R2 Ⅴ上 1層	A 不定形 B1a1 2.38	 0.29	 2.27	 0.10	 0.03	

SB121-壁溝４ 06_D1251 KR2 Ⅴ上 2層	C 不定形 B2a2 1.08	 0.20	 1.01	 0.20	 0.06	

SB121-壁溝５ 06_D1231 KS1～S2 Ⅴ上 2層	D 不定形 B1a1 5.39	 0.28	 5.32	 0.18	 0.05	 SK02583＞

SB121-壁溝６ 06_D1214 OS1～T1 Ⅴ上 3層	H 不定形 B1a1 (8.78) 0.50	 (8.74) 0.38	 0.12	
SK02571＞＞S
Z084

H

SB121-壁溝７ 07_D0126 KR1 Ⅴ上 1層	A 不定形 B1a1 (1.12) (0.26) (0.93) (0.12) 0.04	

表32　竪穴住居内柱穴一覧表（２）
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（２）掘立柱建物跡

SH006（遺構：図412）

検出状況　Ｂ地区東部で、竪穴住居跡（SB117～SB119）の北側に位置する。北部には柱穴を多数検出

したが、掘立柱建物跡と認識できたものはこれのみである。Ｖ層上面において検出した。検出時、ど

れもプランは明瞭であった。

柱穴　北東から南西に向けて配置する。柱間は２間で間隔はどこも2.1ｍ程度で桁行×梁行は２間×

１間と考えられるが、南西隅の柱穴は調査区外にある。P1の平面形は不定形で、断面はプラン上層に

全体を覆う堆積があり、その下層に北側にやや偏って柱痕跡があり、底面は平坦になる。P2の平面形

はほぼ円形で、断面は中央に柱痕跡があり、やや尖った形状である。P3の平面形はほぼ円形で、断面

は柱痕跡が西南西に偏り、東側に段が付き、テラス状になる。P4の平面形はほぼ円形で、断面は柱痕

跡がやや南側に偏る。P5の平面形はほぼ円形で、断面はプラン上層に全体を覆う堆積があり、その下

層の中央に柱痕跡があり、底面は平坦になる。P1・P5は３層に分層した。P2～P4は２層に分層した。

遺物出土状況　P1・P3～P5の上層から土器片が出土した。P2から遺物の出土はなかった。

出土遺物　P1・P4はⅤ～Ⅵ期の土器片。P3は土器片が小さすぎて特定できなかった。P5はⅣ期とⅤ～

Ⅵ期の土器片がそれぞれ出土した。

時期　出土した土器からⅥ期以降と考えられる。

SH007（遺構：図413）

検出状況　Ｂ地区東部西側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。検出面において炭化物

の混入を確認した。P1～P4との位置関係を考えると建物のような配置状況である。掘方は確認できず、

竪穴住居跡の可能性は低いと考える。

柱穴　P1は平面形がやや不均等であるがほぼ円形である。底面はＵ字形で、壁はやや直立する。P2は

平面形がやや不均等であるがほぼ円形である。底面はほぼ平坦である。断面形は逆台形で、壁面はや

や直立する。P3は平面形が円形である。底面はほぼ平坦である。断面形は逆台形で、壁面はやや直立

する。P4は平面形が楕円形である。断面形は緩やかなＵ字形である。P1は２層に分層した。P2は４層

に分層した。P3は３層に分層した。下層埋土中に炭化物が混入していた。P4は３層に分層した。遺構

の埋土、堆積状況から柱穴の可能性がある。

遺物出土状況　P1からはⅤ～Ⅵ期の土器片がわずかに出土した。P2からはⅤ～Ⅵ期の土器片が１点出

土した。P3からはⅤ～Ⅵ期の土器片が１点出土した。P4からは土器片が１点出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

SH009（遺構：図414）

検出状況　Ｂ地区東部南側SD0493の南に位置する。Ｖ層上面において検出した。南西部の柱穴がない

が、P1～P3との位置関係を考えると建物のような配置状況である。P1、P2の	検出面において土器片

の混入を確認した。
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図412　SH006遺構図
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図413　SH007遺構図
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図414　SH009遺構図
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柱穴　P1は平面形が楕円形で、長軸0.48ｍ、短軸0.4ｍ、深さ0.16ｍである。断面形はＵ字形で、壁

面は緩やかに外傾する。P2は平面形が円形で、長軸0.45ｍ、短軸0.4ｍ、深さ0.1ｍである。断面形は

皿状で、壁面は外傾する。P3は平面形が円形で、長軸0.55ｍ、短軸0.5ｍ、深さ0.22ｍである。断面

形はＵ字形で、壁面は急傾斜し、上部あたりで段をもつ。

埋土　P1は４層に分層した。P2は単層で深さ0.1ｍと浅い。P3は３層に分層した。P1、P2に柱痕跡は残っ

ていない。P3は２層から柱痕跡が残っていると考える。

遺物出土状況　P1～P3からⅥ～Ⅶ期の土器片が出土した。P1から種子が１点出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

表33　掘立建物跡一覧表

遺構番号 調査区画
検出
層位

柱間
(梁×桁)

長軸長(m) 短軸長(m)
主軸
方位

新＞●＞旧 時期 備考 挿図 図版

SH006 FT8 Ⅴ上 1×2 4.00	 1.90	 N29°E Ⅵ期以降 412 61・62

SH007 JK8～K10 Ⅴ上 1×1 4.40	 3.41	 N55°W Ⅵ期以降 413 62・63

SH009 JQ9～Q10 Ⅴ上 1×1 5.95	 5.94	 N4°W Ⅵ期以降 414 -

表34　掘立建物跡柱穴一覧表

遺構番号
現場遺構

番号
調査区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面形
状

上端
長軸　

上端
短軸　

下端
長軸　

下端
短軸　

深さ 新>●>旧
出土
遺物

備考

SH006-P1 08_D0199 FT8 Ⅴ上 3層	G
不整長
楕円形

B3a2 0.30	 0.24	 0.20	 0.11	 0.20	 SK02198> H

SH006-P2 08_D0036 FT8 Ⅴ上 2層	G 円形 C2a3 0.31	 0.29	 0.13	 0.12	 0.17	

SH006-P3 08_D0045 FT8 Ⅴ上 2層	G 円形 A1b1 0.32	 0.29	 0.08	 0.07	 0.08	 H

SH006-P4 08_D0048 FT8 Ⅴ上 2層	G
長楕円

形
C2a3 0.35	 0.33	 0.17	 0.10	 0.19	 H

SH006-P5 08_D0051 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4a2 0.32	 0.27	 0.21	 0.17	 0.36	 H

SH007-P1 09_D0092 JK9 Ⅴ上 1層	A 円形 A3a2 0.31	 0.28	 0.18	 0.16	 0.23	 H

SH007-P2 09_D0094 JK10 Ⅴ上 4層	D 楕円形 B3a1 0.34	 0.28	 0.17	 0.12	 0.20	 H

SH007-P3 09_D0088 JK9 Ⅴ上 3層	C 円形 A1a2 0.30	 0.28	 0.20	 0.15	 0.28	 H

SH007-P4 09_D0107 JK10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A2a1 0.36	 0.30	 0.16	 0.11	 0.20	 >SZ075 H

SH009-P1 09_D0013 JQ9 Ⅴ上 4層	E 楕円形 A2a1 0.48	 0.40	 0.16	 0.15	 0.16	 >SD0513 H

SH009-P2 09_D0024 JQ10 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.45	 0.40	 0.25	 0.15	 0.10	 H

SH009-P3 09_D0026 JR10 Ⅴ上 3層	G 円形 A2b3 0.55	 0.50	 0.10	 0.08	 0.22	 H



120　　第３章　調査の成果

（３）柵跡

　建物跡以外で、柱穴もしくは柱穴状の穴が列をなして並ぶものをまとめた。

SA004（遺構：図415、遺物：図416）

検出状況　Ｂ地区東部の南側でＶ層が残り、小高くなっているところに位置する。Ｖ層上面において

検出した。検出段階において、P1とP2とP3の検出状況が類似すること、等間隔であることから、柱と

柵と考えられる。また、東側や西側に同じような柱穴の列は確認できなかった。P1は検出面上で柱根

が確認できた。

柱穴　平面形は３つともほぼ円形である。P1は長軸0.21ｍ、短軸0.2ｍ、深さ0.15ｍである。P2は長

軸0.19ｍ、短軸0.16ｍ、深さ0.22ｍである。P3は長軸0.24ｍ、短軸0.21ｍ、深さ0.31ｍである。P1は

２層に分層した。柱根の周辺にはオリーブ黒色土が堆積する。P2は単層である。オリーブ黒色土が堆

積しているので、柱痕跡だと考えられる。埋土の途中から柱根が出土した。Ｖ層まで打ち込まれてい

た。P3は２層に分層した。オリーブ黒色土が堆積しているので、柱痕跡だと考えられる。

遺物出土状況　P1とP2から柱根が出土した。

出土遺物　P1より出土の1705は柱根で芯持ち材の表面を縦方向の加工をする。P2より出土の1706は柱

根で芯持ち材の表面を縦方向の加工をする。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。

SA005（遺構：図417）

検出状況　Ｂ地区東部の北側に位置する。北東から南西にかけて列となっている。Ｖ層上面において

検出した。検出段階において、P1とP2とP3の検出状況が類似すること、等間隔であることから、柱と

柵と考えられる。また、北側や南側に同じような柱穴の列は確認できなかった。

形状　平面形は３つともほぼ円形状である。P1は長軸0.23ｍ、短軸0.22ｍ、深さ0.2ｍである。断面

はやや尖りながら、底面に平坦な部分もある。壁面は若干開く。P2は長軸0.28ｍ、短軸0.27ｍ、深さ

0.16ｍである。断面は底が平らとなる。壁面は若干開く。P3は長軸0.28ｍ、短軸0.24ｍ、深さ0.21ｍ

である。断面は北東にやや偏って凹む。壁面の北東部は直立し、南西部は若干開く。P1は３層に分層

した。１層がプラン上面に水平に堆積し、その下に柱痕跡である２層を確認した。P2は２層に分層し

た。１層は柱痕跡である。P3は２層に分層した。１層は柱痕跡である。

遺物出土状況　P1は下層から土器片が出土した。P2は上層から土器片が出土した。P3は１層から土器

片が出土した。

出土遺物　P1とP2とP3の３つの遺構すべてが小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

小片はいずれもⅥ～Ⅶ期と考えられる。

時期　わずかな出土土器からⅥ～Ⅶ期以降と考えられる。

SA006（遺構：図418）

検出状況　Ｂ地区東部北西端、SB111の北側に位置する。Ⅴ層上面において検出した。柱穴３基が直

線上に位置しており、柵列と判断した。
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図417　SA005遺構図

図416　SA004遺物実測図

図415　SA004遺構図
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柱穴　３基の柱穴は直径0.3ｍ前後で平面形状は円形である。柱芯間でP1－P2間で1.35ｍ、P2－P3

間で1.50ｍである。柱痕跡はすべての柱穴で確認した。P3に直交する方向で柱間をほぼ同じとする

SK01958が検出されているが、このSK01958は他の柱穴と比べ掘形が浅い。また、柱痕跡も確認できな

かったことから柵跡の柱穴と判断しなかった。

出土遺物　Ⅴ期末～Ⅵ期の土器が数点出土したが、細片のため図示しなかった。

時期　隣接するSB111に付随する施設の可能性が高いので、SB111と同様の時期のⅥ期と考えられる。

SA007（遺構：図419・420）

検出状況　Ｂ地区東部北西端のSB111・SB112に東側に位置する。Ⅴ層上面において検出した。柱穴５

基が直線上に位置しており、柵列と判断した。

柱穴　SA008東端にあたるSA008-P9を南端として南北方向の柵跡である。SA008-P9をSA008と共有す

ることからみて、同時期に存在していた可能性が高い。全長は約4.8ｍである。柱芯間は約0.8ｍで、

SA008と類似するが、SA008-P9とP5の間隔は1.0ｍと広く、P1とP2の間隔は狭くなっている。いずれの

図418　SA006遺構図
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図419　SA007・SA008遺構図（１）



124　　第３章　調査の成果

図420　SA007・SA008遺構図（２）
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柱穴からも柱痕跡が検出され、堆積状況も類似する。

出土遺物　出土土器はⅤ期末～Ⅵ期の土器１点がP2から出土したが、小片のため、図示しなかった。

時期　SB111の掘形とSA007の列の方位がほぼ同じであることから、SB111に付随する施設の可能性が

高く、SB111と同様の時期のⅥ期と考えられる。

SA008（遺構：図419・420）

検出状況　Ｂ地区東部北西端のSB111・SB112の南側に位置する。Ⅴ層上面において検出した。柱穴９

基が直線上に位置しており、柵列と判断した。

柱穴　西側から東側に順にP1～P9まで連なる柵跡である。全長は約6.6ｍである。柱芯間は約0.8ｍ

程度でほぼ等距離に並び、いずれの埋土から柱痕跡を確認した。深さは約0.4ｍ弱、P1・P2は柱痕跡

の上を覆う土層が認められ、他の柱穴とは堆積状況が異なる。P7はSP0108と重複関係があり、P7が

SP0108を削平して形成されているが、どちらも柱痕跡を伴う。

出土遺物　出土土器は断片的なⅤ期末～Ⅵ期の土器が、P5～P9の埋土中からそれぞれ数点出土したが、

細片のため図示しなかった。

時期　SB111の掘形とSA008の列の方位がほぼ同じであることから、SB111に付随する施設の可能性が

高く、SB111と同様の時期のⅥ期と考えられる。

表35　柵跡一覧表

遺構番号 調査区画
検出
層位

長さ(ｍ) 主軸方位 新＞●＞旧 時期 備考 挿図 図版

SA004 J017～P17 Ⅴ上 3.00	 N1°W 不明 415 67・68

SA005 JC19 Ⅴ上 2.00	 N57°E Ⅴ～Ⅶ期以降 417 68

SA006 FR8～S9 Ⅴ上 2.74	 N46°W Ⅵ期 418 -

SA007 FS11 Ⅴ上 2.50	 N23°W Ⅵ期 419・420 -

SA008 FT10～T11 Ⅴ上 7.67	 N66°E Ⅵ期 419・420 -

表36　柵跡柱穴一覧表（１）

遺構番号
現場遺構
番号　

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧
出土
遺物

備考

SA004-P1 08_D1022 JO17 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B3a2 0.21	 0.20	 0.15	 0.12	 0.15	 W

SA004-P2 08_D1021 JP17 Ⅴ上 1層	G 楕円形 B4a2 0.19	 0.16	 0.14	 0.11	 0.22	 W

SA004-P3 08_D1020 JP17 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B4a3 0.24	 0.21	 0.09	 0.07	 0.31	    

SA005-P1 08_D0097 JC09 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C3a1 0.23	 0.22	 0.12	 0.10	 0.20	 >SZ068 H

SA005-P2 08_D0095 JC09 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B2a1 0.28	 0.27	 0.14	 0.11	 0.16	 H

SA005-P3 08_D0093 JC09 Ⅴ上 2層	G 不整円形 C3a2 0.28	 0.24	 0.12	 0.10	 0.21	 H  

SA006-P1 09_C0309 FR08 Ⅴ上 3層	H 不明 A5a1 0.36	 0.17	 0.10	 0.06	 0.32	 H

SA006-P2 09_C0310 FR08 Ⅴ上 3層	H 円形 A2a2 0.50	 0.43	 0.16	 0.13	 0.30	 H

SA006-P3 09_C0314 FS9 Ⅴ上 3層	H 円形 A1a1 0.26	 0.26	 0.11	 0.09	 0.26	 >SK01952 H

SA007-P1 07_C0222 FS11 Ⅴ上 2層	G 円形 C4a1 0.30	 0.27	 0.18	 0.16	 0.34	 H

SA007-P2 07_C0221 FS11 Ⅴ上 2層	G 楕円形 C4a3 0.23	 0.22	 0.10	 0.08	 0.27	

SA007-P3 07_C0145 FS11 Ⅴ上 2層	C 楕円形 C3a1 0.28	 0.24	 0.08	 0.06	 0.21	

SA007-P4 07_C0220 FS11 Ⅴ上 2層	G 円形 C4a3 0.25	 0.22	 0.12	 0.11	 0.31	

SA007-P5 07_C0219 FS11 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C5a1 0.25	 0.22	 0.11	 0.09	 0.33	

SA008-P1 07_C0217 FT10 Ⅴ上 3層	G 円形 B4a3 0.27	 0.24	 0.12	 0.11	 0.26	

SA008-P2 07_C0216 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B4a2 0.25	 0.24	 0.15	 0.10	 0.27	

SA008-P3 07_C0215 FT10 Ⅴ上 4層	G 楕円形 C3a1 0.31	 0.27	 0.10	 0.08	 0.25	 H

SA008-P4 07_C0160 FT10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a1 0.34	 0.31	 0.19	 0.14	 0.22	

SA008-P5 07_C0161 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 A3a1 0.36	 0.32	 0.14	 0.09	 0.29	 H

SA008-P6 07_C0162 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 C4a1 0.30	 0.23	 0.15	 0.06	 0.28	 H

SA008-P7 07_C0150 FT11 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a1 0.28	 0.24	 0.18	 0.17	 0.22	 SP0108> H

SA008-P8 07_C0149 FT11 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B3a3 0.30	 0.24	 0.18	 0.14	 0.22	 H

SA008-P9 07_C0148 FT11 Ⅴ上 3層	G 円形 C5a3 0.28	 0.21	 0.11	 0.10	 0.32	 H
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表37　柵跡柱穴一覧表（２）

遺構番号
現場遺構
番号　

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧
出土
遺物

備考

SA004-P1 08_D1022 JO17 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B3a2 0.21	 0.20	 0.15	 0.12	 0.15	 W

SA004-P2 08_D1021 JP17 Ⅴ上 1層	G 楕円形 B4a2 0.19	 0.16	 0.14	 0.11	 0.22	 W

SA004-P3 08_D1020 JP17 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B4a3 0.24	 0.21	 0.09	 0.07	 0.31	    

SA005-P1 08_D0097 JC09 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C3a1 0.23	 0.22	 0.12	 0.10	 0.20	 >SZ068 H

SA005-P2 08_D0095 JC09 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B2a1 0.28	 0.27	 0.14	 0.11	 0.16	 H

SA005-P3 08_D0093 JC09 Ⅴ上 2層	G 不整円形 C3a2 0.28	 0.24	 0.12	 0.10	 0.21	 H  

SA006-P1 09_C0309 FR08 Ⅴ上 3層	H 不明 A5a1 0.36	 0.17	 0.10	 0.06	 0.32	 H

SA006-P2 09_C0310 FR08 Ⅴ上 3層	H 円形 A2a2 0.50	 0.43	 0.16	 0.13	 0.30	 H

SA006-P3 09_C0314 FS9 Ⅴ上 3層	H 円形 A1a1 0.26	 0.26	 0.11	 0.09	 0.26	 >SK01952 H

SA007-P1 07_C0222 FS11 Ⅴ上 2層	G 円形 C4a1 0.30	 0.27	 0.18	 0.16	 0.34	 H

SA007-P2 07_C0221 FS11 Ⅴ上 2層	G 楕円形 C4a3 0.23	 0.22	 0.10	 0.08	 0.27	

SA007-P3 07_C0145 FS11 Ⅴ上 2層	C 楕円形 C3a1 0.28	 0.24	 0.08	 0.06	 0.21	

SA007-P4 07_C0220 FS11 Ⅴ上 2層	G 円形 C4a3 0.25	 0.22	 0.12	 0.11	 0.31	

SA007-P5 07_C0219 FS11 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C5a1 0.25	 0.22	 0.11	 0.09	 0.33	

SA008-P1 07_C0217 FT10 Ⅴ上 3層	G 円形 B4a3 0.27	 0.24	 0.12	 0.11	 0.26	

SA008-P2 07_C0216 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B4a2 0.25	 0.24	 0.15	 0.10	 0.27	

SA008-P3 07_C0215 FT10 Ⅴ上 4層	G 楕円形 C3a1 0.31	 0.27	 0.10	 0.08	 0.25	 H

SA008-P4 07_C0160 FT10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a1 0.34	 0.31	 0.19	 0.14	 0.22	

SA008-P5 07_C0161 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 A3a1 0.36	 0.32	 0.14	 0.09	 0.29	 H

SA008-P6 07_C0162 FT10 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 C4a1 0.30	 0.23	 0.15	 0.06	 0.28	 H

SA008-P7 07_C0150 FT11 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a1 0.28	 0.24	 0.18	 0.17	 0.22	 SP0108> H

SA008-P8 07_C0149 FT11 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B3a3 0.30	 0.24	 0.18	 0.14	 0.22	 H

SA008-P9 07_C0148 FT11 Ⅴ上 3層	G 円形 C5a3 0.28	 0.21	 0.11	 0.10	 0.32	 H
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（３）溝状遺構

　Ｂ地区東部ではⅤ層上面において215条の溝状遺構を検出した。性格不明な溝状遺構が大半を占め

る。なかには周溝墓や住居跡の壁溝の残欠と推測可能な溝も含まれると考えられるが、他の遺構との

組み合わせ、主軸方向などの検討から積極的に周溝墓や住居跡の壁溝に認定できなかった溝もある。

周溝墓の残欠と考えられる溝については既に第６節１（３）で述べた。また、水田に関連する溝につ

いてはので、第６節１（５）で述べるので、ここでは住居の周囲をめぐる区画溝、水田域と集落域を

区画する溝、その他の溝に大別して、以下に順に述べる。

①住居の周囲をめぐる区画溝

　住居跡の周囲を取り囲む溝を区画溝として分類した。残存状況が良好な部位では、深さが約0.3ｍ

程度となり、断面形状が逆台形やＶ字形となる。SD0383、SD0564、SD0566～SD0586が相当する。多く

の場合、大量の土器廃棄が認められ、一括性の高い土器群を抽出することが可能である。

SD0383（遺構：図421～427、遺物：図428～436）

検出状況　Ｂ地区東部北側のほぼ南北に伸びる溝である。Ⅴ層上面において検出した。南端は

SK02158につながり、この近辺では深さが浅くなる。溝の北端はＡ地区のSD0383に連続すると考えら

れる。溝は、北から順にSZ057、SB113、SZ061と重複関係があり、いずれもSD0383がこれらの遺構を

削平している。SB003付近でSD0564が分岐する。

形状　長さ約51.7ｍ、幅0.80ｍ、深さ0.37ｍの直線的に延びる溝である。SB113付近で若干西側に屈

曲し、SZ061とSZ062の間を縫うように屈曲する。断面形状は逆台形状で底面が平坦もしくは緩やかに

丸くなる。基底面は南に行くにつれ、徐々に低くなる。SD0383がSZ057・SZ061の周溝と隣接する。周

溝墓と隣接することは、偶然の結果ではなく、住居跡と周溝墓とを区画するために意図的に配置され

たとの推測も可能である。この場合、周溝がSD0383掘削時に埋没しておらず、目に触れる状況下にあっ

て周溝墓を避けるような形で、つまりSZ062の西溝をそのまま直進してSD0383が掘削されたのであれ

ば、住居跡と周溝墓を意図をもって分けたと容易に想像できる。しかし、遺構の検出状況は、SZ061

の周溝のうち西溝と北溝にわざわざ沿うように屈曲する。屈曲してまでSZ061とSD0383が重複したこ

とに不自然さが残る。判断の手かがりとしてＡ地区における周溝墓の状況が参考となる。Ａ地区で検

出した弥生中期の周溝墓の多くでは、埋土上層から大量のⅥ期の土器出土がみられる。細片などでは

なく、一括性が高く、ブロック状に一括廃棄された例もみられる。この状況はⅥ期前半期の住居跡が

展開する時期にいたっても、弥生中期の周溝墓は埋没の途中段階にあって、この埋没途中にある周溝

内に当時の人々が土器を一括投棄したと解釈することも可能である。この現象をSD0383に援用すれば

次のような経過が推測できる。SZ057・SZ061・SZ062はSZ057＜SZ062＜SZ061の構築順序を想定してい

る。順序からみて、もっとも埋没途中にあるのがSZ061であり、埋没途中にあった周溝をSD0383構築

時に利用した可能性がある。SD0383はSZ061の南西隅でSD0586と分岐する。SD0586はSZ062の西溝の埋

土上を掘削している。以上のことからみて、一見、偶然のように周溝墓の周溝上を重複する溝は埋没

過程にある溝を再掘削した可能性が高いといえる。また区画する対象は、このSD0383によって削平さ

れるSB113以外の住居と考えられる。



128　　第３章　調査の成果

図421　SD383遺構図（１）



第６節　東部　　129

図422　SD383遺構図（２）
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図424　SD383遺構図（４）

図423　SD0383遺構図（３）



第６節　東部　　131

埋土　埋土は場所によって異なり、最大８層からなる。断面Ｅを除き、下層にはベースとなるⅤ層に

由来する土層があることから、掘削当初より壁面の崩れや周囲から土砂の流入があったとみられる。

上層は中央がやや窪むが、ほぼ水平な堆積が多いことから、ゆるやかに堆積したと考えられる。

遺物出土状況　土器は上層を中心に残存状況の良好な資料が大量に出土した。大半がSB115の東側と

SB111・SB112の東側（図421）から出土し、一括廃棄された状態で検出した。SB115の東側の出土時は

同様にして一括廃棄が認められたSD0568と隣接する箇所でもあり、互いに関連があると考えられる。

一括出土した土器群はさらに出土状況、土器片の接合状況から１～５群の５つの廃棄単位に分類した。

５つの廃棄単位が意図されたものかは不明だが、出土状況に空白地域が認められるものをすべて一括

として認知するには無理があるので、前述のように分類した。なお、これら一連の土器群の出土レベ

ルを土器群が集中的に出土した範囲のほぼ中央付近にある土層断面に投影したものが図66～69の断面

図である。土器の出土が上層に集中することが認められ、溝内の下層がある程度、埋没した段階で、

一連の土器が廃棄されたと考えられる。いずれもⅥ－１期の資料である。

出土遺物

土器群１　受口状の甕A3類(1720)を中心とした単位で1720を含めてほぼ完存する個体を９個体確認し

た。1720は土圧もしくは投棄により破損が著しく、破片はあるものの完形に接合することはできなかっ

たが、図上で復元し図示した。内部からは器台B1類(1716)が出土した。1720の北側で高坏Ｇ類(1712)、

高坏Ｆ類(1711)、器台B2類(1713)、器台B3類(1715)、器台(1713)の破片に混じって高坏B3b類(1714)

が出土した。南側では鉢Ａ類(1709・1710)が２個体分出土した。これらの資料を一括性の高い資料と

して判断したが、1714は破片である点、1709・1710はわずかに位置が離れている点からみて、他の資

料との同時性はやや弱いかもしれない。

土器群２　土器群１から0.15ｍ前後離れて確認した土器群。甕A3類1721が出土した。出土状況、土器

型式も土器群１(1720)と酷似する。1721に隣接し、鉢Ａ類1723も出土した。残存1/4程度である。

土器群３　本溝から出土した土器群のうち、もっとも大量に出土した土器群である。出土状況は土器

群１と類似し、中心となる個体があって、その周囲を取り巻くように別の個体が配置されていると考

えられる。中心となる個体は1740の壺Ａ類で胴部中央の打ち欠きによる円窓が特徴的である。口縁部

には円形浮文がみられる。酷似する資料がわずかに南に下がった位置で出土した。1733がそれで口縁

部の形状は同一個体といってもよいほど類似する。残存部位が少ないため、断定できないが、円窓つ

きかもしれない。壺Ａ類(1740)の北側から出土位置をみていくと、器台Ｂ類が２個体(1725・1729)が、

1729の上に重なるようにして高坏B3類1728で１つのまとまりをまず形成し、1740の北側に隣接して壺

H1類(1739)、器台B1類(1732)が逆さの状態で検出した。甕Ｂ類(1743)付近では別個体の鉢Ｃ類(1726)

も出土したが、図上では認識しがたい。1740の東側では壺Ｂ類(1735)が出土した。1740と同様、酷似

する資料２個体分を確認した。1735は口頸部と底部を欠き、1736は口頸部と底部しか残存しない。接

合作業では同一番号で取り上げられていることから、当初、１個体となるはずとの予定で接合したが、

接合しなかった。口頸部と底部の径など検討した結果、別個体の可能性が高いと判断した。1740の西

側では接するようにして鉢Ａ類(1724)、南側では高坏Ｆ類(1727)が出土した。1727とやや離れて、高

坏B3類(1731)、1736と類似する壺(1734)、1740と類似する壺(1733)が出土した。

土器群４　壺H3類(1744)を中心としたまとまりを想定した。西側で器台B1類(1745)、東側で高坏Ｂ
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類脚部(1746・1747)が出土した。

土器群５　大量に出土した範囲のうち、最も北端のFR11区に位置する。溝の上層を中心にまとまっ

て出土し、完存するものを含めて３個体を確認した。1748はⅤ・Ⅵ期の壺で口縁部が短く外反する。

1749はⅤ期の壺Ｄ類で、口縁部は緩やかに外反する。1750はⅤ期の壺Ａ類で端部の擬凹線部分と口縁

図425　SD0383遺構図（５）
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図426　SD383遺構図（６）
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内面の文様帯（波状文＋円形刺突文）下を赤彩する。

　中心的な位置を占めるのは土器群１・土器群３である。前述したように中心となる個体を中心に複

数の個体が出土する。状況が類似するだけでなく、周囲から検出された個体が双子とも思えるほど酷

似する型式資料が複数出土したことも共通する特性として指摘できる。さらに中心となる個体は、横

図427　SD0383遺構図（７）
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図428　SD0383遺物実測図（１）
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位に据え、胴部のうち地表面を向く、1/2程度人為的に破損したかのようにみえる。偶然性も否定で

きないが、状況的には２群の1721も類似する。SD0383出土の土器群は、人為的な行為によって配置さ

れたもので、きわめて一括性の高い土器群である。さらに、前述の出土状況からみて、偶然的に廃棄

されたものではなく、何らかの意図をもって、規則的に配置された可能性もある。課題は各群の時期

差であるが、出土した土器を検討してみても大きな時期差はなく、各群ごと互いに同時性が高い資料

とみられ、きわめて資料的価値が高い。

その他　２群と３群との間は土器の分布がやや希薄となる箇所が約１ｍ程度存する。この箇所からは

鉢Ａ類1751、台付甕の脚部1769が出土した。

図429　SD0383遺物実測図（２）
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図430　SD0383遺物実測図（３）
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図431　SD0383遺物実測図（４）
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　1708～1710は鉢Ａ類。頸部以下に直線文と刺突文を施文する。1708・1710は口縁端部が屈曲するが、

痕跡的である。1711は高坏H1類のほぼ完形品。ミガキが丁寧である。1712は高坏G1類の完形品だが、

やや摩耗が進んでいる。内面に段は認められない。1714は口縁部が強く外反する高坏B3類。端部はや

や平坦である。1713・1716ともに器台B2類。受部が直線的に開き、脚部が外反する。1715は器台B3類

のほぼ完形品。受部・脚部とも内湾する。1717は口縁部の沈線のある壺H1b類。胴部が偏平で最大径

は中央よりやや下がる位置にある。1720は甕A3類。口縁端部の屈曲部がやや形骸化するが、外面が直

図432　SD0383遺構図（５）
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立して端部の平坦面が残る。１カ所に人為的な打ち欠き痕が認められる。頸部以下にやや幅狭の直線

文が施文される。胴部はやや胴長で、胴部に比べるとやや小さい脚部がつく。1723は鉢A3類。頸部以

下に２帯と直線文とその下に刺突文を加える。1720は1721と類似する甕A3類。頸部がやや直立し、頸

部以下の直線文は認められない。1724は鉢A3類。口縁端部が上方に拡張される。1726は鉢Ｃ類とした

が、口縁部の立ち上がりが短い例外的な資料。内面には煤が付着し、打撃痕のような痕跡が認められる。

打撃痕ではなく、二次的な焼成を受けたことによって胎土中にあった砂礫がはじけた痕跡と考えられ

る。1725は器台B2類、1729・1732は器台B1類としたが、そのうち1725は脚部が強く外反する例外的な

資料。二次的な焼成のためか、強く赤色化した部位が認められる。1729・1732はともにほぼ完形品で

B1類の典型的な資料である。1732は丁寧なミガキが残る。1727は高坏Ｆ類。完形資料で外面に細い沈

線がある。1728・1730・1731は高坏B3類。口縁部の外反が強い資料である。1733・1740は壺A2類。丁

寧なミガキのある資料で口縁端部に２個１対に円形浮文がある。胴部はやや偏平で小さな底部をもつ。

1740は頸部に突帯があり、その上にキザミが加えられる。1737は1733の同一個体の可能性があり、円

形の打ち欠きがあると判断した。1734～1737は壺Ｂ類。1734と1735は摩耗が著しい。1736と1737は同

一個体の可能性が高い。1741・1743はともに甕Ｂ類。1741は口縁部が直線的だが、1743はやや外反する。

1743の胴部はやや胴長で小さな平底がつく。1745は器台B1類だが、裾部の外反が強い。1744は壺H3類。

口頸部がやや短く外反する。1751は鉢Ａ類。胴部はあまり膨らまず、平底である。1752は口縁部が直

線的な鉢A4類。1753は高坏B2類でⅤ期の資料である。混入資料であろう。1758は高坏B4類で、口縁端

部を比較的丸くおさめる。脚部は柱状である。1755・1756は高坏C1類で口縁部が直線的な資料。内面

の段は認められない。1763～1765は甕Ａ類。1765は口縁端部がやや直立し、外面に沈線がある。胴部

は内外面に断面の深いハケが認められる。石器は２点図示した。1755は横長剥片を素材としたチャー

ト製の円基無茎石鏃。1774は軽石製の砥石。木製品は１点図示した。1773はみかん割り材を用いた扁

平な板材である。チョウナによる加工痕が不明瞭ながら表裏面に部分的に残る。

時期　一括性の高い土器群を検出したことから、Ⅵ－１期と判断した。

図433　SD0383遺物実測図（６）
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図434　SD0383遺物実測図（７）



142　　第３章　調査の成果

SD0564（遺構：図437、遺物：図438・439）

検出状況　Ｂ地区東部北西側に位置する溝でSD0566と一連の溝でSB115を囲むと考えられる。Ⅴ層上

面において検出したが、出土遺物がⅤ層上面より上に見えていたことから、Ⅳｂ層上面で検出できた

可能性もある。重複関係はSB113と重複関係があり、SB113を切ることから、SB113より新しい遺構と

思われる。東端はSD0383と連なる。SD0383との先後関係が問題となるが、土層断面がないため、判断

を下せない。

形状　長さ約3.55ｍ、幅0.47ｍ、深さ0.24ｍの溝である。SD0383の溝からやや幅広に分岐し、徐々に

収束していく形をなす。SD0383と同様に、断面形状は逆台形状を呈する。基底面は若干丸みをもち、

SD0383方向へ緩やかに下がる。

埋土　埋土は６層からなる。下層の６層はベースとなるⅤ層に由来する土層で厚く堆積することから、

図435　SD0383遺物実測図（８）
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掘削当初より周囲から土砂の流入が著しかったとみられる。６層の流入した後に再掘削した溝に堆積

したのが４・５層と考えられる。３層は６層と同じくⅤ層由来の土層であり、周囲から流入した土層

と思われる。土器が出土した１・２層は一時安定した堆積環境が変化し、残っていた溝内を３層が埋

め、これを再度、掘削した後に堆積した土層と考えられる。住居と関連する溝のため、埋没の進行に

合わせて、機能を維持するために再掘削した可能性がある。

遺物出土状況　溝内から多くの一括性の高い土器が出土した。検出範囲では長軸3.55ｍ、幅0.5ｍ前

後、深さ0.25ｍ前後である。土器の出土レベルは断面図から１・２層に集中することが分かる。土器

の廃棄は溝掘削直後ではなく、溝の埋没経過の一時安定した時期に行われており、SD0383と共通する。

SD0383から出土した土器群はSD0564との連結箇所付近からの出土であり、出土状況からすると両者か

ら出土した土器群は一連の行為によるものとも考えられる。

出土遺物　混入資料のⅣ期壺の1779を除いて、Ⅵ－１期の一括資料の可能性が高い。1780は高坏B4類。

丁寧なミガキが残るが、口縁部と脚部の一部を欠損する。1781は壺Ｂ類。口縁部が短く外反し、胴部

は上半部が残る。丁寧なミガキがあるが、胴部中央に煤痕が認められる。1782は甕B2類。1786は鉢A3

類。口縁端部がわずかに直立し、刺突文をもつ。胴部はあまり膨らまない。底部周辺にはヘラケズリ

を施す。1791は壺H1a類。胴部は扁平で、最大径は中央より下がり気味で、やや尖り気味の底部をもつ。

1792は壺Ｃ類の完形品。直立する口縁部をもつ。胴部中央には線刻による孤帯文が施文される。表面

図436　SD0383遺物実測図（９）
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図437　SD0564遺構図
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図438　SD0564遺物実測図（１）



146　　第３章　調査の成果

図439　SD0564遺物実測図（２）



第６節　東部　　147

にはＳ字状の文様を90度ずつ回転させながら重畳状に施文しているようにみえる。線刻には書き直し

たためか、一部線が複数重ねっている箇所も認められる。裏面には複雑な意匠の文様が施文される。

中央に渦文状の文様に２カ所別の文様が加えられる。1794は高坏B3b類の典型例。口縁部が強く外反し、

端部は比較的丸い。脚部は付根から透孔付近までは柱状を呈し、裾部は強く外反する。1793は口縁部

を欠損するが、おそらく壺Ａ類であろう。胴部はやや縦長で小さな底部をもつ。その形状は1792に類

似する。頸部直下には直線文と刺突文が交互に施文される。1795は口縁部が直線的な甕B2類。胴部の

ハケ調整は下半では横方向である。

時期　構築時期はSD0383と同様、Ⅵ－１期と考えられる。

SD0566（遺構：図440～443、遺物：図444・445）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側のSB115に附属する溝SD0565と隣接する。Ⅴ層上面において検出した。

北端はSK02134から始まり、南北方向に縦走し、東側に屈曲してから、SD0586及びSZ062の周溝へ連な

る。溝の北側でSB114・SD0562と重複関係があり、いずれの遺構にも切られる。

形状　現存で長さは約26.5ｍ、幅は0.35ｍ、深さ0.26ｍの溝である。北端を延長するとSD0564と連な

る可能性が高いので、SD0566はSD0564と組み合う一連の区画溝と考えられる。溝が途切れる箇所は、

後世の削平により遺構が消失した可能性もあるが、内部への入り口に相当する可能性もある。深さは

約0.3m弱である。断面はＵ字形で、幅に比して底面がやや深い形状を呈す。

埋土　埋土は５層ある。下層（３～５層）には壁面が崩落したと考えられるⅤ層ブロック土を含む土

層が認められる。上層は、Ｂ断面については再度掘り込まれた可能性もあるが、その他の断面を見る

限り、ほぼ水平な堆積であることから、ゆるやかに堆積したと考えられる。

遺物出土状況　遺物は溝内から比較的多く土器片が出土し、なかでもSD0565の西側に隣接した位置の

下層で多く出土した。出土状況はSD0383・SD0566と比較すると、散発的であるが、類似する資料が多

く認められることから、SD0383・SD0566と近い時期と考えられる。

出土遺物　Ⅴ期～Ⅵ期の土器が出土した。高坏B2類は1802・1808・1809、高坏B3類は1798・1807がある。

1802・1809は内面に沈線が認められる。1798は口縁部が強く外反する。1800は鉢A3類。頸部以下に直

線文と刺突文がみられる。1811は壺A1類。口縁部が短く外反し、口縁端部がやや平坦である。1812は

壺D2類である。甕はＡ類が多く出土した。A2類が1813・1817、A3類が1815である。

1818は平底の甕で口縁部を欠損する。おそらく甕Ａ類の胴部であろう。1820は甕C2類。内面にヘラケ

ズリが残り、口縁端部が平坦である。1819は甕の胴部。内面にはヘラケズリが残り、脚部付根の径が

大きい。

時期　Ⅴ期～Ⅵ期の土器が出土した。高坏Ｂ類(1802・1808・1809)、甕1820、甕1819がⅤ期に相当

するが、多くの土器資料はⅥ期前半にあたる。SB115・SD0564・SD0383との関係からⅥ－１期と考え

られる。

SD0567（遺構：図446）

検出状況　西端は調査区外に伸び、東端はSD0586に連なる。Ⅴ層上面において検出した。SZ062の埋

土を削平しているが、検出が困難であり、周溝墓掘削中に遺構の重複関係を追認したかたちとなった
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図440　SD0566遺構図（１）
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図441　SD0566遺構図（２）
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図442　SD0566遺構図（３）

図443　SD0566遺構図（４）
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図444　SD0566遺物実測図（１）
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ために、SZ062西溝内における状況が不明である。このため、SD0586と接続すると考えられるが、断

定はできない。

形状　確認範囲で長さ2.21ｍ、幅0.7ｍ、深さ0.15ｍ程度である。断面は逆台形状に近い。基底面は、

ほぼ平坦である。溝の南側にSB116が遺構軸をほぼ同じにして位置することから区画溝とした。東側

で接続するSD0586の南端は途中で不明になるものの、SB116と重複する位置にある。SD0567とSD0586

を一連の溝として捉えた場合、SB116と重複関係を有することになり、SB116を囲む区画溝として理解

することが不可能となる可能性があるが、断面形状をみると、SD0586と比べやや幅広で浅い皿状を呈

しており、形状が異なる。このため、SD0586とは別の遺構と考えられる。

埋土　２層からなる。SD0586と埋土の堆積状況にも違いが認められる。掘削直後の壁面崩落や周囲か

らのベース土の混入として認められる土層がなく、比較的ゆっくりと堆積したと考えられる。以上の

点より、SB112を囲む可能性があることから、区画溝として分類したが、他の区画溝との相違点もあ

るので同列として扱うには無理があることを指摘しておく。

遺物出土状況　出土遺物はⅤ～Ⅵ期の細片が上層から６点出土したのみであった。時期認定できる資

料ではないため図示しなかった。

時期　出土土器から時期を判断することは難しい。検出面から弥生時代から古墳時代にかけての遺構

と考えられる。

SD0586（遺構：図446）

検出状況　Ｂ地区東部の北側で南北に縦走する溝である。Ⅴ層上面において検出した。北端はSZ061

の南西隅、SD0383から分岐してはじまり、南端はSB116に向かい、途中で平面形が検出できなかった。

SB116掘削中にSD0586を確認することはできなかったので、重複する可能性は低いと考えられる。大

半がSZ062の西溝と重複している。西溝掘削中にSD0586を確認したため、平面形は一部掘削してから

の状況である。SD0586が新出の遺構である。

形状　確認範囲で長さ7.0ｍ、幅0.5ｍ～0.7ｍ程度で深さは0.25ｍ程度である。断面はＵ字形で、壁

面は傾斜が強い。基底面は南側に行くにつれ、徐々に低くなる。

埋土　５層からなる。下層には掘削直後の壁面崩落や周辺のベース土から流入したと思われる土層が

図445　SD0566遺物実測図（２）
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堆積し、SD0383・SD0564と堆積状況が類似する。８・９層は再掘削したかのようにみえる土層だが、

断定できない。

遺物出土状況　土器は上層及び下層からも出土し、周辺からの流入がみられる。30点あまりのⅤ～Ⅵ

期の土器細片が出土したが、時期認定できる資料ではないため図示しなかった。

時期　出土土器から時期を判断することは難しい。検出面から弥生時代から古墳時代に遺構と考えら

れる。

②水田域と集落域を区画する溝

　SD0588・SD0652は水田域と集落域の境界に位置し、区画溝として機能した可能が高いことからこの

項で説明する。

SD0588（遺構：図447・448、遺物：図449・450）　

検出状況　Ｂ地区東部南側中央、SD0381の東側に位置する。西端はSD0381に合流する。Ｖ層上面にお

いて検出した。溝の東部のプランは明瞭であった。西部に向かうにつれてプランは不明瞭であった。

形状　ほぼ東西に走る溝であるが、SD0381と合流し、最後にやや南に向きを変える。底面は平らな部

分が多い。

図446　SD0567・SD0586遺構図
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埋土　部分的にブロック状や中層に砂が混じる。自然堆積である。

遺物出土状況　上層には土器片が多く、それ以下の層になると、土器片だけでなく、板状、棒状の木

製品と思われる木も出土する。西端からはⅤ～Ⅵ期の壺1823、中央からはⅤ～Ⅵ期の壺1824とⅣ～Ⅴ

期の甕1830、東端からはⅤ期の甕1828とⅤ～Ⅵ期の壺1822が出土した（図448）。東端には底面近くか

ら器台と用途不明の棒状の木製品が出土する（図448）。

出土遺物　1821はⅥ期の鉢A3類。1822はⅤ～Ⅵ期の壺Ｄ類。口縁部の屈曲が著しい。1825はⅥ～Ⅶ期

の壺Ａ類胴部。胴部上半に直線文と山形文を交互に施文する。1823はⅤ～Ⅵ期の壺Ｄ。1824はⅤ～Ⅵ

期の壺Ａ類。口縁端部下端がやや内側へ向かう。1826はⅨ期の壺。口縁部が強く外反する。1828はⅤ

期の甕E1類。口縁端部が平坦である。外面に煤が付着する。1827はⅨ期の甕。外面に煤が付着する。

1829はⅤ～Ⅵ期の甕Ｂ。1822に比べると口縁部の屈曲が弱い。1830はⅣ～Ⅴ期の甕Ｂ類としたが、ハ

ケ目や胎土からするとⅣ期の可能性がある。外面に煤が付着する。1831はⅥ期の手捏ね土器Ａ類。粗

いハケ目が認められ、口縁部がわずかに外反する。外面に煤が付着する。1832は古代の桧扇か。器厚

を薄く加工し、左上部に穿孔あり。一部に焦げ痕がある。1833は泥よけの断欠品。薄い板で穿孔が１

カ所ある。1834はタモ網の枠かヤトイ柄で全体に細かい加工がある。

時期　出土した土器よりⅨ期以降に埋没したと考えられる。

SD0652（遺構：図451～456、遺物：図457～465）

検出状況　Ｂ地区東部の北側の水田域と南側の集落域の境界で東西方向に走る区画溝を検出した。Ⅴ

層上面において検出した。溝の西側にあるSD0381との関係は不明瞭である。東端ではクランク状に屈

曲する。溝SD0553と重複し、切られる。

形状　東西方向にのびるほぼ直線的に伸びる溝である。溝の正確な規模は、長さ62ｍ程度、幅２ｍ前

後、深さは最大で0.5ｍ程度である。断面形は逆台形である。底面は比較的平坦で、東から西に向かっ

て緩やかに傾斜する。東端で屈曲する部分までは整然とした直線的な溝であり、断面が急傾斜で底面

幅が1.0ｍ～1.2ｍにおさまる平坦な溝であることから規格的な溝であることがいえる。東西に直線的

にのびる溝部分の周辺は水田遺構が希薄なため、水田遺構への給排水とは別の目的をもった溝と思わ

れ、水田域と集落域とを区画する溝の役割を果たしていた可能性が高い。屈曲する部分から東側は、

直線に近いが、東端でやや東に湾曲する。SD0649を境に溝の掘形が皿状に近い形状になり、底面も丸

くなり、様相も異なる。また、断面Ｌにおいて木をコの字状に組んだ水制遺構と考えられる遺構も確

認している（図456）。この溝の東側の屈曲し南北方向にのびる溝の部分については、調査区域外とな

るため確証はないが、水田への給排水に関連する溝として利用された可能性もある。

埋土　断面Ａの埋土は５層、断面Ｂの埋土は４層ある。いずれも水平な堆積である。断面Ｂは断面Ａ

の１層がない以外は対応する。断面Ｃ・Ｄの埋土は４層ある。底部側面のオリーブ黒色土が堆積する。

断面形を観察すると上部に向かうにつれ傾斜が緩やかになるため、上部が崩落し堆積した層の可能性

がある。断面Ｅ・Ｆの埋土は５層ある。断面Ｅの４層と断面Ｆの３層が対応し、炭化物や木片を含み、

一部に粗砂が薄く堆積する。この層より上層は溝幅がひろがり、壁面の傾斜も緩やかになる。断面Ｇ

の埋土は５層、断面Ｈの埋土は６層あり、ほぼ水平に堆積する。上層は黒褐色粘質土、中間部から底

部にかけてオリーブ黒色土の堆積が見られる。断面Ｉ～Ｋの埋土は２～３層あり、ほぼ水平に堆積す
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図447　SD0588遺構図（１）

図448　SD0588遺構図（２）
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図449　SD0588遺物実測図（１）
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る。下層は溝全体に炭化物が混入し、部分的に木片や土器片を含む。

遺物出土状況　断面Ａ付近では埋土中から多くの遺物が散在した状況で出土した（図455）。埋土上部

からは手捏ね土器が出土しており、中程の砂層上面に土器片が多い。その下からは土器ともに木製品

（1925・1926）が出土した。断面Ｃ東側の２層からは曲柄鍬（1937）の他、杭（1932・1933）や加工

材が出土した（図455）。溝の底部から編みものの一部と思われる遺物も出土している。土器片や木製

品がまとまって出土したため、人為的に廃棄された可能性がある。断面Ｅから断面Ｆにかけては、中

～下層部分において土器片が出土した。ある程度の範囲に土器片がまとまりをもつものの、一個体と

なる状況ではない。断面Ｇ～Ｈにかけては、中層からは杭と自然木が出土し、底面直上からは２箇所

に分かれて土器が密集して出土した（図456）。細片が多く、実測しなかったが、大半がⅤ期末～Ⅵ期

前半の土器である。断面Ｉの上層では銅鏃（1920）・石鏃（1919）が出土した。これより東側の下層

から又鍬（1923）、中層から加工材が出土した（図456）。

　高杯や壺などをみるとⅤ期末～Ⅵ期前半を示す土器が多く、廃棄行為からすると他の土器も同様の

時期とみてよい。廃棄行為が単なる廃棄行為なのか、祭祀的な行為に伴うものかは判断が困難だが、

手捏ね土器が溝内から多く出土していること（1836～1838・1842）、溝内の出土箇所にまとまりがあ

ることからみて祭祀行為に伴う可能性が高い。

出土遺物

土器　SD0652は、長さ60ｍと非常に長い溝で、各年度の調査地点を連結するかたちで一つの溝と確定

した遺構である。調査地点がおおよその位置を示すことから、調査地点ごとにまとめ、西側の地点か

ら順に以下説明する。

06_9地点　1835は壺Ｈ類の胴部。丁寧なミガキがあり、横方向の漆の塗布がみられる。1836～1838は

手捏ねＣ類で、1836には外面にハケ調整が残る。1847は高坏B4類。口縁部・脚部の一部を欠損する。

1848脚部もB4類。脚裾部から開く。1846・1851は器台B1類。丁寧なミガキがある。1852は壺H1a類の

図450　SD0588遺物実測図（２）
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図451　SD0652遺構図（１）
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図452　SD0652遺構図（２）
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図453　SD0652遺構図（３）
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図454　SD0652遺構図（４）
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図455　SD0652遺構図（５）
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口頸部で直線的に立ち上がる。1854は壺D3b類。口縁部がわずかに直立して、端部が平坦である。胴

部に壺Ａ類と類似して、直線文と刺突文が３帯施文される。1856は壺A1類としたが、口縁端部を上下

に拡張する例外的な資料。上方への拡張は意図したものではないと判断した。内面には本来、羽状文

となるべき文様の方向が揃って施文される。刺突も粗雑であり、口縁端部の処理も同様と考えられる。

1857は甕E6類。1858・1860は甕B2類。口縁部が短く屈折して、端部はやや平坦である。1860は端部に

刺突文、頸部以下に直線文をもつ。1858は内外面にハケ調整が残る。

07_49地点　1864は甕A2a類。頸部直立気味で、口縁部の屈曲が強い。1866・1867は鉢A2類。頸部以下

に直線文と刺突文をもち、胴部が扁平である。1868・1869は鉢A3a類。1868はほぼ完形品でA3a類の典

型的な資料。胴部内外面に残るハケ調整が粗い。1865・1876は高坏Ｉ類。1865は脚部が外れた資料。

底部が摩耗しているので、脚部が外れた状態で使用したと考えられる。1876は口縁部に沈線がめぐる。

脚部の欠損は人為的に折損させたと考えられる。1881も高坏Ｉ類も脚部であろう。高坏はB3～B4類が

みられる。1873は丁寧なミガキが残る。口縁部が強く外反して、端部の平坦面も顕著である。1872は

高坏Ｂ類の脚部で打ち欠き・煤の痕跡が認められる。1887は壺D3類。口縁端部に３個１組の円形浮文

がある。1890は壺Ｈ類の胴部下半～底部の資料。人為的に破損させた可能性がある。1885は甕A4類。

口縁部が直線的で頸部以下に直線文と刺突文を施文する。

図456　SD0652遺構図（６）
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図457　SD0652遺物実測図（１）
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09_6・7地点　1895はⅣ期の受口状口縁の鉢Ｃ類である。口縁部の屈曲及び端部の平坦面が顕著である。

全体に器壁が薄く、胴部中央まで施文がある。混入資料であろう。1896はⅤ期の壺Ｋ類の胴部で突帯

がめぐる。1902・1904はⅥ期前半の壺Ｈ類で1904は口縁部が直線的に開き、1902は口縁部が内湾する。

1905はⅥ～Ⅶ期の壺Ｉ類で口縁部が短く外反する。

1897はⅤ～Ⅵ期の甕A2類で端部下部に刺突文を施す。1898はⅤ期の甕の脚部である。1900はⅤ～Ⅵ期

の甕B2類で口縁が短く屈曲する。口縁端部に刺突文をもつ。1903はⅥ～Ⅶ期後半の高坏B3類で坏底部

から外反し、端部に平坦をもつ。1901はⅤ期後半～Ⅵ期の高坏で強く外反し、端部は平坦ではあるが

やや丸みをもつ。1906はⅥ～Ⅶ期の手捏ね土器で口縁部が直線的に立ち上がる。1907はやや口頸部が

短いが壺H3類の完形資料。外面には精緻なミガキが認められる。

07_48地点　1908はⅣ期甕Ｂ類の口縁部片。1909・1910は壺Ａ類。いずれもA1b類で、口縁部がやや直

線的に伸び、わずかに口縁下端を強調する。胴部は下膨れ気味で、直線文と刺突文を施文する。1909

は直線文間に山形文を２帯加え、文様帯以下には赤彩が認められる。Ⅵ～Ⅶ期の資料であろう。1914

は壺Ｃ類。Ⅵ期～Ⅶ期の資料で、胴部にハケ調整が残る。1911はⅤ期の高坏B2類。口縁端部に強い平

坦面が認められる。1915は甕A4類。Ⅴ～Ⅵ期にあたり、口縁端部直下に刺突文がみられる。1916はⅤ・

Ⅵ期の鉢Ｂ類。1917はⅤ・Ⅵ期の甕の台部。

石器　石器は１点図示した。1919はチャート製の有茎石鏃。1921は砂岩質の叩石類で上下端に敲打痕

を残す。

木製品　木製品は16点図示した。1924は杭で下部を片方から比較的鋭角に削る。1923は又鍬の刃先で

表面左端は上部から下部にかけて湾曲している。1922は曲げ物の側板と思われる。1929は泥除の一部

で側縁を斜めに加工している。1931は棒材か杭で下部に樹皮を残す。下部を周縁方向から比較的鋭角

図458　SD0652遺物実測図（２）



166　　第３章　調査の成果

図459　SD0652遺物実測図（３）
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図460　SD0652遺物実測図（４）
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図461　SD0652遺物実測図（５）
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に削る。1923は残材で樹皮付の細い丸太材で上端を斜めにそぐように削り、下部を周縁方向から比較

的鈍角に削る。1926は槽で長辺に平行に脚が付く。上端と下端を斜めに加工する。内面は口縁部から

中央部にかけて緩やかに湾曲する。1927は泥除けで側縁は丸みを帯びる。表面はヤリガンナで斜め方

向に薄く削る。1925は直柄縦斧である。頭部は上端が丸みを帯び、方形の装着孔がある。1928は摘み

鎌で両端に突起がつく。刃部を欠損する。特に裏面にヤリガンナ痕が顕著に残る。1937は曲柄鍬で軸

部と刃部の形は明瞭である。軸部の断面形は蒲鉾形、刃部の断面は山形である。刃先端にいくほど薄

く、軸部の上端は弧を描くように加工されている。表面の軸部上部の左側縁と右側縁は斜めに削り段

をつける。1932はで芯持ち丸太材を用いた杭で広い範囲に樹皮を残す。上下両端は尖らない程度に細

かく加工する。1933は芯持ち丸太材を用いた杭で、下端部は加工して尖らせる。縦方向に加工がある。

上端部は自然木面を残し、側面や裏面に刃物痕を残す。1934は籠。縦2本単位、横1本送り１本越えで

本編みである。1935は横槌。

時期　出土土器からⅤ期末～Ⅵ期と考えられる。

図462　SD0652遺物実測図（６）
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図463　SD0652遺物実測図（７）
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図464　SD0652遺物実測図（８）
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③その他の溝

　性格不明や時期が特定できない溝をまとめた。

SD0466（遺構：図466、遺物：図467）

検出状況　Ｂ地区東部の北側に位置する。Ⅴ層上面で検出した。

形状　確認範囲で長さ2.8ｍ、幅0.6ｍ程度で深さは0.13ｍ程度である。断面は皿状に近い。

埋土　埋土は２層に分層した。

遺物出土状況　1938・1939は土器集中地点とは離れた溝の北側上層で出土した。

出土遺物　1938はⅤ期末～Ⅵ期の高坏B3類で外面を横方向にみがく。1939はⅤ期の壺Ａ類で端部の擬

凹線部分を赤彩する。

時期　出土土器からⅥ期前半と考えられる。

SD0467（遺構：図468、遺物：図469）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の住居跡密集域の西端に位置する。Ｖ層上面において検出した。

図465　SD0652遺物実測図（９）
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SD0468、SZ067を切っている。

形状　東西端がともに調査区外のため全体の形状は分からない。平面形はやや弧状を呈すが、東西の

方向に伸びる溝と考えられる。深さ0.08ｍと浅い。底面は平坦で、壁は緩やかに外傾する。

埋土　単層で炭化物がわずかに混入している。

遺物出土状況　１層から器台（1945・1946)、甕（1942)、壺（1942・1944)などが固まった状態で破

片が出土した。残存状態はよくない。

出土遺物　1940は胎土からみてⅣ期の壺底部の可能性がある。外面に炭化物が付着。1941はⅤ～Ⅵ期

の鉢Ｂ類の底部。1943はⅤ～Ⅵ期の甕Ａ類の口縁部。1942はⅤ～Ⅵ期の甕Ｂ類。口縁端部に刺突文を

図467　SD0466遺物実測図

図466　SD0466遺構図
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図468　SD0467・SD0468・SD0469遺構図
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施文する。1944はⅤ～Ⅵ期の壺の底部。1945はⅥ期の器台B1類。1946はⅥ期の器台の口縁部。1947は

Ⅴ～Ⅵ期の壺の口縁部。摩耗のため調整は不明。

時期　SZ020は、Ⅳ期以前のものと考えられる。SZ020との切り合い関係からⅤ期以降と考えられる。

また、SD0468、SD0469を切っている。SD0468、SD0469からは、Ⅴ～Ⅵ期の土器片が出土している。そ

のことから、この溝は、Ⅴ期以降でSD0468、SD0469よりも後に掘られたものであると考えられること

から、Ⅵ期以降であろう。

SD0468（遺構：図468、遺物：図469）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の住居跡密集域の西端に位置する。Ｖ層上面において検出した。

SD0467に切られる。

形状　平面形は、東壁から北北西に向かって溝が伸びるが、SD0467に切られる。深さ0.08ｍと浅い。

底面は平坦で、壁は緩やかに外傾する。

埋土　単層で、埋土中に灰色土のブロックを含む。

遺物出土状況　１層からⅤ～Ⅵ期の土器片がわずかに出土。

出土遺物　1948は、Ⅵ期の壺Ｈ類の口縁部。

時期　SD0467に切られることから、Ⅵ期以前と考えられる。

図469　SD0467・SD0468・SD0469遺物実測図
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SD0469（遺構：図468、遺物：図469）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の住居跡密集域の西端に位置する。Ｖ層上面において検出した。北側

はSD0467に切られている。SK01933を切っている。

形状　南北方向に伸びる溝で、南端はＬ字状に西に曲がり、西壁から調査区外となる。平面形はやや

不定形で、幅が狭い。深さは0.12ｍと浅い。底面はＵ字形、壁面は緩やかに外傾する。

埋土　２層に分層した。１層に炭化物が混入している。

遺物出土状況　２層からⅤ期の土器片が、散在して出土した。

出土遺物　1949はⅤ期の高坏I類脚部。1950はⅤ期の甕A2類の口縁部の一部で刺突文と直線文を施文

する。口縁端部の平坦面が著しい。

時期　出土土器からⅤ期と考えられる。

SD0475（遺構：図470・471、遺物：図472・473）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。SZ073の溝を切っている。Ｖ層上面において検出した。南

側にSD0476が並行し、SD0381に向かう。

形状　平面形は、北西から南東にかけて伸びる。SD0381につながるのではないかと考えられる。西端

は調査区外のため全体の形状は不明である。Ａ断面は逆台形で、壁面は急傾斜である。Ｂ断面は底面

が北側に偏ったＵ字形で、壁面は南側が緩やかで、北側は急傾斜である。Ｃ断面は北側に段をもって

いる。Ｄ断面は底面に凹凸がある。壁面にも凹凸があり、急傾斜である。Ｅ断面はＵ字形で、壁面は

緩やかである。Ｆ・Ｇともに断面は皿状である。

埋土　Ａ断面では２層に、Ｂ断面では３層に、Ｃ断面では６層に、Ｄ断面では４層に、Ｅ断面では２

層に、Ｆ・Ｇ断面では１層に分層した。中央付近では、下層において粗砂が堆積する部分があるため、

流れがあった状況がうかがえる。

遺物出土状況　Ⅵ期の土器片が多く出土した。

出土遺物　1955はⅤ～Ⅵ期の壺。胴部に穿孔がある。1952はⅥ期の器台Ｂ類。脚部は円柱状である。

1956はⅣ期の甕Ｂ類。口縁端部の屈曲が強く、端部が内傾する。1951はⅤ～Ⅵ期の鉢Ｂ。胴部がわず

かに内湾する。底部に有孔がある。1953はⅥ期の器台Ｂ類。脚部が外反する。1958はⅤ期の甕Ａ類を

再加工した土製の円盤。外面に炭化物が付着する。1954はⅥ期の壺Ｈ類。口縁部が直線的で胴部中央

のミガキは横方向である。1957はⅤ～Ⅵ期の甕Ａ類。口縁部がわずかに直立する。1959は一木鋤未製

品で上部を欠損する。表裏面に加工があり、下端部を表裏両面から加工する。

時期　出土した土器からⅥ期以降と考えられる。

SD0476（遺構：図470・471、遺物：図474）

検出状況　Ｂ地区東部の中央に位置し、SZ073の溝を切る。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は、北西から南東にかけて延び、途中でSD0475につながる溝状遺構である。西端は調査

区外のため全体の形状は不明である。Ｈ断面は皿状で、壁面は緩やかである。Ｉ断面は底面が南に少

し偏ったＵ字形で、壁面は急傾斜である。Ｊ断面は底面に凹凸がある。

埋土　Ｈ断面は１層に、Ｉ断面は３層に、Ｊ断面は２層に分層した。
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図470　SD0475・SD0476遺構図（１）
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遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器片が出土した。

出土遺物　1960はⅥ～Ⅶ期の壺の胴部と考えられ、下ぶくれが著しい。

時期　出土した土器からⅦ期以降と考えられる。

SD0477（遺構：図475・476）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地で、SD0478の南にほぼ並行し、東北東から西南西に伸びる。東

図471　SD0475・SD0476遺構図（２）
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に向かうにつれ、緩やかに傾斜する。西側の溝と東側の溝は調査区外のため途切れているが溝の幅や

向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。黒褐色土がブロックとして帯状に入

る。SD0475、SD0476を切っている。

形状　0.5ｍ弱の幅で東北東から西南西にかけて調査区を横切る溝状遺構である。西側と一部が調査

区外となる。断面形は底面が平らで壁面は直線に立ち上がる。人為的に掘られた可能性がある。

埋土　Ｃ断面は単層で浅い。灰色土のブロックを埋土に含む。Ｄ断面は２層に分層した。下層にはＶ

層ブロックが混じる。自然堆積だと考えられる。Ｅ・Ｆ断面は単層である。

遺物出土状況　調査区外を挟んで、西側では、土器片がわずかに出土した。中央部では、土器片が数

点出土した。東側では、土器片が出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

図472　SD0475遺物実測図（１）
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時期　Ⅶ期と思われるSD0476を切っているので、この溝はⅧ期以降と考えられる。

SD0478（遺構：図475・476）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地に位置

し、南側のSZ080に平行する。西側の溝と東

側の溝は調査区外のため途切れているが溝の

向きからと同一の溝と考えられる。SZ080の

西端は、西側の調査区に続くが、この溝は西

側の調査区には続かない。おそらく、調査区

外に西端があると考えられる。Ｖ層上面にお

いて検出した。プランは明瞭であった。

形状　幅0.5ｍ程度、深さ0.2ｍ程度で東西に

かけて溝状となる。断面は半円形で、わずか

に北東に向いている。Ａ断面は、少し開き気

味のＵ字形で、壁面は緩やかである。Ｂ断面

は逆台形で、壁面は急傾斜である。

埋土　Ｈ断面は２層に分層した。層の中央が

凹むレンズ状の堆積をしている。Ｉ断面は２

層に分層した。ほぼ水平堆積である。

遺物出土状況　上層からⅤ～Ⅵ期の土器片が

出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な

土器は出土しなかった。

時期　わずかに出土した土器よりⅥ期以降の

可能性がある。

SD0480（遺構：図475・476）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地に位置

する。調査区外のため途切れているが溝の幅

や向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上

面において検出した。黒褐色土がやや大きめ

のブロックとして帯状に入る。SD0479に切ら

れる。西側は調査区外となる。

形状　東西方向の溝状遺構。Ｇ断面はＵ字形

で、壁面は緩やかである。Ｈ断面は皿状で、

壁面は急傾斜である。Ｉ断面は皿状で、壁面

は急傾斜である。図474　SD0476遺物実測図

図473　SD0475遺物実測図（２）
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埋土　Ｇ断面は２層に分層した。２層にＶ層ブロックが混じる。Ｈ断面は２層に分層した。１層に炭

化物が混入する。Ｉ断面は単層である。

遺物出土状況　西側の上層からⅥ～Ⅶ期の土器片が出土した。東側では、土器細片が数点出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、Ⅵ期以降の可能性がある。

SD0483（遺構：図475・476）

検出状況　Ｂ地区の東部の西側に位置する。調査区外のため途切れているが溝の幅や向きからと同一

の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は西側から弧状を呈して、南東方向に向かう。Ｏ断面は皿状で、壁面は緩やかである。Ｐ・

Ｑ断面はＵ字形で、壁面は急傾斜である。

埋土　Ｏ断面は単層である。Ｐ断面は２層に分層した。Ｑ断面は単層である。どの場所でも地山から

の流入である灰色土を含む。

遺物出土状況　西側では、遺物の出土はなかった。東側では、土器片が数点出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　この溝を切っているSD0552が出土土器からⅦ期以降と思われるので、Ⅶ期以前と考えられる。

SD0537（遺構：図475・476、遺物：図477）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地に位置する。西側の溝と東側の溝は調査区外のため途切れてい

るが溝の幅や向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。SD0538を切る。

形状　西北西から南南東に伸びる。Ｒ断面はＵ字形で北側に段をもつ。深さ0.22ｍで、壁面は外傾す

る。Ｓ断面は皿状で、深さ0.1ｍである。

埋土　Ｒ断面は３層に分層した。１層は土器が埋まっていた埋土で、黒褐色が堆積する。３層は、１

層の下に堆積する。１層は人為的な堆積に思われる。Ｓ断面は単層である。

遺物出土状況　上層よりⅤ期の壺Ｄ類(1961)が出土した。埋土の様子から土器を人為的に埋めている

のではないかと考えられる。

出土遺物　1961はⅤ期の壺Ｄ類で口縁部を欠損する。胴部に直線文、刺突文、直線文を施文する。中

型品である。

時期　1961からⅤ期と考えられる。

SD0538（遺構：図475・476、遺物：図477）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SD0537に切られる。

形状　平面形は東西方向に伸びる。断面形は皿上で、壁面は緩やかである。

埋土　単層である。深さ0.1ｍと浅い。地山からの流入土である灰色土が堆積する。

遺物出土状況　土器片が数十点出土した。

出土遺物　1962はⅤ期の高坏Ｂ類の小片。口縁端部が平坦でやや外側へ拡張する。

時期　出土土器からⅤ期と考えられる。
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図475　SD0477・SD0478・SD0480・SD0483・SD0537・SD0538・SD0552遺構図（１）
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図477　SD0537・SD0538遺物実測図

図476　 SD0477・SD0478・SD0480・SD0483・SD0537・SD0538・SD0552遺構図（２）
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SD0552（遺構：図475・476）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。弧状を呈し、一部の空白域を

はさんで溝がつながる。SZ074東溝、SD0483を切る。SD0536に切られる。

形状　平面形は、北東から南西に向けて弧を描き、南東に方向に直線的に伸びる。Ｊ断面は皿状で、

壁面は急傾斜である。Ｋ断面は皿状で、壁面は急傾斜である。Ｌ断面は皿状で、壁面は西側が直立気

味で、東側がやや緩やかである。Ｍ・Ｎ断面はＵ字形で、壁面は急傾斜である。

埋土　Ｊ断面は単層である。Ｋ断面は２層に分層した。Ｌ断面は２層に分層した。１層がレンズ状に

堆積する。Ｍ・Ｎ断面は２層に分層した。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器片が出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　出土した土器からⅦ期以降と考えられる。

SD0485（遺構：図478、遺物：図479）

検出状況　Ｂ地区東部の西側のほぼ中央に位置する。Ｖ層上面において検出した。SD0484を切って

いる。

形状　東西調査区外のため全体の形状は分からないが、東から南西に伸びる溝である。深さ0.18ｍで、

Ａ断面での幅は0.7ｍである。

埋土　２層で分層した。レンズ状の堆積で、上層で炭化物の混入がある。

遺物出土状況　埋土上層からⅣ期甕(1963)・Ⅵ～Ⅶ期甕(1964)の土器片が出土した。

出土遺物　1963はⅣ期の甕。口縁端部に刺突文を施文する。外面に炭化物が付着。1964はⅥ～Ⅶ期の

甕の脚部。外面に煤が付着。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったがⅥ期であろうか。

SD0487（遺構：図480～482、遺物：図483）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　東西ともに調査区外となる。北東から北西に伸びる。底面はＵ字形で、壁面は外傾する。深さ

0.16ｍ、幅0.28ｍである。

埋土　２層に分層した。１層で炭化物・木片をわずかに含む。

遺物出土状況　１層よりⅣ期の甕(1965)の口縁部が出土した。

出土遺物　1965はⅣ期の甕Ａ類の口縁部。胴部にタタキが認められる。

時期　出土土器よりⅤ期以降と考えられる。1965は、埋没過程において混入した土器片と思われる。

SD0490（遺構：図480～482、遺物：図483）

検出状況　Ｂ地区東部の西側で南北に円を描くようにめぐる。調査区外のため途切れているが溝の幅

や向きからと同一の円形状の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。SK01921の南側は南に向

かって帯状に入り東壁に曲がって入り込む。SK01921の北側は、明るい黒褐色系の土が東壁から南南

西に向かって帯状に入る。東側は、黒褐色系の土がほぼ同じ幅で帯状に入る。SK02320、SK02329を切る。
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SK01929、SD0489、SD0507、SD0506、SD0541、SD0551、SD0508、SD0542、SD0509、SD0493に切られる。

SD0493に切られているが同時期に機能していた溝の可能性がある。南西の延長線上にSD0509があるの

で、一連の溝の可能性が考えられる。

形状　直径10ｍ前後で円形に溝がめぐる。Ｂ・Ｃ断面は逆台形で、壁面は急傾斜である。Ｄ断面は皿

状で、壁面は外傾する。Ｅ断面はＶ字形で、壁面は外傾する。Ｆ断面は皿状で、壁面は急傾斜である。

Ｇ断面は皿状で、壁面は外傾する。

埋土　Ｂ断面は３層に分層した。１層に炭化物が混入する。Ｃ・Ｅ・Ｆ・Ｇ断面は２層に分層した。

Ｄ断面は３層に分層した。Ｃ断面では１層、Ｂ・Ｆ・Ｇ断面では１・２層に炭化物が混入する。

遺物出土状況　東側の１層からⅥ～Ⅶ期の壺Ｃ類(1968)とⅤ期の器台Ａ類(1967)が、２層からⅤ期の

高坏Ｂ類(1966)の土器片が出土した。砥石(1969・1970)が出土した。

出土遺物　1966は口縁端部を外へわずかに拡張する。外面に煤が付着する。1967は口縁部に指頭圧痕

があり、やや雑なつくりである。円形浮文（３個１組４方向）を施文する。口縁部内面から端部に煤

が付着する。1968は口縁部に打ち欠きがある。1969は砂岩製の砥石。1970は砂岩製の砥石。

時期　出土した土器片からⅤ期以降と考えられる。

SD0506（遺構：図480～482、遺物：図483）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。西側の溝と東側の溝は調査区外のため途切れているが溝

の幅や向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。SD0507に切られ、SD0551、

SD0490、SK02331を切る。

形状　西から東へ、幅0.5ｍ前後で直線的に伸びる。東端は、SK02331につながる。西端は、調査区外

のため不明。Ｊ断面はＵ字形で底面が南にかたよる。深さ0.21ｍで、壁面は急傾斜である。Ｋ断面は

Ｕ字形で、深さ0.12ｍ、壁面は外傾する。

図479　SD0485遺物実測図

図478　SD0485遺構図
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図480　 SD0487・SD0490・SD0506・SD0507・SD0508・SD0509・SD0551遺構図（１）
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図481　SD0487・SD0490・SD0506・SD0507・SD0508・SD0509・SD0551遺構図（２）
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埋土　Ｊ断面は、３層に分層した。下層はＶ層ブロックを多く含む堆積である。２層はその下に中央

が凹む形でやや厚く堆積する。Ｋ断面は単層である。

遺物出土状況　１層よりⅤ～Ⅵ期の鉢1971が出土した。

出土遺物　1971はⅥ期の鉢A3類で、口縁端部に刺突文、胴部に直線文、刺突文を施文する。

時期　出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

SD0507（遺構：図480～482、遺物：図483）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。弧状を呈すが、西側が調査区外となる。西側の溝と東側の

溝は調査区外のため途切れているが溝の幅や向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検

出した。西側で３本の溝と交差し、SD0490、SD0540を切る。SD0506、SD0551を切る。

形状　弧状で、SD0490とも類似するが、西側が調査区外に伸びるため、全形は不明である。Ｈ断面は

皿状で、壁面は外傾する。Ｉ断面は皿状で、壁面は外傾する。

埋土　Ｈ断面は３層に分層した。レンズ状の堆積が認められる。Ｉ断面は単層である。炭化物が混入

図482　SD0487・SD0490・SD0506・SD0507・SD0508・SD0509・SD0551遺構図（３）
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図483　SD0487・SD0490・SD0506・SD0507遺物実測図
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する。

遺物出土状況　上層よりⅤ～Ⅵ期の手焙形土器(1972)が出土した。

出土遺物　1972は手焙形土器の胴部。外観に直線文が認められる。内外面に煤が付着する。1973は砂

岩製の叩石類。稜線上に摩滅した面が見られることから、擦り切り具や砥石の可能性もある。

時期　出土土器よりⅥ期以降であろう。

SD0508（遺構：図480～482）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。西側の溝と東側の溝は調査区外のため途切れているが溝の

向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。東西方向に伸びる溝で、西端は調査

区外にあって不明だが、SP0188、SZ077を切り、SD0490に切られている。

形状　東西に直線的で、東側は弧状を呈する。西端は調査区外のため不明。Ｍ断面は皿状で、壁面は

急傾斜である。Ｎ断面は皿状で、壁面は緩やかである。

埋土　Ｍ断面は３層に分層した。１・２層はやや中央が凹みレンズ状に堆積し、３層は南側に外側か

ら崩れたような堆積となっている。Ｎ断面は単層である。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器片が出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　わずかな出土土器からⅥ～Ⅶ期以降と考えられる。

SD0509（遺構：図480～482）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。やや幅は異なるが、

両端はSD0490につながる可能性がある。

形状　平面形は東西方向の溝状遺構である。Ｏ断面はＵ字形で、壁面は急傾斜である。Ｐ断面は皿状

で、壁面は緩やかに外傾する。

埋土　Ｏ段面は単層で、Ｖ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。Ｐ断面は単層で、深

さ0.06mと浅い。

遺物出土状況　西側では埋土中から散在してⅥ～Ⅶ期の土器片が出土した。東側では遺物は出土しな

かった。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　わずかな出土土器からⅥ～Ⅶ期以降と考えられる。

SD0551（遺構：図480～482）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位置する。西側の溝と東側の溝は調査区外のため途切れているが

溝の幅や向きからと同一の溝と考えられる。Ｖ層上面において検出した。SD0490を切る。SD0507、

SD0506、SK02330に切られる。北西の延長上にSD0488があるので、一連の溝の可能性が考えられる。

形状　東西方向に伸びる。西端は調査区外のため不明だが、SD0488とつながる可能性がある。東端は

SZ083と切り合ったところで終息する。Ｊ断面は皿状で、壁面は緩やかである。Ｌ断面はＵ字形で、

壁面は急傾斜である。
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埋土　Ｊ断面は２層に分層した。１層は、黒褐色の0.05ｍ弱の薄い堆積で、２層はＶ層ブロックが混

じる堆積である。Ｌ断面は単層で、深さ0.18ｍと浅い。同じ位置にあるSK02330とSD0490よりも浅い。

遺物出土状況　上層から土器片が出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。

SD0491（遺構：図484・485、遺物：図492）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の平坦地に位置する。Ⅳ層の掘削し終わる位置から遺構の埋土が少し

ずつ確認できた。SK01934、SK01935を切る。

形状　南北方向に伸びる。底面はほぼ平坦である。断面形は皿状である。幅0.7ｍ、深さ0.1ｍで、壁

面は緩やかである。

埋土　単層であるが、黒褐色土に黒色土が混じり合っていた。

遺物出土状況　甕の土器片が細かく割れた状態で散在していた。

出土遺物　1974はⅧ期のＳ字甕Ｃ類にあたり甕D3類の口縁部片。

時期　出土土器からⅧ期以降と考えられる。

SD0495（遺構：図484・485・487～491、遺物：図493～497）

検出状況　Ｂ地区東部の南西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。調査区外を挟んで西側と東

側は、一連の溝と考えられ、ゆるやかな弧状となる区画溝である。

形状　Ｂ断面の底面はほぼ平坦である。壁面は緩やかに外傾する。南東方向に伸び、幅1.1ｍ程度で

ある。Ｄ断面の底面がほぼ平坦で、壁面に段をもちながら狭くなる。北西方向に伸び、幅1.22ｍ、深

さ0.32ｍである。

埋土　Ｂ断面は、４層に分層した。１・２層で土器片・炭化物が多く、水平堆積となる。下層ではＶ

層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。Ｄ断面は、６層に分層したが、上層は炭化物や

遺物を多く含み、下層ではＶ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。

遺物出土状況　１・２・３層までは土器が大量に出土した。なかでもⅦ期の高坏が多く出土した。土

器片は、散在して出土した。また、４層では、板状の木が溝に沿った状態で出土した。柱材も出土し

た。その他、炭化物が溝側面に散在し、溝全体に土器や木が散在している状況から、何らかの意図で

溝の機能を消失させる行為があったことも考えられる。東側では、埋土上層では土器や炭化材が多く、

下層では土器が多い。底面に炭化した板材が敷かれた部分があり、また、藁状の炭化材が同じように

敷かれている部分がある。Ⅶ期の甕(2010)、壺(2006)とⅥ～Ⅶ期の甕(2013)が出土した（出土図１）。

Ⅴ期の壺(1996)、Ⅴ～Ⅶ期の壺(1999・2001)、Ⅴ～Ⅶ期前半の器台(1993)、柱材(2026)が出土した

（出土図２）。Ⅴ期の器台(1994)	、Ⅶ期前半の高坏(1982)、Ⅵ～Ⅶ期前半の器台(1992)、木製品(2027)

が出土した（出土図３）。Ⅶ期前半の高坏(1988)と板材(2020)が出土した（出土図４）。Ⅴ～Ⅶ期の壺

(2005)、Ⅵ期の鉢(1998)、平鍬(2025)が出土した（出土図５）。

出土遺物　1975はⅥ期鉢A2類。口縁端部が直立する。外面の屈曲は顕著だが、内面の屈曲はやや形骸

化する。頸部直下に直線文と刺突文が施文する。底部にはケズリ調整が認められ、小さな平底を形成
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する。1976は鉢Ｂ類のほぼ完存品。胴部が強く内湾し、口縁端部には内面に拡張する平坦面が認めら

れる。胴部外面下半はケズリ調整である。1975・1978はⅤ期の高坏Ｂ類。1978は口縁端部の外側をや

や拡張する。1977･1983･1990は口縁部内面に加飾のあるⅦ期前半の高坏C4類。1977は多条沈線と山形

文によって文様が構成される。山形文を文様帯の下半から４帯施文し、その間の少条の多条沈線で充

填する。1982・1990は口縁部内面1/2をやや肥厚させて、多条沈線を施文する。口縁部はやや内湾し

ながら立ち上がり、脚部は透孔付近から内湾する。1990は1982よりやや坏底部が広く、内外面に煤の

図484　SD0491・SD0495・SD0497・SD0498・SD0513・SD0515遺構図（１）
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付着が認められる。1981・1985～1988・1991・1993はⅦ期前半の高坏G3類。1986・1987は口縁部外面

上半のみに多条沈線を施す。1987は坏底部が小さく、口縁部が内湾する。1985・1991は口縁部外面上

半に少条の多条沈線間に刺突文・山形文・斜格子文を施文する精緻な文様をもつ。1991は脚裾部にも

多条沈線が認められる。1981は多条沈線の間に羽状文を施文する。1994はⅤ期の器台Ａ類。基部が直

立する。1992・1993はⅥ期～Ⅶ期前半の器台B3類。1992は脚部の内湾が著しいが、1993の内湾はやや

図485　SD0491・SD0495・SD0497・SD0498・SD0513・SD0515遺構図（２）
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弱い。1997はⅥ～Ⅶ期の壺Ａ類。口縁部がやや屈折して開き、端部には擬凹線が認められる。2000は

Ⅴ～Ⅵ期の壺Ｂ類。口縁部が短く開き、端部は形骸化した平坦面がある。1998・1999・2001はⅤ～Ⅶ

期の壺Ｄ類。いずれも口縁部をわずかに直立させ、胴部にはハケ目が認められる。2002はⅥ～Ⅶ期の

壺Ｋ類。頸部に屈折する部位があり、刺突文を施文する。1995・2004はⅥ～Ⅶ期壺Ａ類もしくはＢ類

の胴部。いずれも粗いハケ目が認められる。2004は円形刺突文を施文する。2003・2005はⅦ期の壺Ｇ

類。2003は口縁端部がやや内湾して多条沈線が認められる。精緻なミガキのある資料である。2006・

2009は壺Ｈ類。口縁部が強く内湾する。Ⅶ期の資料であろう。2010は小型の甕でⅦ期のＥ類。口縁端

部に強いナデが認められ、凹凸を形成する。2011・2012はⅤ～Ⅵ期甕Ａ類。2011は口縁端部がわずか

に屈曲して、端部が平坦である。2012は端部が直立して沈線がめぐる。端部も強い平坦面が認められ

る。2013はⅥ～Ⅶ期の甕Ｃ類。口縁端部がわすがに内湾する。2014はⅤ～Ⅶ期の甕Ｂ類。粗いハケ目

が胴部に認められ、口縁部がやや屈曲して外側へ開く。2015はⅤ～Ⅵ期の小型の鉢Ａ類。2016はⅥ～

Ⅶ期の手捏ね土器である。内外面に指頭圧痕が顕著に認められる。2019は壁材か床材で上下両端部を

欠損している。全面に縦方向の加工がある。表裏両面に刃物痕を残す。2017は泥除で全体的に炭化する。

2018は柱根で分割材を成形して円柱状に成形している。表面全体が炭化し、上端部は欠損する。下端

部には２方向から伐採痕を残す。2020は板材で表面から裏面にかけて炭化している。鍬の可能性もあ

る。2021・2022は棒材で	断面がやや丸みをもった細い角柱状の棒状材である。表面は面取りしている。

2023は幅の狭い台形状を呈し、中心より左側に直径３mm程の５対の孔を有す板材である。板の厚さは

５mm程と薄い。2024は建築材。表面は焼けて炭化し、先端の一部が湾曲な削りを施す。裏面は緩やか

なV字型を呈し、丁寧な削りを施す。2026は丸太材を利用した柱材である。2025は直柄平鍬。全体的

に欠損部が多く、形状は不確実である。柄穴の残存状況は良好で直径3.5cmを測る。2027は祭祀具か

棒材で全体的に炭化する。上半部及び下部が欠損する。槍状となるため祭祀具の可能性がある。2028

は砂岩製の砥石。2029は安山岩製の叩石類。上下端に敲打痕がある。

時期　出土土器からⅥ～Ⅶ期と考えられる。

SD0497（遺構：図484・485、遺物：図498）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ

層上面において検出した。SD0498とSK01940に切られ

ている。

形状　平面形は東壁から北西に向かう溝状遺構であ

る。東西ともに調査区外である。断面形はＵ字形で、

壁面は緩やかである。

埋土　２層に分層した。下層に地山から流入した灰色

土が混入している。

遺物出土状況　上層より土器片がまとまって出土し

た。

出土遺物　2030はⅤ～Ⅵ期の甕Ａ類。口縁部がわずか

に直立し、ヨコナデ、刺突文、胴部に直線文、刺突文

図486　SD0497遺構図
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図487　SD0495遺構図（１）



196　　第３章　調査の成果

図488　SD0495遺構図（２）
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図489　SD0495遺構図（３）
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図490　SD0495遺構図（４）
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を施文する。

時期　出土土器よりⅤ～Ⅵ期前半以降と考えられる。

SD0498（遺構：図484・485、遺物：図498）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。SD0497を切っている。

形状　平面形は東壁から南西に直線的に伸びる。東西の端はともに調査区外である。断面形はＵ字形

で、壁面は急傾斜である。

埋土　２層に分層した。１層にて炭化物をわずかに含む。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器片と砥石が出土した。

出土遺物　2031は砂岩製の砥石で一部に煤が付着する。

時期　わずかな出土土器よりⅦ期以降であろう。

SD0513（遺構：図484・485、遺物：図498）

検出状況　Ｂ地区東部の北西側の平坦地で、西から東にかけて緩やかに傾斜する位置にある。Ｖ層上

面において検出した。SH009-P1に切られている。

図491　SD0495遺構図（５）

図492　SD0491遺物実測図
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図493　SD0495遺物実測図（１）
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図494　SD0495遺物実測図（２）
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図495　SD0495遺物実測図（３）
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図496　SD0495遺物実測図（４）
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図497　SD0495遺物実測図（５）
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形状　重複があるため、両端は不明だが弧状を呈する。Ｉ断面は皿状で、壁面は急傾斜である。Ｊ断

面は皿状で、壁面は急傾斜である。

埋土　Ｉ断面は、単層でＶ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。Ｊ断面は、３層に分

層した。

図498　SD0497・SD0498・SD0513・SD0515遺物実測図
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遺物出土状況　西側では埋土中から散在した状況で出土した。東側ではSD0493との合流地点付近の上

層からⅥ期の甕がややまとまって出土した。

出土遺物　2032はⅤ～Ⅵ期の鉢Ａ類。口縁端部がわずかに直立して、刺突文、直線文を施文する。外

面に煤が付着する。2033はⅥ期の甕A3類。口縁端部に刺突文、胴部に、直線文、刺突文を施文する。

内外面に煤が付着する。

時期　出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

SD0515（遺構：図484・485、遺物：図498）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　大半が調査区外となるため形状は不明である。底面も大半が調査区外となるため不明である。

壁面は段差が多い。

埋土　５層に分層した。Ｖ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。

遺物出土状況　埋土中から散在した状況で出土した。

出土遺物　2034はⅥ期の高坏C3類で、口縁端部が肥厚し、内面に多条沈線が認められる。

時期　出土土器からⅥ期以降と考えられる。

SD0493（遺構：図499、遺物：図500）

検出状況　Ｂ地区東部の南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SD0490、SZ079西溝、SK02367

を切る。SZ081東溝、SD0381、SK02364、SD0510に切られる。表面上において、亜円礫径５～10cmや土

器片が散在して混入する。調査区外のため途切れているが溝の幅や向きから同一の溝と考えられる。

また、この東西に伸びる溝で西から緩やかに東に下り、SD0381へとつながる。西端は調査区以外にあ

るため不明だが、微高地を横断することから、何らかの区画する役割をもっていた可能性がある。

形状　東西に伸びる溝で、西側は、調査区外になるため末端はわからないが、東側はSD0381へとつな

がる。Ａ・Ｃ断面は、北側に底面が偏ったＵ字形である。Ｂ・Ｄ・Ｅ断面は、皿状で壁面は緩やかで

ある。

埋土　Ａ・Ｃ断面は３層に分層した。Ｂ層は２層に分層した。下層に地山から流入したと思われる灰

色土がみられる。Ｄ断面は、単層でＶ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性があるＥ断面は、

２層に分層した。２層にて炭化物をわずかに含む。また、灰色土のブロックは多く含む。

遺物出土状況　土器片が上層で多く出土した。高坏や甕類がやや多いが、小片が多く意図的な配置状

況は認められなかった。

出土遺物　2035はⅤ～Ⅵ期の鉢Ｂ類。小型品で甕B3類に類似する口縁端部の強いナデが認められる。

Ⅴ期末～Ⅵ期前半の高坏2037、2038は口縁部が強く外反するB3類。2038の口縁端部はやや肥厚気味で

ある。2040・2041は低脚の脚部。いずれも胴部より上部の器形が不明で、全形が不明である。高坏Ｉ

類の坏部もしくは小型の壺の脚部ではないかと考えられる。2042は端部の平坦面が顕著で煤が付着す

る。Ⅴ期の可能性が高い。2039はⅤ期の器台Ａ類。受部を欠損する。2042は口頸部、底部を欠損し全

形が不明な中型の壺。胴部にＵ字状の赤彩を施す。Ⅵ～Ⅶ期であろう。2043はⅤ期の壺Ａ類。口縁部

下端が下方に拡張され、外へ傾く。外面には円形の赤色と黒色の顔料が交互に塗布してあると観察し
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図499　SD0493遺構図
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図500　SD0493遺物実測図
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たが、いずれも摩耗が著しい。2044はⅦ期の柳ヶ

坪型壺。内外面に羽状文が認められる。2045は

木葉痕が認められる壺底部。Ⅴ～Ⅵ期の胎土に

類似するが、木葉痕はⅢ～Ⅳ期に多いのでⅢ～

Ⅳ期の可能性が高い。2050は器形・時期と不明

な資料。底部にいつかの小さな穿孔が認められ

るが、一部に貫通していない穿孔も認められる。

胎土・調整からはⅤ～Ⅶ期に類似する。2036・

2046・2047は甕Ａ類。口縁端部、胴部に施文が

認められる。2047は端部の刺突文が下端に施文

される。Ⅴ期末～Ⅵ期の資料である。2049は

Ⅵ～Ⅶ期の甕B2類。口縁端部に強い平坦面が

ある。

時期　出土した土器からⅤ～Ⅵ期と考えられ

る。

SD0499（遺構：図501、遺物：図502）

検出状況　Ｂ地区東部の西側にあり、SZ073の

西溝と重複する。Ｖ層上面において検出した。

南端は、SZ073方台部内で確認できなかったの

で、排水構内で途切れる可能性がある。

形状　北西から溝が始まり、南東に少しずつ幅

を広がる。長さは4.9ｍ、幅0.75ｍである。Ａ断

面の形状はＵ字形で、深さは0.2ｍ程度である。

埋土　２層に分層した。１層の中央が凹むレン

ズ状の堆積になっている。

遺物出土状況　上層から下層まで

遺物の出土はあるが、上層からの

遺物の出土が多い。上層から砥石

(2051)が出土した。

出土遺物　2051は砂岩製の砥石。

時期　SZ073を切っていることか

らⅤ期以降と考えられる。

SD0501（遺構：図503、遺物：図

504）

検出状況　Ｂ地区東部の西側に位

図502　SD0499遺物実測図

図501　SD0499遺構図
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置する。Ｖ層上面において検出した。東西のSD0480、SD0502、SD0503に切られる。

形状　北から南に徐々に幅を広げながら、少しずつ南西に弧を描き、西側の調査区外に至る。Ａ断面

では、深さ0.3ｍ、幅0.55ｍである。Ｂ断面では、深さ0.25ｍ、幅0.85ｍである。北では、断面は丸く、

幅が広くなるにつれて底面は平坦になっていく。

埋土　Ａ断面では２層に分層した。２層に灰オリーブ色土が見られる。これは地山からの流入土で自

然堆積と考えられる。Ｂ断面では３層に分層した。１層が西側に偏り、東側に２層が堆積する。

図504　SD0501遺物実測図

図503　SD0501遺構図
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遺物出土状　上層よりⅤ～Ⅵ期の壺(2053)の胴部、高坏の脚部(2052)が出土した。

出土遺物　2052はⅤ～Ⅵ期の高坏Ｉ類の脚部である。2053はⅤ～Ⅵ期の壺の一部で表面に線刻が見ら

れる。

時期　このSD0521を切っているSD0552、SD0502、SD0503が出土土器からⅦ期以降と思われる。切り合

い関係と出土土器からⅥ期以降と考えられる。

SD0524（遺構：図505、遺物：図506）

検出状況　Ｂ地区南部でSD0381の西側に位置する。Ic層下面において検出する。一部にＶ層が盛り上

がるのではないかと考えられるところがあった。中世水田の畦ではないかと考えたが、SD0381の西側

には水田域がみられないことと両端の調査区外を挟んだ向こう側には、遺構が見られないことから畦

ではないと判断した。SZ078を切る。

形状　上端の幅が0.6ｍ、下端の幅が1.2ｍであるが、北端、南端ははっきりとしない。

埋土　２層に分層した。断面形は皿状で、壁面は西側で外傾、東側で内傾する。中央部が盛り上げら

れているようである。

遺物出土状況　土器片が出土した。

出土遺物　2054はⅢ期の壺。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかったが、検出面から中世以降と考えられる。

SD0587（遺構：図507・508、遺物：図509～512）

検出状況　Ｂ地区東部南側中央、SD0381の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SD0381から

分流したものではなく、突出している形となる。堆積状況がSD0381とは異なるため、SD0381とは別に

掘削した遺構と考える。西端は調査区外となるが、それより西には続かない。

形状　深さ0.28ｍである。遺構北部に部分的に深くなる部分があり、その周辺からの湧水が激しい。

Ｅ断面は皿状に近く、北西側が少し盛り上がっている。長軸1.74ｍ、短軸1.72ｍ、深さ0.22ｍで、壁

面は急傾斜する。

埋土　上層に粘土質の土層が堆積し、下層にいくほど砂や砂礫を含む。Ａ断面からは、３ヶ所レンズ

状の堆積が見られる部分があり、北ないし北西からSD0381に向かっての流れが３ヶ所あったかもしく

はないかと考える。再掘削した可能性がある。Ｅ断面は３層に分層した。１、３層に植物遺体が少し

混じる。

遺物出土状況　検出面から0.15～0.2ｍ程度までのところで土器片が多く出土する。完形のものはな

く、割れているが、同一個体と認識できるものもある。木製の製品または未製品と思われるものも土

器と同じ高さで出土している。

出土遺物　2055・2056はⅥ～Ⅶ期壺Ａ類もしくは壺Ｂ類の胴部下半の資料。外面には丁寧なミガキ

が認められる。2057・2060はⅥ～Ⅶ期壺Ｈ類。2057は胴部で外面にヨコ方向の丁寧なミガキを施す。

2060は口頸部で直線的に開く。2061はⅥ～Ⅶ期の手捏ね土器。鉢に類似する形状である。2059は壺Ａ

類の胴部。口縁部を欠損するが、頸部から大きく外反するようにみえる。胴部には直線文と波状文を

施文し、最下段には刺突文を施文する。Ⅴ～Ⅵ期の資料であろう。2062～2064は高坏Ｂ類。いずれも
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Ⅴ期の資料で、2062はそのうちでも前半に

あたる。2062は口縁部に波状文を施文し、

端部には強い平坦面が認められる。脚部は

柱状で裾部は強く外反する。直線文が４帯

認められる。2063は口縁端部がやや丸く、

坏底部の屈曲が弱く後半の資料であろう。

2066は高坏G1類。丁寧なミガキがあり、Ⅵ

期前半の資料である。2065は高坏G3類。坏

部は逆台形を呈し、坏底部が大きい。脚部

は透孔付近で強く屈折する。外面には多条

沈線が認められ、内外面には煤が強く付着

する。Ⅶ期の資料であろう。2067はⅥ期の

高坏Ｉ類。口縁端部部がわずかに直立す

る。2068はⅥ期の器台B1類。口縁端部下端

を拡張して、沈線を施文する。透孔が２個

１組で、脚裾部が外反する。2069はⅦ期の

器台Ｃ類。口縁端部が平坦である。2073は

壺Ａ類胴部。直線文と刺突文による文様が

３帯認められる。胴部中央には強い被熱が認められる。Ⅴ～Ⅵ期の資料であろう。2070～2072は壺Ａ

類の口縁部、口縁部から胴部にかけて遺存する資料。いずれも口縁端部は拡張して施文する。2070の

内面には羽状文、2071の内面には円形刺突文がみられる。2072は加飾が著しい。口縁部外面に擬凹線

のほか円形刺突文、内面に羽状文と円形刺突文、頸部に円形刺突文、胴部に直線文・刺突文、最下段

図505　SD0524遺構図

図506　SD0524遺物実測図
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図507　SD0587遺構図（１）
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に円形刺突文を施文する。Ⅴ～Ⅵ期の資料であろう。2075も壺Ａ類の胴部。直線文のほかに扇形文が

認められ、Ⅴ期の資料である。2076は壺の底部で線刻状のものが認められる。胎土はⅤ～Ⅶ期のもの

に類似する。2077はⅥ期の壺Ｂ類。胴部中央に２本１組の細い沈線により、弧状の線刻が認められる。

2078はⅥ～Ⅶ期の壺Ｈ類の口頸部。内外面ともに精緻なミガキが認められる。2079は口縁部が開くが

壺Ｃ類とした資料。つくりが雑でⅥ～Ⅶ期の資料であろう。2081はⅦ期の壺Ｃ類。煤が付着する。口

縁部はわずかに外反し、頸部以下にはハケが認められる。やや粗雑な作りである。2080はⅤ期の甕Ａ

類。口縁部が強く屈曲して、端部は内傾する平坦面をもつ。2082は床板か壁板で全面にチョウナによ

る加工痕を残す。正面右側にとじあわせるための方形孔が２ヶ所ある。高床式倉庫の穴付き床か壁板。

古墳時代初期（４世紀)。2083は刈払具未製品で上部の柄の部分を欠損する。断面は途中から薄くなり、

下端部は三角形になる。下部中央先端部が突出する。2084は甲胄未製品で下端部を欠損する。正面の

上端部を両面から斜めに細めのチョウナで加工し、上端部と同じ傾斜で２つ段を等間隔に作り出して

いる。左側が厚く、裏面を凹ませるように刳り抜き、断面が弧の字状になる。刳り抜き。細めのチョ

ウナを使用して加工する。2085は建築部材で表面に連続した丁寧な加工痕がある。下部にチョウナに

よる刃こぼれ痕がある。上端部は丸く加工し、抉りをもつ。2086は砂岩製の叩石類。2087・2088は砂

岩製の砥石。

時期　出土土器からⅦ期以降に埋没したと考えられる。

図508　SD0587遺構図（２）
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図509　SD0587遺物実測図（１）
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図510　SD0587遺物実測図（２）
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SD0558（遺構：図513・514）

検出状況　Ｂ地区東部の北側に位置する南北に縦断する溝である。Ⅴ層上面において検出した。北端

は調査区外へ伸び、南端はSD0383と連なる。SD0383との新旧関係は不明である。SD0578・SD0579と重

複関係があるが、両溝に埋土を削平されており、SD0558の方が古い。

形状　確認範囲で全長50ｍ弱、幅0.7ｍ～0.8ｍ、深さ0.4ｍ程度で安定して認められる。断面形はど

の断面も共通して、逆台形ないしはＵ字形を呈す。

埋土　埋土は最大５層からなる。堆積状況をみると、下層には壁面及び周囲の検出面からの流入を思

わせるブロック土が混入した土層が顕著に認められ、これより上の土層に周囲の生活痕跡を想定させ

る炭化物粒を含んだ土層が認められる。50ｍちかく伸びる溝の断面で、それぞれ特性が共通すること

からみて、この溝はかなり安定的な遺構で、壁面などの崩落がはやくから始まったものの、その後、

長期間継続した遺構ではないかと考えられる。

遺物出土状況　遺物は断片的なⅤ期末～Ⅵ期の土器片が70点程度出土したが、細片のため図示しな

図511　SD0587遺物実測図（３）
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図512　SD0587遺物実測図（４）
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図513　SD0558遺構図（１）
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かった。

時期　出土土器によりⅤ期末～Ⅵ期と考えられる。南端が連なるSD0383と堆積状況や断面形状が類似

することから同時期となる可能性が高い。

SD0664（遺構：図515、遺物：図516）

検出状況　Ｂ地区東部の南東端から北西方向に北上して弧を描きながら伸びる溝である。Ⅴ層上面に

おいて検出した。南端は調査区域外に伸びる。途中でSD0653と交差し、SD0653に切られる。

形状　南端が調査区域外となるが、長さ20ｍ以上、幅1.26ｍ、深さ0.26ｍをはかる。断面形は、皿状

を呈し、壁面は段を持って狭くなるが、底面ほぼ平坦である。基底面の高さは、北から南に向かって

緩やかに下がる。

埋土　埋土は７層に分層したが、堆積状況は不明である。埋土の中層から下層には砂質土を含む。

遺物出土状況　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。

出土遺物　2089は鉢Ｂ類。2090はⅤ期の器台Ａ類。摩耗が顕著である。

図514　SD0558遺構図（２）
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図515　SD0664・SD0653遺構図
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時期　出土資料の多くがⅤ期末～Ⅵ期前半にあたり、周囲の遺構も同様であることから、Ⅴ期末～Ⅵ

期前半の遺構と考えられる。Ⅴ期以前の資料は掘削時もしくは、埋没時に流入した資料、Ⅵ期以降の

資料は掘削段階ではなく埋没時に流入した資料と考えられる。

SD0653（遺構：図515、遺物：図516）

検出状況　Ｂ地区東部の南西側に位置する北東方向から南西方向に蛇行しながら伸びる溝である。Ⅴ

層上面において検出した。前述したSD0652・SD01664と重複関係があり、いずれも切る。

形状　両端が調査区外となるが、長さ30ｍ以上、幅1.81ｍ、深さ0.18ｍをはかる。南へ向かうにつれ

て浅くなる。壁面は段を持って狭くなるが、底面はほぼ平坦である。

埋土　埋土は４層に分層した。下層に砂が薄く堆積しており、自然堆積の可能性がある。

遺物出土状況　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。特に底面近くの砂層上面に多い。

出土遺物　2097はⅤ期の器台Ａ類。2094はⅥ～Ⅶ期壺G3類の口頸部で、外面に沈線がめぐる。2099は

図516　SD0664・SD0653・SD0654遺物実測図
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甕A4類。口縁端部がわずかに直立して、沈線と刺突文がある。胴部にも刺突文を加える。胴部外面に

はハケ調整ほかにタタキの痕跡が認められる。Ⅵ期前半の資料であろう。2091は高坏B3類。口縁部

が短く外反するが、端部はやや丸い。2098は壺Ｅ類で内面に刺突文がある。Ⅶ～Ⅷ期の資料である。

2100はⅩ期の甕。

時期　出土資料の多くがⅤ期末～Ⅵ期前半にあたり、周囲の遺構も同様であることから、Ⅴ期末～Ⅵ

期前半の遺構と考えられる。2098は埋没時の資料であろう。

（４）土坑・単独柱穴

①SA007・008周辺の単独柱穴（遺構：図517～519、遺物：図520・521）

　柱根の残存や土層での柱痕跡が確認できた柱穴を東部北西側のSA007・SA008周辺で多数確認した。

Ⅴ層上面において検出した。SA007・SA008同様、SB111・SB112に関連するものと思われる柱痕跡を確

認した柱穴を中心に柵跡を形成する柱穴がないか検討したが、SA007・SA008ほど直線上に並ばないこ

とや柱芯間隔が一定でないという理由で柵跡とは認定しなかった。なかにはSB111・SB112の掘形とほ

ぼ同じ方位であり、意図的に配置された可能性があるものも認められるので、これらについて提示し

ておく。

　SA007の北側を区画するように、SP0103・SK02136・SP0104・SP0105が東西方向に並ぶ。SK02136がや

や軸線からはずれるが、SP0104・SP0105からは柱痕跡が検出できた。SA008の南側ではSP0100・SP0109

から柱痕跡を確認した。SA008に近接することから、SA008の補助的な役割を果たしたのかもしれな

い。この場合、SP0109と隣接するSK02168も同様に理解することが可能であろう。SP0111・SP0112・

SK02166は、SA007とほぼ軸をそろえて、東西方向に連なる。SP0111から柱根、SP0111・SP0112から柱

痕跡を確認した。SK02130・SK02131はSP0111・SK02166の上部の土坑であるが、後述する一括廃棄し

た土器を確認したSK02131の下部からSK02166を確認し、またSP0106からも一括廃棄した土器群を確認

していることから、住居や周辺施設に廃絶に伴う行為と考えられ、両者とも一連の行為である可能性

が高い。SK02131・SK02166の関係は時期差を意味する新旧関係ではなく、廃絶行為に伴って土器を廃

棄するためにSK02131を再掘削した可能性が高く、一連の遺構と解釈したほうが妥当である。この場合、

土器は出土しなかったが、SP0111・SK02130の重複も同様の性格が想定される。SP0111出土の柱根（2101）

は下面に工具痕を残す。SP0111・SP0112・SK02166の南に隣接してSP0113・SP0118・SP0119が東西方

向に軸線を揃えている。SP0118・SP0119から柱根、SP0113から柱痕跡を確認したことから柵跡を形成

する蓋然性か高いが、確認した柱穴が３基で少ない。また、軸線は異にするが、東西側の延長方向に

位置するSP0116・SP0117・SK02169が位置し、関連するかもしれない。SP0118出土の柱根（2102）は

表面下端をわずかに加工する、下端は不整方向から削り平坦に仕上げる。SP0119出土の柱根（2103）

は表面の加工が明瞭ではない。下端は３方向から削り出し平坦にする。その他、SP0114・SP0120・

SK02171・SK02132、SP0115・SP0121・SK02172、SK02170・SO0124・SP0125など並列しながら東西方向

に配置されたようにみえる柱穴の組み合わせもみられる。いずれも軸線の不整合、柱芯間隔の不一致

などから柵跡と認定しがたいが、柱痕跡を確認し、かつ柱穴が重複したSP0123・SP0124の存在から、

何らかの施設の一部の可能性がある。遺構の時期は、単独柱穴のSP106からⅤ期後半～Ⅵ期前半の土

器がまとまって出土していることやSB111に付随する施設の可能性が高いSA008と同じにように東西方
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図517　SA007・SA008周辺の単独柱穴遺構図（１）
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図518　SA007・SA008周辺の単独柱穴遺構図（２）
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図519　SA007・SA008周辺の単独柱穴遺構図（３）
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向に並ぶ柱穴群であることからSA008

と同じⅥ期と考えられる。

②SB111・SB112周辺の単独柱穴・土坑

　SB111・112の周囲から土器が多数

出土する単独柱穴（SP0106）と土坑

（SK01981・SK02129・SK02131）をⅤ層

上面において検出した。

SP0106（遺構：図519、遺物：図521）

検出状況　SA007の東側に位置する。

形状　平面形は楕円形の単独柱穴であ

る。

埋土　埋土は２層からなる上層は皿状

の堆積、下層には柱痕跡状堆積がみら

れる。

遺物出土状況　土器は上層でまとまっ

て出土した。

出土遺物　2104は甕A2b類。口縁部の

屈曲部がやや鈍化するものの、口縁端

部全面に及ぶ刺突文をもつ。胴部はや

や胴部下半が直線的にすぼまる形状を呈す。2105は口頸部を欠損し、頸部直下に波状文と刺突文があ

る。いずれもⅤ期後半～Ⅵ期前半の資料であろう。

時期　時期は出土遺物からⅤ期後半～Ⅵ期前半と考えられる。

SK02129（遺構：図519、遺物：図521）

検出状況　SA007の東側に位置する。

形状　平面形が楕円形の土坑である。

埋土　埋土は２層に分かれる。

遺物出土状況　土層の境界付近からわずかに土器が出土した。

出土遺物　2106は甕Ａ類の底部。Ⅴ期後半～Ⅵ期前半の資料である。

時期　時期は出土遺物からⅤ期後半～Ⅵ期前半と考えられる。

SK02131（遺構：図519、遺物：図521）

検出状況　SA007・008の南側に位置する。

形状　平面形が不整な楕円形の土坑である。

埋土　埋土は２層に分かれる。埋土中にブロック状の土や炭化物粒が混入することから人為的な堆積

図520　SA007・SA008周辺の単独柱穴出土遺物実測図（１）
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図521　SA007・SA008周辺の単独柱穴出土遺物実測図（２）
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の可能性がある。

遺物出土状況　埋土から鉢（2109）・高坏（2107）・甕（2110）・甕胴部（2112）・脚部（2111）など数

個体分が出土した。土坑出土の良好な資料で、一括資料であり時期決定資料と判断できる。

出土遺物　2107は高坏B3類もしくはB4類の脚部。脚部はほぼ完存するが、坏部を欠損する。裾部は強

く外反する。2108は打ち欠きが認められる。2109は鉢A3a類の完形資料。口縁端部はわずかにつまみ

上げる。刺突文を口縁端部と胴部に刺突文を施文する。2110は甕A4類。口縁端部が痕跡的に屈曲する。

胴部内外面にハケ調整が残る。Ⅵ-1期前後の資料であろう。

時期　遺構の時期は出土遺物からⅤ期後半～Ⅵ期前半と考えられる。

SK01981（遺構：図519、遺物：図521）

検出状況　SA007の東側に位置する。

形状　平面形が長楕円形の土坑である。坑底はやや丸みをもつ。

埋土　埋土は２層でほぼ水平堆積である。埋土中にブロック状の土が混入することから人為的な堆積

の可能性がある。

遺物出土状況　埋土から1個体分の土器（2113）が出土した。

出土遺物　2113はⅥ～Ⅶ期の甕で口縁部が外反し端部をまるくおさめる。

時期　遺構の時期は出土遺物からⅥ期～Ⅶ期と考えられる。

③SB115周辺の土坑

　SB115の掘形の外に、住居跡に関連すると思われる土坑（SK02161・SK02134）をⅤ層上面において

検出した。

SK02134（遺構：図522・523、遺物：図524）

検出状況　住居跡北側に位置する。溝SD0566の北端と接する。重複関係からは、溝SD0566・土坑

SK02135よりも新しい。

形状　長楕円形の土坑である。

埋土　埋土は３層で水平に堆積する。埋土中にブロック状の土や炭化物粒が混入することから人為的

な堆積の可能性がある。

遺物出土状況　埋土上層から2114・2115が出土した。

出土遺物　2114は壺Ａ類の口縁部。口縁下端を大きく拡張し、内面に羽状文がある。2115は壺ＡＢ類

の底部。いずれもⅤ期後半～Ⅵ期前半の資料である。

時期　遺構の時期はSB115に関連する遺構と考え、Ⅵ-1期と考えられる。

SK02161（遺構：図522・523、遺物：図524）

検出状況　住居跡南西側に隣接する。

形状　楕円形を呈する小型の土坑である。

埋土　埋土は３層からなる。１層は灰白色粘土で持ち込まれた土壌である可能性があり、これが掘削
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図522　SK02134・SK02161遺構図（１）
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中のⅣ層から検出されたので柱状に残して周囲を掘削した。何らかの目的で粘土を保管しておく施設

の可能性がある。

遺物出土状況　土層の境界付近からわずかに土器が出土した。

出土遺物　2116はⅤ期後半～Ⅵ期の高坏B3類の口縁部片。

時期　遺構の時期はSB115に関連する遺構と考え、Ⅵ-1期と考えられる。

④その他の土坑

　検出された土坑は性格不明のものが大半を占める。ここでは、まとまって遺物が出土した土坑を中

心に遺物が出土した遺構を取り上げる。

図523　SK02134・SK02161遺構図（２）

図524　SK02134・SK02161遺物実測図
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SK01916 （遺構：図525、遺物：図532）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の溝密集域の北側に位置する。

形状　平面形は楕円形である。断面形はＵ字形で、壁面は急傾斜である。

埋土　４層に分層した。

遺物出土状況　中層から出土した甕(2119)はほぼ完形である。その他に土器片がわずかに出土した。

出土遺物　2117と2118は同一個体でⅤ期の高坏Ａ。2119はⅤ期の甕。内外面に煤が付着する。Ａ類の

ミニチュア土器と考えられる。口縁端部と頸部に刺突文、胴部に波状文がある。口縁端部が強く屈曲

し、Ⅳ期の甕Ｂ類にも類似するが、Ⅳ期の甕Ｂ類より口縁端部の屈曲が弱く、文様もやや粗雑なこと

からⅤ期前半と考えられる。

時期　2119からⅤ期前半と考えられる。

SK01923 （遺構：図525、遺物：図532）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地で、SK01925の南側、SD0475の北側に位置する。Ⅴ層上面にお

いて検出したが、その検出は困難であった。

形状　平面形はほぼ円形である。断面形はＵ字形で、壁面は急傾斜である。

埋土　３層に分層した。上層において炭化物を含む。下層の灰色土は、地山からの流入土と考えられ、

自然堆積である。

遺物出土状況　上層において土器片がわずかに出土した。

出土遺物　2120はⅤ期後半の高坏B3a類。

時期　出土土器よりⅤ期後半と考えられる。

SK01925（遺構：図525、遺物：図532）

検出状況　Ｂ地区東部の西側の平坦地に位置する。Ⅴ層上面において検出した。地山からの流入土で

埋没したため、検出が困難であった。西側のSD0473、SD0474を切っている。

形状　平面形はほぼ円形、断面形は皿状である。Ａ断面の底面から西側がやや深くなる。壁面は急傾

斜である。

埋土　４層に分層した。

遺物出土状況　上層において土器片が散在した状態で出土した。甕・高坏が多い。底面付近には土器

はわずかであった。意図的な配置は見られないが意図的に廃棄されたような状況である。

出土遺物　2121はⅤ期の鉢。口縁部にヨコナデ、刺突文、頸部にハケ、胴部に波状文、刺突文、ハケ

を施文する。2124はⅥ期の鉢Ｂ類。外面に煤が付着する。底部に穿孔、内外面にハケ目が認められる。

2125・2126はⅥ期前半の高坏B3類もしくはB4類。内外面の摩耗が著しい。2127・2128はⅥ期前半の器

台でB1類であろう。2122・2123はⅥ期前半の甕。2123は口縁端部内面の強いナデが顕著である。

時期　出土遺物の多くがⅥ期と認められることから、再掘削の時期Ⅵ期に埋没したと考えられる。

SK02001（遺構：図526、遺物：図533）

検出状況　Ｂ地区東部の北端に位置する。Ⅴ層上面において検出した。
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形状　平面形は方形に近い。底面はほぼ平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。

埋土　SD0561に切られるため上層の堆積状況は不明であるが、埋土は２層でほぼ水平堆積と思われる。

遺物出土状況　埋土から２個体分の土器が出土した。

出土遺物　2129はⅤ～Ⅵ期の壺Ｂ類で口縁部が強く外反する。底部に穿孔が見られる。

時期　遺構の時期は出土した土器の時期よりⅤ期～Ⅵ期と考えられる。

SK02483（遺構：図526、遺物：図533）

検出状況　Ｂ地区東部南西側に位置する土坑。Ⅴ層上面において検出した。SD0649との埋土の境界に

図525　SK01916・SK01923・SK01925遺構図
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図526　SK02001・SK02158・SK02156・SK02483・SK02148遺構図
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図527　SK02191・SK02263・SK02320・SK02205遺構図
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Ⅴ層ブロックが入ることから精査し、土坑を確認した。

形状　平面形は円形で、底面は皿状で壁面は緩やかに立ち上がる。

埋土　単層で炭化物を含む。

遺物出土状況　底面に近い埋土中から口縁部のみであるが、１個体分の土器が出土した。

出土遺物　2130はⅤ～Ⅵ期の壺Ｂ類で口縁部に打ち欠きがみられる。

時期　遺構の時期は出土した土器の時期よりⅤ期～Ⅵ期と考えられる。

SK02148（遺構：図526、遺物：図533）

検出状況　Ｂ地区東部中央に位置する。Ⅴ層上面において検出した。

形状　南北方向に長軸をもつ楕円形の土坑である。

埋土　埋土は２層あり、ほぼ水平に堆積する。

遺物出土状況　上層からはⅤ期の少量の土器片が出土した。

出土遺物　2131はⅤ期の器台である。

時期　遺構の時期は出土した土器の時期よりⅤ期と考えられる。

SK02156（遺構：図526、遺物：図533）

検出状況　Ｂ地区東部の北西端に位置する土坑で、SK02157東側に隣接する。Ⅴ層上面において検出

した。

形状　円形の土坑である。底面は平坦で、壁面はほぼ直角に立ち上がる。

埋土　埋土は黒褐色土の単層でオリーブ黒色ブロックを多く含む。

遺物出土状況　遺物は埋土の上面からⅤ期後半の土器が少量出土した。

出土遺物　2132・2133はともに高坏Ｂ類の脚部であろう。

時期　遺構の時期は出土した土器からⅤ期後半と考えられる。

SK02158（遺構：図526、遺物：図534）

検出状況　Ｂ地区東部中央に位置する。SD0383の南端の溝を切る。Ⅴ層上面において検出した。

形状　不整形の土坑である。底面はほぼ平坦で、壁面角度は急傾斜である。

埋土　埋土はほぼ水平に堆積する。

遺物出土状況　南側半分の埋土からはⅥ期前半の土器が集中して出土した。

出土遺物　2135～2137・2140はいずれも高坏C1b類。やや口縁部の立ち上がりが短い。脚部が坏部付

根から円錐形に広がり、裾部が内湾するのでC1b類の典型例の1つである。2138は甕A2b類。口縁端部

が強く屈曲して直立する。端部には刺突文がみられる。

時期　遺構の時期は出土した高坏の時期よりⅥ－１期～Ⅵ－２期と考えられる。

SK02191（遺構：図527、遺物：図534）

検出状況　Ｂ地区東部の中央付近で、大溝の西側に位置する。周りは砂礫層（Ⅵ層）であるが、方形

周溝墓との切り合い関係から、Ｖ層上面から掘り込まれていると考えられ、検出面はＶ層上面とした。
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形状　平面形は東西に２ｍ弱の細長い形状である。底面はほぼ平坦で、断面形は皿状である。

埋土　２層に分層した。水平に堆積している。

遺物出土状況　検出面とほぼ高さが同じで、Ⅴ～Ⅵ期の土器片を中心に40点弱出土した。

出土遺物　2141はⅢ期の条痕文の甕である。2142はⅤ期の高坏Ｂ。2143はⅤ期の高坏B2b類。2144は

Ⅴ期～Ⅵ期の壺。口縁部に刺突文がある。2145はⅥ～Ⅶ期の壺。外面に赤彩が認められる。

時期　出土土器からⅥ期以前と考えられる。

SK02205（遺構：図527、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の北側で、SP0172の東に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は楕円形である。断面形は皿状である。

埋土　２層に分層した。

遺物出土状況　上層よりⅤ期～Ⅵ期の鉢を含む土器片が数点出土した。

出土遺物　2146はⅤ期～Ⅵ期の鉢Ｂ。

時期　出土土器よりⅥ期以前と考えられる。

SK02263（遺構：図527、遺物：図535）　

検出状況　Ｂ地区東部の北側の土坑群の中に位置する。SD0520、SK02264を切っている。Ｖ層上面に

おいて検出した。

形状　平面形は楕円形である。底面はほぼ平坦であるが、東側に若干の丸い凹みがある。南側と東側

の壁面が急傾斜である。

埋土　３層に分層した。下層に黒褐色土ブロック含む土層が堆積する。人為的な堆積の可能性がある。

遺物出土状況　上層においてⅤ期後半の高坏を含む土器片が出土した。底面よりは少し浮いた状態で

あった。

出土遺物　2147はⅤ期後半の高坏B3・4類の脚部。丁寧なミガキが認められる。

時期　2147はほぼ底面より出土しているので、Ⅴ期後半と考えられる。

SK02320（遺構：図527、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の南側に位置する。SD0490を完掘後、西壁とSD0490底面付近を精査し、

SK02320、SP0186、SK02319が切り合う。Ｖ層上面において検出した。

形状　SD0490に切られており、若干北西部分を掘りすぎたが、平面形は円形である。断面形はＵ字形

で、壁面は直立する。

埋土　４層に分層した。黒褐色土にＶ層ブロックが混じり、人為的な堆積の可能性がある。中層に炭

化物を含む。

遺物出土状況　底面より器台2148、壺2149が出土した。底面付近の土層がＶ層にみえたが、少し掘り

下げると遺物を確認することができた。そのため、底面の埋土は人為的な可能性がある。

出土遺物　2148はⅤ期の器台Ａ類。口縁端部に波状文を施文する少数例。口頸部を欠損する。2149は
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Ⅴ期後半の壺Ｊ類であろう。

時期　底面より土器が出土しているのでⅤ期後半と考えられる。

SK02322（遺構：図528）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ⅴ層上面において検出した。黒褐色系の土がほぼ

円形状に入る。SK02324の北西にある。SK02323、SK02325とともにSK02324を囲むような配置にあり、

SK02324と関係のある遺構の可能性がある。

形状　平面形は、楕円形に近い形である。底面はほぼ平坦。断面形は皿状で、壁面は緩やかに外傾

する。

埋土　２層に分層し、深さ0.1mと浅い。１層に炭化物がわずかに混入している。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器片がわずかに出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　わずかに出土した土器片からⅦ期前後と考えられる。

SK02323（遺構：図528）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。SK02324の北東にある。

SK02322、SK02325とともにSK02324を囲むような配置にあり、SK02324と関係のある遺構の可能性が

ある。

形状　平面形は円形に近い形である。底面はほぼ平坦で、壁面は緩やかに外傾する。

埋土　単層で、深さは0.05ｍと浅い。黒褐色土に灰色土が混入していた。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器小片がわずかに出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　わずかに出土した土器片からⅦ期前後と考えられる。

SK02324（遺構：図528、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の南側に位置する。Ｖ層上面において検出した。SZ079西溝よりも新しい遺構

である。木製品・砥石・土製品が同一遺構から出土した。本遺跡内では、少数例で、何らかの用途を

もった遺構と考えられる。

形状　平面形は円形である。底面は凸凹である。底面の形状から４つの小土坑が存在した可能性が

ある。

埋土　Ｇ断面では７層に分層した。径５mm～10mmまでの炭化物が出土した。

遺物出土状況　土製品(2151)やＳ字甕Ｂ類(2150)の土器片が出土した。加工痕のある木器や農具

(2152)、杭、砥石が出土した。底面近くからは焼痕のある石が出土した。

出土遺物　2150はⅦ期のS字甕Ｃ類の甕D3類。外面に煤が付着する。2151はⅥ期～Ⅶ期の土製の玉

で、赤彩が認められる。2152は横鍬。

時期　性格は不明であるが、何らかの人為的行為（火を使った）を行った可能性がある。出土土器よ

りⅦ期の可能性が高い。
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SK02325（遺構：図528）　

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。SK02324の南にある。

SK02322、SK02323とともにSK02324を囲むような配置にあり、SK02324と関係のある遺構の可能性が

ある。

図528　SK02322～SK02326遺構図
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形状　平面形は楕円形である。底面はほぼ平坦。断面形は皿状で、壁面は急傾斜である。

埋土　２層に分層した。

遺物出土状況　遺物の出土はなかった。

時期　SK02322、SK02323との関係からⅦ期前後の可能性が高い。

SK02326（遺構：図528）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。１層には炭化物が混

入していた。SK02324、SK02325の南に隣接する。やや位置が離れるが、何らかの関係があるかもしれ

ない。また、SZ080の方台部内にある。

形状　平面形は楕円形である。底面はほぼ平坦。断面形はＵ字形で、壁面は急傾斜する。

埋土　３層に分層した。１、２層に炭化物が散在してわずかに混入していた。

遺物出土状況　Ⅵ～Ⅶ期の土器小片がわずかに出土した。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

時期　わずかに出土した土器片からⅦ期前後と考えられる。

SK02358（遺構：図530、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は1/2以上が調査区外となるため不明だが、方形状を呈すると考えられる。断面形は皿

状である。底面はほぼ平坦である。

埋土　単層である。炭が混じる。黒色土と灰色土が混在しているため人為堆積の可能性がある。

遺物出土状況　土器片が埋土中から散在して出土した。

出土遺物　2153はⅥ～Ⅶ期の甕Ｂ類の脚部。

時期　出土土器からⅦ期以降と考えられる。

SK02380（遺構：図529、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。SK02376、SK02379、

SK02381、SK02390～SK02392、SZ082に切られている。

形状　平面形は一部調査区外となり、他の遺構に削平されるが、ほぼ方形もしくは長方形である。

埋土　単層である。Ｖ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。

遺物出土状況　土器片が埋土中から散在して出土した。

出土遺物　2154はⅥ～Ⅶ期の甕B4類。頸部の指頭圧痕が顕著である。

時期　出土土器からⅦ期以降と考えられる。

SK02382（遺構：図530、遺物：図535）

検出状況　Ｂ地区東部の南側の平坦地に位置する。Ｖ層上面において検出した。SP0196、SK02393、

SK02394に切られる。

形状　平面形は1/2以上が調査区外となるため不明。断面形は皿状である。底面はほぼ平坦で、壁面
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は急傾斜する。

埋土　４層に分層した。Ｖ層ブロックを含むことから人為堆積の可能性がある。

遺物出土状況　土器片が埋土中から散在して出土した。

出土遺物　2158はⅦ期の高坏C4d類であろう。内面に多条沈線、山形文、多条沈線、羽状文を施文する。

2155はⅦ～Ⅷ期の甕脚部。低脚である。2156はⅥ期後半～Ⅶ期の甕B3類。口縁端部に強いナデが認め

られる。2157はⅥ～Ⅶ期のＳ字甕Ａ類の甕D1b類。端部下端にわずかに刺突文がある。

時期　Ⅶ期前後と考えられる。

図529　SK02380遺構図
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SK02522（遺構：図530、遺物：図536）

検出状況　Ｂ地区東部南側に位置する。溝東西方向に直線的に走る区画溝SD0652他に切られる。Ⅴ層

上面において検出した。

形状　不整形の浅い土坑で、底面は平坦で壁面角度は急傾斜である。

図530　SK02358・SK02382・SK02522遺構図
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埋土　埋土は２層あり、ほぼ水平に堆積する。

遺物出土状況　埋土中からはまとまって土器

が出土した。

出土遺物　2160は鉢A4類。無文の鉢で、粗い

ハケが特徴的な資料。口縁部の形状は甕B3類

に類似する。2161は壺A1b類。外面に赤彩が

ある。2162は器台B1類の口縁部。口縁端部に

沈線がめぐる。2159は甕A4類。口縁端部がわ

ずかに直立する。胴部は倒卵形にちかく、頸

部以下に直線文と刺突文がめぐる。2164は扁

平な薄手の板材で平面が台形をなす。下端と

右側面の一部は炭化する。

時期　遺構の時期は出土した土器の時期より

Ⅴ期～Ⅵ期と考えられる。

SK02612（遺構：図531、遺物：図536）

検出状況　Ｂ地区東部南側に位置する。Ⅴ層

上面において検出した。

形状　不整形の浅い土坑である。

埋土　埋土は２層認められる。

遺物出土状況　山茶碗３個体と弥生・土師器

片２点出土した。

出土遺物　2163は美濃須衛窯Ⅴ期の山茶碗。

時期　遺構の時期は出土した土器の時期より中世と考えられる。

SP0093（遺構：図537、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側の平坦地で、SP0094の北に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は楕円形で、長軸0.55ｍ、短軸0.46ｍ、深さ0.5ｍである。底面は段をもつ。壁面は直

立する。

埋土　３層に分層した。北西側面にて黒色土が斑点状に縦方向に混入しており、分層が縦方向にでき

た可能性がある。３層目の礎板と板状の木の下から径２cm程度の炭化物が出土した。

遺物出土状況　底面に礎板と考えられる板材が出土した。

出土遺物　2165はⅤ期～Ⅵ期の壺。2166は礎板で上面と表面の広い範囲に煤が付着する。上下両端部

に分割し、両側面に細かい加工がみられる。

時期　出土土器よりⅥ期以降の可能性がある。

図531　SK02612遺構図
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SP0094（遺構：図537、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側の平坦地で、SP0095のすぐ北に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は不整楕円形で、長軸0.49ｍ、短軸0.41ｍ、深さ0.33ｍである。底面は丸みをもつ。断

面形はＵ字形で、壁面は直立する。

埋土　５層に分層した。柱痕跡のある堆積である。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が１点出土した。表面から0.29ｍ下げた位置で木片や樹皮が重なる

ような状態で出土した。この重なった部分には上からの圧迫を受けたような窪みはなかった。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。

図532　SK01916・SK01923・SK01925遺物実測図
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時期　わずかな出土土器から、Ⅵ期以降の可能性がある。

SP0095（遺構：図537、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側の平坦地で、SP0094とSP0096の間に位置する。SP0093、SP0096などの柱穴

を近くで検出したので、表面を0.02ｍ～0.03ｍ下げた周囲を確認したところSP0096と同じような土色

のSP0095を確認した。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は円形で、長軸0.42ｍ、短軸0.38ｍ、深さ0.48ｍである。底面は丸みをもつ。断面形は

Ｕ字形で、壁面は直立する。

埋土　４層に分層した。柱痕跡のある堆積である。

遺物出土状況　下層より土器片が出土した。0.41ｍ掘削した位置で、礎板が出土した。

出土遺物　2167はⅤ期～Ⅵ期の器台。内外面が摩耗のため調整不明。小片のため器形は不明だが、日

本海側に分布する資料に類似する。屈曲の強い部分があり、在地のものとは異なる。

時期　出土土器よりⅥ期以降であろう。

SP0096（遺構：図537・538、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側の平坦地で、SP0095の南に位置する。Ｖ層上面において検出した。

図533　SK02001・SK02483・SK02148・SK02156遺物実測図
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図534　SK02158・SK02191遺物実測図
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図535　SK02205・SK02263・SK02320・SK02324・SK02358・SK02380・SK02382遺物実測図
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形状　平面形はほぼ円形で、長軸0.48ｍ、短軸0.47ｍ、深さ0.54ｍである。底面はやや段をもつ。断

面形はＵ字形で、壁面は直立する。

埋土　７層に分層した。柱痕跡のある堆積である。土層図から２基の柱穴の切り合いに見える。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が出土した。４層底部において木片が重なっていた。７層において

は底部に板状の木が平面を上にして出土した。木片は、板面が五角形になり、その角は鋭利なもので

面をとろうとした痕跡がうかがえる。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。2170は礎板でこれを分割し、刃

こぼれのあるチョウナで表面と下端部を再加工したものと思われる。

時期　わずかな出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

SP0097（遺構：図537、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側の平坦地で、SP0094の西側に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は円形で、長軸0.28ｍ、短軸0.25ｍ、深さ0.21ｍである。底面は丸みをもつ。断面形は

Ｕ字形で、壁面は急傾斜である。

埋土　３層に分層した。柱痕跡のある堆積である。

遺物出土状況　土器小片が１点出土した。

出土遺物　2168はⅤ～Ⅵ期の甕の一部。

時期　わずかな出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

図536　SK02522・SK02612遺物実測図
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図537　SP0093～SP0097遺構図
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SP0100（遺構：図539、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部西側の平坦地で、SD0483の南に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は、東側が調査区外となるため不明である。短軸0.38ｍ、深さ0.18ｍである。底面はほ

ぼ平坦である。断面形はＶ字形で、壁面は緩やかである。

埋土　２層に分層した。柱痕跡があることから柱穴と考える。１層にて炭化物がわずかに混入する。

上面において石がほぼ中央部にあった。

遺物出土状況　土器片が多く出土した。

出土遺物　2169はⅤ～Ⅵ期の鉢Ｂ類の底部。

時期　わずかな出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

図539　SP0100遺構図

図538　SP0096遺構図
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SP0142（遺構：図540、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側のSH006の西に位置する。Ｖ層上面において検出した。検出面より上に0.05

ｍ程度柱根が突出しており、柱穴と認識して検出した。周辺には土坑や柱穴を多数検出した。

形状　平面形は楕円形で、柱部分は北西に偏る。長軸0.34ｍ、短軸0.23ｍ、深さ0.3ｍである。底面

はほぼ平坦である。壁面は南東側がやや開き気味で、北西側は急傾斜である。

埋土　２層に分層した。柱痕が残存している。

遺物出土状況　検出面より上に0.05ｍ程度柱根(2171)が突出していた。

出土遺物　土器は出土しなかった。2171は柱根である。腐食により中心部が空洞になるが、底部に２

方向からの切断痕が顕著に残る。

時期　遺構の時期決定に有用な遺物は得られなかった。

SP0144（遺構：図540、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側のSH006の中に位置する。Ｖ層上面において検出した。検出面で木片が認

められた。

形状　平面形は楕円形を呈し、柱部分は東に偏る。長軸0.39ｍ、短軸0.31ｍ、深さ0.2ｍである。底

面は柱根を取り除くと、Ｕ字状に丸くなっている。壁面は西側に段があり、テラス状になる。東側は

直立から少し開く。

埋土　２層に分層した。検出面に見えた木片は埋土中に木くず状になっており、断面よりも北側の下

方だけが柱根として残る。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が出土した。底面には柱根が認められた。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。2172は1/2分割材の柱根。上端

部は欠損し、下端部には切断痕を残す。

時期　わずかな出土土器よりⅥ期以降の可能性がある。

SP0146（遺構：図540、遺物：図541）

検出状況　Ｂ地区東部北側のSH006の東に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は不整楕円形で、長軸0.4ｍ、短軸0.33ｍ、深さ0.19ｍである。底面はやや丸い。壁面

は西側は直立からやや開いた状態、東側は開いた状態である。

埋土　３層に分層した。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が出土した。２層で柱根（直径0.09ｍ程度）を取り上げるが、残存

状態はよくなかった。

出土遺物　小さいⅤ～Ⅵ期の土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。2173は分割杭の断欠

か。上端部に加工がある。

時期　わずかな出土土器よりⅥ期以降と考えられる。

SP0160（遺構：図540、遺物：図542）

検出状況　Ｂ地区東部北側のSB118の東に位置する。Ｖ層上面において検出した。
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形状　平面形は円形で、長軸0.39ｍ、短軸0.36ｍ、深さ0.37ｍである。底面は丸みをもつ。断面形は

Ｕ字形で、壁面はほぼ直立する。

埋土　５層に分層した。２、３層は柱痕跡である。

遺物出土状況　上層、中層、下層から土器片が出土した。検出面より0.35ｍの底面近くにおいて、土

器片が出土した。

図540　SP0142・SP0144・SP0146・SP0160・SP0172・SP0189・SP0194・SP0196遺構図
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出土遺物　2174はⅥ期の甕。口縁部が直線的に外反する甕B2類である。

時期　底面近くでⅥ期の土器片が出土していることからⅥ期と考えられる。

SP0172（遺構：図540、遺物：図542）

検出状況　Ｂ地区東部北側のSK02205の西に位置する。Ｖ層上面において検出した。周辺には土坑や

柱穴を多数検出した。

形状　平面形は楕円形で、長軸0.41ｍ、短軸0.32ｍ、深さ0.28ｍである。断面形は逆三角形状で、底

部はやや尖り、柱根が残る。壁面は急傾斜である。

埋土　３層に分層した。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器片が出土した。底面付近に柱根と思われる木が残存している。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。2176は柱根である。上部は欠損

図541　SP0093～SP0097・SP0100・SP0142・SP0144・SP0146遺物実測図
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し、下端部には２方向からの切断痕を残す。

時期　出土土器よりⅥ期以降の可能性がある。

SP0189（遺構：図540、遺物：図542）

検出状況　Ｂ地区東部南側のSK02294の南に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形はほぼ円形で、長軸0.29ｍ、短軸0.26ｍ、深さ0.21ｍである。底面はほぼ平坦となる。

断面形はＵ字形で、壁面は直立する。

埋土　３層に分層した。２層目が柱痕跡である。

遺物出土状況　土器片(2175)が出土した。

出土遺物　2175はⅥ期の甕B2類。外面に煤が付着する。口縁部が比較的長く立ち上がり、端部は平坦

である。

時期　出土土器よりⅥ期と考えられる。

SP0194（遺構：図540、遺物：図542）

検出状況　Ｂ地区東部南側で、SD0545の南に位置する。Ｖ層上面において検出した。

形状　平面形は東西方向に長軸をもつ楕円形で、長軸0.45ｍ、短軸0.4ｍ、深さ0.38ｍである。断面

形はＶ字形で、壁面は急傾斜するが、東側上部で段をもつ。

埋土　４層に分層した。

遺物出土状況　土器片がわずかに出土した。

出土遺物　2177はⅤ～Ⅵ期の甕E4類。2178はⅤ期～Ⅵ期の器台B1類。内外面に煤が付着する。破断面

が二次焼成を受ける。

時期　出土土器よりⅥ期以降である。

SP0196（遺構：図540、遺物：図542）

検出状況　Ｂ地区東部南側の平坦地で、SD0495の南に位置する。SK02382を切っている。Ｖ層上面に

おいて検出した。

形状　平面形はほぼ円形で、長軸0.27ｍ、短軸0.24ｍ、深さ0.22ｍである。底面はほぼ平坦である。

埋土　単層でＶ層ブロックを含み、柱根があることから人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　Ⅴ～Ⅵ期の土器が出土した。

出土遺物　図示可能な土器は出土しなかった。2179は柱材で柱上部は欠損し、底部は二方向から削り

を施し、先端が尖る。削り面は刃こぼれの痕が確認できる。

時期　わずかに出土した土器よりⅥ期以降と考えられる。
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（５）水田区画

①水田区画

位置　遺跡全体の中では後背湿地に位置する。北西隅畦畔（FS19グリッド）の標高が6.48ｍ、北東隅

畦畔（KA07グリッド）の標高6.24ｍ、南東隅畦畔（KI06グリッド）の標高6.13ｍ・南東隅（JJ19グリッ

ド）の標高6.05ｍとなり、水田跡になる調査区の地形は基本的には北（微高地側）が高く、南東に向

かって緩やかに下がる。北西部の最も高い地点（GS02グリット6.65ｍ）と南東部（KI06グリッド6.13

ｍ）とは0.52ｍの比高差がある。現状の地形から、東側調査区外はこのあと標高がやや高くなるよう

である。

検出状況　Ⅴ層上面で畦畔を検出した。検出面においては粘性のある黒褐色土に灰色土（Ⅴ層ブロッ

ク）が含まれているものを畦畔と考えたが、Ⅳ層掘削中に灰色土（Ⅴ層）に黒褐色土が帯状のように

入り込んでいる部分を畦畔と判断した場所もあった。多くの部分でⅣ層とⅤ層の識別が難しく、擬畦

畔や層位の誤認をしている部分があることは否定できない。畦畔で区画した中を埋土と考えて掘削し

たが埋土の堆積は10㎝～15㎝程度であった。底面はほぼ明瞭なⅤ層で、植物遺体が散在して混入する

図542　SP0160・SP0172・SP0189・SP0194・SP0196遺物実測図
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部分もあったが、足跡や耕作痕は確認できなかった。

形状　大畦畔はなく、小畦畔である。水田区画内の埋土はほぼ単層であり、水田を区画する畦畔の上

端幅は40～60㎝の間でおさまる。残存状態のよい北側では方形を基本にしているが、南側では残存状

態が悪く、その形状は不整形で判然としない。畦畔は不規則ながらも、ほぼ南北方向と東西方向にな

る。水田跡になる調査区の地形は基本的には北から南東に向かって緩やかに下がる。ST103～105は３

枚の水田区画として検出したが、SD0600・SD0606・ST103が周囲を方形に取り囲み、一連の遺構とし

ての整備されているようにみえる。また、周囲の溝と異なり、この溝から多数の土器が出土している。

ST112・113も溝SD0600・SD0608・SD0609・SD0626によって方形に囲まれ、溝から土器が多数出土して

いることから、他の水田遺構とは異なる状況である。

規模　東側を区画する溝（SD0634・SD0635・SD0643）が北東から南東方向に確認でき、SD0572につながる。

この溝はさらに南下し、SD0652の溝につながる可能性が高く、これらの溝が土地利用を区画する溝で

あると考えてよいと思われる。畦畔はこの溝付近まで及ぶ可能性もあるが、区画した溝の内側（東側）

で畦畔は確認できず、溝と平行する小土坑列のみ確認している。このことから、小土坑群と畦畔を確

認できた調査区の間の未調査部分に水田の東部畦畔にあたる部分が存在する可能性もある。

　南側は、南にいくにつれ、畦畔が確認できなくなる。水田域の南側は、東西方向に直線的に延びる

区画溝（SD0652他）があり、この溝が土地利用を区画する溝であると考えられるが、畦畔はこの溝付

近まで及ばない。また、南側の土地の標高が若干高くなり、土坑や溝のみ確認していることから、畦

畔を確認できた調査区の間の未調査部分に水田の南部畦畔にあたる部分が存在する可能性もある。

　西側には大溝が縦走する。大溝を挟んで西側には周溝墓や住居跡があるため、水田域が広がる可能

性はないが、大溝の東側は調査対象外区域となるため、水田区画が収束する箇所が特定できない。そ

の大溝から給排水溝（SD0584→SD0609、SD0684→SD0617・SD0625）が東側に延びる。

　検出した小区画水田は94面である。小畦畔の位置が推定できる場合において、最大面積はST121の

47.87㎡、次にST091の45.63㎡、最小面積はST080の4.13㎡と狭いものまでばらつきがある。

給排水　水口は計24箇所で確認した。深さ10㎝、幅30㎝程度と検出が困難で、すべての水田遺構で確

認したわけではないが、Ａ→Ｂのラインに沿って分布しているようにみえる。とくに南北に走る溝

SD0600、SD0609が給排水の中心的役割を果たしており、この溝に接続する水口を通じて他の水田遺構

に給排水していたと考えられる。畦畔と考える盛土の高まりがない場所が続き、かつ平面的に土色が

灰色土である部分は、畦畔が途切れている部分であると考え水口としたが、畦畔が消失した部分の可

能性もあり、本来の水口の機能（水回し）を果たしていたのかは不明である。

遺物出土状況と出土遺物

ST061（2229）　埋土中から遺物が散在した状況でわずかに出土した。2229はⅩ期の高坏。

ST063（2226）　2226はチャート製の有茎石鏃で側縁が外彎する。

ST069（2227・2228）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2228はⅨ期の高坏脚部。柱状脚で

ある。2227はⅩ期の高坏脚部。裾部が強く外反する。

ST070（2238～2244）　2238は高坏脚部の柱状脚でⅨ期に相当する。2239はⅩ期の高坏。裾部が強く開

く。2241はⅤ期の甕底部。2242はⅤ～Ⅵ期の壺Ｂ類の口頸部。2243はⅥ～Ⅶ期の高坏。小型の坏部で

無文である。2244はⅤ期の壺H1a類。2240は甕D3類でⅨ期の資料である。
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図543　水田跡（１）
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ST072（2231）　埋土中から遺物が散在した状況でわずかに出土した。2231はⅣ期の甕Ｂ類。

ST073（2230）　埋土中から遺物が散在した状況でわずかに出土した。2230はⅥ～Ⅶ期の甕。口縁端部

がやや内傾する。

ST077（2180・2181・2260）　埋土中で散在した状況で出土した。2180はⅡ期の壺Ａか。2181はⅤ～Ⅶ

期の高坏C・D類の脚部であろう。2260は容器底板。扁平な板材で上下端を斜めに湾曲しながら加工し

ている。下部には線状の圧痕が残る。

ST083（2234～2237）　2235は須恵器。無台坏身で底部が小さく、口縁部が外へ開く。８世紀後半～９

世紀前半の資料である。2234はⅨ期の甕。口縁端部が肥厚する。2236・2237は須恵器。2236は　で肩

部に波状文がみられる。2237は胴部に複数の波状文がみられる短頸壺。いずれも６世紀代の資料であ

ろう。

ST091（2262）　2262はST091出土の凝灰質砂岩製の有溝砥石。

ST090（2182）　2182はⅥ～Ⅶ期の高坏C・D類の脚部か。

ST099（2232・2233）　2232はⅤ期～Ⅵ期の壺A1類もしくはA3類の口縁部。内面にヘラによる斜位の沈

線がみられる。羽状文は確認できなかった。2233は甕D3類でⅨ期の資料である。

ST125（2191～2212・2258・2259）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2191はⅤ期の甕Ａ類。

2192はⅤ期の壺Ｎ類で底部が小さい。2193はⅤ～Ⅵ期の甕A2類。口縁端部がわずかに直立して、刺突

文をもつ。2194・2195はⅤ期の器台B1類の脚部。2195には丁寧なミガキが残る。2196はⅤ期の高坏。

2197はⅤ期の壺I1類。2198～2200はⅥ期の壺Ａ類。2199は胴部に直線文と刺突文を交互に施文し、文

様帯以下を赤彩する。2200は口縁下端を大きく拡張し、擬凹線を施文する。2201はⅥ期の壺Ｈ類の胴部。

2202はⅥ期の甕B4類。2206はⅥ期の甕E6類。短い口縁部にあまり膨らまない胴部をもつ。器壁が薄く、

内面には強いユビナデ痕が残る。2204はⅩ期宇田型甕の口縁部。端部に強いナデがある。2205・2207

はⅥ～Ⅶ期の脚部のある甕。2208はⅤ～Ⅵ期の甕Ａ類。2210は天目茶碗の底部。2209は常滑甕の底部。

2211･2212は古銭（元祐通宝）。2258はST125畦畔出土の芯持削り出しの杭。2259はST125西側で出土し

た芯持削り出しの杭。

ST127（2185）　2185はⅥ期の器台B1・B2類の脚部であろう。

ST128（2187・2188）　2187は直線文のみられる甕Ｂ類の口縁部片。2188は壺Ａ類の頸部と思われる。

直線文と波状文がみられる。

ST129（2183・2184）　2183はⅤ期の甕の底部片、2184はⅥ期の壺Ｈ類の底部である。

ST130（2186・2220）　2186はⅩ期の高坏脚部。脚裾部がひらく。2220は埋土中から遺物が散在した状

況で出土した。2220はⅤ期の高坏B3b類。口縁部が強く外反して、端部がやや丸い。

ST132（2189）　2189はⅩ期の高坏脚部。

ST133（2213）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2213は中世土師皿。

ST134（2214～2218）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2216はⅥ期の器台B1類の脚部。

2215はⅤ期の高坏B3b類。口縁部が強く外反して、端部がやや丸い。2214はⅥ期の壺Ｈ類の胴部。胴

部下半がやや平坦である。2217は甕B2類。胴部に直線文のほかに波状文が加えられる。2218はⅥ期の

甕脚部。2219は山茶碗の底部。

ST136（2263）　2263は真鍮製の煙管の吸い口。
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図544　水田跡（２）
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図545　水田跡出土遺物実測図（１）
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図546　水田跡出土遺物実測図（２）
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図547　水田跡出土遺物実測図（３）
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ST139（2221～2224・2255）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2221はⅥ期の甕A3類。口縁

端部がわずかに直立して、刺突文をもつ。2224は甕B1類。2222・2223はⅤ～Ⅵ期の甕の底部。2255は

割材で右側面をL字状に加工する。

ST142（2225）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2225はⅥ期の甕B4類。口縁部がゆるや

かに外反して、胴部はあまりふくらまない。

SD0594（2261）　2261は断面が方形を呈する加工材である。一端は炭化している。中ほどを一段深く

彫り下げ、端部は一端を台形状に加工している。

SD0598（2245）　2245はⅤ期の鉢A1類で、口縁端部が直立する。

SD0625（2190）　埋土中から遺物が散在した状況で出土した。2190はⅤ期の壺底部。

SD0629（2256）　2256は加工材。

SD0630（2246・2247）　2247はⅥ期の甕B1a類。口縁部が強く屈折する。2246はⅥ期の高坏B3b類。

SD0631（2248～2254・2257）　2248は高坏B4類。口縁部の外反が弱い。2249は器台B1類の脚部。2250

は高坏の坏部にもみえるが、付根にみえる部位に突帯を貼付するので高坏ではないと判断した。全形

は不明だが、焼成・胎土からⅤ・Ⅵ期の資料と考えられる。2251はⅤ期の高坏Ｂ脚部。2252はⅤ期の

壺胴部片。2253はⅤ期の壺Ａ類。2254はⅤ期の甕脚部。2257はSD0631出土の棒材。断面が蒲鉾形で上

端を尖らす。

水田の時期　畦畔内に埋納された土器がなく、明確に水田の時期を確定することはできないが、給

排水路と考えられるSD0600やSD0609から出土した土器の大半がⅤ期後半からⅥ期前半の資料である

ことから、この時期の水田の可能性が高い。東側を区画する溝（SD0572・SD0634・SD0635・SD0679・

SD0680・SD0682・SD0636）、北東部隅の３条の溝（SD0642～SD0644）の下層で検出した溝（SD0633）

は水田の時期よりやや古い時期の可能性があるが、これらの遺構を除いて出土土器の中心時期はⅤ～

Ⅵ期とまとまりがあり、給排水路出土土器の時期と同じことから水田の時期はⅤ～Ⅵ期と考えられる。

②水田に関連する柵跡

SA009（遺構：図549、遺物：図550）

検出状況　Ｂ地区東部中央やや東寄りに位置する。水田埋土を掘削後に検出した。柱穴３基が直線上

に位置しており、柵列と判断した。

柱穴　３基の柱穴は直径0.2ｍ前後で平面形状は円形である。P1のみ柱痕跡を確認している。ST122の

東辺に位置するが、主軸は水田遺構の形状とも合致しない。

出土遺物　出土土器はP1からはわずかに出土した（2264・2265）。時期を特定する遺物と判断できな

いが、Ⅵ期前半の甕である。

時期　出土土器及び水田との関係から時期を判断することは難しいが、水田遺構とほぼ同様のⅤ～Ⅵ

期と考えられる。

SA010（遺構：図549）

検出状況　Ｂ地区東部中央やや東寄り、SA009に近接する。水田埋土を掘削後に検出した。柱穴３基

が直線上に位置しており、柵列と判断した。
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図548　水田跡出土遺物実測図（４）
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柱穴　３基の柱穴は直径0.2ｍ弱で平面形状は円形である。いずれの柱穴においても柱痕跡を確認し

ている。ST123の東辺に位置し、水田遺構の形状ともほぼ合致する。

出土遺物　Ⅴ～Ⅵ期の土器がP1から出土したが、細片で時期認定できる資料ではないため図示しな

かった。

時期　出土土器及び水田との関係から時期を判断することは難しいが、水田遺構とほぼ同様のⅤ～Ⅵ

期と考えられる。

図550　SA009遺物実測図

図549　SA009・SA010遺構図
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図551　SA011遺構図
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SA011（遺構：図551）

検出状況　Ｂ地区東部東端に位置する。Ⅴ層上面で検出した。柱穴９基がSD0572に沿うように直線上

になることから、柵列と判断した。

柱穴　９基の柱穴はP8を除き、直径0.2～0.3ｍで、平面形状は円形である。P8は長軸の直径は約0.5

ｍで平面形は楕円形となる。いずれの小穴においても柱痕跡は確認できなかった。SD0572西辺に沿う

ように位置し、小穴の間隔はP1～P4、では1.0ｍ前後、P4～P7では1.80ｍ前後、P7とP8では2.6ｍ程度、

P8とP9では1.0ｍ程度となる。

出土遺物　出土遺物がないため、図示しなかった。

時期　出土遺物がないため、時期を判断することは難しいが、SD0572に関連する遺構であることから

SD0572同様のⅤ～Ⅵ期の遺構と考えられる。

②水田に関連する溝跡

SD0583・SD0584（遺構：図552・553、遺物：図554）

検出状況　Ｂ地区東部北西隅で検出された南北方向に伸びるごく浅い溝で北端・南端ともに調査区外

東側に延びる。Ⅴ層上面において検出した。

形状　SD0684、SD0577と同様に大溝から取水した溝と考えられる。底面はほぼ平坦で皿状を呈する。

大溝に対し、ほぼ直角に取水（SD0583）し、さらに直角に屈曲する。東西方向の溝の底面は、大溝と

連結する部分では大溝とほぼ同じ高さであり、南北方向の溝と連結する部分で緩やかに高くなる。南

北方向の溝は大溝より10㎝程度高くなり、幅も狭くなる。分岐点ではピットを確認しており（SK02030・

SK02113）、取水をコントロールするための施設があった可能性がある。

埋土　東西方向の溝の埋土は３層でほぼ水平な堆積である。南北方向の溝の埋土は砂質土の単層で

浅い。

遺物出土状況　溝内からはⅤ～Ⅵ期の土器が出土したが、小片ばかりであった。

出土遺物　２点を図示した。2266は素文突帯が２条ある縄文晩期末葉の資料。2267はⅡ期の壺。頸部

に文様がある。いずれも混入資料と思われる。

時期　構築時期は出土遺物から判断できないが、水田との関連からⅤ期末～Ⅵ期と考えられる。

SD0684（遺構：図552・553）

検出状況　Ｂ地区東部北西で検出された大溝（SD0381）の溝から分岐する溝で南南東に延び、調査区

外へと続く。Ⅴ層上面において検出した。

形状　SD0584、SD0577と同様に大溝（SD0381）から取水したと考えられる溝である。底面は緩やかに

丸くなる形状である。分岐点では接続箇所を人為的に狭めている。分岐点周辺ではピットが多数検出

でき（SK02043～SK02046・SK02056・SK02058・SK02060・SK02062・SK02081）、護岸的施設があった可

能性もある。溝の底面は隣接するSD0381より約10㎝高い。木材が残存するなどの明確な施設は検出で

きなかったが、取水をコントロールするための施設があった可能性が高い。分岐点北西付近では屈曲

し、わずかな高まりがあり、分岐点と関連性が高い。

埋土　溝の埋土は６層である。下層は壁面からの崩壊がほぼ水平に堆積している状況が窺える。上層
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は下層を切るように堆積することから再掘削した後に堆積した層の可能性もある。

遺物出土状況　土器片の出土は50点弱で、いずれも小片でⅤ～Ⅵ期の資料である。

時期　構築時期は出土遺物から判断できないが、水田との関連からⅤ期末～Ⅵ期と考えられる。

SD0577（遺構：図552・553、遺物：図554）

検出状況　Ｂ地区東部西側で検出された大溝（SD0381）の溝から分岐する溝で南へ延びる。南端はと

ぎれるが、同軸上にあるSD0577につながると思われる。Ⅴ層上面において検出した。

形状　SD0684、SD0584と同様に大溝（SD0381）から取水したと考えられる溝である。底面は緩やかに

丸い形状を示す。分岐点付近のSD0381の中央の底面に10㎝弱程度の高まりがあり、水流を調整する役

割を果たしていた可能性があるSW001の南東部分を延長した辺りからは幅があり、深さも増していく。

南にいくにつれ、南西に向きを変え、SD0381と合流する形となり、さらに幅広で深さも増す。

埋土　溝の埋土は７層からなる。壁面からの崩壊と考える層が下層に堆積するが、上層は、ほぼ水平

な堆積を示す。植物遺体が非常に多く混じる層が中央付近から南に向かって顕著になっていく。この

層は中央付近から北で、植物遺体が混じる層はあるものの、同じように多く混じるような状況は見ら

れない。溝の肩部にはＶ層ブロックが混じる黒褐色またはオリーブ黒色土の堆積がある。南西に曲がっ

ていく部分からは、植物遺体層が顕著である。

遺物出土状況　上層を中心に土器が多く出土した。北部から中央部にかけて、主に上層から遺物が出

土し、それ以下の層からの出土は少ない。Ⅲ～Ⅹ期の土器が出土したが多くはⅥ期前後のものであっ

た。Ⅴ～Ⅵ期前半の壺(2280)と鏡板(2293)が溝中央付近から出土した（出土図１）。Ⅶ期の壺(2279)

と鎌の柄の部分(2295)が南端で出土した（出土図２）。Ⅵ～Ⅶ期の甕(2289)、Ⅵ～Ⅶ期の壺(2284)、

Ⅴ～Ⅶ期の甕(2283)がSD0381との合流部付近で出土した（出土図３）。

出土遺物　2268はⅤ期後半～Ⅵ期の高坏B3類。2269は扇形文のある壺でⅤ～Ⅵ期であろう。2291は縄

文時代晩期の深鉢。浮線文が認められ、口縁部は波状口縁を呈す。阿弥陀堂式と考えられ、波頂部を

欠損するが茸状突起がつく可能性がある。2282はⅢ期末葉の壺Ａ類。口縁端部が内傾し、波状文を施

文する。頸部から胴部にかけて複合クシ（２本１組×３帯）による施文が認められる。2274・2275は

Ⅵ期の鉢Ａ類。2274は口縁端部がやや尖り気味で施文は認められない。胴部下半が下膨れ気味で、Ⅶ

期の資料の可能性もある。2275は口縁端部が屈曲するが、内面の屈曲は弱い。刺突文と直線文を施文

する。2276はⅤ～Ⅵ期鉢Ｂ類。やや口縁部が内湾する。2279はⅦ期の壺Ｃ類。口頸部がやや外へ開き、

粗いハケ目が認められる。2277は高坏Ｉ類の脚部。脚裾部が強く外反し、端部は平坦である。Ⅴ期後

半の資料であろう。2278・2280は壺Ａ類。2280は口縁部が強く外反する。2278は脚台付きの壺。ほぼ

完存する。口縁端部下端を拡張してやや開く。胴部上半には直線文と刺突文を施文する。いずれもⅤ

期～Ⅵ期前半の資料であろう。2281はⅥ期後半～Ⅶ期の甕Ｂ類。口縁端部の強いナデが認められる。

2285はⅥ期の甕Ａ類。口縁端部がわずかに屈曲する。2284はⅥ～Ⅶ期の壺Ｈ類。口縁部に打ち欠きが

認められ、底部には煤が付着する。2283は小型の壺で胎土がⅦ～Ⅸ期とは異なり、ⅧからⅨ期に類似

する。口縁部に打ち欠きが認められ、内面に丁寧にミガキを施す。2272はⅧ期の甕Ｄ類でＳ字甕Ｃ類

である。口縁端部が強く外反する。2286はⅩ期の宇田甕。口縁端部の肥厚が著しい。2292は輪かんじ

き田下駄の足のせ台で４ヶ所に穿孔がある。上部の３ヶ所は方形の穿孔、下部１ヶ所の穿孔は半円形
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図552　SD0583・SD0584・SD0684・SD0577遺構図（１）
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図554　SD0584・SD0577遺物実測図

図553　SD0583・SD0584・SD0684・SD0577遺構図（２）
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図555　SD0577遺構図（１）
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になる。2293は衣笠の鏡板。円形をしており、側縁部を面取りする。断面は隅丸方形で側面に釘穴が

８カ所中央部に向かって入る。平面中央部には穿孔（径0.3cm）がある。2295は鎌の柄で下部に細か

い持ち手を作り出している。下端部を丸く加工する。鉄鎌を装着するための溝はないことから未成品

か。2294は紅簾石片岩製の石鋸。

時期　Ⅲ～Ⅹ期の土器が出土している。埋没時がⅩ期で機能をしていたのはⅥ期以降と考えられる。

SD0600・SD0605・SD0606（遺構：図561、遺物：図564・565）

検出状況　Ｂ地区東部中央東側で検出された溝である。ST103～ST105の区画の周囲を方形に取り囲む

一連の遺構である。SD0600・SD0606はⅤ層上面、南西隅の一段低くなる溝SD0605は西溝埋土上面にお

いて検出した。東溝は北端が調査区外となるが、北溝につながる遺構と考えられる。

形状　南北方向約7.2ｍ、東西方向約8.2ｍの区画の周囲を囲む溝状の遺構である。SD0605を除く溝の

図556　SD0577遺構図（２）
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図557　SD0577遺構図（３）
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図558　SD0577遺構図（４）
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図559　SD0577遺物実測図（１）
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図560　SD0577遺物実測図（２）
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断面形状は、底面が丸く、壁面が緩やかに外傾する形状である。SD0605の断面形状は、底面がほぼ平

坦となり、壁面が外傾する形状となる。

埋土　SD0600の断面Ｄは５層、断面Ｅ及びSD0606の断面Ｇは単層である。Ｄ断面部分には落ち込みが

あるため、土坑の可能性もある。Ｄ断面部分を除くと、溝全体としては浅い。埋土中には炭化物・植

物遺体を部分的に含む。SD0605の埋土は４層あり、水平に堆積する。溝の上層面において焼土・炭化

物の面的な広がりを確認した。

遺物出土状況　埋土中から多くの土器が出土した。北西隅では埋土中に土器片が散在し、西溝で甕１

個体分（2308）が横位で出土した。南西隅では中層から壺（2307）・甕（2302・2308）・器台（2306）

や砥石（2313）などが散在して出土した。

出土遺物　図示した資料はⅤ期後半～Ⅵ期前半の資料である。2301は鉢Ｂ類の底部片。2303は鉢A2類

で胴部が直線的に広がる。2309は甕A3類で、2303と口縁部形状が類似し、施文が刺突文のみという点

でも共通する。2304・2305は高坏B3b類。2305は丁寧なミガキがあり、口縁部の外反が著しい。2307

は壺A1b類。胴部中央付近まで直線文と刺突文を交互に施文する。口縁部内面には羽状文がみられる。

2306は器台A1類。2308は甕B2類で口縁部が弱く屈折する。胴部は倒卵形で、内外面にハケ調整が残る。

石器は３点図示した。2315は砂岩製の叩石類で縁辺に敲打による剥離痕・敲打痕がみられる。2313は

砂岩製の砥石。全面に砥面があり、縁辺部を敲打する。2314は凝灰質砂岩製の手持ち砥石で平滑な砥

面と溝状の砥面が見られる。

時期　埋土上面に焼土面をもつことや遺物が多数出土することなど、他の溝とは異なる遺物出土状況

を確認したが、時期は他の溝と変わらない。Ⅴ期後半からⅥ期前半と考えられる。

SD0609（遺構：図562、遺物：図563）

検出状況　Ｂ地区東部中央東側で検出された溝である。Ⅳ層の粘質土を除去してⅤ層上面において検

出した。調査区西壁で溝状の断面と判断できる層を確認し、西壁付近の平面においては、暗オリーブ

黒色土で、炭化物がわずかに混ざっている状態で確認した。

形状　長さ約25ｍ、幅1.0ｍ前後、深さ約0.2ｍの南北方向にのびる溝状の遺構である。溝の断面形状は、

底面は平らで、壁がゆるやかに開く。南下するにつれ、底面の標高が低くなることから、溝の水は北

から南にかけて流れていたことが考えられる。また、畦畔の切り口（水口：SD0612・SD0618）と隣接

していることから給排水の機能を果たしていたことも考えられる。この溝がさらに北上すると、未調

査区をまたぐが、前述した大溝から分岐する溝SD0584につながる可能性がある。

埋土　埋土は２層あり、ほぼ水平に堆積する。中層から下層にかけて、部分的に黒褐色土の堆積が見

られる。

遺物出土状況　上層を中心にⅤ期後半～Ⅵ期前半の土器の細片が多く出土した。特に北端からSD0608

の溝と合流するまでの間で多く出土した。

出土遺物　図示した資料の2300以外はⅤ期の資料である。2300は古瀬戸折縁深皿である。2296は甕E3

類、2297は高坏B3b類の口縁部片。2298は高坏B2b類の口縁部片。2299はSD0608出土の甕Ａ類。

時期　構築時期は遺物の大半がⅤ期後半～Ⅵ期前半であることから、この時期に掘削されたと考えら

れる。
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図561　SD0600・SD0605・SD0606遺構図
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図563　SD0609遺物実測図

図562　SD0609・SD0617遺構図
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SD0572・SD0634～SD0680・SD0682（遺構：図566・567・570、遺物：図568・569・571～578）

立地と検出状況　Ｂ地区東部北東隅から南北方向に走る溝である。Ⅴ層上面において検出した。

SD00635・SD0634→SD0679・SD0636・SD0682・SD0572・SD0680→SD0572と連続すると考えられ、水田

域では大規模な溝である。SD0678・SD0679・SD0636・SD0682・SD0572・SD0680は互いに重複するが、

新旧関係は不明である。SD0634付近では、この溝に先行するSD0633を検出している。この溝の埋土は、

図564　SD0600遺物実測図
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当初Ⅴ層上面と考えていた層であったが、黒色土（やや淡色）が灰色土と混じり合いながら調査区隅

一帯に入り、調査区際の排水溝の断面からも確認できたことから、溝と判断した。

形状　SD0364に先行するSD0633は、未検出の北西側SD0634・SD0635の下にも広がると考えられる幅

広の溝である。底面は平坦で壁の立ち上がりも緩やかに外傾する。深さは最大13㎝ある。SD0635・

SD0634→SD0679・SD0636・SD0682・SD0572・SD0680→SD0572と連続する溝は、東側の水田域を区画す

るようにのびる。SD0635は幅3.25ｍ、深さ0.25ｍの溝で、遺構上端は不整形になるものの、遺構底面

下端はほぼ直線状になる。断面形状は底面が平坦で、壁面は緩やかに外傾する。SD0634はSD0635と並

図565　SD0605・SD0606遺物実測図
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図566　SD0633～SD0635遺構図（１）
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行し、蛇行する溝で幅1.80ｍ、深さ0.15ｍをはかる。断面形状はSD0635と同様に、底面が平坦で壁面

は緩やかに外傾する。SD0634・SD0635はSD0680につながる溝と考えられるが、遺構間が調査区外とな

るため、判断できない。SD0680は幅1.0ｍ前後、深さ0.56ｍの溝で南端は分岐する。断面形状は、逆

台形状で壁面角度も急傾斜である。SD0682・SD0636はSD0679から分岐する溝で幅0.35ｍ前後、深さ

0.2ｍ前後の溝である。断面形状はいずれも皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。SD0572はSD0679から

分岐する溝で幅1.0ｍ前後、深さ0.2ｍ前後の溝である。SD0572はSD0680が南に分岐し、途切れる溝の

延長上にあることからSD0680とつながる可能性がある。北東隅のSD0680とSD0679の接合部位で水制遺

構を確認した。SD0679の長軸に直行して、幅約１ｍ程度で板材が施設されており、SD0680→SD0679へ

と水が流れるのを防いでSD0572へと水を流す機能を果たしていたと考えられる。水制遺構の北東側は

図567　SD0633～SD0635遺構図（２）



284　　第３章　調査の成果

SD0678、南側はSD0680～SD0636の接続箇所にあたる。これらの溝は一段深く掘り下げられていること

から、水制遺構と一連の施設として水を分流する機能を果たしていたと考えられる。方向からみて、

SD0635・SD0634→SD0680→SD0679が本来の溝と思われる。これをSD0572→SD0572へと水を運搬する必

要が生じたため、水制遺構がつくられたのだろう。この溝の南東部では、杭列SA011を確認した。護

岸施設の可能性がある。

埋土　SD0633の埋土は３層あり、１層は一部に粗砂が薄く堆積し、炭化物が混入する。SD0635の埋土

は４層、SD0634の埋土は２層あり、水平堆積する。SD0634は12層あり、中間層（５・７・８）以外は

砂質土及び砂質土を多く含む層となる。SD0636の埋土は２層・SD0682は単層で、いずれも埋土にⅤ層

ブロック土を含む。SD0572の埋土は４層、SD0572の埋土は３層あり、水平堆積する。

遺物出土状況　溝内からは、土器とともに木製品が多く出土した。土器はⅤ期末からⅨ期までと時期

幅が広いが弥生時代中期の土器の出土量は少ない。水田遺構ではＳ字甕の存在は皆無で、溝内やそ

の周辺から出土が目立つようになる。なかでもⅥ期後半の土器が多いことから、この時期に何らか

の事情が生じて溝の方向を変えた可能性がある。木製品はSD0635から2329・2330、SD0633から2328、

SD0572から2355、SD0680から2356～2359、SD0572から2346・2347が埋土中から出土した。水制遺構は

遺構長軸に直交する状態で検出された。杭材・板材・矢板で構成される。

出土遺物　土器の多くはⅤ～Ⅵ期の資料である。2316はⅤ・Ⅵ期の鉢で口縁部内外面にヨコナデ調整

をする。2317はⅥ期の高坏脚部。2318は壺J1類。2320は外面の一部に赤彩が認められ、内面には羽状

文を施文する。Ⅴ期の可能性が高い。2321は外面に輪積み痕がそのまま残る粗雑なⅤ～Ⅵ期の鉢Ｂ類。

図568　SD0633～SD0635遺物実測図（１）
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図569　SD0633～SD0635遺物実測図（２）
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図570　SD0572遺構図
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2324はⅥ期の甕A3類。口縁部が比較的長く立ち上がり、頸部以下には直線文２帯、刺突文を施文す

る。2248は胴部がやや胴長だが、壺Ｆ類とした。2350は高坏Ｂ類の坏部、2352は壺Ａ類の口縁部片で

ある。2354は甕B4類で、口縁部の立ち上がりが長い。2353は甕D3類でⅦ期の資料である。2333は器台

B1類で、端部に１本の沈線が残る。2339・2340はⅧ期の甕D3類。2344はⅧ～Ⅸ期の山陰系の甕である。

2332はⅩ期の高坏脚部。裾部が強く外反する。2329は大型の指物箱で表面の右側縁部・右側面・裏面

は一部炭化する。下部の右側縁に方形孔が1個あり、孔下部は縦方向の溝に繋がる。2330は厚みのあ

る扁平な板材で上部を削り出して柄状に加工する。下端を欠損する。2328は柾目厚板の分割材で、上

下両端部は欠損している。2355は下端を斜めに加工した杭。上端は欠損している。08-686は杭で下端

を斜めに加工している。2357は細かく面取り加工し、多角柱状の杭材で、上端は炭化する。下端は使

用によるものと思われる摩滅がみられる。2358は籠で二重に折れ曲がった状態で出土した。縦材は３

本単位である。一番右の１本を口縁で捻り、隣の２本の縦材の間に差し込む。下部は縦材２本を寄せる。

2359は籠で縦材２本、横材２本で、２本越え２本潜り２本送りで袋状に編んでいる。2360は削り出し

図571　SD0572遺物実測図（１）
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図572　SD0572遺物実測図（２）
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棒で上端に切断のためと思われる加工痕がある。2363は杭で下部を周縁方向から比較的鋭角に先端を

作り出す。中央部から下部にかけて樹皮を残す。2364は棒材で芯持ち材。下部を縦方向に削っている。

2365は先端を削った芯持ちの棒材。2366は芯持ちの棒材。2369は芯持ち削りだし棒材。2372は板材で

下端を斜めに加工する。2374・2375は杭で表面と裏面の２方向から削り先端を作り出す。2377は桟材

で表面は緩やかに湾曲する。2378は棒材で上部に刃物痕が残る。2379は加工材。太い多角形の柱を縦

に割って杭や横木材に転用している。表面・側面に多角形の柱を加工した時の縦方向の加工痕がある。

裏面に縦割の痕跡が残る。2362は断面が扁平な台形を呈する長い板材。下端を表面の２方向から削り

図573　SD0572・SD0680遺物実測図
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図574　SD0680遺物実測図
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図575　SW002遺物実測図（１）
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先端を作り出す。表面は刃物痕が多く残る。2367は断面台形の細長い板材で、下端を粗く削り、鈍角

に削り出す。上端にむけて加工材の厚みが薄くなる。表面は平滑で丁寧に面取り加工している。建

築部材の残欠品と思われる。2376は分割材で右側面の中央部と下部を縦方向に削る。表面に斜め方

向の刃物痕を残す。2361は板目の矢板で	下部の右側面と左側面を縦方向に削り尖らせている。表面

を縦方向に削っている。2368は板目の矢板で扁平な板材で平面三角形に加工している。先端は段を

つけて削る。中央付近の右側は径1.6cmの不整形な円形孔、左側は径６mmの円形孔が貫通する。2370

は矢板で厚みのある板材の下端を削り尖らせている。2371は板目の矢板で下端を二辺から削って尖

らせている。2373は板材で扁平な板材で下端を尖らせている矢板に加工している。左側辺に長方形

孔を貫通させ、右側辺には径0.6cmの円形孔を１箇所あけている。2346は方形柄孔鍬・狭鍬の未成品

で下部は薄くなる。右側面は薄く加工する。2347は直柄平鍬で、柄孔周囲は、明瞭な段をなして隆

起する。隆起部分の形は、上が丸く下が長く尖った舟形である。丸い隆起部分は、外周を６箇所面

図576　SW002遺物実測図（２）
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図577　SW002遺物実測図（３）
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取りする。着柄角度は孔の角

度から67～70度程度と考えら

れる。

時期　明確な時期決定資料は

認められないが、出土した土

器からみてⅤ期後半～Ⅵ期の

遺構と考えられる。

SD0649（遺構：図579、遺物：

図580・581）

検出状況　Ｂ地区東部南側に

位置する南北方向に縦断する

溝で、北の標高6.08ｍから南

に緩傾斜する位置にある。遺

構は、調査区北側でSD0649に

繋がり、南側でSD0652に直交

して合流する。遺構の切り合

い関係から南側のSD0652より

後出する。

形状　溝は確認範囲で全長

12.4ｍであるが、幅0.6ｍ～

0.8ｍで安定する。深さは、

断面Ａで0.25ｍ、断面Ｂで

0.40ｍ、断面Ｃで0.35ｍであ

る。溝の底面はほぼ平坦で、

断面形状は共通して逆台形となり壁面角度は急傾斜である。北側は未調査部分をまたぎ、長軸がほぼ

同じであるSD0631につながる可能性もあるが、断面形状が皿状に近く、断面形状が異なる。溝の底

面の２箇所に段差が見られ、北から順にそれぞれの段の溝中央の高さが5.76ｍ、5.67ｍ、5.52ｍと

南にゆくにつれ下がる。このSD0649とSD0652が直交する合流点に土坑SK02551・SK02553・SK02554

が位置する。SK02551・SK02553はSD0652の底面で検出された。底面は平坦で断面形状も逆台形に

近い。いずれも楕円形の土坑として図示しているが、SK02553は底面高さがほぼ同じであるSD0649、

SK02554はSD0652の末端部である可能性が高い。この遺構の中央に両遺構に接するSK02551が位置す

る。切り合い関係からはSK02553・SK02554よりもSK02551が先行する。SD0652に沿って長い方形に

近い土坑として図示したが、東側は一段低くなり湧水する。おそらく最下段となるSD0652の井泉（せ

いせん）の部分でSD0649の溝を接続させ、さらに西へ向かって大溝に水を排水したのではないかと考

える。

埋土　断面Ｂで７層ある。中間層は炭化物を含む。中間層～下層に壁面及び周囲の検出面からの流入

図578　 SW002遺物実測図（４）
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図579　SD0649遺構図
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を思わせるブロック土が混入した土層、中間層は周囲の生活痕跡を想定させる炭化物粒を含んだ土層

が認められる。

遺物出土状況　遺物は溝のほぼ中央から木器がまとまって出土し、同じ位置の下層から土器がまと

まって出土した（2384～2386）。また、これらの遺物からやや北側において、中層から鳥形木製品が

出土した（2393）。

出土遺物　いずれもⅤ期後半～Ⅵ期の資料。2384はⅤ・Ⅵ期の鉢Ａ類。脚部のつく少数例である。胴

部外面の中央部分に帯状の煤が付着する。脚部に打ち欠きがみられる。2385はⅤ・Ⅵ期の器台B1類

で内外面に煤が付着する。2386はⅤ・Ⅵ期の壺Ｂ類。2387はⅥ期の高坏で口縁部が強く外反する。

2388・はⅤ・Ⅵ期の壺Ｈ類底部。2390・2391はⅤ・Ⅵ期の甕。2391は口縁端部が平坦である。2380は

壺Ａ類の頸部。頸部に突帯を貼付する。2381・2382は甕の脚部。やや低脚気味なのでⅥ期の資料であ

ろう。2383は壺の底部。丁寧なミガキがあり、小さな底部である。壺B1類の可能性が高い。2393は鳥

形木製品。胴部に組紐のような線刻がある。2392は椅子（腰掛）。

時期　遺存状況のよい2384～2386からⅥ－１期と考えられる。

（６）大溝

SD0381（遺構：図582～591、遺物：図592～614）　

検出状況　Ｂ地区の東部を北から南に縦断し、調査区外に至る。東には並行してSD0577があり、西側

にはSD0587が張り出している。Ｖ層上面において検出した。

形状　南北方向を軸とする溝である。南部では溝の最大幅6.5ｍ、最深部1.2ｍである。中央北部では

浅く、それから深く、幅も東西に広くなり大きな土坑のような形状になる。南部では、人工的な掘り

図580　SD0649遺物実測図（１）
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図581　SD0649遺物実測図（２）
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込みと考えられるような断面形状である。Ｇ断面は皿状で、底面中央より東側が少し深くなっている。

幅4.7ｍ程度、深さ0.35ｍ程度で、壁面は外傾する。Ｈでは２つの皿状の断面が見られる。もとは２

つの別の溝のように考えられる。幅10.4ｍ、深さ0.5ｍで、壁面は外傾する。Ｉ・Ｊ断面は皿状である。

Ｋ断面は皿状である。幅6.7ｍ程度、深さ0.6ｍ程度で、壁面は外傾する。Ｌ断面は皿状で、0.8ｍ程

度である。Ｍ断面は逆台形である。深さ0.9ｍ程度で、壁面は外傾する。Ｎ断面は皿状である。深さ

0.9ｍ程度で、壁面は外傾する。Ｏ断面は逆台形である。幅6.5ｍ、深さ１ｍで、壁面は外傾する。Ｐ

断面は逆台形である。深さ1.55ｍ程度である。

埋土　Ｆ・Ｇ断面では杭が打ち込まれているのを確認した。Ｇ断面は11層に分層した。Ｈ断面は17層

に分層した。Ｉ断面は10層に分層した。Ｊ断面は28層に分層した。Ｋ断面は28層に分層した。Ｌ断面

は52層に分層した。Ｍ断面は31層に分層した。Ｎ断面は26層に分層した。Ｏ断面は、11層に分層した。

Ｐ断面は21層に分層した。どの断面でも植物遺体を含む層が多い。上からヨシやアシを多く含む層、

葉を多く含む層、木を多く含む層となっている。中央部の南端の壁面からは、大溝に３つの流れがあっ

たことが確認できる。Ｍ断面付近では、上層部分が東西に開き、下層部分はやや直立に近い形で人

為的に掘り込まれたのではないかと考えられる。上層から下層まで土の堆積で、最下層が砂礫層と

なる。

遺物出土状況　南部では田下駄2608、鍬2575・2604・2609、えぶり2611、鋤2615、などの木製品が出

土している（出土図４）。未製品から完成品に近いものまである。その他、平たい円柱の側面に穴の

開いた木製品が出土した。石器では、上層から泥岩製の小型方柱状片刃石斧09-108、最低面から泥岩

製の直線刃半円形の石包丁（2587）が出土した。土坑状の深まりには、自然木と土器片が散らばるよ

うに出土した。南部では、埋土中から散在した状況で多くの遺物が出土した。溝側面において根株を

検出した。出土土器は、Ⅰ期～古代まで及ぶが主体はⅠ～Ⅶ期までで、大半はⅤ～Ⅶ期である。土器

は層位的出土をし、上層がⅤ～Ⅶ期、下層がⅣ～Ⅴ期の出土をした。

出土遺物　2394・2395・2397・2399はⅡ期壺口縁部。いずれも頸部に貝施文の直線文がある。2396は

沈線文系土器。連孤状の文様がみられるが、口縁部の段や文様に退化的であることから、Ⅱ期の資料

と考えられる。2398はⅡ期の甕。2404はⅣ期の壺A1類で、口縁端部に２条の凹線がある。2400はⅡ期

の甕で、口縁部が強く屈折する。端部には押圧が認められ、胴部には条痕が認められる。2401はⅣ期

の壺Ｆ類で、口縁部が強く屈曲し、端部は凹面を形成するほど強いナデが認められる。頸部には穿孔

がある。胴部はやや丸みをおび、最大径付近に甕と同様の２列の刺突文がある。胴部下半には煤痕が

顕著に残る。2408は壺底部で木葉痕が認められ、Ⅲ～Ⅳ期の資料の可能性が高い。2409はⅣ期の甕Ａ類。

口縁部が弱く外反し、端部に強い平坦面が認められる。胴部外面にはタタキ痕がなくハケ目のみが認

められる。2402・2403はⅣ期鉢Ｂ類。口縁部が強く屈曲して、端部下端に刺突文が認められる。2410

はⅣ期の壺A1類。筒状の器形を呈すが、全形が不明の資料。胎土・焼成、文様が羽状文であることか

らⅣ期と判断した。2422～2424は甕B2類。口縁部が短く外反して端部には著しい平坦面をもつ、Ⅴ期

の資料である。2411・2412は甕Ａ類のうちⅤ期に相当する資料。口縁部の屈曲が強く、胴部に波状文

を施文する資料がみられる。2415・2416はⅣ期の甕Ａ類。2415は口縁部が強く屈折し、端部は凹面を

形成する。胴部中央には刺突文が認められる。2416は底部まで残る資料。底部には穿孔がある。2405

は底部にきわめて低い脚部がある。2417～2419はⅤ期～Ⅵ期前半の鉢A1類。口縁部の屈曲が強く、端
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図582　SD0381遺構図（１）
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図583　SD0381遺構図（２）
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図584　SD0381遺構図（３）
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図585　SD0381遺構図（４）
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図586　SD0381遺構図（５）
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図587　SD0381遺構図（６）
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図588　SD0381遺構図（７）
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図589　SD0381遺構図（８）
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図590　SD0381遺構図（９）
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図591　SD0381遺構図（10）
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部にやや形骸化した平坦な面が認められる。端部と頸部直下に刺突文・直線文が認められるが、2419

には直線文は認められなかった。2427・2432はⅤ期の高坏B2類。2432は口縁部が坏底部から直立気味

に立ち上がり、脚部は裾部が強く外反する。2427は口縁部が比較的長く立ち上がり端部に平坦面が認

められる。2426・2428～2431・2433・2435・2436・2438・2439はⅤ期高坏B3類。一部のⅥ期初頭の資

料を含む可能性があり、口縁部が強く外反し、端部に平坦面をもつ資料が多い。2433・2438・2439は

ほぼ完存する遺存状況のよい資料。2433は坏部底部の屈曲付近が下方に突出し、沈線が２本めぐる。

脚部は円錐形に広がり、透孔は脚部中程に位置する。2438は2433に器形が類似し、外面には波状文が

２帯施文される。脚部の外反は2433に比べてやや強く、透孔の位置もやや下方である。2439はミガキ

が精緻で口縁・脚部裾端部の平坦面が顕著で、裾端部の外反が強い。脚部は透孔付近から強く外方へ

開く。2441はⅤ期の器台A1類。他にも2442～2444がある。2453・2455は甕Ａ類のうちⅤ期に相当する

資料。口縁部の屈曲が強く、胴部に波状文を施文する資料がみられる。2440・2445・2446は器台B1

類。円形浮文及び刺突文をもつ。Ⅴ期～Ⅵ期の資料。2448はⅤ期の器台A1類。基部は直立気味で、口

縁部が直線的に大きく開く。2452は中型の壺でⅥ～Ⅶ期のF2類。やや口頸部が長くH1類にも類似する。

2452の胴部下半は直線的でケズリ調整によるものである。Ⅴ～Ⅵ期の壺Ａ類に2450がある。Ａ類の胴

部であろう。直線文間に波状文が施文される。壺Ｂ類には2451がある。Ⅵ～Ⅶ期の資料であろう。胴

部のみが遺存する資料は壺Ｃ類を含む可能性がある。胴部があまり膨らまず、小さな底部がつく。外

面には粗いハケ目が認められた。2447は脚部でＡ類の脚部であろう。2464・2471はⅤ期末～Ⅵ期の鉢

A2類。2471の口縁端部の屈曲はやや形骸化しているが、端部は内傾する平坦面をもつ。2465・2466は

Ⅵ期の鉢A3a類。頸部直下に直線文と刺突文が認められる。2468はⅥ期の鉢Ｃ類。内湾する口縁部を

もち、外面には輪積み痕や指頭圧痕が残り、やや粗雑なつくりである。2470はⅥ～Ⅶ期の鉢Ｇ類。口

縁部がわずかに外反する。胴部最大径は口径より小さく、胴部はあまり膨らまない形状と考えられる。

粗いハケ目が認められる。2467は器形からⅥ～Ⅶ期の鉢A2類としたが、外面に丁寧なミガキのある例

外的な資料である。器壁が薄く精製品のようなつくりである。口縁部と胴部に強い被熱痕があり、口

縁端部の１カ所に押圧がわずかに加えられ、片口状にみえる部位がある。その周辺には赤色の顔料が

認められる。2472はⅤ～Ⅵ期鉢Ｂ類。口縁部が内湾し、端部に強い平坦面が認められ、内側が肥厚し

ている。外面には粗いハケ目が認められる。2457・2458は甕A2類でⅤ期の資料と考えられる。2458は

端部に顕著な平坦面が、文様は認められない。他はいずれも口縁端部と胴部に施文が認められ、端部

の平坦面が内傾気味である。2461～2463はⅤ期甕B1類。2463はほぼ完存する良好な資料。頸部がくの

字に屈折して、端部に刺突文を施文する。胴部は膨らみが強く、最大径は胴部中位より上位にある。

脚部は付根から直線的に円錐形に広がる。2456はⅤ～Ⅵ期の甕B2類。口縁端部に強い平坦面があり、

胴部はあまり膨らまない。底部が平底で胴部形状は甕Ａ類に類似する例外的な資料。2488はⅤ期の高

坏の脚部であろう。2475・2476は内面加飾のあるⅦ期高坏C4類。多条沈線の間に山形文、対向山形文

を施文する。2484はⅥ期後半～Ⅶ期高坏C3・4類の脚部。付根から強く開き、裾部がわずかに内湾する。

2473・2474はⅦ期G3類。2474は少条の多条沈線があり、その間に羽状文、山形文、斜格子文を充填する。

2480・2481はⅤ～Ⅵ期の高坏。2480は口縁部が直線的に内傾し、端部が平坦である。2481は精緻なミ

ガキがあり、坏部は椀状を呈する。口縁部が直立し、煤痕が坏部と脚部の一部に認められる。2477は

Ⅵ期前半の器台B1類。脚裾部が欠損するが、残存する形状からみて長脚の器台と考えられる。口縁端
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図592　SD0381遺物実測図（１）
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図593　SD0381遺物実測図（２）
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図594　SD0381遺物実測図（３）
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図595　SD0381遺物実測図（４）
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図596　SD0381遺物実測図（５）



第６節　東部　　315

図597　SD0381遺物実測図（６）
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図598　SD0381遺物実測図（７）
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図599　SD0381遺物実測図（８）
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図600　SD0381遺物実測図（９）
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図601　SD0381遺物実測図（10）
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図602　SD0381遺物実測図（11）
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図603　SD0381遺物実測図（12）
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図604　SD0381遺物実測図（13）
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部をやや上方に拡張する。2495は壺Ａ類の胴部で、Ⅶ期の資料であろう。Ⅴ～Ⅵ期の壺Ａ類に2490～

2494・2496・2497がある。2492は口縁端部下端で３個１組の円形貼付文が認められる。2493は口縁部

が頸部から屈折して開き、口縁端部を下方に拡張する。内面には４方向の４本もしくは５本の沈線が

認められる。そのうちの１カ所にはこの沈線と直角方向に伸びる乱雑な沈線が認められ、旗のように

もみえる。こられの沈線の間にも書き直したような沈線も認められるため、沈線というよりは線刻と

考えられる。2496は直線文下に大きな円形刺突文が認められる。2494は胴部までおよその器形が判明

する資料。胴部は最大径がやや中央から下がる位置にあり、文様がこの付近まで施文が認められる。

直線文が５帯あり、その間に左下がりの刺突文、最下段に右下がりの刺突文を施文する。胴部下半に

は煤痕が顕著である。2490は口縁端部下端が外へ広がり、下方へ拡張される。内面には羽状文が認め

図605　SD0381遺物実測図（14）
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られる。2491は2490と同様の形状で、外面には円形刺突文が認められる。2498はⅦ期の壺Ａ類。口縁

端部が上下に拡張し、内面に羽状文が施文される。壺Ｂ類には2499～2507・2510がある。Ⅵ～Ⅶ期の

資料であろう。そのうち胴部のみが遺存する資料は壺Ｃ類を含む可能性がある。2499・2502・2503は

B1類。丁寧なミガキがあり、口頸部が弱く外反する。2502には籠目痕が認められた。2510は胴部があ

まり膨らまず、小さな底部がつく。外面には粗いハケ目が認められた。2505はⅤ～Ⅵ期壺B3類。口

縁部が外反し、端部を丸くおさめた。2504・2506は壺B2a類。2506は口縁部が強く外反して、端部の

平坦面が顕著である。2504はほぼ器形が判明した資料。胴部が下膨れとなる。壺Ｂ類はほかに2508・

2509・2511・2513がある。Ⅵ～Ⅶ期の資料であろう。そのうち胴部のみが遺存する資料は壺Ｃ類を含

む可能性がある。2511は胴部が強く膨らみ、煤痕が下半に認められる。2512はⅥ期後半～Ⅶ期の壺Ｃ

類。口頸部が直立し、端部が平坦である。器面内外面にハケ目が認められ、胴部最大径付近にのみわ

ずかに横方向のミガキが認められる。1513は壺D3類。頸部がやや外反して、口縁端部がわずかに直立

する。端部には内傾した平坦面があり、甕A3類と同様の形状である。胴部は下膨れとなり、頸部から

胴部にかけて粗いハケ目が内外面に認められる。2507は壺B2a類。口縁部が強く外反して、端部の平

坦面が顕著である。2521は中型の壺でⅥ～Ⅶ期のF2類。やや口頸部が長くH1類にも類似する。壺Ｂ類

には2527がある。Ⅵ～Ⅶ期の資料であろう。2514～2516・2519は壺Ｈ類。2515・2516・2519はⅥ期の

資料で、丁寧なミガキが認められる。2514はⅦ期の資料。外面に多条沈線間に山形文、刺突文を施文

する。2520はⅤ期壺F1類。口縁部がわずかに直立して、端部が平坦である。頸部に穿孔が認められる。

2530・2532～2534は甕A2類でⅤ期の資料と考えられるが、2532・2534のように口縁部屈曲がやや弱い

資料はⅥ期前半の可能性もある。他はいずれも口縁端部と胴部に施文が認められ、端部の平坦面が内

傾気味である。2528・2535はⅥ期の甕A3類。口縁端部の平坦面は認められるが、口縁部内面の屈曲が

弱い。2535のみに施文が認められ、2530・2535は頸部が直立気味である。2536はⅤ～Ⅵ期の甕B2類。

口縁端部に強い平坦面があり、胴部はあまり膨らまない。底部が平底で胴部形状は甕Ａ類に類似する

例外的な資料。口縁端部がわずかに内湾するⅥ期の甕A4類に2541・2543がある。2543は胴部の膨らみ

が強く、内面にケズリ調整が認められる。2540・2545はⅤ～Ⅵ期の甕B2類。口縁端部に強い平坦面が

図606　SD0381遺物実測図（15）
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あり、胴部はあまり膨らまない。底部が平底で胴部形状は甕Ａ類に類似する例外的な資料。2539・

2542はⅥ～Ⅶ期の甕B3類で口縁部の外反が強く、端部が丸い。2563はタタキのある甕でＦ類。Ⅴ～

Ⅵ期初頭であろう。2550～2262はＳ字甕でⅥ～Ⅶ期の甕Ｄ類。Ａ類（2550）、Ｃ類（2553～2557・

2559・2560～2562）があり、Ｃ類が多い。2553・2560は端部が強く外方に引き出され、2555・2556・

2559は肥厚気味である。2558は小型品で口縁部を欠損する。胴部のヨコハケは胴部中央やや上位に

ある。2577は８世紀代の須恵器坏身で「＋」状の線刻が認められる。2564は口縁部が短く屈折する

甕E6類。Ⅵ～Ⅶ期の資料であろう。2568～2570はⅥ期前後の手捏ね土器。2568は手捏ね土器として

はやや大型品である。2571は土製紡錘車。両端からの穿孔がある。2572は半円形の形状を呈し、中

央に穿孔が認められる。何か小型品の把手であると考えられる。胎土はⅣ～Ⅴ期のものに類似する。

2576は８世紀後半代の須恵器蓋。つまみは扁平で上部がつぶれ気味である。自然釉薬が付着。2572

はⅤ期～Ⅵ期の土製品。2571はⅤ期～Ⅶ期の土製品。2624はみかん割り材を用いた鍬の未成品。断

面は方形でやや丸みをもつ。裏面右端には、整形のためか削り痕が残る。2618は払い鍬。柄孔隆起

は、身の周囲から柄孔に向けて厚くなる。刃端部は、薄く加工する。2616は整形された板材で断面

は方形である。上面と下面に横方向の刃物痕を残す。床材の可能性がある。2617は樹皮で作った留

具。巻いた状態で出土した。2625は蹴放し。凸部をつくり出す。左側に抉りがある。2626は柱材で

縦方向の加工がある。丸い柱を1/6に分割し解体したもので、断面は三角形を呈する。2628は角材で

下端部は斜めに加工する。両側面も斜めに加工し、断面は台形となる。2629は桟材で表裏面に縦方

向の加工がある。上端部は面取りをし丸みを帯びる。2631～2633は杭。2631～2633は丸木芯持材で

2627・2630・2631は周縁方向から比較的鋭角に先端を作り出す。2635は自然木を利用した柱の横木

受けか。上下両端部を欠損する。2619・2621・2623・2634・2636～2645は丸木芯持材を用いた杭で

先端形状のわかるものは全て周縁方向から比較的鋭角に先端を作り出している。2622は端材で縦方

向の加工痕があり、断面は三角形となる。2594は作業台。柱の上端部分の受け口を作業台として再

利用している。左側の直角に削った所にも柱に直交する材がかかっていたと思われる。下端部は炭

化している。両面と先端に加工痕が残る。2595は平鍬。鍬隆起部と柄が装着された状況で出土して

いる。平鍬は隆起部のみであるが、平面形は上部が円形、下部が方形になるとも思われる。削りだ

しの直柄は部分的に欠損しているが、ほぼ完形である。柄には縦方向の細かい加工があり断面はほ

ぼ円形、上下両端部は平らに加工されている。鍬側面と柄上方に柄と隆起部を留めるための材を入

れる孔がある。2596は細い棒状板材で上下両端部は欠損する。表面は平坦で側縁は面取りしている。

2597は桟材で上下両端部を欠損する。断面は三角形を呈する。2598は板材で上下両端部を欠損する。

2599は指物か祭祀具になる前のもの。古代。表面にヤリガンナによる面成形痕がある。左側縁を薄く、

上端部を斜めに加工し、左上部にＬ字状の切り込みを入れる。下端部と裏面上部は欠損する。2600

は壁板か床板の下端部を尖らせて矢板に転用したもの。表面の凹みは扉の耳受け用か。2601は台輪

の端材。表面に斜めのチョウナ痕、裏面に縦方向のチョウナ痕がある。上面は弧を描くように加工

され、右両端部は真っ直ぐに加工されている。下端部は荒く斜めに再加工されている。2602は桟材。

側縁部面取りした幅の狭い板で下部に後であけた穴がある。裏面に加工痕が残る。2603はたも枠の

柄で端部は欠損している。持ち手の先端で一部焦げ痕がある。2604は鋤。断面はやや反った長方形

である。表裏側面ともに加工痕があり、先端部を丸く加工する。2605は木包丁。下端部には表面か
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図607　SD0381遺物実測図（16）
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図608　SD0381遺物実測図（17）
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図609　SD0381遺物実測図（18）
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図610　SD0381遺物実測図（19）
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図611　SD0381遺物実測図（20）
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図612　SD0381遺物実測図（21）
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図613　SD0381遺物実測図（22）
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図614　SD0381遺物実測図（23）
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らの加工で片刃を作っている。穿孔は左右ともに２カ所ある。刃部に使用痕を残す。2606は泥除で上

端部と右側部を欠損する。左上部には穴がある。表面には幅の狭いチョウナの加工がある。2608は輪

かんじき田下駄の足のせ台で表裏面に縦方向の加工がある。中央部に方形の穿孔が２つあり、上部と

下部にも穿孔が１つずつある。上下両端部は欠損している。2611はえぶりで表裏面に加工あり。中央

部に両面から方形の穿孔を削りだす。下端部にはＶ字状の抉りを６つ入れる。弥生時代後期～古墳時

代前期のものと思われる。2609は四ツ又鍬で表面と上面に細かい加工がある。上部中央の長方形の穿

孔は斜めに入っている。断面は蒲鉾形となる。弥生時代中期。2607は泥除で、左右両端を両面から加

工している。2612は大型槽の未成品で、裏面に加工痕があり、左側は斜めに立ち上がる。底中央に水

抜き用の方形孔が２つある。2610は丸太・加工材。2613は槽・盤。2614は柱根。2620は横架材。2615

は鋤。2589は砂岩製の砥石。2581はガラス小玉。2591は凝灰質砂岩製の叩石類。2590は花崗閃緑岩製

の叩石類。2582は瑪瑙製の棗玉。2583はガラス小玉。2586は泥岩製の小型方柱状片刃石斧。無抉式で

あるが、抉りのある部分に浅い溝が見られる。2588は砂岩製の砥石。2584はガラス小玉。2585はガラ

ス小玉。2587は泥岩製の直線刃半円形の石包丁で紐部は両側から穿孔される。2592は砂岩製の砥石。

1085は不明鉄製品。

時期　遺物から判断すると下層は弥生時代中期（凹線文土器の出土）から後期初頭、中層は弥生時代

後期初頭、上層は弥生時代後期末から古墳時代前期初頭となり、弥生時代中期から古墳時代初頭まで

機能していた可能性があると考えられる。

水制遺構　

SW001（遺構：図615～617、遺物：図618）

検出状況　Ｂ地区東部中央に位置する。Ｖ層上面において検出した。大溝の東肩部を検出している途

中、植物遺体を多く含む層を検出した。平面的に大きな楕円形状に広がるため、別遺構として設定し

た。大溝から水を取り入れるため掘削して構築したものと思われる。

形状　平面形は楕円形状である。長軸8.68ｍ、短軸3.38ｍ、深さ0.24ｍである。断面形は皿状である。

底面に凹凸がある。壁面は緩やかに傾斜する。この遺構から、すぐ東の南北に位置するSD0577の深さ

と幅が増していく形状になることから、SD0577に向かっての導水をしていたのではないかと考えられ

る。ただし、SW001からSD0577に直接つながる溝状の遺構は検出できていない。杭列の中央から若干

南東寄りの構造が他よりもしっかりしたものになっているように見えることから、水口といったよう

な設備があった可能性が考えられる。この構造の南側の大溝の様子を見ると、底が深くなっている。

これは水によってえぐられた可能性が考えられる。

埋土　５層に分層した。遺構の中央付近が深くなり、植物遺体を多く混じる土も中央に向かって厚く

堆積する。遺構の外側にはあまり厚く堆積していない。底面は砂礫層となる。北西から南東にかけて

木が垂直方向に打ち込まれていることを確認できた。また、その上には横になっている木もあった。

完掘後、断ち割りを行い、杭の打ち込まれている状況を確認した。杭はおよそ北西から南西にかけて

打ち込まれており、底面より上の部分はすでに捎壊しており、板や横木などはほとんど残っていなかっ

た。杭は若干角度を付けて打ち込まれており、北側の杭と南側の杭が交差し支え合うような構成になっ

ている。杭列は中央より若干南東によった部分が杭の長さや直径が他よりも大きくなり、しっかりと



第６節　東部　　335

した構造に見える。

遺物出土状況　底面付近から土器片が少量出土する。垂直方向に打ち込まれた大量の木が出土する。

分類は鍬刃先１点、竿１点、杭121点、柱根１点、建築部材１点、構造部材１点、床材１点、棒材16点、

木片１点、加工材９点、自然木14点の計167点である（出土図１）。

出土遺物　小さい土器片のため、図示可能な土器は出土しなかった。2466・2467は杭状木製品。

時期　大溝にも規模は小さい杭列が存在する。大溝の下層は弥生時代中期から後期初頭、中層は弥生

時代後期初頭、上層は弥生時代後期末から古墳時代前期初頭となり、弥生時代中期から古墳時代初頭

まで機能していた可能性があると考えられる。上記のことから考えると弥生後期～古墳前期であると

考えられる。大溝に関連した遺構と思われるので、大溝と同時期の弥生後期～古墳前期と考えられる。

図615　SW001遺構図（１） 図616　SW001遺構図（２）
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図617　SW001遺構図（３）
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図618　SW001遺物実測図

表38　柵跡一覧表

遺構番号 調査区画
検出
層位

長さ(ｍ) 主軸方位 新>●>旧 時期 備考 挿図 図版

SA009 KG2～3 Ⅴ上 2.96	 N20°W Ⅵ～Ⅶ期 549 －

SA010 KH2 Ⅴ上 1.16	 N12°W Ⅵ～Ⅶ期 549 －

SA011 KG9～I9 Ⅴ上 11.08	 N4°W Ⅵ～Ⅶ期 551 －

表39　柵跡柱穴一覧表（１）

遺構番号
現場遺構
番号　

調査
区画

検出
層位　

埋土
平面
形状

断面形
状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧
出土
遺物

備考

SA009-P1 07_D0213 KG02 Ⅴ上 2層	G 円形 A3a1 0.24	 0.23	 0.10	 0.08	 0.22	 H

SA009-P2 07_D0214 KG02 Ⅴ上 2層	G 円形 B2a2 0.25	 0.20	 0.12	 0.10	 0.24	

SA009-P3 07_D0216 KG03 Ⅴ上 2層	G 円形 B2a1 0.18	 0.16	 0.09	 0.07	 0.10	

SA010-P1 07_D0215 KH02 Ⅴ上 3層	G 円形 B2a1 0.21	 0.18	 0.10	 0.08	 0.12	

SA010-P2 07_D0217 KH02 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.17	 0.16	 0.08	 0.06	 0.08	

SA010-P3 07_D0218 KH02 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.16	 0.14	 0.05	 0.04	 0.09	

SA011-P1 07_D0035 KG09 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B1a2 0.32	 0.28	 0.22	 0.12	 0.16	

SA011-P2 07_D0036 KG09 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 A1a1 0.27	 0.26	 0.08	 0.05	 0.13	

SA011-P3 07_D0037 KG09 Ⅴ上 2層	E 円形 A1a1 0.20	 0.18	 0.12	 0.10	 0.10	

SA011-P4 07_D0038 KG09 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.24	 0.20	 0.14	 0.12	 0.10	

SA011-P5 07_D0039 KH09 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.27	 0.24	 0.15	 0.08	 0.06	
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表40　柵跡柱穴一覧表（２）

遺構番号
現場遺構
番号　

調査
区画

検出
層位　

埋土
平面
形状

断面形
状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧
出土
遺物

備考

SA011-P6 07_D0040 KH09 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a1 0.25	 0.21	 0.12	 0.07	 0.04	

SA011-P7 07_D0041 KH09 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B1a1 0.28	 0.14	 0.18	 0.07	 0.05	

SA011-P8 07_D0043 KI09 Ⅴ上 2層	B 不整長楕円形 A1a1 0.54	 (3.20) 0.42	 0.15	 0.13	

SA011-P9 07_D0044 KI09 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A1a2 0.26	 0.24	 0.21	 0.14	 0.06	

表41　溝状遺構一覧表（１）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0381

06_D1025
07_C0001
08_D0258
09_D0048
09_C0386

F～JR16～
T15

Ⅴ上 52層	H

B1a1
B5c3
B2a1
A1a1

(109.60) 8.72	 (109.60) 5.74	 1.10	
SD0493，SD0546，SD0560>S
D0581>

不明
H，P，T，
S，W，I

大溝
582
～
591

69～
71・
90

SD0383
07_C0096
09_C0350

F～JS11～
F13

Ⅴ上 8層	C
A3a1
A2a1

(51.75) 0.80	 (51.75) 0.50	 0.37	 SD0556，SK01984> Ⅵ-1 H，S，W －
39・
72・
73

SD0466 09_C0387 FR7～S7 Ⅴ上 2層	C A1a1 2.79	 0.57	 2.57	 0.37	 0.13	
>SK02007，SK02010～
SK02014，SK02018，SK0202
1～SK02024

Ⅵ期前半 H 466 －

SD0467 08_E0666 FS6～T6 Ⅴ上 1層	A A1a1 (2.86) 0.90	 (2.86) 0.54	 0.08	 >SD0468，SZ067 Ⅵ期以降 H，W － 73

SD0468 08_E0667 FT7 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.26) 0.52	 (1.26) 0.21	 0.08	 SD0467> Ⅵ期以前 H 468 73

SD0469 08_E0658 F～JT6～A6 Ⅴ上 2層	B A2a1 (6.64) 0.32	 (6.64) 0.15	 0.12	 SD0467>>SK01933 Ⅴ期 H，S 468 73

SD0470 08_E0679 JE6 Ⅴ上 1層	A A1a1 (0.47) 2.21	 (0.47) 0.07	 0.10	 SD0471> 弥生～古墳 H － －

SD0472 08_E0691 JG6 Ⅴ上 4層	D A2a1 1.92	 0.70	 1.53	 0.40	 0.24	 SZ069> 弥生～古墳 － －

SD0473 08_E0652 JH6 Ⅴ上 1層	A B2a1 (1.45) 0.22	 (1.45) 0.14	 0.07	 SK01925> 弥生～古墳 H － －

SD0474 08_E0651 JH6 Ⅴ上 1層	A B1a1 (1.30) 0.21	 (1.30) 0.12	 0.06	 SK01925> 弥生～古墳 H － －

SD0475

08_D0165
08_D0179
08_D1054
08_D1055
08_E0646
09_D0105

JH6～L12 Ⅴ上 6層	D
A1a1
A2a1
B1a1

(40.68) 1.28	 (39.98) 0.84	 0.28	 SD0587>>SZ066，SZ073 Ⅵ期以降
H，T，S，
W

470・
471

74・
75

SD0476
08_D0166
08_E0645
09_D0096

JH6～J10 Ⅴ上 4層	B
A1a1
A2a1 (24.44) 0.75	 (23.87) 0.26	 0.30	 SD0477>>SZ073 Ⅶ期以降 H，T

470・
471

74・
75

SD0477
08_D0169
08_E0623
09_D0104

JJ8～K7 Ⅴ上 2層	B
A1a1
A2a1
B1a1

(18.81) 0.47	 (18.53) 0.36	 0.12	 SK02288>>SK02289 Ⅷ期以降 H 475 －

SD0478
08_D0168
09_D0101

JJ8～J9 Ⅴ上 2層	C A2a1 (3.39) 0.51	 (3.25) 0.25	 0.18	 >SK02289 Ⅵ期以降 H 475 －

SD0479 08_E0627 JL7 Ⅴ上 1層	A A1a1 (3.97) 0.50	 (3.97) 0.28	 0.06	 SD0479> 弥生～古墳 H － －

SD0480
08_D0175
08_E0626
09_D0090

JK8～L7 Ⅴ上 2層	C
A1a1
A2a1

(13.98) 0.40	 (13.75) 1.12	 0.12	
SK01917>>SD0479，SD0501
，SD0528

Ⅵ期以降 H
475・
476

－

SD0482 08_E0630 JL6～M7 Ⅴ上 2層	B A1a1 (2.68) 0.78	 (2.68) 0.32	 0.22	 >SK01919 弥生～古墳 H － －

SD0483
08_D0225
08_E0656
09_D0074

JM6～M9 Ⅴ上 2層	C
A1a1
A2a1

(15.99) 0.77	 (15.95) 0.38	 0.21	
>SD0552，SD0533，SD0534，
SK01919，SK02304

Ⅶ期以前 H
475・
476

75

SD0484 08_E0637 JM6～M7 Ⅴ上 1層	A B2a1 (3.05) 0.72	 (3.05) 0.56	 0.07	 SD0485，SK01920> 弥生～古墳 － －

SD0485 08_E0634 JM6～M7 Ⅴ上 2層	B A1a1 (3.00) 0.72	 (3.00) 0.23	 0.18	 >SD0484 Ⅵ期 H 478
75・
76

SD0486 08_E0635 JM6～N7 Ⅴ上 1層	A A1a1 (2.55) 0.54	 (2.55) 0.21	 0.10	 弥生～古墳 H － 76

SD0487 08_E0638 JN6～N7 Ⅴ上 2層	C A2a1 (3.02) 0.28	 (3.02) 0.11	 0.16	 Ⅴ期以降 H
480
～
482

76

SD0488 08_E0639 JN6～N7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (3.07) 0.36	 (3.07) 0.10	 0.15	 弥生～古墳 H － 76

SD0489 08_E0640 JN6～7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (2.82) 0.28	 (2.82) 0.08	 0.10	 >SD0490 弥生～古墳 H，S － －

SD0490

08_D0187
08_E0643
08_E0644
09_D0015

JN6～Q9 Ⅴ上 3層	C
A1a1
A2a1

(29.86) 0.93	 (29.81) 0.57	 0.28	
SD0493，SK01921，SK01922
>>SK02320，SP0186

Ⅴ期以降 H，S
480
～
482

76・
77

SD0491 08_E0672 JQ7 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.58	 0.70	 2.26	 0.49	 0.10	 >SK01934，SK01935 Ⅷ期以降 H
484・
485

77

SD0492 08_E0680 JR7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (3.36) 0.27	 (3.36) 0.13	 0.15	 >SK01941 弥生～古墳 H － －

SD0493
06_D0738
08_E0683
09_D0011

JQ8～R7 Ⅴ上 3層	C
A1a1
B1a1

(36.22) 1.02	 (36.22) 0.62	 0.22	
SK02364，SD0510>>SK0236
7，SD0490，SD0494，SZ079

Ⅴ～Ⅵ期
H，P，T，
W

499
77・
78

SD0494 08_E0684 JQ7 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.20) 0.58	 (1.20) 0.31	 0.11	 SD0493，SD0495> 弥生～古墳 H － －

SD0495
06_D0790
08_E0681

JR7～T10 Ⅴ上 6層	H
A2a1
B1a1

(20.84) 1.22	 (20.84) 0.91	 0.35	
>SD0494，SD0514，SK02381
，SZ082

Ⅵ～Ⅶ期 H，S，W

484・
485・
487
～
491

78～
81

SD0496 08_E0682 JR7～S7 Ⅴ上 2層	C A2a1 (3.10) 0.23	 (3.10) 0.14	 0.15	
Ⅴ～Ⅵ期前
半以降

H － －

SD0497 08_E0687 JS7～T7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (2.15) 0.44	 (2.15) 0.21	 0.13	 SD0498，SK01940> 弥生～古墳 H
484・
486

81

SD0498 08_E0686 JS7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (3.26) 0.31	 (3.26) 0.15	 0.14	 >SD0497，SK01939 Ⅶ期以降 H，S
484・
485

81

SD0499 08_D0163 JH8 Ⅴ上 2層	C A1a1 (4.87) 0.75	 (4.70) 0.36	 0.18	 >SD0500，SZ073 Ⅴ期以降 H，S 501 81

SD0500 08_D0162 JH8 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.10) 0.58	 (0.88) 0.26	 0.14	 SD0499> 弥生～古墳 H － －
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0501 08_D0176 JK8 Ⅴ上 3層	B B1a1 (6.25) 0.87	 (6.17) 0.33	 0.15	 SD0480> Ⅵ期以降 H 503 81

SD0502 08_D0230 JK8 Ⅴ上 1層	A A2a1 (2.90) 0.33	 (2.94) 0.25	 0.14	 SD0503>SD0501 弥生～古墳 H － －

SD0503 08_D0228 JL8 Ⅴ上 2層	B B2a2 (2.53) 0.39	 (2.52) 0.32	 0.17	 >SD0501，SD0502 弥生～古墳 H，S － 81

SD0504 08_D0227 JL8 Ⅴ上 2層	C A2a1 2.05	 0.35	 1.85	 0.17	 0.11	 弥生～古墳 T － －

SD0505 08_D0226 JL8 Ⅴ上 2層	C A1a1 (1.69) 0.42	 (1.47) 0.20	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SD0506
08_D0189
09_D0053

JN8～N9 Ⅴ上 3層	C
A1a1
A2a2

(6.77) 0.52	 (6.69) 0.34	 0.21	
SD0507>>SD0491，SD0551，
SK02331

Ⅵ期以降 H
480
～
482

81・
82

SD0507
08_D0188
09_D0054

JN8～N9 Ⅴ上 3層	C
A1a1
B1a1

(4.75) 0.83	 (4.40) 0.54	 0.13	
>SD0490，SD0506，SD0540，
SD0551

Ⅵ期以降 H
480
～
482

82

SD0508
08_D0191
09_D0059

JO8～O9 Ⅴ上 3層	C B1a1 (6.34) 1.02	 (6.08) 0.64	 0.11	 SD0490>>SB120
Ⅵ～Ⅶ期以
降

H
480
～
482

82

SD0509
06_D0731
09_D0066 JP8～P9 Ⅴ上 1層	A

A1a1
A2a1

(5.99) 0.45	 (5.99) 0.17	 0.10	
SD0490，SK02357，SK02358
>

Ⅵ～Ⅶ期以
降

H
480
～
482

－

SD0510 06_D0737 JQ8～R9 Ⅴ上 1層	A B2a1 (7.30) 0.35	 (7.30) 0.25	 0.15	
SD0512>>SD0493，SK02377
，SK02378

弥生～古墳 H － －

SD0511 06_D0747 JR8 Ⅴ上 1層	A B1a1 (2.10) 0.24	 (2.10) 0.18	 0.05	 SD0512>>SK02377 弥生～古墳 H － －

SD0512 06_D0745 JR8 Ⅴ上 1層	A B3a2 (1.18) 0.18	 (1.15) 0.13	 0.18	 >SD0510，SD0511，SK02377 弥生～古墳 H － －

SD0513
06_D0782
09_D0012

JQ9～R9 Ⅴ上 3層	D
A1a1
B1a1

(7.13) 1.12	 (6.90) 0.93	 0.15	
SD0510，SK02369，SK02370
，SK02377>

Ⅵ期以降 H
484・
485

82

SD0514 06_D1012 JR8～S8 Ⅴ上 1層	A B1a1 (4.83) 0.72	 (4.70) 0.62	 0.12	
SD0495，SK02379，SK02381
，SZ082>>SK02380

弥生～古墳 H － －

SD0515 06_D0853 JS8～T8 Ⅴ上 5層	H B6c1 (4.80) (0.78) (4.80) (0.20) 0.42	 SD0495，SK02382> Ⅵ期以降 H，W
484・
485

83

SD0516 06_D0861 JT11 Ⅴ上 4層	H B2a2 (1.08) 0.62	 (0.96) 0.35	 0.21	 >SK02399 弥生～古墳 H － －

SD0517 06_D0870 JT12～T13 Ⅴ上 1層	A B2a1 (0.78) 0.22	 (0.68) 0.12	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SD0518 06_D1046 JS16～T16 Ⅴ上 2層	B B1a1 (2.65) 1.32	 (2.65) 1.07	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SD0520 08_D0105 JD9 Ⅴ上 2層	B A1a1 (3.03) 0.49	 (2.83) 0.24	 0.14	
SK02255，SK02263>>SD051
9，SK02265

弥生～古墳 H － －

SD0522 08_D0297 JN12 Ⅴ上 3層	H B1a1 (6.56) 2.22	 (5.96) 1.72	 0.14	 弥生～古墳 H，T － －

SD0523 08_D0217 JO12 Ⅴ上 4層	B B1a2 (1.92) 0.73	 (1.75) 0.63	 0.18	 弥生～古墳 － －

SD0524 08_D0250 JP13
Ⅰc
基

2層	B B1 (2.45) 0.61	 (2.77) 1.22	 (0.13) >SZ078 中近世 H 505 83

SD0525 08_D0251 JP13
Ⅰc
基

1層	A B1 (2.76) 2.17	 (2.75) 2.14	 0.04	 >SZ078 中近世 H，P － 83

SD0526 09_D0126 JE9 Ⅴ上 1層	A B1a1 4.70	 0.48	 4.50	 0.15	 0.07	 SK02351> 弥生～古墳 H － －

SD0527 09_D0124 JE8 Ⅴ上 1層	A A2a1 (2.23) (0.28) (2.02) (0.20) 0.11	 弥生～古墳 H － －

SD0528 09_D0091 JK9 Ⅴ上 2層	B A2a1 2.40	 0.27	 2.18	 0.11	 0.11	 SD0480> 弥生～古墳 H － －

SD0529 09_D0093 JK9 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.87	 0.30	 2.70	 0.12	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0530 09_D0087 JK9 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.90	 0.36	 0.80	 0.25	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0531 09_D0083 JL9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (2.46) 0.27	 (2.24) 0.08	 0.08	 SD0552> 弥生～古墳 － －

SD0532 09_D0073 JM9 Ⅴ上 1層	A A2a1 4.63	 0.22	 4.40	 0.10	 0.15	 SK02333> 弥生～古墳 － －

SD0533 09_D0075 JM9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (13.80) 0.30	 (13.00) 0.10	 0.14	
SD0483，SD0532，SD0552，S
K02334>>SZ076

弥生～古墳 H － －

SD0534 09_D0077 JM10 Ⅴ上 1層	A A2a1 (6.36) 0.35	 (0.21) 0.11	 0.15	 SD0483> 弥生～古墳 H － －

SD0535 09_D0076 JM9 Ⅴ上 1層	A A1a1 20.40	 0.25	 1.90	 0.15	 0.07	 SK02336> 弥生～古墳 － －

SD0536 09_D0062 JN9 Ⅴ上 2層	B A1a1 5.78	 0.47	 5.46	 0.20	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SD0537
08_D0220
09_D0057

JN8～N9 Ⅴ上 3層	F
A2a1
A2a3

(6.78) (0.45) (6.62) 0.37	 0.22	 >SD0538 Ⅴ期 H
475・
476

84

SD0538 09_D0056 JN9 Ⅴ上 1層	A A1a1 5.33	 0.35	 5.15	 0.16	 0.10	 SD0537> Ⅴ期 H
475・
476

81

SD0539 09_D0058 JN9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (2.95) 0.35	 (2.95) 0.21	 0.15	 SD0538>>SD0540 弥生～古墳 H － －

SD0540 09_D0055 JN9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (4.12) 0.31	 (4.04) 0.16	 0.12	 SD0507>>SD0539，SK02331 弥生～古墳 H － －

SD0541 09_D0052 JO9 Ⅴ上 1層	A A3a1 3.20	 0.30	 2.80	 0.12	 0.22	
SK02329，SK02330>>SD049
0，SK02331

弥生～古墳 H － －

SD0542 09_D0060 JP9 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.50	 0.60	 1.94	 0.32	 0.11	 SD0490>>SZ077 弥生～古墳 H － －

SD0543 09_D0036 JS10 Ⅴ上 1層	A A2a1 (1.27) 0.26	 (1.27) 0.10	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SD0544 09_D0030 JS10 Ⅴ上 2層	D A2a1 (1.32) (0.32) (1.32) (0.12) 0.11	 弥生～古墳 H － －

SD0545 09_D0028 JS11 Ⅴ上 2層	D A2a1 (5.35) (0.42) (5.30) (0.12) 0.15	 >SZ080 弥生～古墳 H － －

SD0546 09_D0130 JR15 Ⅴ上 3層	D A1a1 (2.22) 0.80	 (2.22) 0.43	 0.17	 >SD0381 弥生～古墳 H，T － －

SD0547 09_D0038 JS16 Ⅴ上 1層	A B1a1 (1.71) 0.66	 (1.57) 0.33	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SD0548 09_D0039 JS16 Ⅴ上 1層	A B1a1 (2.08) 0.52	 1.92	 0.32	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0549 09_D0047 JR17 Ⅴ上 2層	B A1a1 6.60	 1.12	 5.50	 0.44	 0.22	 Ⅲ期後半 H 381 84

SD0550 09_D0110 JO9 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.35) 0.45	 (1.10) 0.25	 0.10	 SD0508> 弥生～古墳 H － －

SD0551
08_D0190
09_D0051

JO8～9 Ⅴ上 2層	C
A1a1
A3a1

(6.62) 0.38	 (6.60) 0.19	 0.18	
SD0506，SD0507，SK02330>
>SD0490

不明 H
480
～
482

84

SD0552
08_D0231
09_D0063
09_D0080

JL8～N9 Ⅴ上 2層	C
A1a1
A2a1
B2a1

(19.25) 0.49	 (18.78) 0.37	 0.22	
SD0483，SD0536>>SK02304
，SZ074

Ⅶ期以降 H
475・
476

84・
85

SD0553 09_C0369 FR12 Ⅴ上 2層	C A1a1 2.52	 0.38	 2.30	 0.20	 0.11	
SD0556>>SK01999，SK0202
5

弥生～古墳 － －

SD0554 09_C0391 FR12 Ⅴ上 2層	C A1a1 4.40	 0.64	 3.86	 0.40	 0.11	
SD0556，SK01995～
SK01997>

弥生～古墳 H － －

SD0555 09_C0390 FR12～R13 Ⅴ上 2層	C A1a1 1.37	 0.52	 1.30	 0.28	 0.12	 SD0556，SK02008> 弥生～古墳 H － －

SD0556 09_C0301 FR11～R15 Ⅴ上 3層	C A2c1 18.50	 0.75	 18.40	 0.30	 0.28	
>SD0383，SD0553，SD0554，
SD0558，SD0561，SK02002，
SZ055

弥生～古墳 H，T，S － －

SD0557 09_C0372 FR13 Ⅴ上 1層	A A1a1 1.77	 0.35	 1.74	 0.25	 0.06	 SD0556>
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H － －

SD0558
07_C0022
09_C0377

F～JR14～
E14

Ⅴ上 5層	C
A1a1
A2c1 (70.94) 0.80	 (70.28) 0.32	 0.51	 SD0556，SK02097>

Ⅴ期末～Ⅵ
期

H，S
513・
514

－

表42　溝状遺構一覧表（２）
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0559
07_C0018

09_C0383

F～JR15～
H15

Ⅴ上 8層	B
A1a1
A2a1 (53.27) 1.56	 (52.99) 0.46	 0.31	 SD0556>>SD0560，SZ055

Ⅴ期末～Ⅵ
期

H，P，T，
S，W，I

552 85

SD0560 09_C0384 FR15～R16 Ⅴ上 1層	A A1a1 5.94	 1.00	 5.94	 0.92	 0.08	 SD0381，SD0559>>SZ055 弥生～古墳 H － －

SD0561 09_C0374 FR13 Ⅴ上 4層	C A1a1 3.84	 1.40	 3.84	 0.60	 0.21	 SK02000>>SZ057 弥生～古墳 H － －

SD0562 07_C0139 JA9～B10 Ⅴ上 4層	C A1a1 6.94	 0.48	 6.81	 0.14	 0.12	 SK02126> 弥生～古墳 H － 85

SD0563 07_C0138 JB10～B11 Ⅴ上 1層	A A1c1 2.90	 0.28	 2.78	 0.12	 0.02	 弥生～古墳 H － －

SD0564 07_C0176 JA11～B12 Ⅴ上 6層	C A2a1 (3.55) 0.47	 (3.39) 0.13	 0.24	 Ⅵ-1期 H 431 85

SD0565 07_C0269 JB10 Ⅴ上 1層	A A1a1 4.63	 0.39	 4.38	 0.17	 0.06	 弥生～古墳 H － 85

SD0566 07_C0166 JA9～D11 Ⅴ上 5層	C A3a1 26.50	 0.35	 25.78	 0.09	 0.35	 Ⅵ-1期 H，S
440
～
443

86

SD0567 07_C0179 JD10～D11 Ⅴ上 2層	B A1a1 (2.21) 0.70	 (2.21) 0.48	 0.14	 弥生～古墳 H 446 －

SD0568 07_C0178 JD11～F11 Ⅴ上 3層	C A2a1 12.73	 0.32	 12.53	 0.21	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SD0569 07_C0110 JD12～E12 Ⅴ上 2層	B A1a1 3.89	 0.58	 3.66	 0.27	 0.10	 弥生～古墳 H，S － －

SD0570 07_C0203 JE12～F12 Ⅴ上 1層	A A1a1 4.29	 0.57	 4.25	 0.50	 0.03	 弥生～古墳 H，W － －

SD0571 07_C0236 JF12～F13 Ⅴ上 2層	D A1a1 3.17	 0.78	 2.69	 0.45	 0.15	 Ⅵ期以前 H 371 －

SD0572
06_F0005
07_D0034

KC8～J9 Ⅴ上 4層	C A1a1 (37.43) (1.14) (33.43) 0.37	 0.30	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H，S，W
566・
570

86

SD0573 07_C0238 JF11～G13 Ⅴ上 5層	B B1b1 3.64	 0.75	 3.33	 0.17	 0.15	 Ⅲ期以降 H 371 86

SD0574 07_C0244 JG11 Ⅴ上 2層	B A1a1 (2.34) 0.49	 (2.34) 0.26	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SD0575 07_C0225 JF11～H12 Ⅴ上 7層	C A2a1 (3.10) 0.92	 (3.05) 0.40	 0.36	 Ⅲ期以降 H 371 －

SD0576
07_C0183
08-D1041

JH11 Ⅴ上 3層	B
A1a1
A2a1 (7.83) 0.78	 (7.41) 0.50	 0.21	 SK02190>>SK02192 弥生～古墳 － 86

SD0577
07_C0035
08_D1017

JF16～P16 Ⅴ上 11層	B A2a1 (51.53) 3.67	 (50.53) 3.43	 0.31	
SD0588，SK02194>>SD0381
，SD0589

Ⅵ期以降
H，P，T，
S，W

552・
553
555
～
558

86～
88・
90

SD0578 07_C0016 FS14～S16 Ⅴ上 1層	A A1a1 (10.25) 0.42	 (10.10) 0.08	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SD0579 07_C0021 FS13～T15 Ⅴ上 1層	A A1c1 (10.32) 0.28	 (10.22) 0.10	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SD0580 07_C0020 FS15～T16 Ⅴ上 1層	A A1a1 (8.38) (8.29) 0.38	 0.18	 0.15	 Ⅶ期以前 373 －

SD0581 07_C0118 FS17～T17 Ⅴ上 2層	B A2c1 (1.26) 0.54	 (0.98) 0.35	 0.28	 SD0381> 弥生～古墳 H － －

SD0582 07_C0117 FT17 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.03) 0.28	 (0.93) 0.17	 0.08	 弥生～古墳 H，S － －

SD0583 07_C0019 JA17 Ⅴ上 3層	B A1c3 (2.22) 0.78	 (2.08) 0.24	 0.12	
Ⅴ期末～Ⅵ
期

H － －

SD0584 07_C0002
F～JT17～
D17

Ⅴ上 1層	A B2a1 (18.18) 0.28	 (18.18) 0.10	 0.10	
Ⅴ期末～Ⅵ
期

H，S
552・
553

－

SD0585 07_C0013 JF17～G18 Ⅴ上 2層	B A1c1 (3.70) 0.29	 (3.70) 0.12	 0.05	 弥生～古墳 H
552・
553

－

SD0586 07_C0210 JC11～E11 Ⅴ上 6層	C A2a1 (4.00) 0.36	 (4.00) 0.17	 0.23	 弥生～古墳 H 446 88

SD0587
08_D1012
08_D1050

JL13～M13 Ⅴ上 18層	H
A1c1
B1c1

(11.94) 5.76	 (11.58) 5.22	 0.28	 >SD0381 Ⅶ期以降 H，S，W
507・
508

88・
89

SD0588 08_D1018 JP15 Ⅴ上 6層	H B1a1 (17.86) 1.20	 (16.94) 0.86	 0.24	
SK02183>>SD0381，SD0577
，SD0589，SD0590

Ⅸ期以降 H，S，W
447・
448

89～
91

SD0589 08_D1052 JP16 Ⅴ上 3層	D B1a1 (2.11) 1.27	 2.12	 0.99	 0.12	 SD0577，SD0588>>SD0590 弥生～古墳 H － －

SD0590 08_D1031 JP16 Ⅴ上 2層	A B1a1 (6.40) 0.84	 (6.24) 0.74	 0.04	 SD0588，SD0589> 弥生～古墳 H，T － －

SD0591 08_D1024 JN18 Ⅴ上 3層	C B1c2 3.04	 1.16	 2.80	 1.08	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SD0592 07_D0130 JA19～B19 Ⅴ上 1層	A A1a1 3.95	 0.24	 3.74	 0.05	 0.03	 弥生～古墳 H － －

SD0593 07_D0165 JC20 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.62	 0.44	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0594 07_D0135 JB19～C20 Ⅴ上 2層	C B1a1 13.80	 0.78	 12.81	 0.41	 0.12	 Ⅴ～Ⅵ期 H，P，W － 91

SD0595 07_D0166 JC19 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.63	 0.22	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0596 07_D0167 KC1 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.43	 0.14	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0597 07_D0170 KC01 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.40	 0.16	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0598 07_D0138 KC1～E1 Ⅴ上 2層	B B1a1 5.12	 0.24	 4.93	 0.07	 0.05	 Ⅴ～Ⅵ期 H － －

SD0599 07_D0169 KE1 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.44	 0.15	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0600 07_D0142 KD1～E2 Ⅴ上 5層	C A1a1 19.55	 0.80	 18.16	 0.20	 0.18	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H，S，W 561 91

SD0601 07_D0168 KD2 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.52	 0.18	 0.07	 弥生～古墳 － －

SD0602 07_D0180 KE2 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.26	 0.07	 0.06	 弥生～古墳 － 91

SD0603 07_D0148 JE19 Ⅴ上 4層	C A1a1 3.18	 1.04	 2.42	 0.64	 0.27	 弥生～古墳 H，T － －

SD0604 07_D0219 KE1 Ⅴ上 1層	A Fa1 0.65	 0.26	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0605 07_D0147 KE1～F3 Ⅴ上 4層	C B1a1 6.34	 0.65	 5.49	 0.32	 0.16	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H，S，W 561 －

SD0606 07_D0155 KF2～F3 Ⅴ上 1層	A A1a1 7.05	 0.75	 5.77	 0.25	 0.07	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H，S 561 －

表43　溝状遺構一覧表（３）
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0607 07_D0199 KG4 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.73	 0.05	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0608 07_D0189 KE19～F1 Ⅴ上 2層	B B1a1 9.40	 0.40	 9.04	 0.12	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SD0609 07_D0149 JE19～G20 Ⅴ上 2層	B B1a1 25.48	 24.88	 0.72	 0.48	 0.20	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H，T 562 －

SD0610 07_D0202 JF19 Ⅴ上 2層	B B1a1 0.58	 0.43	 0.09	 弥生～古墳 － －

SD0611 07_D0171 JH19 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.20	 0.10	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0612 07_D0197 JG20 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.65	 0.53	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0613 07_D0191 KG1 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.78	 0.32	 0.09	 弥生～古墳 － －

SD0614 07_D0184 KG1 Ⅴ上 1層	A B1a5 0.18	 0.06	 0.03	 弥生～古墳 － －

SD0615 07_D0198 KG2 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.34	 0.08	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0616 07_D0192 KG20～G1 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.98	 0.74	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0617 07_D0188 JI19 Ⅴ上 1層	A B1a1 (2.25) (0.50) (1.75) (0.15) 0.06	 弥生～古墳 H 562 －

SD0618 07_D0190 JI20 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.64	 0.30	 0.03	 弥生～古墳 － －

SD0619 07_D0193 KI1 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.92	 0.63	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0620 07_D0194 KH1 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.64	 0.46	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0621 07_D0195 KI1～I2 Ⅴ上 1層	A B1a1 1.65	 1.40	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0622 07_D0196 KI2 Ⅴ上 1層	A B1a1 1.05	 0.45	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0623 07_D0175 KK4～H4 Ⅴ上 2層	E B1a1 (5.45) 0.90	 (5.08) 0.62	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SD0624 07_D0200 KJ4 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.48	 0.18	 0.07	 弥生～古墳 － －

SD0625
06_E0001
07_D0186

JI19～M20 Ⅴ上 2層	B B1a1 (19.65) 2.30	 (18.80) 2.05	 0.10	 SD0627> Ⅴ～Ⅵ期 H，T，W － －

SD0626 07_D0150 JF19～F1 Ⅴ上 3層	B B1a1 8.52	 0.72	 8.32	 0.32	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SD0627 06_E0003 JK19～N19 Ⅴ上 1層	A A1a1 12.00	 1.40	 11.50	 1.02	 0.15	 >SD0625 弥生～古墳 H － －

SD0628 06_E0009 KK1～M1 Ⅴ上 1層	A B1a1 6.50	 2.70	 6.05	 2.30	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SD0629 06_E0016 KM1 Ⅴ上 1層	A B1a1 3.00	 1.20	 2.40	 0.95	 0.10	 Ⅴ～Ⅵ期 H，W － －

SD0630 06_E0014 KM1～N1 Ⅴ上 1層	A B1a1 3.50	 1.50	 3.01	 1.05	 0.10	 Ⅴ～Ⅵ期 H － －

SD0631 06_E0030 KL4～M5 Ⅴ上 層	 (6.85) 1.08	 (6.69) 0.72	 0.10	 ST140> Ⅴ～Ⅵ期 H，T，W － 91

SD0632 06_E0029 KL5 Ⅴ上 層	 (3.05) 0.45	 (2.95) 0.21	 0.09	 弥生～古墳 － －

SD0633
07_D0033
09_D0373

G～KR5～A7 Ⅴ上 9層	B
A1a1
B1a1

(16.14) (9.04) (15.96) (3.00) 0.32	 SD0634，SD0642，SD0643> 弥生～古墳 H，W 566
91・
92

SD0634
07_D0032
09_D0363

G～KR6～A7 Ⅴ上 3層	C
A1a1
B1a1

(17.42) 1.40	 (17.42) 1.26	 0.15	 >SD0633
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H，T，S
566・
567

92

SD0635 07_D0030 GR6～T7 Ⅴ上 4層	C B1a1 (9.92) (3.24) (9.70) (0.23) 0.25	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H，W
566・
567

92

SD0636 06_F0003 KC～D8～9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (8.10) 0.32	 0.22	 0.10	 弥生～古墳 H
566・
567・
570

－

SD0637 07_D0064 KH6～I6 Ⅴ上 1層	A A1a1 (2.08) (1.15) (2.05) (0.34) 0.08	 弥生～古墳 － －

SD0638 07_D0065 KI6～I7 Ⅴ上 1層	A A1a1 (2.56) (1.55) (2.50) (0.85) 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0639 09_D0369 GS1 Ⅴ上 1層	A 水口 (0.51) (0.35) 0.10	 弥生～古墳 H，P － －

SD0640 09_D0343 KE6 Ⅴ上 1層	A B1 (0.62) (0.45) 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0641 09_D0342 KE5 Ⅴ上 1層	A B1 (0.10) (0.69) 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0642 09_D0361 GS6 Ⅴ上 1層	A B1a1 (5.78) 0.42	 (5.56) 0.22	 0.05	 >SD0633 弥生～古墳 H － －

SD0643 09_D0362 GS6 Ⅴ上 1層	A B1a1 (4.40) (0.92) (4.40) 0.85	 0.08	 >SD0633 弥生～古墳 H － －

SD0644 09_D0321 KN7 Ⅴ上 1層	A A1a1 1.71	 0.22	 1.57	 0.12	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0645 09_D0225 KP4 Ⅴ上 2層	B A2a1 0.98	 0.15	 0.85	 0.10	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0646 09_D0224 KP4 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.97	 0.22	 0.81	 0.09	 0.05	 SP020>> 弥生～古墳 － －

SD0647 09_D0280 KP5 Ⅴ上 1層	A A1a1 (1.75) 0.48	 (1.75) 0.35	 0.07	 SD0649，SK0248>> 弥生～古墳 － －

SD0648 09_D0281 KP5 Ⅴ上 1層	A A1a1 1.25	 0.19	 1.05	 0.09	 0.04	 弥生～古墳 － －

SD0649
06_D1140
09_D0283

KN5～P5 Ⅴ上 6層	C
B2a1
B5a2

(12.41) 0.92	 (12.31) 0.49	 0.42	
SK02479，SK02482，SK0248
3>>SD0647

Ⅵ-1期 H，W 579
92・
93

SD0650 09_D0249 KR7 Ⅴ上 2層	B B1a1 (8.11) 0.32	 (8.11) 0.20	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SD0651 09_D0250 KR7 Ⅴ上 2層	D A1a1 (3.25) 0.40	 (3.20) 0.15	 0.10	 弥生～古墳 － －

SD0652

06_D1133
07_D0003
07_D0100
09_D0202
09_D0294

J～KP19～
S7

Ⅴ上 8層	H
A1a1
B1a1
B2a1

(48.45) 1.80	 (43.02) 0.80	 0.60	

SD0653，SK02490，SK02522
，SP0214，SK02551，SK0255
3>>SD0649，SD0653，SD065
4

Ⅴ期末～Ⅵ
期

H，T，S，
W

451
～
456

93・
94

SD0653

06_D1187
07_D0075
09_D0263
09_D0295

K～OP7～A6 Ⅴ上 3層	E
A1a1
B1a1

(24.76) 2.70	 (24.21) 2.15	 0.18	

SK02446，SK02447，SK0244
8，SK02449，SK02450，SK02
490>>SD0652，SD0654，SD0
664

Ⅴ期末～Ⅵ
期前半

H，S，W，
I

515 94

SD0654
06_D1189
07_D0016
09_D0270

KQ4～S6 Ⅴ上 4層	C
A1a1
B1a1

(17.75) 2.72	 (16.46) (1.45) 0.20	
SD0653>>SD0661，SD0662，
SK02544，SK02548

弥生～古墳 H － －

SD0655 09_D0009 JS19 Ⅴ上 1層	A B2a1 (1.80) 0.65	 (1.62) 0.46	 0.06	 SK02555> 弥生～古墳 － －

SD0656 07_D0058 J～KR20～1 Ⅴ上 2層	B B1a1 (4.02) 2.23	 (3.78) 1.67	 0.13	 弥生～古墳 － －

SD0657
06_D1230
07_D0103

KR1～S3 Ⅴ上 3層	C
A1a1
B1a1

(16.05) 0.60	 (15.35) 0.49	 0.18	 >SP0215 弥生～古墳 H － －

SD0658 07_D0005 KQ4 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.55	 0.26	 2.25	 0.12	 0.03	 弥生～古墳 － －

SD0659 07_D0006 KQ4～R4 Ⅴ上 1層	A A1a1 (3.37) 0.37	 3.26	 0.07	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0660 07_D0007 KQ4 Ⅴ上 1層	A A1a1 (2.82) 0.97	 (2.62) 0.07	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0661 07_D0008 KQ4～Q5 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.12	 0.38	 1.86	 0.04	 0.07	 SD0654> 弥生～古墳 H － －

SD0662 07_D0009 KQ4～Q5 Ⅴ上 1層	A A1a1 2.52	 0.36	 2.32	 0.08	 0.04	 SD0654> 弥生～古墳 － －

SD0663 07_D0010 KQ5～Q6 Ⅴ上 1層	A A2a1 3.18	 0.28	 3.04	 0.03	 0.14	 弥生～古墳 － －

SD0664
06_D1188
06_D1299
07_D0098

K～OS4～A6 Ⅴ上 7層	H
A1a1
B1a1

(21.10) (1.60) (19.30) 1.06	 0.26	
SD0653，SK02631>>SD0671
，SK02552

Ⅴ期末～Ⅵ
期

H 515 94

SD0665 07_D0018 KP5 Ⅴ上 2層	B B1a1 (2.28) (0.42) (2.07) (0.05) 0.07	 弥生～古墳 － －

SD0666 06_D1273 KR3 Ⅴ上 3層	D B2a2 0.96	 0.18	 0.93	 0.09	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SD0667 06_D1282 KR4～S4 Ⅴ上 1層	A B2a1 0.53	 0.14	 0.47	 0.06	 0.07	 弥生～古墳 － －

表44　溝状遺構一覧表（４）
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考
挿
図

図
版

SD0668 06_D1285 KS4 Ⅴ上 1層	A B1a1 0.38	 0.13	 0.33	 0.10	 0.03	 弥生～古墳 － －

SD0669 06_D1286 KS4 Ⅴ上 2層	B B1a1 2.25	 0.18	 2.17	 0.14	 0.05	 弥生～古墳 － －

SD0670 06_D1297 KS4 Ⅴ上 1層	A B2a1 0.58	 0.18	 0.52	 0.12	 0.09	 弥生～古墳 － －

SD0671 06_D1300 KS4～S5 Ⅴ上 1層	A B1a1 (0.85) 0.26	 (0.83) 0.22	 0.05	 SD0664> 弥生～古墳 － －

SD0672 06_D1288 KS3～T4 Ⅴ上 2層	H B1a1 5.64	 1.18	 5.56	 1.02	 0.12	 Ⅵ期前半 H 374 －

SD0673 06_D1179 KT4 Ⅴ上 1層	A B1a1 3.98	 0.92	 3.87	 0.77	 0.06	 Ⅵ期前半 H
方形
周溝
墓？

374 －

SD0674 06_D1186 K～OT5～A5 Ⅴ上 1層	A B2a1 (3.22) 0.30	 (3.19) 0.22	 0.13	 弥生～古墳 － －

SD0675 06_D1289 OA3 Ⅴ上 1層	A B1a1 (1.65) (0.70) (1.48) (0.57) 0.08	 SK02625> Ⅵ期前半 374 －

SD0676 06_D1180 OA4 Ⅴ上 1層	A B2a1 2.20	 0.16	 2.13	 0.11	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0677 06_D1181 OA4 Ⅴ上 1層	A B2a1 (0.78) 0.18	 (0.78) 0.13	 0.07	 弥生～古墳 － －

SD0678 06_F0001 G～KT8～B9 Ⅴ上 1層	A A1a1 10.05	 0.26	 9.96	 0.19	 0.06	 弥生～古墳 － －

SD0679 06_F0002 G～KT8～A9 Ⅴ上 2層	B B1a1 (8.42) (0.69) (8.30) (0.64) 0.12	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H
566・
567・
570

－

SD0680 06_F0006 KA8～B9 Ⅴ上 12層	C C2a1 (6.76) 1.16	 (6.76) 0.27	 0.52	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H，S，W
566・
567・
570

－

SD0681 06_F0007 KB8～B9 Ⅴ上 4層	 F (1.05) (1.05) 0.31	 弥生～古墳 － －

SD0682 06_F0004 KC8～C9 Ⅴ上 1層	A A2a1 (2.82) 0.37	 (2.82) 0.22	 0.13	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

S
566・
567・
570

－

SD0683 08_E0675 JP7～Q7 Ⅴ上 2層	B A2a1 (4.72) 0.31	 (4.72) 0.16	 0.11	 SD0491>
Ⅴ期後半～
Ⅵ期

H － －

SD0684 07_C0089 JB～F17 Ⅴ上 8層	B A2a1 (18.75) 0.99	 (18.75) 0.45	 0.35	 弥生～古墳
552・
553

－

表45　溝状遺構一覧表（５）

表46　土坑一覧表（１）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK01913 08_E0620 JJ7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.62	 (0.30) 0.30	 (0.12) 0.17	 弥生～古墳 H － －

SK01914 08_E0621 JJ7 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.86	 (0.65) 0.51	 0.45	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SK01915 08_E0622 JK6～7 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 A2a1 1.36	 0.52	 1.13	 0.25	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK01916 08_E0624 JK7 Ⅴ上 4層	E 楕円形 A3a1 0.48	 0.40	 0.22	 0.18	 0.30	 Ⅴ期前半 H 525
94・
95

SK01917 08_E0625 JL7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.75	 0.60	 0.40	 0.31	 0.17	 >SD0480 弥生～古墳 H － －

SK01918 08_E0628 JC6～C7 Ⅴ上 4層	B 不明 A2a1 (1.66) (0.80) (1.45) (0.38) 0.48	 >SD0481 弥生～古墳 H － －

SK01919 08_E0632 JL6～M6 Ⅴ上 2層	B 不明 A2a1 2.21	 (0.31) 1.98	 (0.21) 0.15	 SD0482> 弥生～古墳 H － －

SK01920 08_E0636 JM7 Ⅴ上 1層	A 不明 B2a1 (0.33) (0.47) (0.24) 0.35	 0.14	 SD0484> 弥生～古墳 － －

SK01921 08_E0641 JO6～O7 Ⅴ上 3層	C 不整楕円形 A1a1 2.00	 1.35	 0.95	 0.81	 0.32	 >SD0490 弥生～古墳 H，S － －

SK01922 08_E0642 JO7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a1 0.50	 0.35	 0.35	 0.28	 0.20	 >SD0490 弥生～古墳 H － －

SK01923 08_E0647 JH7 Ⅴ上 3層	C 円形 A2a1 0.32	 0.32	 0.14	 0.13	 0.20	 Ⅴ期後半 H 525 95

SK01924 08_E0648 JH7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.32	 0.31	 0.21	 0.20	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK01925 08_E0649 JH7 Ⅴ上 4層	B 楕円形 A1a1 1.44	 1.35	 0.81	 0.66	 0.24	 >SD0473，SD0474 Ⅵ期 H，S 525 95

SK01926 08_E0650 JH7 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.61	 0.38	 0.45	 0.24	 0.05	 弥生～古墳 H，T － －

SK01927 08_E0653 JE6 Ⅴ上 2層	C 不明 A1a1 0.72	 0.42	 0.66	 0.30	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK01928 08_E0659 JA6 Ⅴ上 $層	B 楕円形 A1a1 0.70	 0.65	 0.46	 0.35	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK01929 08_E0660 JA6 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.40	 0.35	 0.21	 0.16	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK01930 08_E0661 JA6 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.53	 0.40	 0.22	 0.21	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK01931 08_E0662
F～JT6～
A6

Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 1.02	 (0.68) 0.92	 0.60	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK01932 08_E0663 FT6 Ⅴ上 3層	B 円形 A1a1 0.75	 0.74	 0.25	 0.22	 0.21	 弥生～古墳 H － －

SK01933 08_E0664 FT6 Ⅴ上 3層	B 不明 A2a1 (0.21) (0.26) (0.10) (0.06) 0.18	 SD0469> 弥生～古墳 － －

SK01934 08_E0673 JQ7 Ⅴ上 3層	B 楕円形 A1a1 0.73	 (0.56) 0.55	 (0.45) 0.16	 SD0491> 弥生～古墳 H － －

SK01935 08_D0109 JD9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A4a2 0.27	 0.24	 0.14	 0.07	 0.17	 弥生～古墳 － －

SK01936 08_E0676 JQ7 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B2a1 0.53	 0.45	 0.40	 0.30	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK01937 08_E0677 JQ7 Ⅴ上 3層	E 円形 A3a1 0.35	 0.31	 0.17	 0.17	 0.25	 弥生～古墳 H，W － －

SK01938 08_E0685 JQ7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.68	 0.53	 0.35	 0.25	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK01939 08_E0688 JS7～Ｔ7 Ⅴ上 1層	A 不定形 A2a1 0.78	 0.21	 0.58	 0.07	 0.11	 SD0498，SK01940> 弥生～古墳 H － －

SK01940 08_E0689 JＴ7 Ⅴ上 2層	B 不明 E6d5 (0.61) (0.58) (0.40) (0.40) 0.17	 >SD0497，SK01939 弥生～古墳 H － －

SK01941 08_E0690 JQ7 Ⅴ上 4層	D 円形 B2a1 0.42	 (0.37) 0.30	 (0.25) 0.17	 SD0492> 弥生～古墳 H － －

SK01942 09_C0302 FS8 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.30	 0.22	 0.21	 0.18	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK01943 09_C0303 FR8 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.82	 0.22	 0.73	 0.11	 0.04	 >SK01944 弥生～古墳 H － －

SK01944 09_C0304 FR8～S8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.42	 0.30	 0.35	 0.22	 0.04	 SK01943> 弥生～古墳 － －

SK01945 09_C0305 FS8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.24	 0.24	 0.20	 0.19	 0.03	 弥生～古墳 H － －
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表47　土坑一覧表（２）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK01946 09_C0306 FS8 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.28	 0.26	 0.20	 0.17	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK01947 09_C0307 FR8 Ⅴ上 2層	C 円形 B3a2 0.21	 0.18	 0.16	 0.14	 0.17	 >SK01948 弥生～古墳 － －

SK01948 09_C0308 FR8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.22	 0.22	 0.32	 0.16	 0.05	 SK01947> 弥生～古墳 － －

SK01949 09_C0311 FR8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.39	 0.37	 0.33	 0.27	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK01950 09_C0312 FR8～R9 Ⅴ上 2層	H 楕円形 A1a1 0.61	 0.43	 0.48	 0.34	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK01951 09_C0313 FS8～S9 Ⅴ上 1層	A 不明 A3a1 0.53	 0.08	 0.42	 0.08	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK01952 09_C0315 FS9 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.28	 0.13	 0.20	 0.12	 0.06	 SA006> 弥生～古墳 － －

SK01953 09_C0316 FR9 Ⅴ上 3層	C 長楕円形 A3a1 0.42	 0.25	 0.04	 0.04	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK01954 09_C0317 FR9 Ⅴ上 2層	C 円形 B2b2 0.30	 0.27	 0.16	 0.10	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SK01955 09_C0318 FR9 Ⅴ上 2層	C 円形 B4a2 0.16	 0.14	 0.12	 0.10	 0.17	 弥生～古墳 － －

SK01956 09_C0319 FR9 Ⅴ上 2層	D 不明 A2a1 0.48	 0.20	 0.44	 0.12	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK01957 09_C0320 FR9 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.49	 0.30	 0.42	 0.19	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK01958 09_C0321 FR9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1b1 0.40	 0.32	 0.20	 0.06	 0.09	 >SK01959 弥生～古墳 － －

SK01959 09_C0322 FR9 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2b1 0.48	 0.37	 0.10	 0.08	 0.17	 SK01958>>SK01960 弥生～古墳 － －

SK01960 09_C0323 FR9 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.44	 0.44	 0.27	 0.20	 0.07	 SK01959> 弥生～古墳 － －

SK01961 09_C0324 FR9 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.48	 0.42	 0.38	 0.32	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK01962 09_C0325 FR9 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.48	 0.43	 0.39	 0.32	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK01963 09_C0326 FR9 Ⅴ上 2層	C 円形 B2a1 0.50	 0.49	 0.41	 0.35	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK01964 09_C0329 FR9～R10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.29	 0.24	 0.12	 0.06	 0.10	 >SK01965，SK01966 弥生～古墳 － －

SK01965 09_C0330 FR9～R10 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
A2b1 0.56	 0.20	 0.50	 0.18	 0.26	 SK01964>>SK01966 弥生～古墳 － －

SK01966 09_C0331 FR9 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.20	 0.18	 0.14	 0.12	 0.07	 SK01964，SK01965> 弥生～古墳 － －

SK01967 09_C0332 FR10 Ⅴ上 2層	C 不明 B3b1 0.23	 0.14	 0.08	 0.08	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK01968 09_C0333 FS10 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.36	 0.18	 0.29	 0.17	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK01969 09_C0334 FR10 Ⅴ上 2層	C 不明 A1a1 0.58	 0.37	 0.29	 0.23	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK01970 09_C0335 FR10 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2c1 0.51	 0.31	 0.30	 0.15	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK01971 09_C0336 FR10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.54	 0.38	 0.47	 0.29	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK01972 09_C0337 FR10 Ⅴ上 4層	H 楕円形 A1a1 0.62	 0.49	 0.50	 0.40	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK01973 09_C0338 FR8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.80	 0.68	 0.63	 0.49	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK01974 09_C0339 FR10 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.44	 0.39	 0.30	 0.29	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK01975 09_C0340 FR10 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B2b2 0.37	 0.30	 0.30	 0.24	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK01976 09_C0341 FS10 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.50	 0.20	 0.43	 0.17	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK01977 09_C0342 FR11 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 1.30	 0.67	 1.19	 0.61	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK01978 09_C0343 FR11 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.19	 0.18	 0.14	 0.14	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK01979 09_C0344 FR11 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.25	 0.21	 0.18	 0.13	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK01980 09_C0345 FR11 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.24	 0.23	 0.13	 0.10	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK01981 09_C0346 FR11 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.80	 0.41	 0.57	 0.30	 0.15	 Ⅵ～Ⅶ期 H 519 95

SK01982 09_C0347 FR11 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.20	 0.18	 0.16	 0.14	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK01983 09_C0348 FR11 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.38	 0.34	 0.24	 0.20	 0.13	 >SD0383 弥生～古墳 H － －

SK01984 09_C0349 FR11 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.29	 0.28	 0.20	 0.19	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK01985 09_C0351 FR11 Ⅴ上 2層	D 楕円形 A3b1 0.23	 0.19	 0.18	 0.14	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK01986 09_C0353 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.24	 0.10	 0.14	 0.08	 0.10	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01987 09_C0354 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.24	 0.13	 0.12	 0.07	 0.09	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01988 09_C0355 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.28	 0.14	 0.22	 0.07	 0.07	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01989 09_C0356 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.21	 0.15	 0.15	 0.10	 0.04	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01990 09_C0357 FR12 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.19	 0.14	 0.13	 0.09	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK01991 09_C0359 FR12 Ⅴ上 2層	B 不明 A1a1 0.35	 0.21	 0.20	 0.14	 0.11	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01992 09_C0360 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.30	 0.20	 0.21	 0.16	 0.06	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK01993 09_C0361 FR12 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 A1a1 0.51	 0.41	 0.37	 0.36	 0.03	 弥生～古墳 H，T － －

SK01994 09_C0362 FR12 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 2.06	 0.48	 1.99	 0.43	 0.07	 >SZ057 弥生～古墳 H － －

SK01995 09_C0365 FR12 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.31	 0.25	 0.25	 0.14	 0.09	 >SD0554 弥生～古墳 － －

SK01996 09_C0366 FR12 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.35	 0.17	 0.26	 0.11	 0.09	 >SD0554 弥生～古墳 － －

SK01997 09_C0367 FR12 Ⅴ上 3層	H 楕円形 B2a1 0.23	 0.19	 0.16	 0.15	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK01998 09_C0368 FR13 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.40	 0.37	 0.30	 0.20	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK01999 09_C0370 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.80	 0.80	 0.76	 0.76	 0.09	 SD0553，SD0556> 弥生～古墳 － －

SK02000 09_C0371 FR13 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 2.60	 1.00	 2.36	 0.90	 0.12	 >SD0561，SK02001 弥生～古墳 H － －

SK02001 09_C0373 FR13～14 Ⅴ上 2層	B 不明 A1a1 3.69	 1.34	 3.48	 1.24	 0.15	 SD0561，SK02000> Ⅴ～Ⅵ期 H 526 95

SK02002 09_C0375 FR14 Ⅴ上 3層	C 長楕円形 A1a1 2.90	 1.26	 2.44	 0.70	 0.25	 SD0556> 弥生～古墳 H，T，S － －

SK02003 09_C0376 FR14 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.46	 0.22	 0.29	 0.14	 0.05	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK02004 09_C0379 FR14 Ⅴ上 3層	C 楕円形 A2a1 0.24	 0.20	 0.17	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02005 09_C0380 FR14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.40	 0.37	 0.23	 0.21	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02006 09_C0381
F R 1 4 ～
R15

Ⅴ上 3層	B 不明 A2a1 0.39	 0.30	 0.23	 0.20	 0.19	 弥生～古墳 H，T － －
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SK02007 09_C0388 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.33	 0.32	 0.29	 0.29	 0.05	 SD0466> 弥生～古墳 － －

SK02008 09_C0389 FR12 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.43	 0.41	 0.34	 0.34	 0.08	 >SD0555 弥生～古墳 － －

SK02009 09_C0392 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.47	 0.29	 0.43	 0.17	 0.06	 SD0556> 弥生～古墳 － －

SK02010 09_C0393 FR7 Ⅴ上 2層	B 不明 A2a1 0.32	 0.27	 0.28	 0.20	 0.16	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02011 09_C0394 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.40	 0.25	 0.34	 0.24	 0.10	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02012 09_C0395 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.17	 0.15	 0.12	 0.10	 0.05	 SD0466> 弥生～古墳 － －

SK02013 09_C0396 FR7 Ⅴ上 2層	C 不明 A2a1 0.21	 0.18	 0.11	 0.07	 0.12	 SD0466> 弥生～古墳 － －

SK02014 09_C0397 FS7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.27	 0.17	 0.14	 0.14	 0.09	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02015 09_C0398 FS7 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.34	 0.20	 0.28	 0.14	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02016 09_C0399 FR7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.31	 0.26	 0.24	 0.20	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02017 09_C0400 FR8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.24	 0.20	 0.19	 0.14	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02018 09_C0401 FR7～R8 Ⅴ上 1層	A 不明 A2b1 0.48	 0.24	 0.44	 0.16	 0.10	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02019 09_C0402 FR8 Ⅴ上 2層	B 不明 A2a1 0.26	 0.21	 0.19	 0.12	 0.08	 SK02018> 弥生～古墳 － －

SK02020 09_C0403 FR7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.23	 0.22	 0.20	 0.19	 0.04	 >SK02021 弥生～古墳 H － －

SK02021 09_C0404 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.22	 0.21	 0.16	 0.13	 0.10	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02022 09_C0405 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.28	 0.16	 0.16	 0.12	 0.05	 SD0466> 弥生～古墳 － －

SK02023 09_C0406 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a1 0.20	 0.15	 0.10	 0.05	 0.09	 SD0466> 弥生～古墳 － －

SK02024 09_C0407 FR7 Ⅴ上 1層	A 不明 A4b1 0.14	 0.12	 0.09	 0.04	 0.14	 SD0466> 弥生～古墳 H － －

SK02025 09_C0408 FR12 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.40	 0.38	 0.34	 0.24	 0.10	 SD0553> 弥生～古墳 － －

SK02026 07_C0003 JB17 Ⅴ上 2層	B 円形 A1c1 0.43	 0.40	 0.32	 0.31	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02027 07_C0004 JB17 Ⅴ上 1層	A 円形 A1c1 0.27	 0.25	 0.18	 0.16	 0.03	 弥生～古墳 H － －

SK02028 07_C0007 JB16 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B3a2 0.27	 0.21	 0.17	 0.13	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02029 07_C0008 JA17 Ⅴ上 2層	C 円形 C3a1 0.23	 0.22	 0.05	 0.05	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02030 07_C0009 JA17 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.17	 0.15	 0.11	 0.09	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02031 07_C0010 JA17 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 A2a1 0.33	 0.25	 0.21	 0.12	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02032 07_C0011 JA17 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B1a1 0.25	 0.21	 0.15	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02033 07_C0012 JA17 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
A1c1 0.68	 0.37	 0.52	 0.31	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02034 07_C0014 JA17 Ⅴ上 3層	E 長楕円形 B2a1 0.80	 0.20	 0.64	 0.07	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02035 07_C0026 FT15 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.48	 0.36	 0.19	 0.14	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02036 07_C0027 FT15 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.27	 0.24	 0.07	 0.05	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02037 07_C0028 FT15 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B3a2 0.24	 0.20	 0.15	 0.09	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02038 07_C0029 FS13 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.24	 0.21	 0.09	 0.09	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02039 07_C0030 FS13 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.18	 0.18	 0.08	 0.06	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02040 07_C0031 FS13 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.20	 0.19	 0.06	 0.05	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02041 07_C0032 JD14 Ⅴ上 1層	A 不整長方形 A1a1 (1.13) 0.36	 (0.96) 0.11	 0.10	 >SK02108 弥生～古墳 － －

SK02042 07_C0034 JC17 Ⅴ上 2層	F 円形 A1a1 0.20	 0.19	 0.14	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02043 07_C0037 JC17 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.22	 0.20	 0.14	 0.12	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02044 07_C0038 JC17 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a3 0.21	 0.18	 0.11	 0.08	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02045 07_C0039 JC17 Ⅴ上 3層	B 長楕円形 B2a1 0.18	 0.18	 0.12	 0.08	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02046 07_C0040 JC17 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.13	 0.11	 0.07	 0.06	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02047 07_C0041 JA14 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.26	 0.24	 0.12	 0.11	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02048 07_C0042 JA14 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.18	 0.17	 0.13	 0.09	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02049 07_C0043 JA14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.19	 0.17	 0.07	 0.04	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02050 07_C0044 JA14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A1a1 0.14	 0.11	 0.07	 0.04	 0.03	 弥生～古墳 H － －

SK02051 07_C0045 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.21	 0.20	 0.12	 0.09	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02052 07_C0046 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.17	 0.16	 0.09	 0.07	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02053 07_C0047 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.27	 0.25	 0.23	 0.18	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02054 07_C0048 JA14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.17	 0.15	 0.06	 0.04	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02055 07_C0049 JA14 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B2a1 0.27	 0.16	 0.18	 0.11	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02056 07_C0050 JC17 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.18	 0.23	 0.10	 0.08	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02057 07_C0051 JC17 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1c1 0.37	 0.29	 0.24	 0.19	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02058 07_C0052 JC17 Ⅴ上 3層	B 楕円形 A2a1 0.23	 0.19	 0.09	 0.07	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02059 07_C0053 JC17 Ⅴ上 2層	F 円形 B2a1 0.22	 0.19	 0.14	 0.13	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02060 07_C0054 JC17 Ⅴ上 2層	F 楕円形 A2a1 0.26	 0.24	 0.16	 0.13	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SK02061 07_C0055 JC17 Ⅴ上 3層	F 楕円形 B1a1 0.42	 0.38	 0.37	 0.29	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02062 07_C0056 JC17 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a1 0.27	 0.24	 0.15	 0.14	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02063 07_C0057 JD17 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.25	 0.25	 0.20	 0.19	 0.02	 弥生～古墳 － －

SK02064 07_C0058 JD17 Ⅴ上 3層	B
不整長楕円

形
A1a1 0.32	 0.24	 0.16	 0.08	 0.04	 弥生～古墳 H － －

SK02065 07_C0059 JD17 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.27	 0.23	 0.16	 0.14	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02066 07_C0060 JD17 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.28	 0.24	 0.17	 0.15	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02067 07_C0061 JD17 Ⅴ上 2層	F 円形 B2a1 0.21	 0.19	 0.12	 0.12	 0.08	 弥生～古墳 － －

表48　土坑一覧表（３）
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表49　土坑一覧表（４）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02068 07_C0063 JC16 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C1a1 0.23	 0.20	 0.07	 0.05	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02069 07_C0064 JA14 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C2a1 0.16	 0.16	 0.06	 0.05	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02070 07_C0065 FT14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.19	 0.15	 0.09	 0.08	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02071 07_C0066 FT14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.25	 0.22	 0.14	 0.10	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02072 07_C0067 FT14 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C2a1 0.23	 0.18	 0.14	 0.10	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02073 07_C0068 FT14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.21	 0.18	 0.06	 0.05	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02074 07_C0069 FT14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.25	 0.22	 0.15	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02075 07_C0070 JA14 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C3a1 0.14	 0.14	 0.06	 0.05	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02076 07_C0071 JA14 Ⅴ上 1層	A 円形 B3c1 0.20	 0.18	 0.08	 0.08	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02077 07_C0072 JA14 Ⅴ上 2層	E 円形 A1a1 0.31	 0.30	 0.17	 0.16	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02078 07_C0073 JA14 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.32	 0.27	 0.21	 0.10	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02079 07_C0074 JA14 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.17	 0.16	 0.09	 0.09	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02080 07_C0075 JA14 Ⅴ上 2層	F 長楕円形 C2a1 0.31	 0.27	 0.16	 0.10	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02081 07_C0076 JC17 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 A1a1 0.37	 (0.30) 0.23	 0.19	 0.04	 SK02093> 弥生～古墳 － －

SK02082 07_C0077 JA14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.22	 0.18	 0.08	 0.07	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02083 07_C0078 JA14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.23	 0.21	 0.09	 0.08	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02084 07_C0079 JA14 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.20	 0.19	 0.09	 0.09	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02085 07_C0080 JA14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 C4a1 0.16	 0.15	 0.07	 0.04	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02086 07_C0081 JA14 Ⅴ上 2層	F 楕円形 A2a1 0.17	 0.15	 0.09	 0.07	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02087 07_C0082 JA14 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.31	 0.27	 0.15	 0.09	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02088 07_C0083 JA14 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.20	 0.16	 0.11	 0.07	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02089 07_C0084 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.14	 0.12	 0.06	 0.05	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02090 07_C0085 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B3a1 0.22	 0.22	 0.11	 0.08	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02091 07_C0086 JA14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 C4a1 0.15	 0.11	 0.04	 0.03	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02092 07_C0087 JA14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A3a1 0.24	 0.16	 0.09	 0.03	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02093 07_C0090
J C 1 7 ～
D17

Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2c1 2.63	 0.24	 2.51	 0.16	 0.09	 >SK02081 弥生～古墳 H － －

SK02094 07_C0091 JC16 Ⅴ上 3層	E 楕円形 B1a1 0.28	 0.22	 0.20	 0.16	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02095 07_C0092 JE17 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a3 0.26	 0.25	 0.10	 0.09	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02096 07_C0094 JB14 Ⅴ上 2層	E 楕円形 A2a1 0.48	 0.46	 0.12	 0.10	 0.26	 弥生～古墳 H － －

SK02097 07_C0095 JB14 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A1a1 0.71	 0.38	 0.43	 0.20	 0.11	 >SD0558，SK02121 弥生～古墳 H － －

SK02098 07_C0097 JA13 Ⅴ上 2層	F 長楕円形 A2a1 0.33	 0.23	 0.14	 0.08	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02099 07_C0098 JB14 Ⅴ上 2層	F 楕円形 A2a3 0.24	 0.20	 0.10	 0.08	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02100 07_C0099 JA15 Ⅴ上 2層	F 楕円形 C4a1 0.22	 0.18	 0.10	 0.07	 0.20	 弥生～古墳 － －

SK02101 07_C0100
J A 1 5 ～
B15

Ⅴ上 1層	A 円形 A1c1 0.23	 0.19	 0.15	 0.14	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02102 07_C0101 JD16 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.25	 0.24	 0.08	 0.08	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02103 07_C0102 JD16 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.22	 0.18	 0.08	 0.07	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02104 07_C0104 JC14 Ⅴ上 2層	F 楕円形 B3a1 0.43	 0.29	 0.20	 0.16	 0.23	 弥生～古墳 H － －

SK02105 07_C0105 JC14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.27	 0.25	 0.18	 0.15	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02106 07_C0106
J B 1 4 ～
C14

Ⅴ上 2層	E 長楕円形 C2a1 0.28	 0.24	 0.14	 0.09	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02107 07_C0108 FT17 Ⅴ上 1層	A 円形 C2a1 0.29	 0.23	 0.16	 0.14	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02108 07_C0109 JD14 Ⅴ上 2層	F 円形 A1c1 0.52	 0.49	 0.27	 0.26	 0.06	 SK02041> 弥生～古墳 － －

SK02109 07_C0112 FS15 Ⅴ上 1層	A 円形 A3a1 0.21	 0.19	 0.08	 0.07	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02110 07_C0113 FT17 Ⅴ上 2層	F 円形 A2a3 0.24	 0.19	 0.12	 0.11	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02111 07_C0114
J～ FT17
～A17

Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
A1c1 0.99	 0.47	 0.76	 0.34	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02112 07_C0115 JA17 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a3 0.31	 0.29	 0.14	 0.13	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02113 07_C0116 JA17 Ⅴ上 2層	E
不整長楕円

形
A1a1 0.45	 0.32	 0.29	 0.18	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02114 07_C0120
J C 1 5 ～
C16

Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.25	 0.23	 0.08	 0.06	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02115 07_C0121 JC16 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.22	 0.19	 0.08	 0.06	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02116 07_C0122 JD14 Ⅴ上 2層	E 楕円形 A1a1 0.39	 0.31	 0.22	 0.15	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02117 07_C0123 JD14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.42	 0.38	 0.22	 0.22	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02118 07_C0124 JD14 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.55	 0.54	 0.26	 0.22	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02119 07_C0125 JE14 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
A1a1 1.53	 0.46	 1.26	 0.24	 0.06	 SK02120> 弥生～古墳 － －

SK02120 07_C0126 JE14 Ⅴ上 2層	F
不整長楕円

形
A1a1 0.36	 0.28	 0.23	 0.06	 0.08	 >SK02119 弥生～古墳 － －

SK02121 07_C0127 JB14 Ⅴ上 3層	B 不明 A5d1 (1.61) (0.19) - - 0.29	 SD0558，SK02097> 弥生～古墳 H － －

SK02122 07_C0129 JB12 Ⅴ上 2層	E 円形 B2a1 0.26	 0.25	 0.13	 0.11	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02123 07_C0130 JA12 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.25	 0.24	 0.12	 0.10	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02124 07_C0134 JC10 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.31	 0.29	 0.13	 0.12	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02125 07_C0135 JA9 Ⅴ上 4層	B 長楕円形 B2a1 0.40	 0.34	 0.22	 0.12	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02126 07_C0140
J A 1 0 ～
B10

Ⅴ上 6層	B 長楕円形 C4a1 0.53	 0.37	 0.21	 0.12	 0.48	 >SD0562 弥生～古墳 H － －

SK02127 07_C0143 FS11 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.28	 0.26	 0.15	 0.12	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02128 07_C0146
F S 1 0 ～
S11

Ⅴ上 1層	A 不整方形 A1a1 1.38	 1.08	 0.80	 0.74	 0.15	 弥生～古墳 H － －
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02129 07_C0147 FS11 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A1c1 1.15	 0.90	 0.76	 0.50	 0.15	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H 519 －

SK02130 07_C0151 FT11 Ⅴ上 3層	C 長楕円形 A2a1 0.79	 0.45	 0.32	 0.18	 0.22	 弥生～古墳 H － －

SK02131 07_C0154 FT11 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A1c1 1.07	 0.77	 0.68	 0.36	 0.11	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H 519 95

SK02132 07_C0157
F～ JT11
～A11

Ⅴ上 4層	G 楕円形 B2a2 0.45	 0.41	 0.22	 0.18	 0.27	 弥生～古墳 － －

SK02133 07_C0159 JA11 Ⅴ上 2層	E 円形 A2a1 0.30	 0.28	 0.19	 0.16	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02134 07_C0167 JA9～A10 Ⅴ上 3層	E
不整長楕円

形
B1a1 2.96	 1.12	 2.63	 0.77	 0.13	 >SK02135 Ⅵ-1期 H

522
・
523

96

SK02135 07_C0168 JA10 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
A1a1 1.22	 (0.71) 0.95	 (0.59) 0.13	 SK02134> 弥生～古墳 H － －

SK02136 07_C0170 FS10 Ⅴ上 2層	D 円形 A1a1 0.37	 0.35	 0.24	 0.23	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02137 07_C0177 FT12 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.59	 0.53	 0.23	 0.21	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02138 07_C0180 JC10 Ⅴ上 3層	F 円形 A2a1 0.30	 0.30	 0.20	 0.19	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02139 07_C0181 JE15 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.33	 0.31	 0.16	 0.16	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02140 07_C0182 JH12 Ⅴ上 4層	B 楕円形 B2c1 0.65	 0.47	 0.42	 0.30	 0.30	 弥生～古墳 H － －

SK02141 07_C0185 JD11 Ⅴ上 3層	G 円形 B2a3 0.32	 0.28	 0.14	 0.14	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02142 07_C0186 JF12 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a1 0.23	 0.21	 0.18	 0.15	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02143 07_C0187 JF13 Ⅴ上 2層	F 円形 B2a1 0.26	 0.25	 0.15	 0.15	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02144 07_C0190 JE13 Ⅴ上 3層	E 円形 A2a1 0.24	 0.23	 0.11	 0.10	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02145 07_C0191 JE13 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.24	 0.21	 0.13	 0.10	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02146 07_C0192 JE13 Ⅴ上 3層	B 円形 B2a3 0.27	 0.24	 0.12	 0.11	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02147 07_C0193 JE13 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a1 0.25	 0.23	 0.19	 0.18	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02148 07_C0194 JC11 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.26	 0.21	 0.21	 0.11	 0.09	 Ⅴ期 H 526 －

SK02149 07_C0195 JC11 Ⅴ上 3層	E 楕円形 B2a1 0.28	 0.25	 0.20	 0.16	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02150 07_C0199 JD10 Ⅴ上 3層	B 楕円形 B2a1 0.40	 0.36	 0.24	 0.19	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02151 07_C0201 JC10 Ⅴ上 3層	B 楕円形 B3a3 0.30	 0.25	 0.16	 0.11	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SK02152 07_C0202 JC10 Ⅴ上 3層	D 楕円形 B2a1 0.33	 0.27	 0.21	 0.16	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SK02153 07_C0204 JF14 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.20	 0.18	 0.08	 0.06	 0.07	 弥生～古墳 W － －

SK02154 07_C0211 JC14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.35	 0.28	 0.27	 0.22	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02155 07_C0212 JC14 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B3a1 0.28	 0.24	 0.17	 0.12	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02156 07_C0213 FS7 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.29	 0.27	 0.24	 0.21	 0.11	 Ⅴ期後半 H 526 －

SK02157 07_C0214 FS7 Ⅴ上 5層	B
不整長楕円

形
B1a1 (0.92) (0.59) (0.78) (0.43) 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02158 07_C0224
J F 1 3 ～
F14

Ⅴ上 4層	B 不整楕円形 B2a1 3.34	 2.94	 2.10	 1.61	 0.19	
Ⅵ-1～Ⅵ-2
期

H 526 －

SK02159 07_C0228
J C 1 4 ～
D15

Ⅴ上 4層	B 長方形 B2a2 1.89	 0.81	 1.57	 0.48	 0.38	 弥生～古墳 W － 38

SK02160 07_C0239
J F 1 1 ～
G11

Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.40	 0.38	 0.33	 0.33	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02161 07_C0240
J B 1 0 ～
C10

Ⅴ上 3層	E 長楕円形 A1a1 1.04	 0.57	 0.89	 0.46	 0.05	 Ⅵ-1期 H
522
・
523

96

SK02162 07_C0242 JF11 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a1 0.21	 0.21	 0.14	 0.13	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02163 07_C0243 JF11 Ⅴ上 1層	A 長方形 A1a1 2.33	 0.61	 0.28	 0.21	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02164 07_C0245
J F 1 1 ～
G11

Ⅴ上 2層	B 長方形 A1a1 (1.43) 0.84	 (1.28) 0.68	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02165 07_C0246 JG11 Ⅴ上 6層	D 長楕円形 A2a1 2.24	 (0.62) 2.09	 (0.57) 0.24	 弥生～古墳 － －

SK02166 07_C0249 FT11 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.36	 0.26	 0.26	 0.18	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02167 07_C0250 FT11 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.38	 0.31	 0.27	 0.18	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SK02168 07_C0252 FT10 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a2 0.24	 0.24	 0.18	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02169 07_C0257 FT10 Ⅴ上 2層	B 円形 A3a1 0.38	 0.27	 0.15	 0.14	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02170 07_C0258 JA10 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a1 0.30	 0.24	 0.12	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02171 07_C0259 FT11 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a2 0.24	 0.24	 0.12	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02172 07_C0260 JA11 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.36	 0.36	 0.21	 0.19	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02173 07_C0265 JB10 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.27	 0.25	 0.21	 0.20	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02174 07_C0270 JA11 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.30	 0.23	 0.21	 0.16	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02175 07_C0271 JA11 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.28	 (0.22) (0.18) 0.17	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02176 07_C0275 JD10 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A1a1 0.69	 0.44	 0.45	 0.23	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02177 07_C0278 JB12 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.96	 0.75	 0.72	 0.50	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02178 07_C0279
J A 1 2 ～
B12

Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.41	 0.37	 0.27	 0.24	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02179 07_C0280 JB10 Ⅴ上 1層	A 円形 B3a2 0.25	 0.21	 0.15	 0.14	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02180 07_C0281 JD11 Ⅴ上 2層	B 円形 B3a2 (0.20) 0.12	 0.12	 0.11	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02181 07_C0283 JA12 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.36	 0.33	 0.24	 0.23	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02182 07_C0287 JB14 Ⅴ上 3層	D 円形 A2a2 0.25	 0.23	 0.13	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02183 08_D1019 JP17 Ⅴ上 5層	H 楕円形 B1a1 1.58	 1.40	 1.40	 1.14	 0.15	 >SD0588 弥生～古墳 H，W － －

SK02184 08_D1023 JP17 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.34	 0.29	 0.25	 0.17	 0.12	 弥生～古墳 － －

表50　土坑一覧表（５）
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02185 08_D1025 JN17 Ⅴ上 2層	C 円形 B2a2 0.22	 0.20	 0.16	 0.15	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02186 08_D1027 JP17 Ⅴ上 2層	C 不整円形 A1a1 0.23	 0.21	 0.14	 0.12	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02187 08_D1028 JP17 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a2 0.26	 0.24	 0.14	 0.10	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02188 08_D1029 JP16 Ⅴ上 3層	C
不整長楕円

形
B2a1 0.40	 0.28	 0.29	 0.19	 0.14	 >SK02196 弥生～古墳 － －

SK02189 08_D1030 JP15 Ⅴ上 4層	C 不明 B1a1 (1.30) 0.74	 (1.12) 0.36	 0.20	 弥生～古墳 S － －

SK02190 08_D1039 JH12 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
B1a1 1.08	 0.79	 0.98	 0.64	 0.06	 >SD0576 弥生～古墳 H － －

SK02191 08_D1042 JJ13 Ⅴ上 2層	B 不定形 A1a1 1.92	 0.54	 1.73	 0.26	 0.12	 SZ064> Ⅵ期以前 H 527 96

SK02192 08_D1046 JH12 Ⅴ上 3層	D 不明 A1a1 1.09	 0.68	 0.91	 0.29	 0.11	 SD0576> 弥生～古墳 W － －

SK02193 08_D1048 JO14 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.27	 0.22	 0.12	 0.10	 0.07	 SD0381> 弥生～古墳 － －

SK02194 08_D1049 JN16 Ⅴ上 3層	E 不定形 A1c1 2.34	 2.31	 1.86	 1.56	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02195 08_D1051 JM13 Ⅴ上 3層	B 不定形 B1a2 1.71	 1.09	 1.35	 0.76	 0.24	 弥生～古墳 H － 96

SK02196 08_D1053 JP16 Ⅴ上 3層	E
不整長楕円

形
B1c1 0.61	 0.40	 0.52	 0.23	 0.10	 SK02188> 弥生～古墳 － －

SK02197 08_D0002 FS8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (0.96) (0.90) (0.17) (0.09) 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02198 08_D0003 FS8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (3.11) (2.13) (3.06) (2.11) 0.05	

>SK02295，SK02296，
SK02297，SP0134，SP
0135，SP0137，SP013
9，SP0140，SH006

弥生～古墳 H － －

SK02199 08_D0004 FT8 Ⅴ上 1層	A 不定形 E1c1 0.97	 0.79	 0.88	 0.63	 0.11	 >SP0143 弥生～古墳 － －

SK02200 08_D0005 FT8 Ⅴ上 1層	A 不定形 B1c1 0.72	 0.66	 0.60	 0.54	 0.04	 弥生～古墳 H － －

SK02201 08_D0007 JA8 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a1 0.75	 0.68	 0.49	 0.44	 0.05	 >SP0159 弥生～古墳 H － －

SK02202 08_D0008 JA8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 1.03	 0.86	 0.69	 0.55	 0.10	 >SB117，SB118 弥生～古墳 H － －

SK02203 08_D0009 JA9 Ⅴ上 3層	G 不明 A2a1 0.83	 (0.44) 0.66	 (0.33) 0.16	 SB118> 弥生～古墳 － －

SK02204 08_D0010 JB8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.74	 0.53	 0.62	 0.38	 0.10	 >SB118 弥生～古墳 － －

SK02205 08_D0011 JB9 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B1a1 0.72	 0.40	 0.64	 0.29	 0.10	 Ⅵ期以前 H 527
96・
97

SK02206 08_D0013 JB8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B1a1 0.51	 0.48	 0.33	 0.23	 0.13	 >SK02207 弥生～古墳 H － －

SK02207 08_D0014 JB8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A2a1 (0.45) 0.36	 0.25	 0.16	 0.15	 SK02206> 弥生～古墳 － －

SK02208 08_D0015 JB8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 1.72	 (1.40) 1.48	 (1.28) 0.07	 >SB118，SB119 弥生～古墳 H － －

SK02209 08_D0018 FT8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.43	 0.34	 0.33	 0.22	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02210 08_D0020 FT8 Ⅴ上 1層	A 不明 B2a1 0.39	 (0.20) 0.29	 (0.13) (0.09) 弥生～古墳 － －

SK02211 08_D0021 FT8 Ⅴ上 2層	C 不明 A2a1 0.45	 (0.21) 0.26	 (0.15) 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02212 08_D0022 FT8 Ⅴ上 1層	D 不明 A3b1 0.44	 (0.14) 0.36	 (0.08) 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02213 08_D0024 FT8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.31	 0.31	 0.14	 0.12	 0.07	 >SP0149 弥生～古墳 － －

SK02214 08_D0026 JA8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.48	 0.34	 0.34	 0.21	 0.11	 >SB118 弥生～古墳 － －

SK02215 08_D0027 JA9 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a2 0.44	 (0.37) 0.37	 0.29	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02216 08_D0029 JB8 Ⅴ上 2層	D 不明 B2a2 0.37	 (0.32) 0.28	 (0.28) 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02217 08_D0030 JB8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B2b1 0.33	 0.30	 0.12	 0.06	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02218 08_D0032 JB8 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a2 0.37	 0.25	 0.17	 0.15	 0.13	 >SK02235 弥生～古墳 － －

SK02219 08_D0033 JB8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A1a1 0.39	 0.29	 0.26	 0.16	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02220 08_D0035 FT8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A2a1 0.34	 0.27	 0.13	 0.08	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02221 08_D0037 FT8 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.30	 0.29	 0.11	 0.10	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02222 08_D0040 FT8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B2a1 0.39	 0.30	 0.19	 0.11	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SK02223 08_D0052 JA8 Ⅴ上 2層	C 不整円形 A2a1 0.45	 0.37	 0.30	 0.26	 0.13	 >SB118 弥生～古墳 H － －

SK02224 08_D0054 JA8 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 C2a1 0.52	 0.47	 0.15	 0.09	 0.27	 >SB118 弥生～古墳 H － －

SK02225 08_D0055 JB8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a2 0.24	 0.23	 0.14	 0.10	 0.14	 >SB118 弥生～古墳 H － －

SK02226 08_D0059 JB9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A3a1 0.33	 0.24	 0.14	 0.06	 0.22	 >SB119 弥生～古墳 － －

SK02227 08_D0060 JB9 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.32	 0.29	 0.19	 0.14	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02228 08_D0063 JB8 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a1 0.25	 0.20	 0.14	 0.10	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02229 08_D0064 JB8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 C2a1 0.28	 0.25	 0.09	 0.06	 0.17	 弥生～古墳 － －

SK02230 08_D0065 JB8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A2a1 0.30	 0.28	 0.17	 0.09	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02231 08_D0066 JB8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.24	 0.22	 0.12	 0.09	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02232 08_D0067 JB8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 C2a1 0.25	 0.21	 0.06	 0.05	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02233 08_D0068 JB8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a2 0.27	 0.24	 0.18	 0.15	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02234 08_D0069 JB8 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B3a2 0.22	 0.20	 0.12	 0.09	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02235 08_D0071 JB8 Ⅴ上 2層	B 不明 B2a1 (0.28) 0.24	 (0.23) 0.18	 0.09	 SK02218，SP0169> 弥生～古墳 H － －

SK02236 08_D0072 JB8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A2a1 0.31	 0.27	 0.15	 0.09	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02237 08_D0074 JB9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.25	 0.25	 0.12	 0.09	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02238 08_D0075 JB9 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a3 0.47	 0.35	 0.15	 0.13	 0.12	 SP0173> 弥生～古墳 － －

SK02239 08_D0077 JB9 Ⅴ上 3層	D
不整長楕円

形
A2a2 0.31	 0.28	 0.23	 0.15	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02240 08_D0078 JC9 Ⅴ上 2層	D 円形 C2a1 0.38	 0.34	 0.13	 0.11	 0.16	 >SK02241 弥生～古墳 － －

SK02241 08_D0079 JC9 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 1.22	 (0.38) 1.03	 (0.26) 0.08	 SK02240，SK02242> 弥生～古墳 H － －

SK02242 08_D0080 JC9 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.59	 0.47	 0.38	 0.21	 0.09	 SK02281>>SK02241 弥生～古墳 － －

表51　土坑一覧表（６）
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表52　土坑一覧表（７）
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SK02243 08_D0083 JC9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.61	 0.51	 0.51	 0.39	 0.02	 弥生～古墳 H － －

SK02244 08_D0085 JC9 Ⅴ上 2層	B 円形 B3b2 0.33	 0.24	 0.07	 0.06	 0.21	 弥生～古墳 H － －

SK02245 08_D0087 JC9 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B2a2 0.33	 0.32	 0.27	 0.16	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02246 08_D0088 JC9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B3a2 0.26	 0.24	 0.14	 0.05	 0.20	 >SK02281 弥生～古墳 － －

SK02247 08_D0089 JC9 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 B1a1 0.40	 0.32	 0.33	 0.24	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02248 08_D0090 JC9 Ⅴ上 1層	A 円形 C1c1 0.39	 0.37	 0.11	 0.10	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02249 08_D0091 JC9 Ⅴ上 2層	B 不明 B1b1 0.99	 (0.53) 0.75	 (0.43) 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK02250 08_D0094 JC9 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
B3a2 0.29	 0.26	 0.20	 0.12	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02251 08_D0098 JC9 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 B1a1 0.66	 0.50	 0.52	 0.34	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02252 08_D0099 JC9 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 A2a1 0.51	 0.31	 0.39	 0.18	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02253 08_D0101 JC9 Ⅴ上 3層	C 楕円形 B2a1 0.44	 0.36	 0.26	 0.19	 0.19	 >SP0181 弥生～古墳 H － －

SK02254 08_D0103 JD9 Ⅴ上 3層	B 楕円形 A2a1 0.32	 0.29	 0.14	 0.11	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02255 08_D0106 JD9 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.34	 0.29	 0.18	 0.14	 0.12	 >SP0520 弥生～古墳 － －

SK02256 08_D0107 JD9 Ⅴ上 3層	E 楕円形 B2a1 0.35	 0.29	 0.19	 0.15	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SK02257 08_D0108 JD9 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
B2c1 0.51	 0.38	 0.38	 0.20	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02258 08_D0110 JD9 Ⅴ上 3層	E 長楕円形 A3a1 0.58	 0.30	 0.27	 0.15	 0.21	 SK02259> 弥生～古墳 － －

SK02259 08_D0111 JD9 Ⅴ上 4層	E 長楕円形 A3a2 0.47	 0.26	 0.31	 0.14	 0.28	 >SK02258 弥生～古墳 H － －

SK02260 08_D0112 JD9 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
B2a2 0.30	 0.23	 0.21	 0.11	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02261 08_D0113 JD9 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.47	 (0.37) 0.33	 0.28	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02262 08_D0114 JD9 Ⅴ上 3層	D 円形 B3a3 0.42	 0.34	 0.13	 0.12	 0.27	 弥生～古墳 － －

SK02263 08_D0115 JD9 Ⅴ上 3層	H 長楕円形 B1c1 1.08	 0.67	 0.92	 0.51	 0.15	 >SD0520，SK02264 Ⅴ期後半 H 527 97

SK02264 08_D0116 JD9 Ⅴ上 3層	B 不整方形 A1a1 (0.72) 0.66	 0.39	 0.38	 0.10	 SK02263> 弥生～古墳 H － －

SK02265 08_D0117 JD9 Ⅴ上 2層	B 不明 B2a1 0.38	 0.28	 0.26	 0.23	 0.11	 SD0520> 弥生～古墳 － －

SK02266 08_D0119 JE9 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A3a2 0.24	 0.23	 0.19	 0.14	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02267 08_D0120 JE10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.32	 0.28	 0.17	 0.14	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02268 08_D0123 JE10 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
A2a1 0.46	 0.36	 0.25	 0.15	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02269 08_D0124 JE10 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A3a2 0.28	 0.26	 0.12	 0.09	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02270 08_D0126 JE9 Ⅴ上 2層	C 不整楕円形 C3a1 0.38	 0.31	 0.15	 0.11	 0.22	 弥生～古墳 H － －

SK02271 08_D0127 JF10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.32	 0.29	 0.13	 0.10	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02272 08_D0128 JF10 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.39	 0.36	 0.20	 0.15	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02273 08_D0129 JF10 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.29	 0.23	 0.19	 0.08	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02274 08_D0130 JF10 Ⅴ上 3層	D 不明 A2a1 (0.82) 0.55	 (0.62) 0.30	 0.18	 SZ071> 弥生～古墳 H － －

SK02275 08_D0132 JF10 Ⅴ上 2層	D 楕円形 A2a1 0.38	 0.32	 0.18	 0.15	 0.17	 >SZ071 弥生～古墳 － －

SK02276 08_D0135 JC8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 4.91	 (1.42) 4.82	 (1.36) 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02277 08_D0136 JD8 Ⅴ上 2層	E 不整長方形 B2a2 0.31	 0.28	 0.28	 0.21	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02278 08_D0141 JA8 Ⅴ上 1層	A 不整長方形 B1a1 0.76	 0.65	 0.51	 0.36	 0.14	 SP0153> 弥生～古墳 H － －

SK02279 08_D0142 JB8 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.36	 0.26	 0.14	 0.12	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02280 08_D0143 JB9 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a2 0.40	 0.31	 0.23	 0.18	 0.14	 弥生～古墳 H － －

SK02281 08_D0144 JC9 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B2a1 (0.48) 0.23	 (0.38) 0.03	 0.10	 SK02246>>SK02242 弥生～古墳 － －

SK02282 08_D0149 JG8 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 B1a1 0.58	 0.45	 0.37	 0.26	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02283 08_D0151 JH10 Ⅴ上 6層	B
不整長楕円

形
B2a1 1.81	 0.78	 1.47	 0.38	 0.41	 弥生～古墳 H － －

SK02284 08_D0157 JH8 Ⅴ上 2層	C 不定形 A2a1 (0.88) 0.48	 (0.78) 0.29	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02285 08_D0158 JH8 Ⅴ上 3層	E 長楕円形 B2a2 0.41	 0.31	 0.35	 0.22	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02286 08_D0160 JI8 Ⅴ上 3層	D 円形 B2a2 0.37	 0.33	 0.30	 0.26	 0.12	 >SZ073 弥生～古墳 H － －

SK02287 08_D0167 JJ8 Ⅴ上 3層	B 不明 B2a1 (1.31) 0.39	 (1.15) 0.26	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02288 08_D0171 JK8 Ⅴ上 2層	B 不明 B2a1 (0.40) (0.31) (0.29) (0.22) 0.12	 SK02288> 弥生～古墳 － －

SK02289 08_D0173 JJ8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (3.84) (1.13) (3.42) (0.98) 0.11	
SD0477，SD0478，SK0
2288>

弥生～古墳 H － －

SK02290 08_D0178 JI8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.33	 0.29	 0.14	 0.10	 0.12	 >SZ073 弥生～古墳 － －

SK02291 08_D0182 JG8 Ⅴ上 3層	B 円形 B3a2 0.29	 0.28	 0.19	 0.17	 0.25	 >SZ070 弥生～古墳 H － －

SK02292 08_D0183 JE8 Ⅴ上 3層	D 不定形 A1b1 (1.39) (0.86) (0.91) (0.29) 0.18	 SD0471，SZ070> 弥生～古墳 － －

SK02293 08_D0186 JM11 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.44	 0.41	 0.36	 0.33	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK02294 08_D0192 JO8 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 A1a1 0.50	 0.40	 0.29	 0.20	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02295 08_D0194 FS8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A2a2 0.42	 0.32	 0.24	 0.12	 0.18	 SK02198> 弥生～古墳 － －

SK02296 08_D0196 FS8 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B3a2 0.26	 0.24	 0.17	 0.13	 0.24	 SK02198> 弥生～古墳 － －

SK02297 08_D0200 FT8 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B3a2 0.24	 0.23	 0.12	 0.10	 0.19	 SK02198> 弥生～古墳 H － －

SK02298 08_D0203 FS8 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.39	 0.34	 0.15	 0.14	 0.12	 SK02198> 弥生～古墳 H － －

SK02299 08_D0211 JN12 Ⅴ上 1層	A 不整円形 A2a1 0.30	 0.26	 0.17	 0.15	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02300 08_D0221 JM8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a2 0.36	 0.29	 0.29	 0.23	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02301 08_D0222 JM8 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a2 0.42	 0.38	 0.29	 0.22	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02302 08_D0223 JM8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B2a2 0.38	 0.30	 0.22	 0.14	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02303 08_D0229 JK8 Ⅴ上 2層	C 不明 B2a1 0.46	 (0.34) 0.33	 (0.28) 0.13	 弥生～古墳 － －
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SK02304 08_D0232 JM8 Ⅴ上 2層	B 不明 B1a1 1.76	 (1.01) 1.47	 (0.85) 0.13	 SD0483，SD0552> 弥生～古墳 H － －

SK02305 08_D0253 JP8 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.35	 0.34	 0.19	 0.18	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02306 08_D0254 JP8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (0.72) (0.38) (0.59) (0.29) 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02307 08_D0259 JO8 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 B2a2 0.34	 0.30	 0.25	 0.16	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02308 08_D0260 JP8 Ⅴ上 2層	D 円形 B3a2 0.35	 0.33	 0.16	 0.15	 0.24	 弥生～古墳 H － －

SK02309 08_D0274 JG10 Ⅴ上 2層	B 不明 B1a1 (1.08) 0.54	 (0.93) 0.39	 0.09	 >SZ071 弥生～古墳 － 48

SK02310 08_D0275 JA8 Ⅴ上 2層	F 円形 B2a2 0.32	 0.29	 0.21	 0.19	 0.19	 SK02278> 弥生～古墳 H － －

SK02311 08_D0288 JJ8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 0.46	 (0.30) 0.35	 (0.23) 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02312 08_D0289 JJ8 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.59	 0.34	 0.42	 0.19	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02313 08_D0290 JJ8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.46	 0.40	 0.30	 0.22	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02314 08_D0291 JJ8 Ⅴ上 2層	D 円形 B1a1 0.48	 0.46	 0.29	 0.28	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02315 08_D0292 JJ8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.52	 0.45	 0.20	 0.16	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02316 08_D0293 JJ8 Ⅴ上 2層	E 不明 B5a2 0.43	 (0.16) 0.33	 0.07	 0.31	 弥生～古墳 － －

SK02317 08_D0295 JQ14 Ⅴ上 2層	B 不明 B2a1 0.87	 0.55	 0.76	 0.42	 0.17	 SD0381>>SK02321 弥生～古墳 H － －

SK02318 08_D0296 JJ8 Ⅴ上 2層	E 不明 B2a2 0.60	 (0.24) 0.37	 (0.12) 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02319 08_D0304 JN8 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.29	 0.23	 0.12	 0.12	 0.12	 SP0186> 弥生～古墳 － －

SK02320 08_D0305 JN8 Ⅴ上 4層	B 不明 B4a2 0.44	 (0.32) 0.18	 (0.14) 0.38	 SP0186> Ⅴ期後半 H 527 97

SK02321 08_D0306 JQ14 Ⅴ上 3層	C 不明 B1a1 1.56	 (1.31) 1.48	 (1.24) 0.16	 SK02317> 弥生～古墳 － －

SK02322 09_D0016 JQ9 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.53	 0.45	 0.15	 0.14	 0.10	 Ⅶ期前後 H，S 528 97

SK02323 09_D0019 JR10 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.43	 0.42 0.30	 0.25 0.05	 Ⅶ期前後 H 528 97

SK02324 09_D0020 JR10 Ⅴ上 8層	E 円形 Ea1 1.68	 1.46	 0.62 0.29 0.3 Ⅶ期 H，S，W 528
97・
98

SK02325 09_D0021 JR10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.43	 0.35	 0.16	 0.12	 0.15	 Ⅶ期前後 528 98

SK02326 09_D0022 JR10 Ⅴ上 3層	B 円形 A2a1 0.43	 0.37	 0.17	 0.17	 0.25	 Ⅶ期前後 H 528 －

SK02327 09_D0037 JS16 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.30	 0.25	 0.17	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 H，S － 98

SK02328 09_D0046 JS18 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.42	 0.35	 0.25	 0.24	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02329 09_D0049 JO9 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a2 0.35	 0.32	 0.27	 0.18	 0.18	 >SD0490，SD0541 弥生～古墳 － －

SK02330 09_D0050 JO9 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a2 0.31	 0.27	 0.23	 0.20	 0.12	 >SD0541，SD0551 弥生～古墳 － －

SK02331 09_D0061 JO9 Ⅴ上 2層	D 円形 B1a1 1.74	 1.64	 1.30	 1.22	 0.10	
SD0506，SD0540，SD0
541>>SZ077

弥生～古墳 H，T －
98・
99

SK02332 09_D0067 JM10 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.28	 0.28	 0.18	 0.16	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02333 09_D0068 JM9 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A3b3 0.40	 0.30	 0.10	 0.06	 0.24	 >SD0532 弥生～古墳 － －

SK02334 09_D0069 JM9 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.35	 0.30	 0.25	 0.21	 0.08	 >SD0533 弥生～古墳 H － －

SK02335 09_D0070 JM9 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a2 0.35	 0.30	 0.08	 0.07	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02336 09_D0071 JM9 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.35	 0.32	 0.27	 0.26	 0.08	 >SD0535 弥生～古墳 － －

SK02337 09_D0072 JM9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 C2a1 0.30	 0.27	 0.10	 0.06	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02338 09_D0086 JK9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 A2a1 0.66	 0.40	 0.22	 0.22	 0.15	 >SZ074 弥生～古墳 － －

SK02339 09_D0098 JJ9 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 C1b1 0.35	 0.18	 0.13	 0.08	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02340 09_D0099 JJ9 Ⅴ上 2層	D 円形 B3a1 0.26	 0.25	 0.15	 0.15	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SK02341 09_D0100 JJ9 Ⅴ上 3層	C 長楕円形 B3b2 0.26	 0.22	 0.22	 0.11	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02342 09_D0102 JJ9 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.35	 0.26	 0.22	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02343 09_D0103 JJ9 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B2a2 0.30	 0.25	 0.18	 0.17	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SK02344 09_D0108 JP9 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.28	 0.26	 0.21	 0.16	 0.08	 SD0509> 弥生～古墳 － －

SK02345 09_D0111 JN9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.40	 0.30	 0.30	 0.25	 0.07	 SD0552> 弥生～古墳 H － －

SK02346 09_D0112 JN9 Ⅴ上 5層	D
不整長楕円

形
A2a1 1.18	 0.56	 1.01	 0.36	 0.20	 SD0552> 弥生～古墳 H － －

SK02347 09_D0113 JM9 Ⅴ上 2層	D 楕円形 A2a2 0.31	 0.25	 0.23	 0.18	 0.14	 SD0536> 弥生～古墳 － －

SK02348 09_D0114 JI9 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 2.70	 1.10	 2.50	 0.92	 0.04	 弥生～古墳 H － 50

SK02349 09_D0115 JH9 Ⅴ上 2層	B 円形 C2a2 0.31	 0.26	 0.05	 0.05	 0.17	 弥生～古墳 H － －

SK02350 09_D0116 JH8 Ⅴ上 1層	A 不明 A3a1 (0.43) 0.14	 0.24	 0.08	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02351 09_D0122 JE9 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.26	 0.22	 0.20	 0.20	 0.06	 >SD0526 弥生～古墳 － －

SK02352 09_D0123 JE9 Ⅴ上 2層	D
不整長楕円

形
A2a1 1.21	 0.22	 1.06	 0.13	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02353 09_D0125 JE8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (1.30) (1.07) (0.82) (0.70) 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02354 09_D0127 JE9 Ⅴ上 2層	B 円形 C2b2 0.18	 0.17	 0.10	 0.08	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02355 09_D0128 JE9 Ⅴ上 2層	C 円形 B2a1 0.26	 0.22	 0.15	 0.10	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02356 06_D0726 JP9 Ⅴ上 2層	C 不明 B6a2 (0.38) (0.26) (0.23) (0.18) 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02357 06_D0727 JP8 Ⅴ上 2層	H 円形 B2a1 0.38	 0.37	 0.24	 0.23	 0.22	 >SD0509 弥生～古墳 － －

SK02358 06_D0728 JP8 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (1.91) (0.86) (1.91) (0.79) 0.05	 >SD0509 Ⅶ期以降 H 530 －

SK02359 06_D0730 JP8～Q9 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B2b1 0.68	 0.36	 0.49	 0.23	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SK02360 06_D0732 JQ8 Ⅴ上 4層	H 不明 B6a1 (1.20) (0.45) 1.08	 0.42	 0.18	 >SK02361 弥生～古墳 H － －

SK02361 06_D0733 JQ8 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B1a1 (2.63) 1.47	 (2.63) 1.41	 0.06	 SK02360> 弥生～古墳 H － －

SK02362 06_D0734 JQ8 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.43	 0.38	 0.27	 0.25	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02363 06_D0735 JQ8 Ⅴ上 3層	C 不整楕円形 B2a1 (0.58) 0.48	 0.21	 0.21	 0.26	 弥生～古墳 H － －

表53　土坑一覧表（８）
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表54　土坑一覧表（９）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02364 06_D0736 JQ8 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.37	 0.31	 0.25	 0.22	 0.11	 >SD0493 弥生～古墳 H － －

SK02365 06_D0739 JQ8～R9 Ⅴ上 4層	H 不整円形 B1a1 1.03	 0.96	 0.87	 0.79	 0.20	 >SK02366 弥生～古墳 H － －

SK02366 06_D0740 JQ9 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (1.17) (0.83) (1.16) (0.75) 0.09	 SD0493，SK02365> 弥生～古墳 H － －

SK02367 06_D0741 JQ9 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (0.54) (0.37) (0.52) (0.33) 0.12	 SD0493> 弥生～古墳 H － －

SK02368 06_D0742 JR8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a2 0.35	 0.27	 0.30	 0.18	 0.15	 >SP0195 弥生～古墳 － －

SK02369 06_D0743 JR8 Ⅴ上 3層	H 不整円形 B2a2 0.35	 0.34	 0.29	 0.25	 0.16	 >SD0513 弥生～古墳 H － －

SK02370 06_D0744 JR8 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B2a2 0.39	 0.36	 0.32	 0.28	 0.14	 >SD0513，SK02377 弥生～古墳 H － －

SK02371 06_D0748 JR8 Ⅴ上 4層	H 円形 B2a2 0.62	 0.57	 0.52	 0.46	 0.21	 弥生～古墳 H － －

SK02372 06_D0749 JR8 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.50	 0.46	 0.43	 0.38	 0.08	 >SK02379 弥生～古墳 H － －

SK02373 06_D0750 JR8 Ⅴ上 3層	H 楕円形 B2a1 0.56	 0.45	 0.45	 0.35	 0.24	 弥生～古墳 H － －

SK02374 06_D0776 JR8～R9 Ⅴ上 3層	H 円形 B2b1 0.55	 0.48	 0.42	 0.36	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02375 06_D0777 JR8～R9 Ⅴ上 3層	H 円形 B2b1 0.59	 0.55	 0.51	 0.44	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SK02376 06_D0778 JR8 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a1 0.40	 0.38	 0.32	 0.25	 0.14	 >SK02380 弥生～古墳 H － －

SK02377 06_D0780 JR8 Ⅴ上 3層	B
不整長楕円

形
B1a1 (2.08) 1.03	 (1.96) 0.90	 0.17	

SD0510，SD0511，SD0
512，SK02370，SK023
78>

弥生～古墳 H － －

SK02378 06_D0781 JR8 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B2a2 (0.34) (0.34) 0.30	 0.28	 0.11	 SD0510>>SK02377 弥生～古墳 － －

SK02379 06_D0783 JR8 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B2a1 1.63	 0.37	 1.36	 0.27	 0.13	

SK02372>>SD0514，S
K02380

弥生～古墳 H － －

SK02380 06_D0784 JR8～S9 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a2 (3.88) (3.55) (3.85) (3.48) 0.10	

SD0495，SD0514，SK0
2376，SK02379，SK02
381，SK02390，SK023
91，SK02392，SZ082>

Ⅶ期以降 H 529 99

SK02381 06_D0785 JS8 Ⅴ上 4層	H 不整円形 B2a2 0.71	 0.63	 0.63	 0.49	 0.25	 >SD0514，SK02380 弥生～古墳 H － －

SK02382 06_D0792 JT8～T9 Ⅴ上 3層	H 不明 B1a2 (4.37) (1.13) (4.27) (1.08) 0.17	
SK02390，SK02393，S
K02394>>SD0515，SK
02389

Ⅶ期前後 H 530 99

SK02383 06_D0793 JS9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.36	 0.30	 0.25	 0.25	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02384 06_D0794 JS9 Ⅴ上 2層	F 円形 B1a1 0.55	 0.48	 0.45	 0.37	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02385 06_D0795 JS9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a2 0.92	 (0.63) 0.80	 (0.60) 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02386 06_D0798 JS10 Ⅴ上 3層	H
不整長楕円

形
B1b2 1.42	 0.65	 1.31	 0.56	 0.17	 >SZ080 弥生～古墳 H － －

SK02387 06_D0799 JS10 Ⅴ上 1層	A 不明 A2a2 (0.45) (0.31) (0.38) (0.28) 0.17	 弥生～古墳 H － －

SK02388 06_D0800 JS10 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.38	 0.35	 0.30	 0.23	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02389 06_D0852 JT8 Ⅴ上 2層	B 不明 B2c1 (1.00) (0.64) (0.88) (0.42) 0.26	 SK02382> 弥生～古墳 H － －

SK02390 06_D0855 JS9 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.42	 0.42	 0.31	 0.31	 0.11	 >SK02380 弥生～古墳 H － －

SK02391 06_D0856 JS9 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.32	 0.28	 0.24	 0.20	 0.11	 >SK02380 弥生～古墳 H － －

SK02392 06_D0857 JS9 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.41	 0.33	 0.35	 0.28	 0.14	 >SK02380 弥生～古墳 － －

SK02393 06_D0859 JT9 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 (1.42) (0.60) 1.33	 (0.55) 0.13	 >SK02382 弥生～古墳 H，S － －

SK02394 06_D0860 JT8 Ⅴ上 2層	H 円形 B1a1 (0.78) (0.70) 0.60	 0.48	 0.17	 >SK02382，SK02389 弥生～古墳 H － 99

SK02395 06_D0862 JT11 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B3a1 0.53	 0.32	 0.19	 0.11	 0.26	 弥生～古墳 H － －

SK02396 06_D0863 JS11 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.20	 0.19	 0.16	 0.13	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02397 06_D0864 JS11 Ⅴ上 1層	A 不明 B3a1 (0.51) 0.39	 0.18	 0.09	 0.28	 弥生～古墳 － －

SK02398 06_D0865
J S 1 0 ～
S11

Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (0.52) (0.41) (0.68) (0.35) 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02399 06_D0866 JT11 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
B2a2 (0.68) 0.36	 (0.48) 0.28	 0.13	 SD0516> 弥生～古墳 H － －

SK02400 06_D0867
J S 1 2 ～
T12

Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.24	 0.21	 0.17	 0.15	 0.12	 >SZ083 弥生～古墳 － －

SK02401 06_D0871 JS13 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a1 0.35	 0.34	 0.21	 0.21	 0.08	 >SZ081 弥生～古墳 － －

SK02402 06_D0873 JS13 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B3a1 0.28	 0.21	 0.15	 0.06	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02403 06_D0874 JS13 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.34	 0.28	 0.18	 0.15	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SK02404 06_D0875
J S 1 3 ～
T13

Ⅴ上 4層	H 不明 B6a3 (1.30) (0.66) 0.60	 (0.23) 0.36	 SZ083> 弥生～古墳 H － －

SK02405 06_D1049
J S 1 8 ～
T18

Ⅴ上 6層	H 不明 B6a1 (1.10) (0.76) (0.21) (0.12) 0.36	 >SH008-P6 弥生～古墳 H － －

SK02406 07_D0187 JH19 Ⅴ上 2層	D 不定形 B1a1 (0.95) (0.64) (0.50) (0.32) 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02407 06_E0011 KM1～M2 Ⅳ上? 1層	A 長楕円形 B1a1 2.20	 1.00	 1.69	 0.61	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02408 06_E0012 KM1 Ⅳ上? 1層	A 長楕円形 B1a1 1.10	 0.60	 0.99	 0.56	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02409 07_D0004 KI7 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B2a2 0.35	 0.34	 0.17	 0.12	 0.20	 弥生～古墳 － －

SK02410 07_D0020 KH7～H8 Ⅴ上 3層	B 円形 A1a1 0.34	 0.33	 0.14	 0.12	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02411 07_D0021 KH7～H8 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.30	 0.26	 0.15	 0.13	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02412 07_D0022 KH7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.27	 0.25	 0.13	 0.08	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02413 07_D0023 KH7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.23	 0.17	 0.07	 0.05	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02414 07_D0024 KG7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.26	 0.24	 0.18	 0.12	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02415 07_D0025 KG7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.52	 0.42	 0.40	 0.12	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02416 07_D0066 KI6～I7 Ⅴ上 1層	A 不定形 B1a1 0.68	 0.56	 0.32	 0.20	 0.22	 弥生～古墳 － －

SK02417 07_D0086 KI7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.72	 0.57	 0.24	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02418 07_D0087 KJ7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.24	 0.23	 0.17	 0.15	 0.09	 弥生～古墳 － －
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表55　土坑一覧表（10）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02419 07_D0088 KJ7 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.26	 0.22	 0.07	 0.05	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02420 07_D0089 KJ7 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.20	 0.20	 0.07	 0.05	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02421 07_D0090 KJ7 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.20	 0.18	 0.07	 0.04	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02422 07_D0091 GS6 Ⅴ上 4層	B 長楕円形 A2a1 1.30	 (0.78) 0.69	 (0.42) 0.36	 弥生～古墳 H，W － －

SK02423 07_D0092 KA7 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A1a1 0.32	 0.26	 0.16	 0.14	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02424 07_D0093 KA7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.36	 0.35	 0.12	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02425 07_D0094 KA7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.36	 0.35	 0.12	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02426 07_D0095 KA7 Ⅴ上 3層	C 楕円形 A2a1 1.08	 0.98	 0.32	 0.28	 0.33	 弥生～古墳 － －

SK02427 07_D0096 GT7 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.30	 0.21	 0.16	 0.10	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02428 07_D0097 GT7 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.24	 0.16	 0.18	 0.07	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02429 09_D0204 KQ2 Ⅴ上 3層	D 円形 A2c1 0.25	 0.25	 0.08	 0.07	 0.17	 弥生～古墳 － －

SK02430 09_D0205 KQ2 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.52	 (0.40) 0.33	 0.27	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02431 09_D0206 KQ2 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B1a1 0.98	 0.40	 0.78	 0.30	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02432 09_D0207 KQ3 Ⅴ上 2層	G 不整円形 B1a1 0.54	 0.42	 0.36	 0.32	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02433 09_D0209 KP4 Ⅴ上 3層	D 円形 B1a2 0.22	 0.20	 0.15	 0.12	 0.20	 弥生～古墳 － －

SK02434 09_D0210 KQ3 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.23	 0.22	 0.13	 0.11	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02435 09_D0211 KP3 Ⅴ上 4層	B 楕円形 B1a1 1.15	 0.94	 0.56	 0.40	 0.30	 弥生～古墳 H － －

SK02436 09_D0212 KP4 Ⅴ上 3層	D 楕円形 A1a1 0.42	 0.35	 0.28	 0.22	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02437 09_D0215 KP4 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.22	 0.17	 0.13	 0.09	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02438 09_D0216 KP4 Ⅴ上 2層	B 円形 C2a1 0.22	 0.20	 0.07	 0.04	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02439 09_D0217 KP4 Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B2a2 0.30	 0.25	 0.17	 0.08	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02440 09_D0219 KO4 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.24	 0.24	 0.15	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02441 09_D0226 KO4 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
A2a1 0.90	 0.18	 0.82	 0.10	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02442 09_D0228 KP4 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a2 0.22	 0.20	 0.18	 0.15	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02443 09_D0229 KP4 Ⅴ上 2層	B 円形 B3a2 0.22	 0.20	 0.18	 0.10	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02444 09_D0231 KP2 Ⅴ上 2層	B 不明 A2a1 0.38	 (0.18) 0.24	 (0.08) 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02445 09_D0232 KS6 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C5a1 0.25	 0.17	 0.08	 0.06	 0.15	 弥生～古墳 － －

SK02446 09_D0233 KS6 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.20	 0.17	 0.10	 0.08	 0.01	 >SD0653 弥生～古墳 － －

SK02447 09_D0234 KS6 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.24	 0.20	 0.16	 0.11	 0.02	 >SD0653 弥生～古墳 － －

SK02448 09_D0235 KS6 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.61	 0.49	 0.42	 0.30	 0.10	 >SD0653 弥生～古墳 H － －

SK02449 09_D0236 KS6 Ⅴ上 2層	D 円形 A1a1 0.22	 0.20	 0.14	 0.10	 0.05	 >SD0653 弥生～古墳 － －

SK02450 09_D0237 KS6 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 A1a1 0.34	 0.26	 0.28	 0.18	 0.06	 >SD0653 弥生～古墳 － －

SK02451 09_D0238 KS7 Ⅴ上 2層	C 不明 B1a1 (0.32) 0.36	 (0.30) 0.23	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02452 09_D0239 KS7 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.50	 0.40	 0.33	 0.18	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SK02453 09_D0240 KS7 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B1a2 0.45	 0.32	 0.32	 0.25	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02454 09_D0241 KS7 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B1a1 0.46	 0.35	 0.30	 0.20	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02455 09_D0242 KS7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a1 0.30	 0.24	 0.20	 0.14	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02456 09_D0243 KS7 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.25	 0.23	 0.13	 0.12	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02457 09_D0244 KS7 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.23	 0.19	 0.12	 0.10	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02458 09_D0245 KS7 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.20	 0.19	 0.08	 0.07	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02459 09_D0246 KR7 Ⅴ上 1層	A 円形 A3a1 0.32	 0.12	 0.15	 0.14	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02460 09_D0247 KR7 Ⅴ上 4層	D 円形 A2a1 0.30	 0.26	 0.16	 0.15	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02461 09_D0248 KR7 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.26	 0.20	 0.15	 0.13	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02462 09_D0251 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.21	 0.18	 0.11	 0.09	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02463 09_D0252 KQ7 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 0.34	 0.26	 0.19	 0.14	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02464 09_D0253 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.23	 0.21	 0.14	 0.13	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02465 09_D0254 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.20	 0.20	 0.13	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02466 09_D0255 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.19	 0.17	 0.22	 0.21	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02467 09_D0256 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.20	 0.19	 0.14	 0.13	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02468 09_D0257 KQ7 Ⅴ上 2層	D 円形 B1a1 0.24	 0.23	 0.26	 0.24	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02469 09_D0258 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.23	 0.20	 0.12	 0.11	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02470 09_D0259 KQ7 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 (1.04) (0.25) (0.77) (0.17) 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02471 09_D0260 KQ7 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.25	 0.21	 0.19	 0.15	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02472 09_D0261 KQ7 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.26	 0.22	 0.27	 0.14	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02473 09_D0262 KQ7 Ⅴ上 1層	A 不明 A1a1 0.60	 (0.34) (0.06) 0.10	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02474 09_D0264 KQ6 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.23	 0.21	 0.12	 0.10	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02475 09_D0265 KQ6 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.30	 0.21	 0.16	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02476 09_D0266 KP4 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.26	 0.22	 0.17	 0.08	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02477 09_D0267 KP4 Ⅴ上 3層	E 長楕円形 B2a1 0.29	 0.22	 0.26	 0.15	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02478 09_D0268 KP3 Ⅴ上 2層	B 円形 A2b3 0.24	 0.21	 0.08	 0.05	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02479 09_D0272 KO5 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.62	 0.56	 0.43	 0.32	 0.06	 >SD0649 弥生～古墳 H － －
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表56　土坑一覧表（11）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
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SK02480 09_D0273 KO5 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.30	 0.30	 0.11	 0.09	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02481 09_D0274 KO5 Ⅴ上 2層	D 円形 B1a1 0.42	 0.34	 0.11	 0.18	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02482 09_D0275 KO5 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.22	 0.20	 0.17	 0.12	 0.05	 >SD0649 弥生～古墳 － －

SK02483 09_D0276 KP5 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.40	 0.35	 0.24	 0.19	 0.08	 >SD0649 Ⅴ～Ⅵ期 H 526 99

SK02484 09_D0277 KP5 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a1 0.52	 0.43	 0.23	 0.21	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02485 09_D0278 KP4 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a1 0.90	 0.75	 0.71	 0.55	 0.16	 >SD0647 弥生～古墳 － －

SK02486 09_D0282 KP5 Ⅴ上 2層	D 円形 B1a1 0.51	 0.45	 0.30	 0.27	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02487 09_D0285 KP6 Ⅴ上 2層	D 円形 A1a1 0.27	 0.25	 0.12	 0.13	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02488 09_D0287 KP7 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.32	 0.24	 0.19	 0.13	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02489 09_D0288 KP7 Ⅴ上 2層	D 円形 A1a1 0.32	 0.24	 0.21	 0.18	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02490 09_D0290 KP7 Ⅴ上 2層	D 楕円形 B1a1 0.33	 0.22	 0.23	 0.17	 0.04	 >SD0652 弥生～古墳 － －

SK02491 09_D0296 KP5 Ⅴ上 2層	B 円形 A3a2 0.23	 0.20	 0.09	 0.08	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02492 09_D0297 KP6 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A2a1 0.34	 0.23	 0.14	 0.10	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02493 09_D0298 KP6 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.30	 0.26	 0.21	 0.15	 0.05	 >SK02494 弥生～古墳 － －

SK02494 09_D0299 KP6 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B1a1 0.73	 0.23	 0.56	 0.13	 0.05	 SK02493> 弥生～古墳 － －

SK02495 09_D0300 KP6 Ⅴ上 2層	D 円形 A1a1 0.38	 0.34	 0.24	 0.17	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02496 09_D0301 KO5 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.30	 0.28	 0.23	 0.20	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02497 09_D0302 KO5 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
A1a1 0.44	 0.23	 0.30	 0.12	 0.06	 弥生～古墳 H － －

SK02498 09_D0303 KO6 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a1 0.36	 0.23	 0.22	 0.15	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02499 09_D0304 KO6 Ⅴ上 2層	C 円形 B1a1 0.27	 0.26	 0.18	 0.16	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02500 09_D0305 KO6 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
B1a1 0.83	 0.23	 0.52	 0.13	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02501 09_D0306 KO6 Ⅴ上 2層	B 楕円形 A1a1 0.48	 0.40	 0.32	 0.25	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02502 09_D0307 KO6 Ⅴ上 2層	C 長楕円形 A1a1 0.56	 0.33	 0.36	 0.18	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02503 09_D0308 KO6 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1a1 0.54	 0.33	 0.42	 0.23	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02504 09_D0309 KO6 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B1a1 1.41	 0.40	 1.20	 0.23	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02505 09_D0310 KN6 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.35	 0.34	 0.17	 0.15	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02506 09_D0311 KN6 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a1 0.30	 0.28	 0.22	 0.17	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02507 09_D0312 KN6 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.30	 0.25	 0.15	 0.14	 0.02	 弥生～古墳 － －

SK02508 09_D0319 KN7 Ⅴ上 2層	C 不明 A1a1 (0.37) (0.35) (0.18) (0.15) 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02509 09_D0320 KN7 Ⅴ上 2層	B 不明 B1a1 (0.38) (0.38) (0.34) (0.17) 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02510 09_D0322 KN7 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a1 2.24	 1.84	 2.05	 1.63	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02511 09_D0323 KN7 Ⅴ上 3層	C 楕円形 A1a1 0.39	 0.30	 0.19	 0.13	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02512 09_D0324 KN7 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.36	 0.32	 0.18	 0.15	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02513 09_D0325 KN7 Ⅴ上 2層	B 円形 A2a1 0.27	 0.26	 0.14	 0.12	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02514 09_D0326 KN7 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.30	 0.26	 0.17	 0.15	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02515 09_D0327 KP6 Ⅴ上 1層	A
不整長楕円

形
B1a1 (1.56) 0.46	 (1.37) 0.25	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02516 09_D0328 KP6 Ⅴ上 2層	C
不整長楕円

形
B1a1 0.37	 0.26	 0.25	 0.12	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02517 09_D0330 KL7 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.25	 0.21	 0.10	 0.07	 0.01	 弥生～古墳 － －

SK02518 09_D0331 KL7 Ⅴ上 2層	C 円形 A3a1 0.20	 0.18	 0.08	 0.07	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02519 09_D0332 KL7 Ⅴ上 2層	C 円形 A2a1 0.18	 0.17	 0.12	 0.11	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02520 09_D0333 KK7 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.21	 0.17	 0.08	 0.07	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02521 09_D0334 KK7 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A2a1 0.22	 0.18	 0.10	 0.09	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02522 06_D1128
J P 1 9 ～
Q19

Ⅴ上 1層	A 不定形 B1a1 (1.02) (0.75) (0.97) (0.53) 0.11	 Ⅴ～Ⅵ期 H 530 －

SK02523 06_D1141 KN5 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.22	 0.21	 0.19	 0.16	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02524 06_D1142 KM5～N5 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a2 (0.42) 0.30	 (0.40) 0.25	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK02525 06_D1143 KN5～N6 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1b1 0.54	 0.40	 0.34	 0.27	 0.07	 弥生～古墳 H － －

SK02526 06_D1146 KN6 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a2 0.36	 0.31	 0.30	 0.27	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02527 06_D1147 KM6 Ⅴ上 1層	A 不明 B6a2 (0.29) (0.17) (0.25) (0.15) 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02528 06_D1148 KM6 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.23	 0.22	 0.19	 0.18	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02529 06_D1149 KM6 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a2 (0.32) 0.20	 (0.28) 0.16	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02530 06_D1154 KO4 Ⅴ上 1層	A 不明 B2a1 0.18	 (0.13) 0.13	 (0.10) 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02531 06_D1155 KO4 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.18	 0.17	 0.12	 0.11	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02532 07_D0101 KQ1 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a1 0.46	 0.33	 0.36	 0.28	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02533 07_D0102 KQ2 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.23	 0.21	 0.15	 0.12	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02534 07_D0104 KR1 Ⅴ上 2層	B 不定形 A1a1 1.58	 (0.86) 1.21	 (0.62) 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02535 07_D0107 KQ2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.28	 0.25	 0.12	 0.10	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02536 07_D0110 KR2 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.18	 0.15	 0.08	 0.07	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02537 07_D0111 KR2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a2 0.21	 0.18	 0.15	 0.12	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02538 07_D0112 KR2 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.27	 0.20	 0.18	 0.13	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02539 07_D0113 KR2 Ⅴ上 2層	B 円形 A1a1 0.37	 0.35	 0.27	 0.25	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02540 07_D0114 KR2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.16	 0.14	 0.10	 0.07	 0.08	 弥生～古墳 － －
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SK02541 07_D0115 KR2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B1a1 0.46	 0.39	 0.34	 0.31	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02542 07_D0116 KQ2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 A1a1 0.28	 0.26	 0.08	 0.06	 0.18	 弥生～古墳 － －

SK02543 07_D0117 KR2 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.35	 0.27	 0.16	 0.11	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK02544 07_D0011 KQ5 Ⅴ上 3層	E 長楕円形 A2a1 0.65	 0.32	 0.48	 0.20	 0.14	 SD0654> 弥生～古墳 － －

SK02545 07_D0012 KQ5 Ⅴ上 2層	B 方形 A1a1 0.43	 0.36	 0.34	 0.26	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02546 07_D0013 KQ5 Ⅴ上 2層	E 楕円形 B2a1 0.43	 0.35	 0.32	 0.24	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02547 07_D0014 KR5 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 A2a1 (0.23) 0.31	 (0.12) 0.16	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02548 07_D0015 KQ5～S5 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A2a1 1.18	 0.88	 0.84	 0.65	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02549 07_D0017 KS5 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B3a1 0.52	 0.32	 0.34	 0.22	 0.06	 >SD0654 弥生～古墳 － －

SK02550 07_D0019 KP6 Ⅴ上 1層	A - B2a1 (0.54) (0.17) (0.38) (0.05) 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02551 07_D0047 KQ5 Ⅴ上 3層	B
不整長楕円

形
B1a2 (1.88) 0.75	 1.35	 0.35	 0.42	 >SD0652 弥生～古墳 H － 99

SK02552 07_D0048 KS5 Ⅴ上 3層	C 不整楕円形 A1a1 1.14	 0.95	 0.65	 0.34	 0.15	 SD0664> 弥生～古墳 － －

SK02553 07_D0073 KP5 Ⅴ上 3層	B 円形 B2a2 0.53	 (0.42) 0.38	 (0.32) 0.32	 弥生～古墳 － －

SK02554 07_D0074 KQ5 Ⅴ上 2層	B
不整長楕円

形
B1a1 0.52	 (0.15) 0.45	 (0.07) 0.18	 >SD0652 弥生～古墳 － －

SK02555 09_D0008 JS19 Ⅴ上 1層	A 不明 B2a1 (0.55) 0.62	 (0.35) 0.40	 0.10	 >SD0655 弥生～古墳 － －

SK02556 06_D1176 KT4 Ⅴ上 1層	A 円形 B1b2 0.36	 0.35	 0.33	 0.33	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02557 06_D1177 KT4 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a2 0.57	 0.52	 0.53	 0.48	 0.13	 弥生～古墳 － －

SK02558 06_D1178
K～OT4～
A4

Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.32	 0.24	 0.25	 0.18	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02559 06_D1182 OA4 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.25	 0.24	 0.18	 0.13	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02560 06_D1183 OA4 Ⅴ上 1層	A 不明 B1a1 (0.77) (0.71) (0.72) (0.67) 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02561 06_D1184 OA4 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B1a2 0.45	 0.30	 0.42	 0.22	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02562 06_D1185 OA4 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a2 0.36	 0.31	 0.33	 0.24	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02563 06_D1201
J～ KS20
～T1

Ⅴ上 2層	B 不整楕円形 B1a2 1.54	 1.07	 1.45	 1.02	 0.07	 >SZ084 弥生～古墳 H － －

SK02564 06_D1202 JT20 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B2a1 0.23	 0.23	 0.21	 0.18	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02565 06_D1203 JT20 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.30	 0.28	 0.21	 0.20	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02566 06_D1204 JT20 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a1 0.32	 0.29	 0.29	 0.24	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02567 06_D1205 NA1 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1a1 0.28	 0.27	 0.25	 0.24	 0.04	 弥生～古墳 H － －

SK02568 06_D1206 KS1～T1 Ⅴ上 2層	F 円形 C2b3 0.37	 0.32	 0.32	 0.27	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SK02569 06_D1207 KT1 Ⅴ上 1層	A 円形 A1a1 0.30	 0.28	 0.27	 0.25	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02570 06_D1209 JT20 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 A2a1 0.27	 0.17	 0.22	 0.12	 0.09	 弥生～古墳 H － －

SK02571 06_D1210 KT1 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a2 0.72	 0.55	 0.70	 0.50	 0.08	 >SB121 弥生～古墳 － －

SK02572 06_D1211 KS1 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B2b2 0.36	 0.24	 0.33	 0.21	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02573 06_D1212 KT1 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B1a2 1.10	 0.65	 1.06	 0.59	 0.08	 >SZ084 弥生～古墳 － －

SK02574 06_D1213 KT1 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a1 0.62	 0.58	 0.55	 0.52	 0.10	 >SZ084 弥生～古墳 H －
60・
61

SK02575 06_D1227 KS1 Ⅴ上 3層	F 円形 B1a1 0.36	 0.32	 0.28	 0.27	 0.05	 弥生～古墳 H － －

SK02576 06_D1221 KS1 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 A4a2 0.29	 0.18	 0.19	 0.12	 0.24	 弥生～古墳 － －

SK02577 06_D1222 OA1 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.48	 0.38	 0.40	 0.28	 0.07	 >SK02612 弥生～古墳 － －

SK02578 06_D1223 OA1 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a1 0.24	 0.17	 0.16	 0.10	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02579 06_D1224 OA1 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.31	 0.25	 0.26	 0.20	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02580 06_D1228 OA2 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B2a2 0.50	 0.35	 0.39	 0.19	 0.22	 弥生～古墳 H － －

SK02581 06_D1232 KS2 Ⅴ上 3層	B 不明 B2a2 (0.23) 0.23	 (0.22) 0.22	 0.13	 SK02582> 弥生～古墳 － －

SK02582 06_D1233 KS2 Ⅴ上 3層	B 円形 B2a2 0.37	 0.31	 0.33	 0.28	 0.12	 >SK02581 弥生～古墳 － －

SK02583 06_D1235 KS2 Ⅴ上 3層	E 楕円形 B2a2 0.36	 0.26	 0.31	 0.19	 0.15	 >SB121 弥生～古墳 － －

SK02584 06_D1236 KS2 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 B1a1 0.47	 0.31	 0.40	 0.24	 0.08	 弥生～古墳 － －

SK02585 06_D1237 KT2 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2a2 0.30	 0.21	 0.24	 0.13	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02586 06_D1238 KT2 Ⅴ上 2層	C 円形 B2a2 0.20	 0.17	 0.17	 0.12	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02587 06_D1239 KT2 Ⅴ上 3層	B 長楕円形 B2a2 0.45	 0.29	 0.35	 0.20	 0.20	 弥生～古墳 － －

SK02588 06_D1240 KT2 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a2 0.52	 0.52	 0.49	 0.48	 0.10	 >SK02589 弥生～古墳 － －

SK02589 06_D1241 KT2 Ⅴ上 2層	B 不明 B1a2 (1.11) 0.77	 (1.03) 0.74	 0.07	 SK02588> 弥生～古墳 H － －

SK02590 06_D1242 KT2 Ⅴ上 3層	H 楕円形 B2a2 0.29	 0.21	 0.23	 0.16	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02591 06_D1243 KT2 Ⅴ上 2層	D 円形 A2a1 0.31	 0.26	 0.16	 0.14	 0.10	 弥生～古墳 H － －

SK02592 06_D1245 KT2 Ⅴ上 8層	H 円形 A2b3 0.96	 0.89	 0.23	 0.18	 0.50	 弥生～古墳 H － －

SK02593 06_D1246 KS1 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.40	 0.37	 0.34	 0.31	 0.03	 弥生～古墳 － －

SK02594 06_D1247 KT1 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a1 0.23	 0.20	 0.17	 0.14	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02595 06_D1250 KR2 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a2 0.42	 0.39	 0.38	 0.37	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02596 06_D1253 KR2 Ⅴ上 2層	B 円形 B1a2 0.30	 0.27	 0.26	 0.24	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02597 06_D1254 KR2 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a2 0.47	 0.26	 0.42	 0.20	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02598 06_D1255 KR2 Ⅴ上 3層	D 楕円形 A2b2 0.27	 0.22	 0.22	 0.18	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02599 06_D1256 KR2 Ⅴ上 2層	B 長楕円形 B2a1 0.33	 0.22	 0.30	 0.19	 0.07	 弥生～古墳 － －
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遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SK02600 06_D1258 KS3 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 B3a2 0.33	 0.22	 0.30	 0.19	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02601 06_D1259 KS3 Ⅴ上 3層	C 楕円形 B3a2 0.31	 0.25	 0.25	 0.20	 0.19	 弥生～古墳 － －

SK02602 06_D1260 KS3 Ⅴ上 3層	B 楕円形 B3a2 0.31	 0.25	 0.27	 0.21	 0.22	 弥生～古墳 － －

SK02603 06_D1261 KS3 Ⅴ上 2層	D 楕円形 A3b2 0.23	 0.18	 0.18	 0.13	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SK02604 06_D1262 KS3 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a2 0.56	 0.39	 0.51	 0.36	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02605 06_D1263 KS3 Ⅴ上 3層	D 円形 B2b2 0.45	 0.35	 0.41	 0.31	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02606 06_D1264 KS3 Ⅴ上 3層	C 円形 B2a2 0.33	 0.30	 0.29	 0.24	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02607 06_D1265 KS3 Ⅴ上 2層	D 長楕円形 B2a2 0.41	 0.27	 0.34	 0.21	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02608 06_D1266 KS3 Ⅴ上 4層	D 円形 B3a1 0.31	 0.28	 0.20	 0.18	 0.20	 弥生～古墳 － －

SK02609 06_D1267 KS3 Ⅴ上 2層	B 不整円形 B1a2 0.33	 0.29	 0.28	 0.21	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02610 06_D1268 KS3 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.29	 0.24	 0.23	 0.18	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02611 06_D1269 JS20 Ⅴ上 2層	C 円形 A3a2 0.20	 0.16	 0.13	 0.12	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02612 06_D1270 KT1～T2 Ⅴ上 2層	B 不明 B1a1 (1.56) 1.31	 (1.45) 1.17	 0.08	 SZ084，SK02577> 中世 H，T 531 －

SK02613 06_D1271 KQ3 Ⅴ上 2層	C 円形 B3a2 0.23	 0.23	 0.19	 0.18	 0.14	 弥生～古墳 － －

SK02614 06_D1272 KQ3 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a2 0.38	 0.30	 0.34	 0.26	 0.08	 弥生～古墳 H － －

SK02615 06_D1274 KR3 Ⅴ上 2層	B 円形 B2a2 0.33	 0.30	 0.29	 0.25	 0.09	 弥生～古墳 － －

SK02616 06_D1275 KR3 Ⅴ上 3層	B 長楕円形 B2a2 0.55	 0.28	 0.50	 0.24	 0.11	 弥生～古墳 － －

SK02617 06_D1276 KR3 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a2 0.28	 0.21	 0.25	 0.18	 0.06	 弥生～古墳 － －

SK02618 06_D1277 KR3 Ⅴ上 1層	A 長楕円形 B1b1 0.33	 0.21	 0.27	 0.16	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02619 06_D1278 KQ4 Ⅴ上 2層	C 円形 B1a1 0.35	 (0.30) 0.28	 0.27	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02620 06_D1279 KR4 Ⅴ上 3層	D 楕円形 B1b2 0.48	 0.40	 0.43	 0.33	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02621 06_D1280 KR4 Ⅴ上 2層	B 楕円形 B1a2 0.33	 0.27	 0.30	 0.24	 0.07	 >SK02622 弥生～古墳 － －

SK02622 06_D1281 KR4 Ⅴ上 3層	B 楕円形 B1a2 0.68	 0.48	 0.54	 0.42	 0.07	 SK02621> 弥生～古墳 － －

SK02623 06_D1283 KR4 Ⅴ上 1層	A 円形 B1a1 0.20	 0.17	 0.15	 0.06	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02624 06_D1284 KS4 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a2 0.31	 0.22	 0.22	 0.18	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02625 06_D1290 OA3 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B1b2 0.53	 0.53	 0.38	 0.33	 0.15	 >SD0675 弥生～古墳 － －

SK02626 06_D1291 OA3 Ⅴ上 1層	A 不整楕円形 A2b2 0.54	 0.40	 0.15	 0.10	 0.16	 弥生～古墳 － －

SK02627 06_D1292 OA3 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a2 0.32	 0.22	 0.26	 0.19	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02628 06_D1293 OA3 Ⅴ上 2層	F 円形 B2a1 0.26	 0.25	 0.21	 0.17	 0.10	 弥生～古墳 － －

SK02629 06_D1294 OA3 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 0.35	 0.26	 0.28	 0.18	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02630 06_D1295 KT3 Ⅴ上 2層	C 楕円形 B2b2 0.30	 0.25	 0.09	 0.09	 0.17	 弥生～古墳 － －

SK02631 06_D1296 KS4 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B1a1 1.75	 1.20	 1.70	 1.03	 0.07	 弥生～古墳 － －

SK02632 06_D1298 KS4 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B2a2 0.38	 0.31	 0.34	 0.24	 0.12	 弥生～古墳 － －

SK02633 07_D0042 KI8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 A1a1 0.28	 0.26	 0.18	 0.16	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02634 07_D0045 KI9～J9 Ⅴ上 2層	E 不定形 B1a1 2.15	 0.35	 2.03	 0.12	 0.04	 弥生～古墳 － －

SK02635 07_D0046 KI8 Ⅴ上 2層	E 円形 B1a1 0.36	 0.32	 0.26	 0.20	 0.05	 弥生～古墳 － －

SK02636 07_D0031 GS7 Ⅴ上 2層	C 円形 A1a1 0.38	 0.34	 0.26	 0.12	 0.12	 弥生～古墳 － －

表58　土坑一覧表（13）

表59　柱穴状小穴一覧表（１）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SP0093 08_E0669 FS6 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B3b2 0.55	 0.46	 0.31	 0.20	 0.50	 Ⅵ期以降 H，W 537 99

SP0094 08_E0693 FT6 Ⅴ上 5層	G 楕円形 A3a2 0.49	 0.41	 0.32	 0.22	 0.33	 Ⅵ期以降 H，W 537
99・
100

SP0095 08_E0692 FT6 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4b1 0.42	 0.38	 0.21	 0.11	 0.48	 Ⅵ期以降 H，W 537 100

SP0096 08_E0668 FS6 Ⅴ上 8層	G 円形 B4b2 0.48	 0.47	 0.20	 0.17	 0.54	 Ⅵ期以降 H，W 537 100

SP0097 08_E0694 FT6 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a1 0.28	 0.25	 0.14	 0.12	 0.21	 Ⅵ期以降 S 537 101

SP0098 08_E0631 JL7 Ⅴ上 2層	G 円形 A2a1 0.34	 0.31	 0.21	 0.18	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SP0099 08_E0657 JM7 Ⅴ上 3層	G 円形 A2a1 0.34	 0.30	 0.23	 0.23	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SP0100 08_E0633 JM7 Ⅴ上 2層	G 不明 A2a1 (0.31) 0.38	 (0.22) 0.21	 0.18	 Ⅵ期以降 H，S 539 101

SP0101 08_E0695 JO7 Ⅴ上 2層	G 円形 C4b1 0.24	 0.21	 0.09	 0.04	 0.23	 弥生～古墳 － －

SP0102 08_E0671 JQ7 Ⅴ上 5層	G 円形 A3b1 0.37	 0.35	 0.12	 0.11	 0.28	 弥生～古墳 H，P，T － －

SP0103 07_C0171 FS10 Ⅴ上 2層	B 楕円形 C4a1 0.22	 0.21	 0.11	 0.09	 0.27	 弥生～古墳 518 －

SP0104 07_C0277 FS10～S11 Ⅴ上 3層	G 円形 B5a2 0.26	 0.25	 0.19	 0.17	 0.39	 弥生～古墳 H 518 －

SP0105 07_C0248 FS11 Ⅴ上 4層	G 円形 B4a2 0.28	 0.25	 0.21	 0.19	 0.30	 弥生～古墳 518 －

SP0106 07_C0144 FS11 Ⅴ上 5層	D 楕円形 C4a1 0.30	 0.29	 0.17	 0.14	 0.36	
Ⅴ期後半～
Ⅵ期前半

H 519 101

SP0107 06_D1244 KT2 Ⅴ上 3層	C 円形 B3a2 0.26	 0.26	 0.20	 0.19	 0.25	 弥生～古墳 － 101

SP0108 07_C0231 FT11 Ⅴ上 4層	G 円形 B4a2 0.24	 (0.23) 0.15	 0.15	 0.28	 >SA008-P7 弥生～古墳 H － －

SP0109 07_C0253 FT10 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.27	 0.26	 0.21	 0.18	 0.23	 弥生～古墳 H 518 －

SP0110 07_C0218 FT10 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.21	 0.20	 0.13	 0.11	 0.20	 弥生～古墳 518 －

SP0111 07_C0223 FT11 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B2a1 0.46	 0.29	 0.30	 0.22	 0.17	 弥生～古墳 H，W 518 －

SP0112 07_C0254 FT10 Ⅴ上 4層	G 円形 B4a2 0.32	 0.31	 0.15	 0.14	 0.39	 弥生～古墳 H 518 －

SP0113 07_C0255 FT10 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a2 0.24	 0.22	 0.12	 0.12	 0.21	 弥生～古墳 518 －

SP0114 07_C0256 FT10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4a2 0.29	 0.26	 0.16	 0.13	 0.32	 弥生～古墳 H － －

SP0115 07_C0131 JA10 Ⅴ上 4層	G 円形 C5a3 0.46	 0.32	 0.11	 0.11	 0.55	 弥生～古墳 H － －

SP0116 07_C0251 FT11 Ⅴ上 5層	G 楕円形 B4a2 0.47	 0.34	 0.27	 0.22	 0.44	 弥生～古墳 H 518 －

SP0117 07_C0152 FT11 Ⅴ上 2層	G 円形 C4a3 0.28	 0.27	 0.08	 0.07	 0.40	 弥生～古墳 S 518 －
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表60　柱穴状小穴一覧表（２）

遺構
番号

現場遺構
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調査
区画

検出
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形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SP0118 07_C0153 FT11 Ⅴ上 3層	G 円形 B4b2 0.28	 0.25	 0.13	 0.11	 0.36	 弥生～古墳 W 518 101

SP0119 07_C0163 FT10 Ⅴ上 2層	G 楕円形 B4b2 0.24	 0.23	 0.11	 0.09	 0.31	 弥生～古墳 H，W 518 －

SP0120 07_C0164 FT10 Ⅴ上 4層	G 円形 C5a1 0.29	 0.27	 0.11	 0.10	 0.42	 弥生～古墳 H － －

SP0121 07_C0175 JA10 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a1 0.26	 0.24	 0.13	 0.13	 0.24	 弥生～古墳 － －

SP0122 07_C0169 JA10 Ⅴ上 5層	C 円形 C4a1 0.44	 0.31	 0.11	 0.10	 0.38	 弥生～古墳 H － －

SP0123 07_C0285 JA11 Ⅴ上 4層	G 長楕円形 C5a2 0.24	 0.15	 (0.22) (0.15) 0.39	 >SP0124 弥生～古墳 － －

SP0124 07_C0284 JA11 Ⅴ上 3層	G 円形 C5a2 0.27	 0.24	 0.12	 0.11	 0.38	 SP0123> 弥生～古墳 － －

SP0125 07_C0282 JA11 Ⅴ上 4層	G 楕円形 C5a2 0.26	 0.24	 0.11	 0.09	 0.39	 弥生～古墳 H － －

SP0126 07_C0261 JA11 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4a2 0.31	 0.31	 0.18	 0.15	 0.44	 弥生～古墳 H － －

SP0127 07_C0266 JB10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C5b2 0.27	 0.24	 0.12	 0.09	 0.40	 弥生～古墳 H，W － －

SP0128 07_C0133 JB10 Ⅴ上 3層	G 円形 A4a1 0.24	 0.23	 0.14	 0.12	 0.27	 弥生～古墳 H － －

SP0129 07_C0200 JD10 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B3a1 0.33	 0.32	 0.16	 0.12	 0.32	 弥生～古墳 － －

SP0130 07_C0165 JD10 Ⅴ上 4層	G 円形 B3a1 0.36	 0.32	 0.14	 0.12	 0.27	 弥生～古墳 H － －

SP0131 07_C0036 JD10 Ⅴ上 4層	G 円形 A3a1 0.31	 0.30	 0.11	 0.11	 0.24	 弥生～古墳 － －

SP0132 07_C0241 JF11 Ⅴ上 4層	G 円形 B4a2 0.22	 0.21	 0.14	 0.12	 0.28	 弥生～古墳 － －

SP0133 08_D1026 JK17 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.23	 0.22	 0.14	 0.12	 0.16	 弥生～古墳 － －

SP0134 08_D0193 FS8 Ⅴ上 4層	G 円形 B2a2 0.49	 0.39	 0.14	 0.13	 0.24	 SK02198> 弥生～古墳 － －

SP0136 08_D0017 FS8 Ⅴ上 2層	G 円形 E2b3 0.38	 0.30	 0.08	 0.08	 0.14	 弥生～古墳 － －

SP0137 08_D0197 FT8 Ⅴ上 2層	G 不整楕円形 A4a2 0.37	 0.24	 0.18	 0.14	 0.31	 SK02198> 弥生～古墳 － 101

SP0138 08_D0198 FT8 Ⅴ上 5層	G 楕円形 B3a2 0.35	 (0.31) 0.24	 0.20	 0.29	 SK02198> 弥生～古墳 － －

SP0139 08_D0202 FT8 Ⅴ上 3層	B 円形 B4a2 0.32	 0.29	 0.19	 0.17	 0.35	 SK02198> 弥生～古墳 H － －

SP0140 08_D0201 FT8 Ⅴ上 3層	G
不整長楕円

形
C4a2 0.36	 0.25	 0.18	 0.12	 0.32	 SK02198> 弥生～古墳 － 102

SP0141 08_D0019 FT8 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 C3b3 0.46	 0.31	 0.20	 0.13	 0.22	 弥生～古墳 H － －

SP0142 08_D0044 FT8 Ⅴ上 2層	G 円形 B4a3 0.34	 0.23	 0.19	 0.18	 0.30	 不明 W 540 102

SP0143 08_D0301 FT8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4b3 0.36	 0.25	 0.16	 0.11	 0.33	 SK02199> 弥生～古墳 － 102

SP0144 08_D0046 FT8 Ⅴ上 2層	G 円形 C2b3 0.39	 0.31	 0.11	 0.10	 0.20	 Ⅵ期以降 H，W 540 102

SP0145 08_D0023 FT8 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 C2b3 0.61	 0.31	 0.04	 0.02	 0.19	 弥生～古墳 H － －

SP0146 08_D0038 FT8 Ⅴ上 3層	G 円形 C2a3 0.40	 0.33	 0.14	 0.12	 0.19	 Ⅵ期以降 H，W 540 102

SP0147 08_D0047 FT8 Ⅴ上 5層	G 長楕円形 B2b3 0.74	 0.50	 0.14	 0.09	 0.31	 弥生～古墳 H － 102

SP0148 08_D0049 FT8 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 A2a1 0.54	 0.36	 0.21	 0.12	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SP0149 08_D0039 FT8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a2 (0.33) 0.33	 0.14	 0.11	 0.29	 SK02213> 弥生～古墳 H － －

SP0150 08_D0041 JA8 Ⅴ上 2層	G 円形 B2a1 0.39	 0.35	 0.14	 0.13	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SP0151 08_D0140 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B4b3 0.41	 0.32	 0.26	 0.20	 0.36	 弥生～古墳 H － －

SP0152 08_D0050 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A2a1 0.53	 0.33	 0.18	 0.13	 0.22	 弥生～古墳 － －

SP0153 08_D0006 JA8 Ⅴ上 3層	G 円形 C5a2 0.27	 0.24	 0.09	 0.09	 0.47	 >SK02278 弥生～古墳 － －

SP0154 08_D0042 JA8 Ⅴ上 2層	G 楕円形 A2a1 0.39	 0.36	 0.19	 0.15	 0.16	 弥生～古墳 － －

SP0155 08_D0025 JA8 Ⅴ上 3層	G 円形 B5b2 0.42	 (0.19) 0.09	 0.09	 0.30	 >SB117 弥生～古墳 H － －

SP0156 08_D0300 JA8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B3a2 0.43	 0.38	 0.29	 0.22	 0.28	 弥生～古墳 － －

SP0157 08_D0043 JA8 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.34	 0.31	 0.13	 0.12	 0.32	 弥生～古墳 H － －

SP0158 08_D0016 JA9 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a2 0.39	 0.37	 0.20	 0.19	 0.26	 弥生～古墳 H － －

SP0159 08_D0070 JA8 Ⅴ上 2層	G 円形 B3a2 0.44	 0.38	 0.25	 0.23	 0.38	 SK02201> 弥生～古墳 H － －

SP0160 08_D0028 JA9 Ⅴ上 5層	G 円形 B3a2 0.39	 0.36	 0.28	 0.24	 0.37	 Ⅵ期 H 540 102

SP0161 08_D0272 JA8 Ⅴ上 2層	G 長楕円形 B3a2 0.42	 0.32	 0.34	 0.15	 0.28	
SK02202>>S
B118

弥生～古墳 － －

SP0162 08_D0271 JA8 Ⅴ上 4層	G 楕円形 B4a2 0.32	 0.29	 0.16	 0.12	 0.32	
SK02202>>S
B118

弥生～古墳 H － －

SP0163 08_D0285 JB9 Ⅴ上 3層	G 不整楕円形 A3a2 0.38	 0.30	 0.20	 0.15	 0.21	 SK02208> 弥生～古墳 H － －

SP0164 08_D0281 JB9 Ⅴ上 2層	G 不整楕円形 B2a2 0.31	 0.26	 0.18	 0.15	 0.13	 SK02208> 弥生～古墳 － －

SP0165 08_D0058 JB9 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 B2a1 0.40	 0.29	 0.24	 0.14	 0.15	 >SB119 弥生～古墳 H － －

SP0166 08_D0062 JB9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A2b3 0.35	 0.32	 0.11	 0.08	 0.21	 弥生～古墳 H － －

SP0167 08_D0061 JB9 Ⅴ上 2層	G 長楕円形 A1b3 0.52	 0.43	 0.25	 0.10	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SP0168 08_D0302 JB8 Ⅴ上 2層	G 円形 A5a2 0.24	 0.22	 0.13	 0.13	 0.34	 SK02206> 弥生～古墳 － －

SP0169 08_D0031 JB8 Ⅴ上 2層	G 円形 B2a1 0.40	 0.38	 0.23	 0.20	 0.19	 >SK02235 弥生～古墳 H － －

SP0170 08_D0034 JB8 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a2 0.42	 0.36	 0.20	 0.14	 0.36	 弥生～古墳 H － －

SP0171 08_D0012 JB8 Ⅴ上 2層	B 円形 B2b3 0.48	 (0.34) 0.16	 0.14	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SP0172 08_D0073 JB9 Ⅴ上 3層	G 円形 C3a3 0.41	 0.32	 0.11	 0.10	 0.28	 Ⅵ期以降 H，W 540
102
～
103

SP0173 08_D0076 JB9 Ⅴ上 3層	G 円形 A2a1 0.45	 (0.35) 0.27	 0.23	 0.11	 SK02238> 弥生～古墳 H － －

SP0174 08_D0082 JC9 Ⅴ上 4層	G 楕円形 A2b3 0.64	 0.40	 0.37	 0.26	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SP0175 08_D0081 JC9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C3a3 0.47	 0.31	 0.06	 0.05	 0.29	 弥生～古墳 H，S － －

SP0176 08_D0086 JC9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 C3a3 0.33	 0.28	 0.11	 0.08	 0.23	 弥生～古墳 － －

SP0177 08_D0084 JC9 Ⅴ上 3層	G 長楕円形 C3b3 0.53	 0.36	 0.15	 0.08	 0.28	 弥生～古墳 H － －

SP0178 08_D0096 JC9 Ⅴ上 2層	G 不整楕円形 A3a1 0.38	 0.29	 0.19	 0.14	 0.22	 弥生～古墳 － －

SP0179 08_D0092 JC9 Ⅴ上 3層	G 不明 B2a2 0.35	 (0.23) 0.21	 (0.17) 0.16	 弥生～古墳 － －

SP0180 08_D0100 JC9 Ⅴ上 3層	G 不整楕円形 B4a3 0.46	 0.30	 0.14	 0.11	 0.34	 弥生～古墳 － －

SP0181 08_D0145 JC9 Ⅴ上 2層	G
不整長楕円

形
C2a1 (0.29) (0.27) (0.21) (0.12) 0.16	 SK02253> 弥生～古墳 － －

SP0182 08_D0125 JE9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A2a1 0.34	 0.30	 0.15	 0.11	 0.16	 弥生～古墳 H － －

SP0183 08_D0121 JE10 Ⅴ上 4層	G 円形 B3a1 0.43	 0.30	 0.15	 0.14	 0.30	 弥生～古墳 S － －

SP0184 08_D0122 JE10 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.33	 0.28	 0.17	 0.16	 0.24	 弥生～古墳 H － －

SP0185 08_D0159 JH8 Ⅴ上 3層	G
不整長楕円

形
C2a1 0.45	 0.43	 0.22	 0.12	 0.24	 弥生～古墳 H － －

SP0186 08_D0303 JN8 Ⅴ上 3層	G 円形 C1b3 0.32	 0.30	 0.08	 0.08	 0.27	
>SK02319，
SK02320

弥生～古墳 H － －

SP0187 08_D0307 JN8 Ⅴ上 2層	G 楕円形 A2a1 0.38	 0.31	 0.15	 0.11	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SP0188 08_D0256 JO8 Ⅴ上 3層	G 円形 A4c3 0.42	 0.26	 0.12	 0.11	 0.37	 SD0508> 弥生～古墳 H － －

SP0189 08_D0257 JO8 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.29	 0.26	 0.17	 0.15	 0.21	 Ⅵ期 H 540 103

SP0190 09_D0120 JE9 Ⅴ上 4層	G 円形 C3b3 0.30	 0.29	 0.08	 0.06	 0.22	 弥生～古墳 － －

SP0191 09_D0097 JK9 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B2a1 0.43	 0.35	 0.21	 0.16	 0.20	 SD0530> 弥生～古墳 H － －
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表61　柱穴状小穴一覧表（３）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿
図

図
版

SP0192 09_D0079 JL10 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a1 0.30	 0.26	 0.10	 0.08	 0.13	 弥生～古墳 H － －

SP0193 09_D0035 JS10 Ⅴ上 4層	G 円形 A2a1 0.52	 0.50	 0.16	 0.10	 0.15	 弥生～古墳 H，T － －

SP0194 09_D0031 JS11 Ⅴ上 4層	G 円形 C3c3 0.45	 0.40	 0.06	 0.05	 0.38	 Ⅵ期以降 H 540 103

SP0195 06_D0779 JR8 Ⅴ上 1層	A 楕円形 B3a2 0.42	 0.34	 0.11	 0.11	 0.30	 SK02368> 弥生～古墳 － －

SP0196 06_D0854 JT8 Ⅴ上 1層	A 円形 B3a2 0.27	 0.24	 0.26	 0.25	 0.22	 >SK02382 Ⅵ期以降 H，S，W 540 103

SP0197 06_D0791 JS9 Ⅴ上 1層	A 円形 A4a2 0.26	 0.24	 0.08	 0.07	 0.29	 弥生～古墳 － －

SP0198 06_D0872 JS13 Ⅴ上 1層	A 不整円形 B3a2 0.31	 0.28	 0.22	 0.14	 0.24	 >SZ081 弥生～古墳 － －

SP0199 07_D0207 JF20 Ⅴ上 3層	G 円形 A3a1 0.25	 0.24	 0.07	 0.07	 0.24	 弥生～古墳 H － －

SP0200 07_D0208 JF20 Ⅴ上 4層	G 円形 A4a1 0.25	 0.23	 0.07	 0.07	 0.18	 弥生～古墳 H － －

SP0201 09_D0271 KO5 Ⅴ上 5層	G 円形 C5a2 0.26	 0.26	 0.12	 0.10	 0.42	 弥生～古墳 H － －

SP0202 09_D0220 KO4 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a2 0.25	 0.20	 0.10	 0.08	 0.15	 弥生～古墳 H － －

SP0203 09_D0218 KP4 Ⅴ上 3層	G 楕円形 B2a1 0.22	 0.21	 0.16	 0.12	 0.11	 弥生～古墳 H － －

SP0204 09_D0279 KP4 Ⅴ上 3層	G 円形 B1a1 0.48	 0.45	 0.28	 0.24	 0.13	 SK02485> 弥生～古墳 － －

SP0205 09_D0227 KO4 Ⅴ上 3層	G 円形 B3a2 0.30	 0.26	 0.15	 0.12	 0.22	 弥生～古墳 H － －

SP0206 09_D0269 KP4 Ⅴ上 3層	G 円形 A2a1 0.24	 0.21	 0.13	 0.11	 0.11	 弥生～古墳 － －

SP0207 09_D0223 KO4 Ⅴ上 3層	G 円形 A2a1 0.26	 0.22	 0.12	 0.12	 0.14	 >SD0646 弥生～古墳 H － －

SP0208 09_D0213 KP4 Ⅴ上 3層	G 楕円形 A3a1 0.30	 0.23	 0.12	 0.08	 0.18	 弥生～古墳 － －

SP0209 09_D0214 KP4 Ⅴ上 3層	G 円形 C3a1 0.27	 0.24	 0.03	 0.03	 0.22	 弥生～古墳 － －

SP0210 09_D0230 KP4 Ⅴ上 4層	G 楕円形 A2a1 0.25	 0.20	 0.12	 0.10	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SP0211 09_D0208 KP4 Ⅴ上 6層	G 円形 B1a2 0.22	 0.20	 0.15	 0.13	 0.20	 弥生～古墳 H － －

SP0212 09_D0203 KQ2 Ⅴ上 4層	G 円形 A2a1 0.25	 0.22	 0.15	 0.10	 0.12	 弥生～古墳 H － －

SP0213 06_D1150 KM6 Ⅴ上 1層	A 円形 B3b2 0.26	 0.23	 0.18	 0.13	 0.20	 弥生～古墳 － －

SP0214 06_D1135 JP20 Ⅴ上 1層	A 円形 B2a2 0.38	 0.38	 0.33	 0.30	 0.22	 >SD0652 弥生～古墳 － －

SP0215 06_D1257 KR2～R3 Ⅴ上 3層	D 不整円形 A3a1 0.33	 0.28	 0.11	 0.10	 0.23	 SD0657> 弥生～古墳 － －

表62　井戸跡一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

挿図 図版

SE007 07_C0025 JB16 Ⅴ上 1層	A 円形 A2a1 0.72	 0.68	 0.28	 0.25	 0.28	 弥生～古墳 － －

表63　水田区画一覧表（１）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査区画
検出
層位

平面形状
下端
長軸

下端
短軸

中央部高
(ｍ)

新>●>旧 出土遺物 挿図 図版

ST060 07_D0127 FS19 Ⅴ上 不定形 (2.10) (1.42) 6.45	 H － －
ST061 09_D0368 GS1 Ⅴ上 不整長方形 (5.04) 4.20	 6.24	 H，P，T － －
ST062 07_D0067 GR2～S2 Ⅴ上 不定形 (6.02) (2.82) 6.29	 H，P － －

ST063
07_D0076
09_D0366

GR3～S3 Ⅴ上 不整長方形 (5.00) (2.92) 6.21	 H － －

ST064
07_D0072
09_D0359

GR3～S4 Ⅴ上 不定形 4.90	 2.60	 6.24	 H，W － －

ST065 07_D0069 GR3～S4 Ⅴ上 不定形 (4.10) (1.83) 6.27	 H － －

ST066
07_D0068
09_D0360

GR4～S5 Ⅴ上 不定形 (7.20) (5.10) 6.25	 H，P － －

ST067 07_D0099 GR7～S7 Ⅴ上 不定形 (2.60) (1.35) 6.16	 － －
ST068 07_D0128 FT19 Ⅴ上 不定形 (3.40) (2.35) 6.33	 H，P，T － －

ST069
07_D0081
09_D0367

F～KT20～A1 Ⅴ上 不定形 (10.10) (2.60) 6.17	 H，P，T，S，W，I － －

ST070 07_D0079 GS1～T2 Ⅴ上 不定形 4.72	 3.46	 6.15	 H，P，T － －

ST071
07_D0080
09_D0365

GT2～T3 不整多角形 9.90	 5.65	 6.16	 H，P，T，W － －

ST072 09_D0358 GT4 Ⅴ上 不整長方形 6.48	 4.94	 6.17	 H，T － －
ST073 09_D0357 KA5 Ⅴ上 不整長方形 6.90	 4.92	 6.18	 H，T，W － －
ST074 09_D0356 KA6 Ⅴ上 不整長方形 5.54	 3.18	 6.21	 H，T － －

ST075
07_D0070
09_D0355

KA7 Ⅴ上 不定形 6.00	 2.70	 6.15	 H － －

ST076 07_D0131 JA19～B19 Ⅴ上 不定形 (6.82) (1.90) 6.41	 H － －
ST077 07_D0129 JA19～B20 Ⅴ上 不定形 (3.07) (2.38) 6.34	 H，P，T，S，W － －
ST078 07_D0133 JA20 Ⅴ上 不定形 (2.32) (1.30) 6.37	 － －
ST079 07_D0082 KA2 Ⅴ上 不定形 (0.47) (0.14) 6.26	 H － －
ST080 07_D0134 JB19～B20 Ⅴ上 不定形 2.28	 0.92	 6.39	 H，P － －
ST081 07_D0083 KA1～B2 Ⅴ上 不定形 (2.60) (2.60) 6.28	 H － －
ST082 07_D0139 JB19～C20 Ⅴ上 不定形 (4.75) 1.92	 6.35	 H － 91

ST083 07_D0136
J ～ KB19 ～
C20

Ⅴ上 不定形 2.79	 2.65	 6.75	 H，S － 105

ST084 07_D0137 KB1～C1 Ⅴ上 不定形 (2.22) (1.20) 6.36	 H － －

ST085
07_D0062
09_D0374

KB2～3 Ⅴ上 不整長方形 (7.90) 3.90	 6.18	 H － －

ST086 09_D0375 KB4 Ⅴ上 不整長方形 7.12	 3.50	 6.05	 H，T － －
ST087 09_D0354 KB5 Ⅴ上 不整長方形 7.40	 3.90	 6.02	 H，P，T，I － －
ST088 09_D0353 KB6 Ⅴ上 不整長方形 7.35	 5.80	 6.15	 H，T － －

ST089
07_D0071
09_D0352

KA7～B7 Ⅴ上 不整長方形 6.60	 (4.20) 6.16	 H，T，W － －

ST090 07_D0143 JC19～D20 Ⅴ上 不定形 6.72	 (3.94) 6.35	 H － －
ST091 07_D0140 J～KC20～D1 Ⅴ上 不定形 4.08	 2.80	 6.31	 H，S － 105

ST092
07_D0061
07_D0141
09_D0351

KB1～D3 Ⅴ上 不定形 9.90	 (6.40) 6.26	 H － －
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表64　水田区画一覧表（２）

遺構
番号

現場遺構
番号

調査区画
検出
層位

平面形状
下端
長軸

下端
短軸

中央部高
(ｍ)

新>●>旧 出土遺物 挿図 図版

ST093
07_D0060
09_D0350

KC3 Ⅴ上 不整方形 4.10	 2.70	 6.16	 H，S － －

ST094 09_D0349 KC4 Ⅴ上 不整方形 3.88	 3.52	 6.12	 － －

ST095 09_D0348 KC5 Ⅴ上 不定形 3.35	 3.20	 6.09	 H － －

ST096
07_D0078
09_D0364

KB7～D7 Ⅴ上 不定形 (7.50) (4.80) 6.08	 H － －

ST097 07_D0055 KD3 Ⅴ上 不定形 4.52	 (2.50) 6.21	 － －

ST098
07_D0054
09_D0345

KD4 Ⅴ上 不整方形 4.50	 2.40	 6.06	 H － －

ST099 09_D0346 KD5 Ⅴ上 不定形 5.50	 4.24	 6.06	 H，T － －

ST100
07_D0059
09_D0347

KD6～E7 Ⅴ上 不定形 11.70	 (9.70) 6.09	 H，T － －

ST101 07_D0053 KD3～E3 Ⅴ上 不定形 (1.10) (6.40) 6.21	 － －

ST102 07_D0151 J～KF19～1 Ⅴ上 不定形 8.26	 3.22	 6.26	 H － －

ST103 07_D0144 KE1～E2 Ⅴ上 不定形 2.98	 1.38	 6.23	 － －

ST104 07_D0145 KE2～E3 Ⅴ上 不定形 3.16	 2.66	 6.20	 H － 105

ST105 07_D0146 KE1～F2 Ⅴ上 不定形 6.28	 3.46	 6.19	 H － 105

ST106
07_D0052
07_0157
09_D0344

KE3～F4 Ⅴ上 不定形 7.20	 (2.70) 6.20	 H － －

ST107
07_D0051
09_D0340

KE4～F5 Ⅴ上 不整方形 8.70	 7.50	 6.09	 H － －

ST108 09_D0339 KF6 Ⅴ上 不定形 9.92	 4.06	 6.05	 H，T － －

ST109 07_D0029 KE6～F7 Ⅴ上 不定形 (4.60) (2.20) 6.12	 H － 105

ST110 07_D0154 JF19 Ⅴ上 不定形 (0.90) (0.16) 6.31	 － －

ST111 07_D0152 JF19 Ⅴ上 不定形 (5.95) (2.30) 6.23	 H － －

ST112 07_D0158 JF19～G20 Ⅴ上 不定形 5.40	 2.48	 6.25	 H － －

ST113 07_D0157 KF20～F1 Ⅴ上 不定形 5.62	 3.68	 6.24	 H － －

ST114 07_D0162 KF １～G2 Ⅴ上 不定形 5.66	 3.28	 6.17	 H － －

ST115 07_D0156 KF3 Ⅴ上 不定形 3.54	 1.98	 6.15	 － －

ST116

07_D0050
07_D0173
07_D0174
09_D0338

KG3～H5 Ⅴ上 不定形 (9.00) (7.80) 6.15	 H，P，T － －

ST117
07_D0049
09_D0337

KG5～H6 Ⅴ上 不明 8.20	 (5.20) 6.00	 H，P，T － －

ST118 09_D0341 KG7 Ⅴ上 不定形 (3.00) (0.95) 6.01	 H，P － －

ST119 07_D0164 JH19 Ⅴ上 不定形 4.26	 3.18	 6.21	 H － －

ST120 07_D0163 JG20～H1 Ⅴ上 不定形 (6.52) 2.82	 6.23	 H － －

ST121 07_D0159 J～KG20～H1 Ⅴ上 不定形 (6.98) (6.00) 6.23	 H － －

ST122 07_D0160 KG2 Ⅴ上 不定形 4.90	 2.78	 6.20	 H，P － －

ST123 07_D0181 KE1 Ⅴ上 不定形 3.94	 4.32	 6.16	 H － －

ST124 07_D0172 KG3～H3 Ⅴ上 不整長方形 6.82	 4.20	 6.15	 H － －

ST125
06_E0002
07_D0185

J～KJ19～O1 Ⅴ上 不定形 18.60	 1.60	 6.07	 H，P，T，S，W － －

ST126 07_D0182 KI2～3 Ⅴ上 不定形 4.08	 3.32	 6.12	 H － －

ST127 07_D0176 KH3～J3 Ⅴ上 不整方形 7.84	 4.04	 6.05	 H，P － －

ST128 07_D0177 KH4～J5 Ⅴ上 不定形 6.42	 6.48	 6.05	 H，P，T － 105

ST129 07_D0183 KI1～J2 Ⅴ上 (8.06) (5.48) 6.10	 H，T － －

ST130
06_E0021
07_D0179

KJ3～K4 Ⅴ上 不定形 (4.50) (2.50) 6.08	 H － －

ST131 07_D0201 KJ4 Ⅴ上 不定形 (2.40) (0.58) 6.04	 H － －

ST132 07_D0178 KJ5 Ⅴ上 不定形 (2.80) (0.85) 6.09	 H － －

ST133 06_E0005 KK1～L1 Ⅴ上 不整長方形 7.50	 (1.10) 6.04	 H，P，T，W － －

ST134 06_E0004 KK1～K3 Ⅴ上 不整長方形 7.60	 1.60	 6.09	 － －

ST135 06_E0015 KJ3～K4 Ⅴ上 不整長方形 4.80	 2.50	 6.08	 H，T － －

ST136 06_E0017 KJ4～L5 Ⅴ上 不定形 (4.70) 4.20	 6.07	 H，T，S，W，I － －

ST137 06_E0025 KK3～L4 Ⅴ上 不整長方形 (3.50) 3.00	 6.05	 H，T － －

ST138 06_E0007 KL2～M3 Ⅴ上 不整長方形 5.20	 4.50	 6.08	 H，T － －

ST139 06_E0010 KM1～N2 Ⅴ上 不整長方形 7.10	 4.30	 6.03	 H，P，W － －

ST140 06_E0022 KL3～M4 Ⅴ上 不整長方形 6.90	 4.50	 6.12	 － －

ST141 06_E0019 KK5～L6 Ⅴ上 不定形 (4.50) (2.20) 6.09	 H，T － －

ST142 06_E0006 J～KN20～O1 Ⅴ上 不定形 (5.10) (1.90) 6.06	 － －

表65　杭列一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面形状
上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考 挿図 図版

SS001 07_C0024 FS15～T15 Ⅴ上 弥生～古墳 杭

SS002 06_E0026 KM01 Ⅴ上 弥生～古墳 杭

SS003 06_E0032 JL20 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭

SS004 06_E0033 JL20 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭

SS005 06_E0034 JO20 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭

SS006 06_E0035 KL05 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭

SS007 06_E0036 KL05 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭

SS008 06_E0037 KL05 Ⅴ上 弥生～古墳 W 杭
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（７）包含層出土の遺物

　包含層出土資料は縄文時代・Ⅱ～Ⅳ期・Ⅴ～Ⅹ期・古代・中世～近世・石器・金属製品・木製品の

の順に掲載した。

縄文時代　2648は縄文時代晩期末葉の変容壺の胴部。突帯上に押圧があり、その上部には条痕が認め

られる。2649は口縁部が弱く外反する縄文時代晩期の深鉢。2650も縄文時代晩期後半の深鉢。外面に

貝殻条痕がある。

Ⅱ～Ⅳ期　2651はⅡ期の壺Ａ類。口縁端部の上下に押圧があり、頸部には貝殻による直線文がみられ

る。2653はⅡ期の壺底部と考えられる。2652はⅡ期の壺。口縁端部上下端にキザミ、内面にも施文が

認められる。2656はⅡ期の甕。内面に波状文が認められる。2655・2658はⅢ期の壺。口頸部に櫛描文

がある。2657はⅣ期の壺胴部。2654・2659～2661・2665・2667・2668はⅣ期の壺。胎土がいずれも茶

褐色を呈し、焼成も堅緻で在地のものとは異なる。断面の深いハケ調整が特徴的で、2668には円形の

刺突文、2665・2667には頸部に突帯を貼付する。2664は胴部に波状文があり、Ⅳ期の鉢である。口縁

部の形状はⅣ期甕Ｂ類と類似する。2669は口縁端部にキザミがあり、胴部にはヨコハケが認められる。

Ⅲ～Ⅳ期の資料であろう。2670・2671・2672はⅣ期甕Ａ類で口縁部が強く屈折する。2673もⅣ期甕Ａ

類の胴部と考えられる。2674・2676はⅣ期甕Ｂ類。2674は口縁端部を強く屈曲させる。

Ⅴ～Ⅹ期　2662・2663はⅤ期甕B1b類。口縁部がくの字に屈折して、端部にキザミをもつ。内面には

ヘラケズリがある。2677～2682・2686・2692～2694はⅤ～Ⅵ期の鉢Ａ類。口縁端部・頸部以下に刺突

文もしくは直線文を加える例が多い。2677・2694は口縁端部の屈曲が顕著で頸部が直立する。Ⅴ期

の可能性が高い。2693の口縁端部がわずかに屈曲する。2691は鉢Ｂ類だがやや小型品である。2696・

2698は鉢Ｅ類。口縁部が直線的に開く。出土量はわずかである。2703は口縁部が直立する高坏B1類で

Ⅴ期の資料。2713は高坏B2類で外面に波状文、内面に沈線が認められる。Ⅴ期の資料である。2712も

類似する資料で外面に波状文が認められる。高坏2709～2711・2714・2718は高坏B2・B3類でⅤ期でも

後半の資料であろう。2719は高坏B4類でⅤ期末～Ⅵ期前半の資料である。高坏脚部のうち沈線のある

もの（2720・2721・2722・2723）はⅤ期の資料であろう。2736はⅤ期高坏B2b類の良好な資料。坏部・

脚部ともに赤彩が認められる大型品。2738～2740は内面加飾のある高坏C4類でⅦ期の資料にあたる。

2739は多条沈線の間に山形文の他に斜格子文を加える。2740は羽状文のある少数例である。2741はⅦ

期の高坏H2類。外面に多条沈線と山形文で加飾する。2742は高坏I1類。坏部の強い屈曲と円形刺突文

が特徴的で、Ⅴ期の資料である。2744・2745は高坏I2・3類でⅤ期後半～Ⅵ期の資料であろう。2745

は口縁部が強く内傾する。2747も高坏Ｉ類で外面に高坏同様の文様を施文する。高坏Ｉ類への施文例

はこれまで唯一の資料である。少条化した多条沈線の間に山形文や対向山形文を施文する。2751は口

縁端部に円形貼付文がある器台A1類。Ⅴ期の資料である。2754はⅤ期の器台A2類。口縁端部に顕著

な平坦面がある。2755・2756・2760・2761はⅥ期前半の器台B1類。2762～2776はⅤ～Ⅵ期の壺Ａ類。

表66　水制遺構一覧表

遺構
番号

現場遺構
番号

調査
区画

検出
層位

埋土
平面
形状

断面
形状

上端
長軸

上端
短軸

下端
長軸

下端
短軸

深さ 新>●>旧 時期
出土
遺物

備考 挿図 図版

SW001 08_D1047 JI14 Ⅴ上 5層	C 不整長楕円形 A1a1 8.68	 3.38	 5.82	 1.60	 0.24	 ＞SD0381
弥生時代後期～
古墳時代前期

H,S,W
615
～
617

105・
106
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図619　包含層出土遺物実測図（１）
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図620　包含層出土遺物実測図（２）
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図621　包含層出土遺物実測図（３）
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図622　包含層出土遺物実測図（４）
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図623　包含層出土遺物実測図（５）
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図624　包含層出土遺物実測図（６）
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図625　包含層出土遺物実測図（７）
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2770は口縁端部に刺突文があり、内面には刺突文と扇形文が認められる。2766・2772・2773の口縁部

内面には羽状文と刺突文が認められる。Ⅴ期の資料である。羽状文のみを施文する。2775・2774もⅤ

期の資料である。2785は口縁端部を水平に引き出し、刺突文を加える例外的な資料。口縁内面の形状

からA3類に含めた。外面に直線文と波状文を施文する。2784は口縁端部を上下に拡張して円形刺突文

を加える。Ⅶ期の資料であろう。壺Ｂ類には2789・2790・2791がある。2788は胴部が口縁部より大き

く下膨れである。2789は口縁部内面に短沈線に間に円形刺突文を加える。2795は胴部のみが遺存する。

壺Ｂ類もしくはＣ類と考えられ、胴部外面には線刻が認められる。胴部中央やや上部にバチ形の線刻

が認められる。反対側にも欠損部位があるが、同様の線刻がある。2794・2809はⅥ期の壺Ｈ類。口頸

部を欠損する。甕Ａ類は2815～2850がある。2827は口縁端部の屈曲が強く、頸部以下に直線文と刺突

文を施文するⅤ期の資料。2815・2831は口縁部の屈曲が強く、頸部以下の文様が直線文・刺突文の３

帯で構成され、Ⅴ期の資料である。2833・2848はⅤ期末～Ⅵ期前半にあたる。その他の甕Ａ類はⅥ

期でも前半の資料で2841の口縁外面には沈線がめぐる。甕Ｂ類には2852～2865がある。2852・2853・

2857は口縁部が短く屈折する。内面にケズリ調整があり、Ⅴ期の資料である。2860～2862は口縁部が

長く外反する資料。Ⅵ期後半の資料であろう。2869・2870はＳ字甕Ｄ類、2866～2868はⅩ期の宇田型

甕である。2871はＳ字甕Ｂ類、2872はＳ字甕Ａ類である。2878・2879は口縁部が短いⅤ期～Ⅶ期の甕

E6類。2894・2900は土製の玉。2895はⅤ～Ⅵ期の土製品。土玉もしくは高坏など脚部の接合に用いる

材料と考えられる。2900は刺突文が施文され、上端に欠損した孔がみられる。2904は多条沈線と刺突

文を施す器形が不明な資料。文様からⅦ期と考えられる。2896～2899は土錘。2906は板状の土製品。

胎土はⅥ～Ⅶ期に類似する。2901・2907は土器の接合に用いるものと考えられる。2915は筒状の器形

を示すが、下端は観察したところ屈曲した後さらに下方に続くようにみえるため、底部ではない可能

性がある。胎土はⅥ～Ⅶ期に類似する。2916・2917はⅩ期の高坏。

古代　2922～2930は須恵器。2922は蓋で天井部は平坦で６世紀の資料。2924は坏身、2929は平瓶の口

縁部、2925ははそうの口縁部で７世紀代の資料。2927は６世紀代の甕の口縁部で波状文が施文される。

2923は８世紀代の坏身である。2935は清郷型鍋。2936～2938・2941は灰釉陶器。2937・2941はO-53型

式、2938は美濃須衛産で11世紀代であろう。2931～2934は古代瓦。2939は11世紀後半の灰釉陶器の小

碗。高台がつぶれ気味である。

中世～近世　2940は尾張６型式の片口鉢。2945・2946は墨書のある山茶碗だが、文字は判読できな

い。2944・2947の山茶碗底面は「仏師」とある。山茶碗は2944～2969である。美濃須衛産が目立ち、

尾張の５型式に相当する時期は（2944・2947・2958・2961・2964・2965）である。底部内面の中央に

わずかに突起を残すのが特徴的である。４型式に相当するものとして（2959）がある。残る山茶碗は

尾張３型式（2942）、４型式（2957）、５型式（2948・2949・2951・2953・2954・2967～2969）、６型

式（2966）、窯洞１型式（2956）がある。2972は登窯第２小期の志野皿。2970は古瀬戸後Ⅲ～後Ⅳ期

古の丸皿。2974～2977は青白磁。2974・2975は画花文の碗。2978は白磁碗でＣ群。2980は古瀬戸前Ⅱ

期の四耳壺。東濃産の可能性がある。2982は中世の甕と思われるが、産地は不明。2983は常滑の甕。

2984は陶丸。2986～2991は土師皿。2993は登窯第10・11期の擂鉢。2994・2995は天目茶碗。2994は大

窯第２段階、2995は登窯第５小期。2996は登窯第３・４小期の汁次。2997は17世紀後半の御室茶碗。

2998・2999は折縁鉄絵皿で登窯第１小期。3000は古瀬戸後２期の折縁深皿。2992は登窯第５小期の菊皿。
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図626　包含層出土遺物実測図（８）
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図627 包含層出土遺物実測図（９）
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図628　包含層出土遺物実測図（10）
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図629　包含層出土遺物実測図（11）
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図630　包含層出土遺物実測図（12）
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図631　包含層出土遺物実測図（13）
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図632　包含層出土遺物実測図（14）
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図633　包含層出土遺物実測図（15）
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図634　包含層出土遺物実測図（16）
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図635　包含層出土遺物実測図（17）
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図636　包含層出土遺物実測図（18）
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石器　3001はチャート製の凹基無茎石鏃。3002・3003は平基無茎石鏃。3002は下呂石製の凹基無茎石鏃、

3003はチャート製の平基無茎石鏃である。3004はチャート製の石錐。3005は砂岩製の刃器で側縁に沿っ

て摩滅した面を残す。3006はハイアロクラスタイト製の磨製石斧である。全面に整形時の敲打痕を残

す。3007はハイアロクラスタイトの磨製石斧。3008はハイアロクラスタイト製の磨製石斧。3009は安

山岩製の磨石。3010・3011は叩石類。3011は砂岩製、3010は安山岩製である。3012は砂岩製の叩石類。

3013・3019・3021は砂岩製の砥石。3014は砂岩製の砥石。3015は凝灰質泥岩製の砥石。3016・3018は

凝灰質砂岩製の砥石。3017は凝灰質砂岩製の手持ち有溝砥石。3020は泥岩製の砥石。3022・3025は砂

岩製の砥石。3029は縁辺に敲打痕を残す。3025は一部の縁辺が敲打によりつぶれる。3023は安山岩製

の砥石。3024はホルンフェルス製の手持ち砥石。3026は砂岩製の砥石。3027・3029は砂岩製の砥石。

3028は凝灰質砂岩製の砥石。

金属製品　3030は柳葉式の有茎銅鏃である。鏃身部と茎部の境に段差をもつ。3031は鉄製の刀子で先

端部と基部を欠損する。3032は真鍮製の煙管。3033は銅製の煙管の首部。3034真鍮製の煙管の吸口。

3035は用途不明の銅板である。3036は鉄釘で頭部を潰し、直角に折り曲げる。3037は鉄釘で頭部を潰

し折り曲げる。3038～3041は鉛製の玉である。3043～3052は古銭である。3042は雁首銭。3043は古銭（元

豊通宝）。3044は古銭（元祐通宝）。3045は古銭（咸平元宝）。3046は古銭（寛永通宝）。3047は古銭（種

類は不明）。3048は古銭（元祐通宝）。3049は古銭（聖宋元宝）。3050は古銭（治平元宝）。3051は古銭

（嘉祐元宝）。3052は古銭（皇宋通宝）。

木製品　3053は大足の棧で下部に段状の抉りを加工している。3054は竪杵で全体的に丁寧な仕上げを

施す。3055は器具部材。扁平な板材で大小の円孔とくぎ止め穴が7箇所穿たれている。下端左側で若

干くびれている。3056は椅子の脚か。扁平な板材で平面形は扇形になる。表面に加工痕はみられない。

図637　包含層出土遺物実測図（19）
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図638　包含層出土遺物実測図（20）
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図639　包含層出土遺物実測図（21）



第６節　東部　　381

図640　包含層出土遺物実測図（22）
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図641　包含層出土遺物実測図（23）
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図642　包含層出土遺物実測図（24）
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3057は紡輪で円形の半分が欠損している。3058は曲げ物。3059は刳物容器の側板で扁平な板材で上端

が欠損する。左上部に径1.3cmの円孔がある。3060は柱根で表面は全体的に面取りをする。底部は多

方向から削る。3061は柱根で丸太材の下端を不整方向から削り鈍く尖らせる。3062は芯持ち丸太材を

用いた杭。3063は扁平で細長い板材で上端をまっすぐに加工する。構造部材か曲物の側板か。3064は

断面三角形で緩やかに湾曲した加工材で上端から下端にかけて徐々に細くなる。3065は端材で上下両

図643　包含層出土遺物実測図（25）
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端部を斜めに切断しており、刃こぼれ痕を残す。3066は摘み鎌。断面形は「く」の字状になる。3067

は構造部材の残欠品。中央部は方形状に隆起しており、梯子の可能性がある。3068は厚みのある板材

で上下端欠損している。下部には長方形の枘穴が穿たれている。

3069は16世紀以降の連歯下駄で鼻緒の穴を焼け火箸であけている。表面の前壷付近に指圧痕がある。

壷孔の形は円形である。3070・3071は棒材。3072は丸棒で	先端部を欠損する。ヤリガンナによる縦

方向の加工し、棒状に削り出している。

図644　包含層出土遺物実測図（26）



386　　第３章　調査の成果

図645　包含層出土遺物実測図（27）
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図646　包含層出土遺物実測図（28）



388　　第３章　調査の成果

図647　包含層出土遺物実測図（29）
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